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　【第一章】　夢の終わり、へたれの始まり







　夢ゆめから覚めた時、初めに見えたのは教室の時計だった。

　一秒、一秒……刻きざみ続ける針はりの音。

　微睡まどろみの思考の中、時計を眺ながめる虚うつろな僕。休み時間が終わるまであと四百八十秒。

　意い識しきが覚かく醒せいしていくにつれ教室中の喧けん騒そうが明めい確かくに聞きこえてくる。誰だれかの欠伸あくび、誰かのため息、誰かの笑う声。

（また、現げん実じつからの脱だつ出しゆつに失敗した）

　いつか目を開けた時、夢から覚めるように別世界への扉とびらが開く……僕がよくする空想だ。

　夢の中、僕は誰にも負けない鋼はがねの肉体とダイヤモンドのように高こう潔けつな精せい神しんを持っていた。戦国の世に生きる武ぶ将しようとなり、千の軍ぐん勢ぜいを前に勇ゆう猛もう果か敢かんな戦いを繰くり広げるのだ。そして忠ちゆう誠せいを誓ちかった盟めい主しゆ様（とうぜん美少女）の危き機きに颯さつ爽そうと登場し、彼女を格かつ好こう良く救い出す。なんやかんやで最後は二人で結けつ婚こん式しきを──うひょひょーい、という夢を見たんだ。

　現実──時計を見ながらニヤニヤしている怪あやしい男子高校生がいる、他ならぬ僕だった。

　成せい績せき・中の下、運うん動どう音おん痴ち、イケメンでもなければ漫まん才ざい師し顔負けのユーモアセンスがある訳わけでもない。およそ物語の主人公とは程ほど遠とおいスペック。絶ぜつ対たい不ふ動どうのヘタレポジション、それが僕。

　居い眠ねむりばかりしていたら、気が付けば何もないまま高校生活の二週間が過すぎようとしている。窓から見える鮮あざやかだった桜さくらの木も散ってしまった。桜も散ぇりーゆく運命なのだなぁ。

　時計の針は止まらない。何の答えも見いだせない僕を置き去りに時を刻む。休み時間が終わるまであと四百六十三秒。

　妄もう想そうの時間は終わりだ。そろそろ現実に戻もどらなければならない。

　次の授じゆ業ぎようへの予習をするべきか、クラスメイトとの会話に興きようじるか、或あるいは授業が始まるギリギリまで二度寝ダブルレクイエムするか。

　──いつか、何かが変わるはず。

　そう思いながら今日も僕はぐーたらな日々を過ごすのだろう。この日にち常じようから抜ぬけ出せる片かた道みち切きつ符ぷ。僕はその切符が売ってる場所を知らない。

　冷めた気持ちで時計の秒びよう針しんを見つめていたその時だった。変へん革かくは突とつ然ぜん訪おとずれた。

　教室の扉が勢いきおいよく開かれたのだ。そして開かれる運命の扉。

　喧騒を切り裂さいたその音に教室中の誰もが振ふり向いた。昼下がりの陽光を背せに、黒いセーラー服に身を包んだ少女のシルエットが浮うかび上がる。僕には彼女に後光が射さしているように見えた。うっ、眩まぶしい。

「芝しば居い忠ちゆう太た君はいるかい？」

　教室中に響ひびく澄すんだソプラノの声。

　多くの視し線せんを気にも留とめず、彼女は凛りんとした態たい度どで堂々と教きよう壇だんに立った。誰だれもが振ふり返る鮮あざやかなブロンドの髪かみ、強い意い志しを秘ひめた碧へき眼がん。

　現げん実じつ離ばなれしたその美しさは、まるで絵本の中の姫ひめ君ぎみが飛び出してきたかのようだった。

（その凛とした立ち居い振ふる舞まい、その揺ゆるぎない瞳ひとみ……似にてる）

　彼女は僕が先ほどまで見ていた夢ゆめの中の盟めい主しゆ様に瓜うり二ふたつだった。

　呆あつ気けに取られているクラスメイト達を尻しり目めに、彼女は名乗りを上げた。

「私の名は周防すおう・Ｓソー・天あま音ね。この学校の生徒会長を務つとめている。このクラスにいる芝居忠太君に用事があって来た」

　周防・Ｓ・天音……聞いたことがある。二年生にして生徒から絶ぜつ大だいな支し持じを受けて当選した伝説の生徒会長の噂うわさを。

　流石さすがは有名人だ。僕のような凡ぼん人じんにはない圧あつ倒とう的てきなオーラを持っている。

　しかし初対面の彼女が、なぜ僕の名前を呼よぶのか？

　もしかして過か去こに面めん識しきでもあったのかもしれないと思い、僕は彼女の姿すがたを改めて観察する。

　キラキラと光る宝石のような碧眼。雪のように白い肌はだに、薔ば薇ら色いろの唇くちびる。即そく座ざに僕の美女ビジョンは反応した。
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　腰こしまで伸のびた神レベルの髪かみ、頰ほおは思わず「ほぉ」とため息をつきたくなるプニプニさ、その両目アイズで合図を送れば男子生徒はイチコロだろう。僕もイチコロだった。

　……記き憶おくにない。外国人やハーフの知り合いなんて僕にはいない。

「あ、芝しば居い忠ちゆう太たは僕ですけど」

　おずおずと僕が手を挙げると、クラス中の視し線せんが今度は僕に向けられる。注目を浴びるなんて実に久ひさしぶりのことだ。

「初めまして、と言っておこうか」

　天あま音ねと名乗る少女は高い靴くつ音おとを立てながら、堂々と僕の席までやってくる。

「こ、こちらこそ初めまして……じゅるっ」

　少し涎よだれがついていた口元を僕は慌あわてて拭ぬぐう。そんな様子を見て、彼女はクスリと笑った。

「安らかな眠ねむりを妨さまたげてしまったならば謝しや罪ざいしよう。だが、見ていた夢ゆめの続きに値あたいするものを、必ずやお見せしよう」

「マジすか！」

　あの時見ていた夢は、結けつ婚こんという最高のハッピーエンドを迎むかえる瞬しゆん間かんで覚めてしまった。その続きという事は……うっひょひょーい。

　天音と名乗った少女は僕の震ふるえる手を取り、瞳ひとみをまっすぐに見み据すえ言った。

「少年よ、天下を取ってみたくはないか？　天てん下か統とう一いつのためには君の力が必要だ。私は君が欲ほしい」

　初め、僕は彼女の言葉を理り解かいできず呆ぼう然ぜんとしていた。

　女子の手は柔やわらかいなぁとか考えていたが、次第に彼女の言葉の意味を考え始める。

「天下統一？」

　それは男児ならば誰だれもが夢見る究極の野望。

　僕は全身の血が沸ふつ騰とうするような熱を感じた。

　なんというスケールの大きな言葉。僕がずっと望んでいたロマンに満ちた物語。

　非ひ現げん実じつ的てきなキーワードなのに目の前の少女が口にすると不思議と現実感があるのだ。僕が彼女の言葉の真意を推おし量れずにいると、彼女の唇くちびるが次なる言葉を紡つむいだ。

「この世界には君の知らないもう一つの世界が存そん在ざいする。そこはこの世界と比くらべ混こん沌とんに満ちていて、裏うら切ぎりに謀ぼう略りやく、信しん頼らいやロマン、あらゆるものが交差している」

「い、異い世せ界かいと来ましたか」

　普ふ通つうなら冗じよう談だんだと一笑に付してしまうかもしれない。しかし彼女の瞳は真しん剣けんな光を宿しており、冗談や噓うそをついてるようには見えない。

　混沌に満ちた世界……その言葉を聞いて僕は自身が表現し得る最さい大だい限げんの変てこな顔をしてみせた。カオスな顔っすー。しかし彼女はそんな僕を完全スルーで話を続ける。

「君にはもう一つの世界で覇は者しやとなり得る素そ質しつがある。君は私と同じ、こちら側の住人なのだ」

　誰だれかから自分の能のう力りよくを期待されたのは初めてだった。

　空を圧あつ縮しゆくした宝ほう石せきのような碧あおい瞳ひとみが僕を映うつしている。その双そう眸ぼうに見つめられると吸すい込こまれそうな錯さつ覚かくを感じた。

　気が付けば僕はひざまずいていた。

　理り屈くつなんてない。確かく信しんめいた予感だった。彼女こそが僕が生しよう涯がいを通じて仕えるべき君主。魂たましいがそう訴うつたえていた。

「この命、あなたに捧ささげます！」

　僕はその日、生まれて初めて忠ちゆう誠せいを誓ちかった。

　僕の誓いを見て少女は──天あま音ね先せん輩ぱいは優やさしく微笑ほほえんだ。先ほどまでの澄すました表ひよう情じようも綺き麗れいだったけれど、笑うと可か愛わいくてまさに花が咲さきこぼれるかのようだった。その笑顔スマイルは最高っす、まいるっすー。

　彼女は教室の時計を一いち瞥べつする。次の授じゆ業ぎようが始まるまであと二百二十六秒。動き始めた秒びよう針しんは止まらない。

「多くを語りたいところだが、残念ながら我われ々われに残された時間は限かぎられているようだ。それに、いつどこで異い世せ界かいの使者が我々の会話を盗ぬすみ聞いてないとも限らない」

　天音先輩のどうしても聞き捨ずてならない一言に、僕は思わず言葉を挟はさんでいた。

「ま、待ってください。この近くにも、この教室にも異世界の使者がいるんですか？」

　僕の問いかけに答えるように、彼女は教室中を鋭するどい視し線せんで一いち瞥べつした。口元が微かすかに動き、

「五人、か」

　と呟つぶやいたのが聞こえた。

　僕も同じように、ちょっと目線を鋭くして教室中に目を向ける。だけど何が五人なのかさっぱり分からないぞ！

　教室の風景は日にち常じようそのものだ。多数の女子に囲まれたイケメン、足元にかかりそうな長いスカートで身を包んだスケ番風の少女……少し早めに教室に着いて授業の支し度たくをする老先生。いずれも異い常じようは感じられない。

「不自然にポケットに片手を入れている者がいたら、警けい戒かいを怠おこたらないことだ。その人物は十じつ中ちゆう八はつ九く、異世界の住人だ」

「な、なんと！　……実は僕も前から怪あやしいなとは思ってました」

　つい調子の良い受け答えをしてしまう自分が憎にくい。天音先輩の警けい告こくによって、教室中の雰ふん囲い気きが一変して見えた。

（僕が普ふ段だん話をするクラスメイトの中にも、彼女の言う異世界の住人がいるのだろうか？）

　安全だったはずの教室が今では魑ち魅み魍もう魎りようが跳ちよう梁りよう跋ばつ扈こする戦場のようだ。

「もう一つの世界はこことは違ちがい危険な場所だ。無む限げんに続く戦いの連れん鎖さが君を待っているだろう」

「そ、そんな怖こわい場所だったんですか」

　ごくり、と思わず生なま唾つばを飲んでしまう。

「異い世せ界かいに一歩踏ふみ出せばもう元の生活には戻もどれないと考えた方が良い。四六時中を戦いに身を置く覚かく悟ごができたなら、その時は生徒会室を訪おとずれてほしい」

　それだけ言うと、彼女は颯さつ爽そうと教室を去っていった。急に来らい訪ほう者しやがいなくなり、水を打ったような静けさに支し配はいされる教室。

　これは彼女が僕に与あたえてくれた最さい期ごの引き返すチャンスという訳だ。リスクを覚悟してでも異世界へ行くか、平和な日にち常じように身を置くか。僕は選せん択たくを強しいられているのだ。

　過すぎ去る彼女の背せ中なかを見つめながら、僕は異世界へ旅立つ覚悟を己おのれに問いかける。

──覚悟はあるかい？

　彼女の言葉が僕にそっと囁ささやきかける。

　ずっと異世界に憧あこがれていた。もし代だい償しようを支し払はらうことで向こう側へと行けるならば、僕はなんでも差し出す覚悟だった。たとえそこが危き険けんな世界だったとしても、それでも僕は……。




　　　　＊＊＊




　その日の授じゆ業ぎようは殆ほとんど頭に入らなかった。

　天あま音ね先せん輩ぱいの残した数々の意味深な言葉に思いを馳はせている内に、日は沈しずみコバルトブルーの空を燃えるような赤に染そめ上げている。

　放課後、いつもの通学電車に揺ゆられながら僕は燃えるような夕日を眺ながめていた。このような穏おだやかな気持ちで黄昏たそがれることができるのも人生最後かもしれない。優やさしい夕焼けは、まるで僕に「ＹＯＵ、ヤケにならないで」と語りかけてくれるかのようだ。

　通いなれた駅を後にし、自宅への帰路を歩むが僕の足取りは重かった。荷物が重かったのではない……背せ負おっていた使命が重すぎたのだ。

「あ、ちゅーた！」

　どこか遠くから僕の名を呼よぶ声が聞こえる。ああ、これも異世界からの助けを求める声なのだろうか……神よ、あなたは僕に何を成せと言うのか。

「ちゅーたー！」

　しつこく僕を呼ぶ声が次第に大きくなっていく。幻げん聴ちようにしてはかなり近きん所じよ迷めい惑わくなボリュームじゃないか……そう思っていたら後ろから激はげしい衝しよう撃げきが加えられた。

「おわっ」

　思わず情なさけない声が喉のど元もとから漏もれる。もし僕が萌もえキャラだったら「はううっ？」と可か愛わいらしく叫さけんでいたことだろう。

（奇き襲しゆう？　まさか、異世界からの攻こう撃げきはもう始まっているのか！）

　緊きん張ちようで空気が凍こおりつく。

　僕はバランスを崩くずしながらも、辛かろうじてステップで襲しゆう撃げき者しやからの距きよ離りを取ることに成功した。

（認にん識しき！　大切なのは現げん状じようを認識することだ。まずは襲撃者の正体を観かん測そくしなければ！）

　襲撃者の一挙手一投足も見み逃のがさないように注意深く視し線せんを下から上へと上げる。

　敵てきは……黒色のスカートを穿はいている。どうやら高校の制せい服ふく、それも僕と同じ高校のようだ。視線をさらに上に向けていくと、その両手にはボクシンググローブが付けられていた。

　少し栗くり色いろがかったショートカットに、小動物的な愛あいくるしさが特とく徴ちよう的てきな僕の幼おさな馴な染じみ──汐しお川かわ小こ梅うめの姿すがたがそこにあった。

「ちゅーたは相変わらず隙すきだらけすぎるよ。また考え事しながら歩いてたの？」

　幼い頃ころから何度注意しても『ちゅうた』を『ちゅーた』と発音してしまう彼女。高校生になって彼女は落ち着きを得るどころか持ち前の天然さに少し拍はく車しやがかかった気がする。

　小梅は挑ちよう発はつ的てきに笑い、

「シュッ、シュッ」

　彼女の趣しゆ味みであるシャドーボクシングで僕を威い嚇かくしてくる。目にも留とまらないスピードで十六オンスのグローブが押おし出される。あの黄金の右ストレートに当たれば、この僕でさえ一発でＫＯされて土ど下げ座ざまでしてしまいそうだ。この前も友達が被ひ害がいにあった痴ち漢かんを左手だけで撃げき退たいしたというのだから大したものだ。

　健けん康こう的てき、元げん気き爆ばく発はつ──彼女にはそんな言葉がよく似に合あう。

　昔の彼女は内気で、背せも小さくて泣き虫で常つねに僕に守られてばかりだった。懐なつかしき栄光の日々……僕がヘタレじゃなかったあの頃ころ！

　それが今や小梅は運動能力、学力に根こん性じようと全てが僕の二倍以上のパラメータを持っているのだから成長とは恐おそろしいものだ。僕が勝っているのはもはや身長だけなのでは……小梅は百五十センチメートルという低めの身長を気にしていた。彼女曰いわく、いつかダイナマイトでセクシーな体つきになってやるとのことだ。

「隙だらけで悪かったな。あいにく僕は小梅みたいに常じよう在ざい戦せん場じようの意い識しきを持ってないんでね」

　だから小梅と違ちがい常にシャドーボクシングで己おのれを鍛きたえる趣味などない。

　見知った顔を前にして僕の心は和らぐ。しかしすぐにそれではダメだと悟さとる。異い世せ界かいへの旅立ち。それは慣なれ親しんだこの現げん実じつ世せ界かいとの別べつ離りを意味するのだ。幼い頃から苦楽を共にした小梅とも、もう会うことはできなくなるかもしれない。

　小梅はそんな僕の深しん刻こくな胸きよう中ちゆうを知らないが故ゆえに、一点の曇くもりもない笑顔で言う。

「ちゅーた、そんなヘタレな心こころ構がまえじゃ弱肉強食のこの世界を生き残れないよ」

　奇くしくも小梅の言葉が今の僕の心しん情じようにリンクする。

（そうだ、甘あまい気持ちで異世界になど旅立ってはダメだ。そんなんじゃ生き残れない）

　幼い頃からずっと一いつ緒しよだった彼女にこそ、僕は別れを言わなければならないと思った。

「小こ梅うめ、すまないけど僕は行かなければならないんだ」

「え？　どこに？」

　僕の悲ひ壮そうな覚かく悟ごを知らない小梅は無む邪じや気きな質しつ問もんで返してきた。

「どこって、それは……」

　すまぬ、実は僕もよく知らないんだ。と答える訳わけにもいかないので、

「こことは違ちがう、とても危き険けんな場所さ。そこは混こん沌とんに満ちていて、裏うら切ぎりや謀ぼう略りやく、信しん頼らいや……マロン？　あと何かが色々交差している場所、らしいんだ」

　小梅は僕の行き先、わずか五百メートル先の我わが家やを見て言った。

「ちゅーたの家って、そんなカオスな場所だったっけ？　それにマロンに満ちてる場所って何？」

　僕は彼女の無邪気な笑顔を見ているのが辛つらかった。また、彼女の冷静なツッコミも辛かった。

　この新雪のように無邪気な笑顔を、血で血を洗う戦いの連れん鎖さに巻まき込こみたくない。闇やみに染そまるのは僕だけでいいのだ！

「そこに行けば僕は四六時中誰だれかに命を狙われるようになる。下へ手たすれば……命を落とすリスクもあった気がする」

「ええっ、そんな危険な場所なの？」

「ふっ。危険だからこそ僕に眠ねむる武ぶ将しようの血が騒さわぐのさ」

　小梅が思わずシャドーボクシングをやめてしまうくらい僕の言葉は衝しよう撃げき的てきだったようだ。幼おさな馴な染じみは少しシリアスな顔で問いかける。

「そんな危険な場所ならさ、なんでちゅーたはそこに行くの？　今まで通り家でぐーたらしてる方が安全じゃん」

　小梅、そこまで僕の心配を……。

「ちゅーたはヘタレなんだし、そんな世界に行ったら真っ先に瞬しゆん殺さつされちゃうよ。私が貸かしたお金を返すまでは死んじゃダメだよ！」

　最後の一言さえ無ければ感動的なシーンだったんだけどねぇ。基き本ほん的てきに優やさしい幼馴染だけれど、お金のことになると目の色が変わる。

「それにさ。ヘタレといえどもいなくなったら月つき絵えも悲しんじゃうだろうからね。リスクは冒おかさないのがヘタレの処しよ世せい術じゆつだよ」

　月絵というのは今年で中二になる小梅の妹だ。汐しお川かわ月絵、僕にとってもう一人の年下の幼馴染、妹のような存そん在ざい……一度もお兄ちゃんと呼よばれたことはないけど。

　僕は自分を愛する女性たちのことを思い、胸むねが深く痛いたんだ。

（危険を冒してまで、何な故ぜ異い世せ界かいへと旅立つのか？）

　僕はずっと非ひ日にち常じように憧あこがれていた。世界になんの影えい響きようも与あたえられないヘタレな僕ではなくて、多くの人から羨せん望ぼうの眼まな差ざしで見られる英えい雄ゆうになりたい。或あるいは名も無き兵士でも良い、自分が大切だと思える何かのために己おのれの全てを捧ささげたい。決して先せん輩ぱいが綺き麗れいで可か愛わいいから釣つられた訳わけじゃない。断だんじてないぞ。

「小こ梅うめ。僕は自分のなすべきことを見つけたんだ。宿命、と言った方がいいかもしれない」

「しゅくめい？　宿題の間ま違ちがいじゃなくて？」

　平和な幼おさな馴な染じみが心の底から羨うらやましい。

「ちゅーたが言ってることの八割わりは意味不明だったけどさ、ちゅーたがやりたいことを見つけたなら良かったよ」

　そして沈しずみゆく太陽に負けない程ほど、明るい笑顔を見せて小梅は笑った。不覚にも少しだけドキリとしてしまう。

「あ、ありがと」

　小梅、月つき絵えとは幼よう稚ち園えんの頃ころからずっと一いつ緒しよだった。日が暮くれるまでいつも遅おそくまで一緒に遊んでいた。なのに最近では生活のペースもそれぞれ変わり、すれ違いの日々が続いていた。

　たまに予定が空いたので汐しお川かわ姉妹を遊びに誘さそっても、「やるべきことがある」と言って小梅も月絵も遊びを断ことわるようになっていた。

　彼女達が何に熱中しているかは知らないけれど、きっと小梅らしい多くの人を笑顔にするような素す敵てきな夢ゆめを見つけたのだろう。もしかしてボクシングで本気で世界を目指すつもりなのかもしれない。

「じゃあ、私そろそろ行かなくちゃ」

　燃えるような夕日を背せに、小梅は言った。

「またね、ちゅーた」

　オレンジ色の優やさしい光に照らされながら、ボクシンググローブで手を振ふり続ける小梅。

　どんな時も不ふ屈くつのタフネスで笑顔を見せる健気けなげな小梅。僕は彼女の笑顔を見ながら異い世せ界かいへと旅立つ決意を固めた。僕はこの世界を守りたい。

　そして一ひと晩ばんを過すぎても僕の決意は変わらなかった。たとえどんな危き険けんが待っていようとも、僕は天あま音ね先せん輩ぱいの下でどこまでも付いていく。

　翌よく日じつ、放課後になるや僕は生徒会室へと向かった。その足取りは軽い。

　素敵な物語が始まる予感に胸むねを躍おどらせる。

　三回の軽けい快かいなノックの後、僕は扉とびらを開ける。きっとこの先に夢の続きが待っている。

　これから天てん下か統とう一いつの、壮そう大だいな物語がスタートするのだ！




　　　　＊＊＊




　ピコピコピコ。

　放課後、生徒会室で携けい帯たいをいじっている僕。





　おめでとう、あなたはラクヨー村を統とう治ちしました！






　ディスプレイに映うつる文字、ニヤリと笑う僕。

（ふっふっふ、ついにチュートリアルを終え、村を手に入れたぞ。僕の天下統一はここから始まるのだ！）

　喜き悦えつに浸ひたっていた僕だが、数秒後にハッと気づいてツッコミを入れる。

「天下統一って、ソーシャルゲームのことなのか！」

　ずてーん、とノリでずっこけたら結けつ構こう痛いたかった。昭和のリアクションに、天あま音ね先せん輩ぱいの氷点下の視し線せんが突つき刺ささる。

（異い世せ界かい、確たしかに異世界かもしれない。携けい帯たい電でん話わのディスプレイに映し出された画面の向こう側をそう表ひよう現げんすることは間ま違ちがいではないけれどっ！）

　しかし３・５インチのその世界はあまりに小さかった。

　先ほどまで高まっていた熱はすっかり冷めていた。僕はクレーマーが如ごとき怒ど涛とうの勢いきおいで問いかける。

「天音先輩、何が天下統一ですか。何が異世界ですか。夢ゆめ見させるようなことを言っても、所しよ詮せんはゲームの中の話じゃないですか」

　彼女の掲かかげる天下統一は、携帯アプリ型ソーシャルゲーム、『ワールド・ロード・スリーキングダム』のことだったのだ。三さん国ごく志しをモデルにしたバーチャル世界で天下統一を競うゲームで、生徒たちからはゲームの頭文字を取って『ワロス』と呼よばれている。

　僕でさえ名前を知っている超ちよう大おお手てゲーム会社の社長兼けんＣＴＯの藤とう堂どう卓たく也や、通つう称しようトウタクがプロデュースしたゲーム。常つねにヒット作を出し続ける彼の最新作は一部のゲーマー垂すい涎ぜんの超名作シリーズらしい。この冬に発売予定の最新作のテストプレイヤーとして、僕らの高校が選ばれたのだ。

「ディスプレイの向こうで天下統一をすることにどれだけの意味があるんですか。所詮はゲーム内の出来事、現げん実じつには何の影えい響きようもないじゃないですか」

　普ふ段だんは滅めつ多たなことで言葉を荒あらげない僕も、この時ばかりはバーゲンセールのおばちゃん並なみの勢いで食いかかっていた。

　しかし天音先輩の表ひよう情じようはキリッとしていた。その真しん剣けんな表情に僕は圧あつ倒とうされる。

　前もそうだった。この意い志しの強い碧へき眼がんで見つめられると、まるで操あやつられるかのように僕は逆さからうことができなくなってしまう。

　彼女は澄すました顔で言う。背はい後ごにはスポットライトが当てられたかのように後光が射さす。

「それは甘あまい認にん識しきだぞ、忠ちゆう太た君。ゲームの世界で天下も取れない人間が、リアルで天下を取れると思うか？」

　鋭するどい問いかけが無数の刃やいばとなり僕の心に突つき刺ささる。

　天下はマグレや運だけで取れる程ほど甘あまくはない。人じん心しん掌しよう握あく術じゆつ、強固な精せい神しん、大局を見る大きな視し点てんが必要となる。それらのパラメータが、このゲームで試されているのだとしたら？

「た、確たしかにゲームで天下を取れないような人間が、現げん実じつで天下を取れるようには思えません」

　天あま音ね先せん輩ぱいの名言トークは続く。彼女は「犯はん人にんはお前だ」と言わんばかりに僕を指さし言った。

「少年よ、もし君に私の右みぎ腕うでを務つとめるだけの器があると言うのならば、このゲームで天下を取り己おのが器を証しよう明めいしてみせよ！」

　その刹せつ那な、僕の脳のう内ないにＩＴ革かく命めいが起きた。このソーシャルゲームは僕と彼女の、天てん下か統とう一いつの予よ行こう演えん習しゆうだったのだ！

　そんな深い思おも惑わくがあったとは見み抜ぬけなんだ！　この忠ちゆう太た、一生の不覚！

　気が付けば僕はひざまずいていた。

「この命、あなたに捧ささげます！」

　僕の殊しゆ勝しような言葉に「分かってくれれば良いのだよ」と天音先輩は言ってくれた。

「しかし忠太君、あまりこのゲームを甘く見ない方が良い。ワロスは本校の生徒がテストプレイヤーに選ばれた試し験けん段だん階かいの作品、いわゆるβベータ版ばんだ。これが何を意味するか、分かるか？」

　彼女の言葉に、僕は自分の記き憶おくを探さぐる。確か数週間前の朝礼でワロスに関する簡かん単たんな紹しよう介かいがあったはず……半分ウトウトしていたので殆ほとんど覚えてないけど。

「ええと、ゲームの感想や不満、改かい善ぜん点てんとかアンケートに答える代わりに会員登録が無料で済すむっていうキャンペーンでしたよね。お金が得とくってことですか？　そう言えば天下統一を果たした生徒にはいくらかの賞金が付くとか言ってましたね」

　僕の返事に天音先輩は、ふぅーやれやれ、とアメリカ人のように肩かたをすくめてみせた。流石さすがはハーフ。リアクション一つ取っても文化の違ちがいを感じますな。

「まだこのゲームは世に公表されていない。そのため攻こう略りやくサイトや、情じよう報ほうをまとめたウィキ等は一切存そん在ざいしない」

「あっ」

　僕は思わず声をあげていた。

　攻略サイトがないだなんて、こぅりゃ苦戦しそうじゃー。

「藤とう堂どう卓たく也やプロデュースのゲームは高こう難なん易い度どを売りとしている。天下統一を達成した者に賞金を出すと豪ごう語ごするだけあって、かなりの難易度と言えるだろう」

　そう言えばクラスメイトの何人かは賞金目当てでプレイしたが、あまりの難易度に一週間を待たずしてほぼ全員がリタイア。次第にワロスはクラスの話題から消えていったのだ。

「それにこれはただのゲームではない、ソーシャルゲームだ。コンピューターではなく人間が相手のこのゲーム、勝利することは容易ではないよ」

　ソーシャルゲームをやったことがない僕には普ふ通つうのゲームとの違いが分からなかった。

「現げん在ざい確かく認にんされているだけでもワロスのプレイヤー数は千を超こえている。この世界で天てん下か統とう一いつを取るということは千のプレイヤーの頂ちよう点てんに立つということだよ」

　そう聞くと確たしかに難むずかしそうだ。彼女の言葉に僕の中のチキンハートが目覚めそうだった。

「ふふっ、怖おじ気けづいたかい？　もし恐きよう怖ふが君の勇気を上回ると言うならば、私は止めはしないよ」

　僕が震ふるえているのを見て天あま音ね先せん輩ぱいは挑ちよう戦せん的てきに笑った。

「いいえ先せん輩ぱい。これは武む者しや震ぶるいですよ。どうせ挑戦するなら、ハードルは高いほど面白い！」

　実はトイレに行きたくて震えていたのは内ない緒しよだ。

　どうやら僕の返事に天音先輩は気分を良くしたようだ。

「良い返事だ。やはり君を選んだ私の目に狂くるいはなかった」

　そう言って彼女は優やさしく微笑ほほえんだ。その表ひよう情じように多少心を狂わされながらも、彼女はどうして僕に声をかけてくれたのか理由が気になった。

　しかしその理由を訊きこうとしたら、先に彼女が口を開いた。

「そうそう、天下統一の際さいに一つだけ条じよう件けんがある。それは『闇やみの力』を使わないことだ」

「闇の力？」

　心が躍おどるキーワードだった。このゲームにはそんな力が存そん在ざいするというのか？　僕が圧あつ倒とうされていると、天音先輩は説明を続ける。

「このゲームをプレイしている限かぎり、常つねにプレイヤーは闇の誘ゆう惑わくと戦うことになる。闇の力を使えば一いつ瞬しゆんにして失われた体力を回かい復ふくすることも、苦労することなくレアアイテムをゲットすることも可か能のうとなる」

　ふむふむ。まだゲームを始めたばかりの僕にはピンと来ないが、闇の力を使うとかなりゲームを有利に進めることができるようだ。

　しかし、世の中にはおいしいだけの話など存在しない。願いには代だい償しようが求められる、その代償について先輩は険けわしい表情で語る。

「闇の力の代償として要求されるのは僅わずかな金きん額がくだ。一回に付き百円くらいだろうか」

「おお、意外と安いですね。それならちょっとくらい闇の力を使っても……うしし」

　闇の力というのだから、てっきり寿じゆ命みようでも縮ちぢめられるのかと思っていたが、だいぶ軽い代償ではないか。先輩はヘタレ顔になった僕に、少しきつめの口調で戒いましめる。

「そこに罠わながある。闇の中ちゆう毒どく性せいは常にプレイヤーを蝕むしばむ。一度楽することを覚えてしまえば、もう二度と努力をすることなんてできはしない。安いから……そんなことを思っていたらいつの間にか心が完全に闇に染そまってしまうのだ」

　お、恐おそろしい……これが闇の力！

「つまり、課金をしてはいけないってことですか」

　僕の問いかけに天音先輩はキリッとした表情で言った。

「違ちがう。闇やみの誘ゆう惑わくに負けてお金を代だい償しようとして差し出してはいけないということだ」

「りょ、了りよう解かいです」

　とにかく課金や闇の力を借りないでソーシャルゲームで天下を取れということか。もともと僕は小こ梅うめに借しやつ金きん状じよう態たいなので問題ない。月四千円のお小こ遣づかいは既すでに小梅へのローン返へん済さいに回す予定だ。ふっふっふ。闇の力、恐おそるるに足らず！

「最近はソーシャルゲームの露ろ骨こつな課か金きん主しゆ義ぎがニュースになってますものね。僕もソーシャルゲームには絶ぜつ対たいに騙だまされないよう気を付けます」

「そんなことはない！」

　突とつ然ぜんの彼女の叫さけびに、僕は少し驚おどろく。

　今までの澄すました感じとは違ちがう。一いつ瞬しゆんだけ、仮か面めんの下の彼女の素すを垣かい間ま見た気がした。

「確たしかにそういったゲームがあることは否ひ定ていできない。でもソーシャルゲームは決して金かね儲もうけの道具ではなく、人と人との絆きずなをテーマにした素す晴ばらしいゲームなんだ。私はそう信じてる」

　その揺ゆるぎない瞳ひとみに、僕は強きよう烈れつに引き込こまれた。

　彼女の想いが込められた言葉が僕の胸むねに刻きざまれる。それはいつまでも消えることなく深く、熱く。

　だから僕は己おのれの魂たましいと、我わが盟めい主しゆに誓ちかう。

「僕は絶ぜつ対たいに邪じや道どうな影シヤドーの力を使いません。正しい光ライトなライトの力で、天下を取ってみせます！」

　目の前の少女は僕が持っていない何かを持っている。

　僕は知りたくなったのだ。

　どこまでも広がる青空を封ふうじ込めたような碧へき眼がんが見つめるものを、僕も見てみたい。













　【第二章】　進撃のへたれ







　さて、今度こそ天てん下か統とう一いつの目標に向かってゲームしまくるぞ！

　僕は今にも核かく爆ばく発はつを起こしそうなやる気と共に、ゲームの再さい開かいを決意する。

　まずはルールを知ろうと思う、素人しろうとだけに。

「うう、説明書とかないでしょうか？」

　どんなゲームも説明書を熟じゆく読どくしてからじゃないと始められないヘタレゲーマー、それが僕だ。

「ほほう、まずは初歩的なことから始めるとは良い心こころ掛がけだ」

　どうやら先せん輩ぱいは僕の臆おく病びようを慎しん重ちようと捉とらえてくれたようだ。

「案ずるな忠ちゆう太た君。少し待っていればゲームナビゲーターの女の子がやってくるはずだ。とてもキュートな、可か愛わいらしい女の子だよ」

「うひょっ、ほんとですか」

　可愛いという言葉についつい反はん応のうしてしまう。思春期である自分が憎にくい！　僕のそんな反応を見て天あま音ね先輩は少しジト目になった。

「彼女の言葉を信じていれば問題はない。彼女は必ずや迷まよえる君の標しるべとなってくれるだろう」

「分かりました。ではとりあえず、ゲームスタート！」

　改めて携けい帯たい電でん話わからアプリを起動する。ワールド・ロード・スリーキングダムというオサレなタイトルロゴが表ひよう示じされ、数秒のロード後にメニュー画面が現あらわれた。

　チュートリアルを終えた僕は本ほん格かく的てきなゲームスタートができる。

　メニュー画面には『築ちく城じよう』、『交こう易えき』、『訓練』、『進しん撃げき』、様々な選せん択たく肢しが表示される。

「うう、選択肢が多すぎる」

　優ゆう柔じゆう不ふ断だん男子の僕にとって、多すぎる選択肢は悩なやみの種でしかない。

　東か、西か。僕はどちらに行けばいいんだ。オーマイゴッド、おぅ迷まい子ごぉ。

　天下が遠のいていく……早くも涙なみだ目めになった僕はとりあえず進撃してみようかと思った。そんなどうしようもない僕に、天使が舞まい降おりたんだ。





　何者かがあなたにコンタクトを要求しています！






　突とつ然ぜんの携帯のバイブレーション、僕の心もバイブレーション！

「じゃらほーい」

　思わず意味不明な声を出してしまうくらい驚おどろいてしまった。どうやらこのゲーム、イベントに応おうじてバイブレーションを起こす機き能のうがあるようだ。さすが携けい帯たい電でん話わ用に作られたゲーム、携帯電話の機能を有ゆう効こうに使ってますな。

　チラリと天あま音ね先せん輩ぱいの様子を窺うかがうと、彼女は慌あわてて目をそらしたが口元が少し笑っていた。

　うおお、なんて恥はずかしい。僕の、僕のクール男子だと思われたい計画がっ！

　……いつまでも悶もん々もんとしている訳わけにもいかない。僕はワロスへと意い識しきを戻もどす。

（天音先輩の言ってたナビゲーターの者だろうか？）

　僕は『コンタクトを取る』を選せん択たくしてＯＫを押おした。

　すると画面上にポニーテール姿すがたの素そ朴ぼくな女の子の画が像ぞうがでてきた。

『こんにちは、領りよう主しゆ様』

　軽けい快かいな動作で会え釈しやくをする少女のアバター。最近のゲームはよくできているなぁ。

『私はあなたの村むら娘むすめ、ムスメと申します！』

　な、なんという安直なネーミングセンス。僕は雷かみなりに打たれたような衝しよう撃げきを受けた。

　良いのか？　最さい先せん端たん次世代ソーシャルゲームのナビゲーターがこんな安直なネーミングで良いのか？　これで良いのかぁぁ！

『これからは一いつ緒しよに、レッツ、ゲット、天下です！』

　ムスメはそう言って、ガッツポーズでニッコリと笑ってみせた。……良い。良いよー、良いよー。ディ・モールト良いよー！

　素朴で可か憐れんな外見なのに大人の事じ情じようか露ろ出しゆつ度どが高い衣い装しようを着ている。悔くやしいが萌もえる。

　動く度に僅わずかになびくポニーテールが、また良い味を出しているのだ。製せい作さく者しやの職しよく人にん魂だましいを感じるね。ちなみに僕はポニーテール最強説を信しん仰こうしている。

「可か愛わいいキャラですね」

　最先端のＣＧ技ぎ術じゆつで再さい現げんされたムスメは美少女と呼よぶに相応ふさわしい容よう姿しだった。僕は改めてワロスの技術力の高さに感心した。

「そ、そうか」

　僕がムスメを褒ほめると何な故ぜか先輩が自分のことのように照れた。

『それでは、ワロスでのゲームルールを説明しますね』

　可愛い子にゲームシステムを紹しよう介かいしてもらえるのはありがたい。ここにきて僕は、今回のゲームはただの遊びではないことを思い出す。これは天下を取り、己おのれの器を証しよう明めいするための戦いなのだ。気を引き締しめなくては！　顔をベチーン、ベチーン！

（ゲームにおいて勝利の近道とはルールを知ること。一いち言ごん一いつ句く聞き逃のがさないよう集中して聴きくぞ！　しかしムスメちゃんは可愛いなぁ。うひょひょ）

『以上で説明は終わりです！』

　気が付けば説明は終わっていた。

　あれっ。ムスメのコスチューム、主に絶ぜつ対たい領りよう域いきを凝ぎよう視ししていた記き憶おくしか残ってないぞ。

　しかしムスメはそんな愚おろかなるユーザーのためのフォローも忘わすれていないようだ。

『領りよう主しゆ様、もう一度説明を聞きますか？』

　おお、なんていう親しん切せつ設せつ計けい。その満面の笑顔を見ていると、つい──。

「大だい丈じよう夫ぶだ、問題ない」

　そんな死し亡ぼうフラグを立てる勇者が如ごとく、キリッとした顔で『いいえ』を選せん択たくしてしまった。

　二次元とはいえ女子の前では格かつ好こうつけてしまう男のプライド。若わかいな、僕も。

『ではまず、この世界であなたの分身となるアバターの作成をしましょう！』

　彼女の言葉通りに僕はキャラ作成のボタンを選択する。

『アバター名を入力してください』

「名前か。うーん、思いつかないし本名でいいかな」

　全く考えていなかったので急に問われても思いつかない。とりあえず本名を入力しようとしたら天あま音ね先せん輩ぱいがそれを止めた。

「それはやめた方が良い。このゲーム、リアルでの正体がばれると色々と厄やつ介かいだぞ」

「そうなんですか。だとしたら、うーん」

　僕は今までゲームでは『ちゅうた』の四文字でプレイをするのが常つねだった。暫しばし黙もつ考こうしたが良い名前が思いつかない。終しまいには逆さか立だちしてアイデアを捻ひねり出そうとする僕を見て哀あわれに思ったのか、先輩が控ひかえめに口を開いた。

「もし思いつかなければ、私が決めようか？」

　チラチラと僕の顔色を窺うかがっている。その口元はウズウズしてるように見えた。凄すごく、決めたそうだ。

「はい。もし先輩に決めていただけるなら嬉うれしいです」

　僕の言葉に、先輩がポーカーフェイスの仮か面めんの下でニッコリと笑った気がした。先輩は黒板に『シヴァ』と書いた。

「君の名字は芝しば居いだったな。だったら上から二文字を使って、シヴァなどはどうだ？」

「な、なんか急に格かつ好こう良くなった気がします！」

　ウに点を付けるとなんでこんなにも格好良く見えるんだろうね。ヴォクはこの名前を好きになれそうだ。

「シヴァとはヒンドゥー教において破は壊かいを司る最高神の一柱だ。大いなる暗黒マハーカーラの異い名みようを持つ凄すごい神様なのだぞ」

　そう説明する先輩はどこか誇ほこらしげだった。爛らん々らんと輝かがやく瞳ひとみを見ていると、とても断ことわる気にはなれない。

「分かりました。僕はこの世界でシヴァという名で生きていきます！」

　僕は先輩がくれた名前を大切にしようと決めた。現げん実じつ世せ界かいではヘタレの僕も、この世界では勇ゆう将しようシヴァとして生きていくのだ。

「ところで、先せん輩ぱいのアバター名はなんですか？」

「うっ」

　僕の何なに気げない疑ぎ問もんに、先輩は苦虫を嚙かみ潰つぶしたような表ひよう情じようをした。

「私は一いつ刻こくも早くゲームを始めたいが故ゆえに、非ひ常じように安直なネーミングをしてしまったのだ。一生の不覚だよ。その、決して熟じゆつ考こうして考えた名前とかではないんだ」

　そんな数々の言い訳わけを挟はさんだ後で、彼女は小声で言った。

「私のアバター名は『天の音』でスカイメロディだ」

　た、確たしかに安直だ。ムスメと通じるネーミングセンスを感じる。

「素す敵てきな名前だと思いますよ、スカイメロディ先輩」

　そう呼よぶと先輩の耳が微かすかに赤くなるのを僕は見み逃のがさなかった。ずっと澄すました表情をしている印象があったので、そんな表情をするのは意外だった。もし僕がカメラマンだったらすぐにシャッターを切って「いいよー、いいよー」と絶ぜつ賛さんしていたところだろう。……良い、ディ・モールト良いよー！

「と、とにかく。今は私の名前はどうでも良い。君のアバター作成が急きゆう務むだ」

　これ以上は名前に深入りしない方が良さそうだ。

　名前を入力し終えると、次はアバターの外見を決める入力画面が現あらわれた。

「うわっ、凄すごい数の髪かみ型がただ」

　体たい格かくから目の色、表情など非ひ常じように細かくカスタマイズが可か能のうなようだ。

『ワロスでは一万通り以上のアバターの組み合わせが存そん在ざいするんですよ！』

　まるで自分のことでも自じ慢まんするかのように、ドヤ顔で胸むねを張はるムスメ。萌もえるー。

「あれ、けどイケメンぽいヘアースタイルは全部選せん択たく不ふ可か能のうになってるぞ」

　僕が選択しようとしたオサレメガネや、アシメウルフヘアーは全て選択不可のグレー色になっていた。金きん髪ぱつや赤あか髪がみなど、格かつ好こう良よい髪の色も当然選択不可だ。

　横で見ていた天あま音ね先輩が申し訳なさそうな顔で言った。

「残念ながら諦あきらめることだ。これらは闇の力でなければ手に入れることができないのだ」

「なんと！」

　さっそく課金の誘ゆう惑わくをしてくるとは、恐おそるべしソーシャルゲーム！　恐るべし闇の力！

　仕方ないので僕は『慣なれないワックスのツンツンヘアー』と『よれたシャツ』を選択した。イケメンとは程ほど遠とおい、とっても地味で平へい凡ぼんなシヴァというアバターの出来上がりだ。

「うう、なんて平凡なアバター」

　せめてゲームの中ではイケメンで女の子からキャーキャー言われたかった！　僕は一つの夢ゆめの終わりに大いなる悲しみを止めることができなかった。

　そんな僕のアバターの肩かたをムスメが優やさしくポンと叩たたく。

『今はまだパッとしない外見でも、いつかイケメンで素敵な領りよう主しゆ様になれるはずです！』

　な、なんて優やさしい子だろうか。萌もえるー！

　ムスメの説明によるとゲーム内の通貨であるゴールドを使用すればアバターのカスタマイズ幅はばも増ふえていくらしい。今はまだフツーメンの僕も、いつかゴールドを貯ためればイケメンになれるかもしれない。

『キャラの作成が完了しましたね。自分のキャラの状じよう態たいはいつでもメニューのプロフィール画面から確かく認にんできます』

　ムスメの指し示じに倣ならいプロフィール画面を見てみると、複ふく数すうのパラメータを確かく認にんできた。武ぶ力りよく、知力、政せい治じ力りよく、魅み力りよく……数えきれないほどのパラメータが表示されている。

　いずれも数すう値ちは低く一桁ばかりだ。これらのパラメータを上げることが当面の目標となりそうだ。

『聞きたいことがあれば何でも聞いてくださいね。私と話したくなったら、いつでもメニュー画面のコンタクトリストから私を選せん択たくしてください。あ、ただし夜中とかはコールしても寝ねているかもしれないので睡すい魔ません』

　なんと、最近のＡＩは睡すい眠みんまで取るのか！　なんてリアルなんだー。それにして最後の『睡魔せん』の一言……これはダジャレなのか。それともただの誤ご変へん換かんなのか。ふぅ、女心は難むずかしいぜ。

　どうやらチュートリアルも終わりのようだ。ここから僕の大だい冒ぼう険けんが始まるのだ。

『領りよう主しゆ様、これからあなたは何ど処こにでも行けます。どんな自分にもなれます』

　眼がん前ぜんには果てなき広大な世界。どこまでも広がるブルースカイに、命溢あふれる新緑の大地が広がっている。最さい新しん技ぎ術じゆつで描びよう画がされた絶ぜつ景けいのグラフィックに、僕は思わず心を奪うばわれた。

『あなたがどんな歴史を紡つむぐのか、私は傍そばで見させていただきます』

「僕の歴史、僕だけの物語が始まるのか」

　この時僕は確たしかに、３・５インチの小さなディスプレイの向こうに広大な世界を感じた。




　　　　＊＊＊




　さて、まずやることは……。

「戦争だー！」

　僕は拳こぶしを振ふり上げ、早速近きん隣りんの国に戦いを挑いどむ準じゆん備びを始めた。

（天てん下か統とう一いつとは武ぶ力りよくで他国を制せい圧あつすること。大切なのは先手必勝と見つけたり！）

　ふっふっふ。僕はこの乱らん世せを生き抜ぬくため、敢あえて鬼おにのお兄さんとなろう！

　その瞬しゆん間かん、横で静観していた天あま音ね先せん輩ぱいが持っていたハリセンを放り投げて、

「この馬ば鹿かももんがー！」

　彼女の熱い思いが籠こもった鉄てつ拳けんがペチッと僕の頰ほおを叩たたいた。なぜモモンガ？　もしかして先輩は無類の動物好きだったりするのだろうか……いや、僕の聞き間ま違ちがいかな。

「忠ちゆう太た君、君は可か愛わいくてキュートなムスメのアドバイスを何も聞いていなかったのか？」

　うう、実はムスメの村むら娘むすめコスチュームに見み惚とれて何も聞いてませんでした……とは口が裂さけても言えない。

「出来心だったんです。男児として生まれたからには、己おのれの武ぶだけでどこまで世界を渡わたっていけるか試したくなるもの。僕の中のガイアの血が……」

　リアルの僕はあらゆるパラメータが平へい均きん的てきだが言い訳わけスキルだけは高レベルかもしれない。

　先せん輩ぱいは嘆たん息そくし、

「気持ちは分からないでもないが、君はまだ戦争というものを理り解かいしていないようだ。戦争には多くの費用がかかる。行軍には兵ひよう糧ろうが必要になるし、武ぶ器きや防ぼう具ぐの資し金きん調ちよう整せいも欠かせない。兵士たちへの賃ちん金ぎんは、そのまま士気に関わると言えよう」

　どうやら農業や交こう易えきで金を稼かせぎ、その金で兵力を高め他国に戦争を仕し掛かける。これがワロスのベーシックタクティクスのようだ。

　お金がなければ何もできない。そこは現げん代だい社しや会かいと共通の世せ知ち辛がらさを感じますな。

「大事なことを言い忘わすれていたが、βベータテスト中は一度でも命を落としたらそれっきりプレイはできない。故ゆえに安あん易いな行動は極力控ひかえなければならないのだ」

　な、なんて厳きびしいルール。だとしたら天てん下か統とう一いつまで、一度のミスも許ゆるされない訳か。

　しかし、怠なまけたりズルをすることには定てい評ひようのある僕。早速一つの抜ぬけ道を思いつく。

「でも、ゲームオーバーになったら新たにアプリを再さいインストールして、また初めからゲームスタートすればいいんじゃ？」

「残念ながらそれはできない。ワロスのゲームデータは全てワロスサーバー側に保ほ存ぞんされているんだ。具体的には携けい帯たいの端たん末まつ固有ＩＤをプライマリーキーとしたデータベースを持っていて、一つの電話番号につき一つのアバターを登録できる仕組みになっている」

　そう言って先輩は黒板にＥＲ図と呼ばれるデータ構こう成せい図ずを描びよう写しやし始めた。データベース？　端末固有ＩＤ？　プライマリーキー？

「うう、さっぱり分かりません。先輩は携帯ゲームに詳くわしいんですね」

　僕の言葉に、先輩は少し言いにくそうに言葉を濁にごした。

「父がソーシャルゲームの仕事をしているので、自然と詳しくなっただけだ」

　どうやら父親のことはあまり触ふれて欲ほしくないようだ。そんな空気を察して、僕は再ふたたびゲーム画面へと視し線せんを戻もどした。

「たった一度のゲームオーバーも許されないなら、慎しん重ちようにならざるを得ませんね」

「うむ。まだ私のアバターとも出会えていないのに戦死されては困こまるからな」

　先輩の説明を受けてからでは進しん撃げきをする気にもなれないが、それでも早く戦争画面などを見たいという気持ちは中々消えなかった。

「そもそも戦争にはカードが必要なのだ。まずはゴールドを貯めてカードを買うことから始めたまえ」

「カード？」

　僕は真っ先にクレジットカードやキャッシュカードの類たぐいを連想した。

「ゲーム内で手に入る、かの戦せん国ごく武ぶ将しようの力を封ふうじ込こめたカードのことさ。この世界では私たちはカードを使い、武将を召しよう喚かんして闘たたかうのだよ」

「ふむふむ」

「百聞は一いつ見けんに如しかずだな。まずは武器屋を訪おとずれてみると良い」

　地図を見るとちょうど近くに武器屋があった。

　武器屋……恐おそらく多くの斧おのや剣けん、槍やりが陳ちん列れつされているのだろう。店内にはきっと屈くつ強きようなマッチョおじさんたちが闊かつ歩ぽしている……僕なんてすぐにカツアゲされてしまうのでは！

「ふぅー、武器屋も行きたいですが、ちょっと心の準じゆん備びをするので待ってください」

『ささ、行きましょう領りよう主しゆ様！』

　ムスメがシヴァの服の裾すそを引っ張る。マ、マッチョになるまで待っちょくれー。

『いらっしゃいませー』

　強引に引っ張ぱられてお店に入った途と端たん、可か愛わいい女子の爽さわやかなアニメ声が僕を迎むかえた。意外なことに店内はカードが規き則そく正ただしく陳列されているオシャレ空間だった。

『お客様。今日は何のご用でしょうか？』

　案か山か子しのように突つっ立っていたら看かん板ばん娘むすめが話しかけてきた。横で見ていた天あま音ね先せん輩ぱいが説明をしてくれる。

「我われ々われは一時間に一回、ここで十五枚まい入りのカードパックを貰もらえるのだ。後はゲーム内で得られるゴールドか闇やみの力を使うことにより、レアカード率りつが高いプレミアパックを買うことができる」

「ふむふむ！　早速カードパックをもらってきます！」

　僕は風の速さでカウンターへと向かい、カードパックをゲットした。昔、カードザンスと呼よばれるトレーディングカードを小こ梅うめと集めていた頃ころを思い出すね。

　僕は緊きん張ちようと共に、一枚ずつ手に入れたカードを吟ぎん味みする。

（神様……どーか良いカードをください！　ついでに可愛い彼女もください！　グヘヘー）

　僕は純じゆん粋すいな気持ちで祈いのりながら一枚ずつカードを引く。

　しかし得られたカードはどれもパッとしない。明らかに適てき当とうな絵の『名もなき兵卒』や、『力なき村人』。まだこのゲームに詳くわしくない僕でもゴミカードだと分かる。

　今回は全て外れか……そう思っていたところで一枚だけ他と明らかに違ちがう輝かがやきを持つカードがあることに気付いた。

　僕は興こう奮ふんで震ふるえる胸むねを押おさえながら、ゆっくりとテキストを読む。

「こ、これは！　『魏ぎの軍ぐん師し・司し馬ば懿い』のカードをゲットしました！」

「な、なんだって」

　どうやら天あま音ね先せん輩ぱいも反はん応のうする程ほどの良いカードのようだ。

「ほほう。レアカードじゃないか！」

　天音先輩が歓かん声せいをあげる。そ、そんなに凄すごいことなのだろうか。確たしかに他のカードと比くらべてかなりキラキラしていて装そう飾しよくが派は手でだ。絵もずっと格かつ好こう良い。

「平へい凡ぼんなコモンカードに比べレアカードは出しゆつ現げん率りつが一割だと言われているんだ！　一いつ騎き当とう千せんの力を封ふうじ込こめたそのカードは入手が困こん難なんな分、必ずや君の戦力になってくれるだろう」

　おお、なんか凄すごそうだ。やったー、と喜んでおく。

「手に入れた武ぶ将しようカードに内ない政せいを任まかせるも良し、戦争で武力として使っても良しだ。このカードを活かすも殺すも君次第だぞ」

　どうやらこのゲームではカードの運用がかなり重要らしい。

「しかし、君が司馬懿仲ちゆう達たつのカードを引き当てるとはなんとも運命的だな」

　恥はずかしながら三さん国ごく志しの知ち識しきに疎うとい僕にはさっぱり分からなかった。知ってるのは三国志が魏、呉ご、蜀しよくの三国の争いを描えがいた物語だということくらいだ。

　僕の頭上に浮うかぶハテナを察したのか、先輩は司馬懿仲達について説明をしてくれた。

「司馬懿仲達は魏軍の曹そう操そう孟もう徳とくに軍師として仕え、様々な神がかった戦せん術じゆつで軍に勝利をもたらした偉い大だいな人物だよ。蜀しよくの諸しよ葛かつ亮りよう孔こう明めいと並ならんで、三さん国ごく志し最高の名めい軍ぐん師しだ」

[image: ]

　ほうほう。司し馬ば懿い仲ちゆう達たつに芝しば居い忠ちゆう太た、なんか名前が似にていて他人には思えないね。さらに『周す防おう・Ｓソー』という天あま音ね先せん輩ぱいの名前のような曹そう操そうに仕えているあたりも、非ひ常じように運命的じゃないか。

（まさか僕は、かの名軍師の生まれ変わりだったのでは！）

　僕がこのカードをゲットできたのは運命としか思えない。このカードさえあれば、何でもできそうな気がするぞ！

「確たしかに君は一いつ騎き当とう千せんの力を手に入れたが、レアカード一つで戦争に勝てる程ほどこの世界は甘あまくはない。まずはムスメのアドバイス通り畑を耕たがやし、穀こく物もつができたら交こう易えきをして戦争のための費用を稼かせぐことから始めたまえ。戦争を仕し掛かけるのはカードが十枚まいほど溜たまってからだ」

「わ、分かりました」

　先輩がそう言うなら仕方ない。僕は司馬懿仲達のカードをデッキホルダーにセットし、他の作業をすることにする。

「一つ言い忘わすれていたが、私と合流するまでは他プレイヤーとの接せつ触しよくは極力控ひかえることだ。特に『一桁デイジツトナンバー』には気を付けろ。彼らは勝利のためならば何でもする卑ひ劣れつな連中だ」

　ナンバーとはアバター名の横にあるナンバーのことだろう。僕のナンバーは『１０３６．』これは千三十六番目の登録者であることを示しめす数字だろう。

　一桁デイジツトナンバーはかなり古参のヘビーユーザーだと予想されるが、それらがみんな卑劣な連中だとは世も末だな。

「また、君のいる地方では最近は初心者狩がりを生業なりわいとするプレイヤーが出しゆつ没ぼつしている。もし鈴すずの音ねを聞いたりしたなら、国を捨すてて構かまわないので一目散に身を隠かくすことだ」

「鈴の音？」

「そのプレイヤーのトレードマークだ。まるで三国志の甘かん寧ねいのように、常つねに鈴が鳴る装そう飾しよく品ひんで身を固めた好戦的なプレイヤーさ」

　鈴の音は凶きよう兆ちようを告げるサインということか。

　一桁デイジツトナンバーに、凶兆の鈴。気を付けるものがいきなり二つもあるなんて、中々に物ぶつ騒そうな世界だ。覚えることが非常に多くて、既すでに僕の頭はパンク寸すん前ぜんだった。

「忠太君。この世界は初心者にはとても厳きびしい世界だ。まだプレイのコツを摑つかんでいないプレイヤーたちは格かつ好こうの標的となることが多い。それでもどうか私と合流するまで、生き抜ぬいて欲ほしい」

　驚おどろいたことに、先輩の声は少し震ふるえているように感じられた。気き丈じような先輩からは感じられない、どこか怯おびえた声。

　僕は大事なことを忘れていることに気づいた。この世界のどこかには先輩のアバターもいるはずなのだ。先輩の分身であるスカイメロディ、まずは彼女と出会わないことには僕の物語は始まらない。

「先せん輩ぱいは、スカイメロディのアバターはどこにいるんですか？」

　僕の問いかけに先輩は残念そうな表ひよう情じようで答える。

「残念ながらシヴァとはかなり遠い場所にいる。君と出会えるのは当分先のことになるだろう。それまで君は、今いる場所から動かずに強固な城しろを築きずくなどして防ぼう御ぎよを固めていて欲ほしい」

　どうやらゲーム開始の地点は完全にランダムで決まるらしい。同じタイミングでゲームスタートをした場合は近くからスタートすることも多いらしいが、それ以外の法ほう則そくは一切不明とのことだ。

　今の僕の力では一人旅は厳きびしい。それならば辺へん境きようのこの地で力を蓄たくわえておくべき、それが先輩の意見だった。

　先輩の碧へき眼がんに見つめられ思わず頷うなずいたが、目の前に広大な大地が広がっているのだ。なのに自国の小さな畑を耕たがやすとは、なんとも地味な作業ではないか。

　ちぇーっ。

　僕は口を尖とがらせながらも、しかし他ならぬ先輩の命令なので畑を耕すコマンドを選せん択たくした。




　　　　＊＊＊




　そして寝ね不ぶ足そくの日々が始まった。

　携けい帯たいを起動するだけでいつ何ど処こでもゲームができる気楽さは、すぐに僕をワロス中毒にした。

　今日も通つう勤きん電でん車しやに揺られながらワロスを起動する。少し長い通学時間も、ゲームをしながらだとあっという間に感じるので不思議だ。

　少しのロード時間が終しゆう了りようし、画面には満面のムスメの姿すがたが浮うかび上がる。

『領りよう主しゆ様。今日も沢たく山さんトマトが取れましたよ！』

　彼女は両手に抱かかえきれない程ほどのトマトを抱えていた。

　ほほう、このビタミンが詰つまった瑞みず々みずしい赤！





　トマト、戸と惑まどわないで


作さく詞し　chuta



　キャベツを差別してた俺おれ、十六歳さい。東京生まれ、戦国育ち。

　レタスが食べれたっすー、お前のおかげ。

　おいＣ、うれＣ、ビタミンＣ！

　優やさしい野菜のお前、俺に言う。栄養あってえいＹＯ！

　もう、二人の間邪じや魔ま者ものはいない。

　心をモヤシて、君が元気にナルトいいな。

　ラララ[image: ][image: ]さよなラーメン。






　ハッ、収しゆう穫かくの嬉うれしさについつい一作浮かんでしまった。

『さすが領りよう主しゆさま……前ぜん衛えい的てきなセンスです！』

　ムスメが僕をリスペクトする目で褒ほめ称たたえる。いやぁ、それほどでも。

　まさか農業がここまで楽しいとは思わなかった。食物の栄養バランスを考え、急な天候変化などの過か酷こくな環かん境きように耐たえきったものだけが商品としての価か値ちを持つのだ。

　交こう易えきや兵士の訓練もそっちのけで、僕はひたすら農業にハマっていた。僕のプレイ時間の九割わり九分ぶキュウリは野菜の育成に費やされていた。

　おかげでこの村は緑豊ゆたかだ。村人は皆みな、笑顔だった。

　チロリロリーン！

　僕が満足げにトマトを眺ながめていると、吉きつ報ぽうを知らせるメッセージログが表ひよう示じされた。どれどれ、グッドな話はグッと来るね。





　あなたは「平和マン」の称しよう号ごうを獲かく得とくしました！






　どうやらこのゲームではプレイスタイルに応おうじて様々な称号を獲得できるようだ。詳しよう細さいをクリックすると、今獲得した称号の詳細な内ない容ようが表示される。





　ひたすら農業を行い、八時間以上を農業だけに費やした者に与あたえられる称号。この称号をセットしていると、今後畑が完成するまでの時間が一割短たん縮しゆくされる。





　　　　レア度Ｂ。現げん在ざい登録者：19名








『ついに初称号をゲットしましたね。称号はプレイヤーを表す二つ名のようなものです。プレイヤーに会ったらまずは称号を見ろという格かく言げんまであるんですよ』

　ムスメが説明と共に祝福の言葉をくれる。どうやら獲得した称号数が多いほど様々な恩おん恵けいを受けられるらしい。

『中でも一つだけ選せん択たくできるプロフィール表示用称号は大事で、プレイヤーのアバター名の横に称号名が表示されるんです！　プロフィール表示用称号に選択した場合は効こう果かが倍ばい増ぞうするのでどの称号をセットするかはプレイヤーを大いに悩なやませる種なのですよ！』

　ふむふむ。僕はとりあえず平和マン・シヴァを名乗ることにした。微び力りよくながら内ない政せいなどにパラメータのボーナスが与えられる。少しだけシヴァの顔つきも格かつ好こう良くなった気がした。

「平和マン、か。悪くないな」

　争うことだけが天てん下か統とう一いつの道ではないのだ。誰だれとも争わず、力を合わせるという和平の道もあるのではないか？　僕はこの乱らん世せを鬼おにではなく仏ほとけとして生きる。戦なんてほっとけー。

「武ぶ器きを捨すて、大根を取ろうじゃないか！」

『おー！』

　僕の演えん説ぜつに、村人たちが拳こぶしを突つき上げて賛さん同どうする。にんジーン……これまでの僕のヘタレ人生、こんなにも多くの支し持じを得られたことはあっただろうか。

　これから先もずっと、誰だれとも争わずに平和でいられたらどんなに素す敵てきなことだろう。

　ディスプレイの向こうからは小鳥が鳴く声に、子こ供どもたちの笑い声。そして風と共に鈴すずの音ねが聞こえた。

「ああ、今日も平和な一日だ。鈴の音は平和を祝福するようじゃないか」

『そうですねぇ。ほんと鈴の音が美しいです』

　僕はムスメと午後のティータイムを満まん喫きつしていた、どんどんと近づいてくる鈴の音をＢＧＭにして。ああ……おいティー。

（うーん、何か忘わすれてるような、気がしないでもないような）

　そんなことを思っていたら、突とつ然ぜん携けい帯たいが激はげしく振しん動どうした。

　デロデロデーン！

　聞いただけで不安になる効こう果か音おん。凶きよう報ほうのダイアログが画面上に表ひよう示じされる。





　敵てき軍ぐんが攻せめてきます！　あと四分三十二秒で到とう着ちやく予定です。






　慌あわててムスメを見ると、彼女はオワタのポーズをしていた。

『領りよう主しゆ様。大変です、千の軍隊がこの地を目指しているとの情じよう報ほうです！』

　あまりにサプライズなバッドニュース。僕のハートはブレイク寸すん前ぜんだった。情報通りなら敵はもう目と鼻の先だ。

「ば、馬ば鹿かな。これだけの大軍にここまで接せつ近きんされて気付かないなんて」

　見み張はりの兵士まで畑に引っ張ぱってきたことは失敗だったかもしれない。

『見張りレベルがゼロだと超ちよう至し近きん距きよ離りにならないと敵軍接近のアラートが出ないんです。あらーっと思った時にはもう遅おそいんです！』

　ムスメが申し訳わけなさそうな顔でシュンとする。世界中の僕が許ゆるした。

「お、おおお落ち着くんだ。和平の使者を出そうじゃないか」

　ゲームでは冷静さを欠いた者から負けていく。まずは餅もちつけー。って餅をついてる場合じゃないぞ！　落ち着くんだ！

　僕は慌てて餅をつくのをやめ、敵のステータスを見てみる。

　髪かみをワックスで上げたワイルド系けい男子のアバターだ。悔くやしいけど僕やシヴァよりもイケメンだ……僕は通つう勤きん電でん車しやの窓まどに映うつる平へい凡ぼんフェイスを見てため息をつく。

『敵てきの武ぶ将しよう名めいは†ベル†。称号は……鮮血の貴公子ブラツデイ・サイオンです！』

「なんて物ぶつ騒そうで格かつ好こう良い称しよう号ごうなんだ！　しかしこの名前……なんて読むんだろうか？」

　なんかベルの両りよう脇わきに十じゆう字じ架かのようなものが並ならんでいる。困こまった時のムスメちゃんだ。彼女は常つねに正せい解かいを教えてくれる。

『この十字架マークはダガーといって、主に格好つけのために使うものです。ゲーム中のハンドルネームなどでよく見かけるんですよ』

「ほほう。ダガーベルさん。或あるいはダガーベルダガーさんか」

『あ、実じつ際さいにはダガーは読まないことが多いんです。その、飾かざりだと思っていただければ』

「ダガーベルさんかぁ。格好良い名前だねぇ。僕も†シヴァ†とかにすれば良かったよ」

『……』

　僕はとりあえず敵をダガーベルと呼よぶことにした。

　鮮血の貴公子ブラツデイ・サイオンとは物騒な称号だ。しかし、どんな人でも話し合えばきっと分かり合えるはず。

「とりあえず停戦の呼びかけをしてみる！」

　僕は友好の意思を示しめそうと、シヴァに笑顔のアクションを実行させようとする。だがー、ここでゲーム初心者の凡ぼんミスが生じる。

『ああ、領りよう主しゆ様！　それは笑顔コマンドではなく、挑ちよう発はつコマンドです！』

　ムスメが悲鳴をあげた時にはもう遅おそかった。僕はダガーベルに向かい尻しりを叩たたきながら『よろしくー』と喋しやべっていた。そのリアクションに、ダガーベルは怒いかりで震ふるえるリアクションで返してくる。

『こ、こいつ……和平の意思は無い。いつでもかかってこいということか！』

　どうやらダガーベルは正式に僕へ進しん撃げきコマンドを実行したようだ。アバターの表ひよう示じ色しよくが危き険けんを示す禍まが々まがしい赤い色に変わる。

　停戦が無理となると、応おう戦せんするしかない。しかし敵は千の軍ぐん勢ぜい。僕の村の人口は百を僅わずかに超こえる程てい度どで、その大半は農民だ。

（勝てるのだろうか？）

　深く考えなくても無理だと分かる。僕はソーシャルゲームの危険な一面を知る。これはクリアまでの決められたレールを歩むロールプレイングゲームとは違ちがう。弱い敵から順に現あらわれたりなんてしない。時には理り不ふ尽じんな強敵といきなり遭そう遇ぐうすることも、このゲームではあり得るのだ。

『ここは国を捨すてて退たい却きやくしましょう』

　呆ほうけている僕に、真っ先に決けつ断だんを下してくれたのはムスメだった。

　先せん輩ぱいの言葉が頭をよぎる。

──鈴すずの音ねが聞こえたら、国を置いて一目散に逃にげるんだ。

　これらの判はん断だんは間違っていない。でも……僕は畑をちらっと見る。

　赤くおいしく育ったトマ太た郎ろう、畑のヒロインであるニンジーナ、元気いっぱいで少し生意気なジャガイモ君、みんなのまとめ役であるキャベツさん。

　国を捨すてるという決けつ断だんを楽にできない程ほどに、僕はこの畑を深く愛しすぎてしまった。

　僕は自分の手元のカードを見る。そこには自信に満ちた表ひよう情じようで天下を見み据すえる、かの名めい軍ぐん師しの姿すがたがあった。

「僕にはレアカード、司し馬ば懿い仲ちゆう達たつがあるんだ」

　言われたことをやれるのは当たり前。言われたこと以上のことを成して初めて信しん頼らいを摑つかめるのだ。先せん輩ぱいの言葉に無む条じよう件けんに従したがうだけの男では、先輩の隣となりを歩けない。

　……いや、そんな言い訳わけはよそう。僕は戦いたかったのだ。藤とう堂どう卓たく也やのプロデュースする次世代ソーシャルゲームの戦せん闘とうを体験したい、その誘ゆう惑わくに僕は抗あらがえなかった。

　僕の闘争心はメラメラと燃もえ上がり、もう誰だれにも止めることはできない。

「このレアカードさえあれば、僕は絶ぜつ対たいに負けないぞ。へへへっ」

『うう、変なフラグを立てないでください』

　ムスメが涙なみだ目めになった。彼女の助言を無む視しした後ろめたさが僕の胸むねにチクチクと、抜ぬけない棘とげとなって突つき刺ささる。そんな気持ちを打ち消すように僕は大声で村人たちを鼓こ舞ぶした。

「敵てきを迎むかえ撃うつ！　戦える者は僕についてこい！」

『うおおおおおお！』

　村人たちが大根を手に掲かかげ立ち上がる。賽さいは投げられたのだ。そして、野菜も投げられたのだ。







　初めての決戦を前に、僕の猛たける心を必死に抑おさえる。

　呼こ吸きゆうを整え、時計を見つめる。

　電車が学校の最も寄より駅えきまで着くのにあと十分。それまでに全ての決着を付けたい。僕は携けい帯たい画が面めんへと意い識しきを集中する。

（今、僕はヘタレ高校生の芝しば居い忠ちゆう太たじゃない。ワロスでの勇ゆう将しよう、シヴァだ）

　周囲の雑ざつ音おんが消え、景色が消え、ゆっくりとワロスの世界へと入っていく感覚。このゲームに熱中していると陥おちいる不思議な感覚だ。

　村人たちに義ぎ勇ゆう兵へいを募つのったところ、急だというのに五十の兵が参戦してくれた。

『決戦場所は自国から少し離はなれた平原でどうでしょうか？』

　ムスメが進言する。彼女は戦争に反対だったが、戦争が決定したからには全力で補ほ佐さしてくれるようだ。なんて健気けなげな忠ちゆう誠せい心しんだろうか……彼女への感かん謝しやと申し訳なさで僕の胸は痛いたんだ。

　決戦場所を見み渡わたす限かぎりの平原に選んだのは、ここでなら策さくを弄ろうすることがお互たがいに難むずかしいからだろう。まだ大した兵法も知らない僕にとってはありがたい戦場だ。

　数秒ほど待っていると、風と共に鈴すずの音ねが聞こえた。

　そしてそれは次第に大軍が闊かつ歩ぽする足音を連れてきた。統とう率そつの取れた足音、まさに一歩歩くごとに地面が揺ゆれるかのような錯さつ覚かくを受ける大軍だ。

　先頭に立ったダガーベルは不ふ敵てきな笑みと共に名乗りを上げた。

『逃にげないとはいい度ど胸きようじゃないか。俺おれの名は†ベル†。この名前と鈴すずの音ねを、脳のう髄ずいにまで深く刻きざんでおきな！』

　ダガーベルは中々にこのゲームに慣なれているようだ。台詞せりふと共に挑ちよう発はつのアクションを使ってくる。その自然の動作はまるで生身の人間と話しているかのようだ。

　相手が名乗ったならば、こちらも名乗るが礼れい儀ぎというものだろう。

『僕の名前は芝し居ばい忠ちゆう太た！　愛する畑を守るため、貴き様さまを倒たおす！』

　僕はガッツポーズのアクションを押おしたつもりだったが、間ま違ちがえて隣となりの盆ぼん踊おどりのアクションを押してしまった。うっ、恥はずかしい。

『芝居？』

　豪ごう気きなダガーベルだが僕が名乗った名めい称しように戸と惑まどったようだ。そこで僕は自分の犯おかしたミスに気付く。

（しまった。僕のこの世界での名前はシヴァだった！）

　しかし改めて名乗り直すのも格かつ好こう悪わるい。僕は急いで追加メッセージを沢たく山さん入れることで、自分の本名が書かれたメッセージダイアログをｓａｇｅる。

　そのためか僕のメッセージ欄らんは『いいからかかってこい！』、『来ないならこっちから行くぜ！』、『へいへーい』と挑ちよう発はつ的てきな小学生レベルの単語で埋うまっていた。

（ふぅ、これで本名は完全に過か去こログへと埋うまったぞ）

　ホッと一息つく。しかし代だい償しようとしてダガーベルの灼しやく熱ねつの怒いかりを得たようだ。

『なめやがってぇ。その初心者同然の国力で挑ちよう発はつとはな……ピキピキ』

　怒りを表ひよう現げんする擬ぎ音おんをわざわざ使うあたり、ダガーベルはかなり業ごう腹はらなようだ。

『全軍かかれぇ！』

　ダガーベルの怒ど号ごう。これが開戦の合図となった。千の軍ぐん勢ぜいが押おし寄よせてくる！

　ここは先手必勝だ。

　僕は手元のカードを念じながら引く。

『どうか力を貸かしてくれ！　魏ぎの軍ぐん師し・司し馬ば懿い仲ちゆう達たつ！』

　虹にじ色いろの光のグラフィックに包まれたかと思うと、魔ま法ほう陣じんが浮うかび上がる。古いにしえの竜りゆうが陣じんから飛び出したかと思うと、黒き人ひと影かげが魔法陣の中央に佇たたずんでいる。やがて、発光が収おさまるとそこには一人の武ぶ将しようのシルエットが浮かび上がった。古の軍師、司馬懿仲達だ。強い意い志しを秘ひめた精せい悍かんな顔立ち。アニキと呼よびたくなるね。

（これが武将召しよう喚かん。流石さすがは次じ世せ代だい技ぎ術じゆつの圧あつ倒とう的てきグラフィックだ！）

　興こう奮ふんする僕に、司馬懿は指し示じを仰あおぐ。

『主しゆよ、我に命令を』

　おおう、声までイケメンだ。僕でさえ知っている有ゆう名めい声せい優ゆうを使うとは、流石はワロス！

　今の僕はこの名めい軍ぐん師しさえも動かすことができるのだ。

『目の前の敵てきを倒たおしてくれ。三国一の軍師と名高いあなたなら、それができるはずだ！』

　迫せまりくる軍ぐん勢ぜいを前に、僕はかなりの無茶ぶりを要求する。しかしそこはイケメンの司し馬ば懿いさん。

『委い細さい承しよう知ち』

　渋しぶい声でそう答え、文もん句くひとつ言わずに戦場へと歩いていった。か、格かつ好こう良い……。

　司馬懿仲ちゆう達たつが扇せん子すを払はらうと、それが鎌かま鼬いたちとなり敵を切り刻きざむ。もはや戦せん術じゆつとか全然関係ないけど、流石さすがは名軍師！　文字通り一いつ騎き当とう千せんの働きだ。ダガーベル軍の兵士が面白いように薙なぎ倒されていく。

『うわああ』

『もうダメだー』

『へへっ、父さんはここまでのようだ。俺おれの分まで幸せに生きろよ……ぐふっ』

　戦場に木こ霊だまする絶ぜつ望ぼう的てきな悲鳴。そうだ、敵兵も一人一人が生きた人間なのだ。戦争は命の潰つぶし合い……できるなら長引かせたくない。

「僕のレアカード・司馬懿仲達の前ではお前の軍勢も無力だ！　これ以上被ひ害がいを増ふやしたくなければ、ここは引くんだ！」

　しかし、ダガーベルの表ひよう情じように焦あせりはなかった。僕の誘さそいに心を揺ゆらした様子もなく、

『レアカードの司馬懿仲達を持っているとは、中々やるな』

　そのアバターには余よ裕ゆうの笑みさえ浮うかんでいた。

『ならば俺も本気を出そう……。出でよ、呉ごの名めい将しよう、甘かん寧ねい！』

　ダガーベルが懐ふところからカードを取り出す。懐から取り出されたそのカードは、僕の持っていたそれよりも遥はるかに豪ごう華かな輝かがやきを放っていた。ムスメが絶望的な悲鳴を上げる。

『あ、あれは！　ミラクルレアカード・鈴すずの甘寧です！』

「え？　ミラクルレア？」

『ミラクルレアカードはレアカードの一割わりほどの確かく率りつで出るという、神の力に匹ひつ敵てきする凄すごいカードなんです！』

「そ、そんな……」

　まさかレアカードよりも上があるなんて……あーれー。

　司馬懿仲達の召しよう喚かん時じとは比ひ較かくにならないド派は手でな演えん出しゆつ。エメラルドの光に包まれ、光の粒りゆう子しが魔ま法ほう陣じんを形成したかと思うとその中心から色いろ鮮あざやかなフレアが起こる。そのグラフィックの美しさに、僕は戦せん闘とう中ちゆうであるのに不覚にも目を奪うばわれた。

　魔力の渦うずの中心に現あらわれた戦士。手には武ぶ骨こつな曲刀シヤムシールが握にぎられ、腰こしにぶら下げた鈴が禍まが々まがしい凶きよう兆ちようの音を奏かなでる。確かく認にんできるパラメータは文字通り僕の武将と桁けたが違ちがった。

『ああ、やっぱり無む謀ぼうだったんです。初心者がいきなり中級プレイヤーに勝てるはずありません！』

　もはやムスメは見ていられないと、両手で目を覆おおってしまう始末だ。

「ま、まだ負けと決まった訳わけじゃない。敵てきを射い抜ぬけ、司し馬ば懿い！」

　僕の命令に司馬懿は『マジで？』みたいな顔をしたけど、プレイヤーの命令だからと観念して弓を引いてくれた。なんて理想的サラリーマン司馬懿さん……いつも無理な残業を強しいてすいません。

（当たれ……！　これで当たらなければ僕は……）

　神に祈りながら僕は命めい中ちゆう判はん定ていの結果を待つ。しかしいつまで経たっても、矢が突つき刺ささる軽けい快かいな衝しよう撃げき音おんは響ひびかなかった。まさか、全ぜん射しやかすりもしなかったというのか。

『今度はこちらの番だな』

　そう言ってダガーベルは自分のバンダナを締しめ直した。

『鈴すずの音ねに怯おびえぬ愚ぐ者しやどもを切り裂さけ、甘かん寧ねい！』

　瞬またたく間に距きよ離りを詰つめた甘寧の、横なぎの一いつ閃せん。ガードも間に合わず、司馬懿は無念にも一いち撃げきで頽くずおれた。

『天下を前にして散るとは……無念！』

　格かつ好こう良い捨すて台詞ぜりふを残し、司馬懿仲ちゆう達たつは光のエフェクトに包まれて消えていった。僕の希望も「待ってくれー」と言いながら共に消えていった。

「ぼ、僕のレアカードが……負けた」

　切り札を失った我わが軍の士気はストップ安で落ちていく。中には武ぶ器きである大根を放ほう棄きして逃にげ出す兵士もいた。

『この防ぼう衛えい線せんを突とつ破ぱされるのも時間の問題です！』

　ムスメは涙なみだ目めだった。しかし泣くのを堪こらえ、気き丈じように進言する。もはや頼たよれるのは彼女の知ち識しきのみだった。

『近きん隣りんの国に助けを求めてはどうでしょうか。我が国の財ざい産さんを対たい価かにすれば、交こう渉しようの余地はあると思います』

　そしてムスメは素す早ばやく周囲の情じよう報ほうを一いち瞥べつする。なんて優ゆう秀しゆうな村むら娘むすめなんだ！

『近くに住む『河童かつぱ惇とん』氏はかなりの武力を持っていますね。彼の助力を得られれば、或あるいは』

　ムスメ曰いわく、ＡＩに任まかせるよりはプレイヤー自らが交渉に行った方が成せい功こう率りつが上がるらしい。この状じよう況きようで戦場を離はなれるのは心苦しいが、逆ぎやく転てんの芽がそれしかないならば仕方ない。

「よし、交渉は任せてくれ。こう見えてもネゴシエーションには自信があるんだ」

　キリッとした顔で僕は言った。

『甘寧軍の攻こう撃げき力りよくは圧あつ倒とう的てきです。この村の防衛力では、応戦したとしても五分くらいが限げん界かいでしょう。それまでにどうか、援えん軍ぐんを連れてきてください！』

　ムスメはここに残って畑を守ると言う。

「待っててくれムスメ。必ず援えん軍ぐんを連れて戻もどってくるから」

　僕は断だん腸ちようの思いで、ムスメたちを残し馬小屋へと走った。

　一いつ刻こく一秒が惜おしい。こうしている間にも僕の畑は蹂じゆう躙りんされているかもしれないのだ。

　馬小屋にいたのは汚よごれたような茶色の毛に、アホ毛がトレードマークの駄だ馬ばだった。





　軍馬レベル１・ダメポ丸。






（バーチャルとは言え、ここが中国だという世界観も破は壊かいしかねるネーミングセンスだ）

　いかにもやる気がなさそうな馬だが、今は彼が頼たのみの綱つなだ。僕は鞭むちを打ち、河童かつぱ惇とんのいる城しろへダメポ丸を走らせる。

「ヒヒーン、急いでくれヒヒーン！」

　もし僕がウマ語を話せたなら、もう少しマシな喝かつを入れられたかもしれない。
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　広大な世界を、風を切りながら僕は馬を走らせている。

　精せい巧こうに再さい現げんされた疾しつ駆くする軍馬の足音。風を切り過すぎ去る色とりどりの風景。思わずディスプレイから目を離はなせない程ほどの臨りん場じよう感かんだ。

　この危き機き的てきな状況にもかかわらず不ふ謹きん慎しんにも僕の心は躍おどった。高こう揚よう感かんを抑おさえることはできない。

（果たして僕は河童惇なる人物を説得できるだろうか。いや、できないかできるかじゃない。説得しなければ、僕の畑さん達はどうなる！）

『河童惇』城に到とう着ちやくするや、僕は急いで『交こう渉しよう』のコマンドを選せん択たくした。この交渉が僕の国の存そん続ぞくに直結しているかと思うと緊きん張ちようしてくる。

　僕は『メッセージの送信』を選択する。

「僕の名はシヴァ！　あなたを勇ゆう猛もうなる将しようと見み込こんで交渉に参った！」

　交渉において相手を知ることが成功のカギとなるだろう。僕は河童惇を観察するべく、一いち言ごん一いつ句くを聞き逃さないように注意深く画面に目をやった。

　重苦しい死のような静せい寂じやくの後に、メッセージが受信される。僕は震ふるえる指で内ない容ようを読む。

『うへへ、武ぶ器き屋やの看かん板ばん娘むすめちゃん萌もえー』

　……返ってきたのはこちらの文脈を無む視しした謎なぞの言葉だった。これは暗号だろうか？

　呆あつ気けに取られていると、城内から緑色の可か愛わいいとも憎にくたらしいとも付かない動物のアバターが出しゆつ現げんした。隻せき眼がんの河童アバター、どうやらアバターは人外にもカスタマイズ可か能のうなようだ。

　河童惇の称しよう号ごうを見てみる……『エロ河童がつぱ』。

　こ、これは説得が厳きびしいかもしれない。いやいや、プレイヤーを称しよう号ごうで判はん断だんしてはいけない。真しん摯しに語りかければ、きっとエロ河童がつぱにも心が通じるはず。

「我わが愛しいトマト畑が荒あらされているんです！　どうか力をお借りできないでしょうか！」

「かわいこちゃん以外の言葉は聞く耳持たないブヒー」

　全然通じなかった。

　河童かつぱなのになぜ豚ぶたの語ご尾び？　そんなツッコミを入れる間もないくらいの拒きよ絶ぜつっぷりだ。

　……すべての希望が断たたれたかのように思われた時、僕のネゴシエーションスキルが覚かく醒せいを始めた。

　幼おさない頃ころから小こ梅うめと月つき絵えを相手に、お菓か子しの交こう渉しようで譲ゆずったことは一度もない。時に土ど下げ座ざし、時に泣きついて死にもの狂ぐるいで僕は交渉に勝利をしてきたのだ。

　そのスキルを活いかす時が来たようだ。交渉において大切なのは、双そう方ほうにとってメリットのある提てい案あんを持ちかけること！

「ふっふっふ。河童かつぱ惇とん殿どの、まずはそちらの望むものを聞かせてもら……」

「男に話す言葉なんてないブヒ！」

　バタン、と無む慈じ悲ひな効こう果か音おんがして城じよう壁へきは閉とざされた。

（ああ、空が青いな）

　気が付けば僕は通学電車の窓まどから見える空を仰あおぎ、無む意い識しきの内にオワタのポーズをしていた。

　僕はソーシャルゲームの厳きびしい現げん実じつを知る。

（これは予定調和の、ハッピーエンドが約束されたストーリーじゃないんだ）

　援えん軍ぐんは得られなかった。他の諸しよ国こくにもあたったが、誰だれも助けてはくれない。

　そりゃそうだ。誰だって自分のメリットにならない行動はしたがらない。自分のような弱小国を助けた所で、何の見返りもないのだ。

　唯ゆい一いつのリアルの知り合いである天あま音ね先せん輩ぱいも、スカイメロディも今は遠い地にいるという。

　誰も助けてはくれない。力がない者はただ奪うばわれていく。流した涙なみだも血も、何も変えてはくれない。これが戦国の、ワロスの真実の一いつ片ぺんなのだ。
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　絶ぜつ望ぼう的てきな気持ちで僕は我わが領りよう地ちへと戻もどった。救うためではなく、最さい期ごを見み届とどけるために。

　しかし僕が目にしたのは信じられない光景だった。千の軍ぐん勢ぜいを相手に、一歩も引かずに戦い続けるムスメの姿すがただった。

　舞まうように戦場を駆かけ巡めぐり、懐ふところから複ふく数すうのカードを取り出し古いにしえの武ぶ将しようを召しよう喚かんし、瞬まばたきすら許ゆるさない死し闘とうをダガーベル軍と演えんじている。彼女の持っているカードはいずれもコモンカードばかりだ。しかし組み合わせが巧うまいのか、一いつ瞬しゆんの隙すきも生み出さずに戦い続けている。

　数の不利は一いち目もく瞭りよう然ぜんだが、ムスメの修しゆ羅らが如ごとき戦いぶりにダガーベルも苦戦している。

「ムスメ、君は一体……」

　しかし、圧あつ倒とう的てきな兵力の差は埋うめられない。

　細ほそ剣だち一本で善ぜん戦せんしていたムスメだったが、兵士の突とつ撃げきによって崩くずれ落ちる。防ぼう衛えい線せんにできた穴あなを、訓練されたダガーベル軍の兵士たちは見み逃のがさない。

　大量の軍隊が自国に押おし寄よせる。完敗だった。

　倒たおれたムスメに、僕は情なさけない声を出すことしかできない。

「ごめんよ。僕には援えん軍ぐんを得ることはできなかった。僕に、僕にもっとコミュ力があれば！」

『領りよう主しゆ様。私も力及およばず……』

　申し訳わけなさそうに首こうべを垂たれるムスメに、僕はかける言葉が見つからなかった。全て僕のせいだ。

「僕の畑が……」

　蹂じゆう躙りんされていくトマ太郎、大だい根こん介すけ、キャベ美、ニンジーナ……そして、

「ジャガイモぉぉぉぉん！」

　僕は思わず携けい帯たい画が面めんに向かって泣き叫さけんだ。同じ電車内にいた人たちがギョッとして僕から距きよ離りを置いた気がした。

　意い気き消しよう沈ちんする僕に、ムスメは辛つらい決けつ断だんを強しいる。

『土地と兵士を捨すてましょう。北西にまで行けば、われわれ難なん民みんを受け入れてくれる拠きよ点てんがあります。民の命には代えられません！』

　彼女の進言した作戦は残ざん酷こくなものだった。

　今戦っている兵士たち、彼らを捨すて石いしにして一部の村人だけを選んで逃にげ延のびろと言うのか。

　国のために戦っている兵士と共に、せめて敵てきに一いつ矢しでも報むくいるまで戦うのが君主のあるべき姿すがたではなかろうか？

「僕は、せめて負けるならこの畑と共に」

　愛するべき土地を失って、何が領主か。しかしそんな僕のアバターに、ムスメの平手打ちが炸さく裂れつする。彼女は必死の形ぎよう相そうで一歩も引かなかった。

『負けてはダメです。命を落としたプレイヤーはもう二度と復ふつ活かつできません』

「でも、僕は必死で戦う兵士たちを囮おとりにするなんてことは……」

『死んではダメです。あなたには、あなたを待ってる人がいるでしょう？』

　ムスメの言葉に、僕を待つ天あま音ね先せん輩ぱいの姿すがたがよぎった。何な故ぜかその時に浮うかんだ先輩の姿は、喧けん騒そうの中で独ひとり寂さびしげに佇たたずんでいる姿だった。普ふ段だんの気き丈じような姿からは想そう像ぞうできないような、寂しく弱弱しい彼女の姿。

『だからお願いです。どうかあなただけでも生き延びて』

　必死な彼女の言葉は僕の心を揺ゆらす。

（彼女はＡＩのはずなのに、なぜ僕はこんなにも魂たましいを揺ゆさぶられるんだ。プログラムされた言葉を喋しやべるだけの機械のはずなのに）

『このままでは全ぜん滅めつです。どうか決けつ断だんを』

　こんな僕でも、少しでも救える命があるのならば……。僕は汚お名めいを背せ負おう覚かく悟ごを決めた。

「ムスメ。僕は兵を捨すて石いしにして退たい却きやくするよ。たとえ愚ぐ鈍どんな領りよう主しゆだと罵ののしられようとも、少しでも救える命があるなら連れていきたい」

　僕は彼女のアドバイス通り、少数の領民を連れて北西へと向かう指し示じをした。雨あま露つゆを凌しのぐ場所さえなく、食料に限かぎりがある状じよう況きようでどれだけ彼らが持つかも分からない。一いつ刻こくでも早く彼らを受け入れてもらえる国を探さがさなければならない。

『シヴァ様。どうか俺おれの家族をお願いします！』

『ここは俺に任せて、先に行けー』

　僕の決断に従したがい、自ら囮おとりを買ってくれる勇ゆう敢かんな兵士たちもいた。彼らは歴史上では名も無き兵士かもしれないけれど、僕は彼らの雄ゆう姿しを忘わすれない。

　一方で、僕の行動を裏うら切ぎりだと糾きゆう弾だんする者も少なくなかった。

『領主よ、あなたは私たちを見捨てて自分だけ助かろうと言うのか！』

『俺たちが信じたものはなんだったんだ。畑はどうなる！』

　彼らの無念、悲願が痛いたいほど伝わってくる。全ては僕の責せき任にんだ。僕が勝てもしない戦を仕し掛かけたばかりに多くの悲ひ劇げきを生んでしまった。

　これが敗北。

　敗者は全てを奪うばわれる。これがこの世界の真実なのだ。

　失われたものはもう二度と戻もどらない。

　自然と涙なみだが溢あふれ、瞳ひとみに映うつる景色が滲にじんで見えた。

（なんだか今日は、いつもと違ちがう景色に見える。これが敗者の景色）

　いつもの通学路で、見み慣なれていたはずの景色なのに……今はとても遠くまで来てしまったような錯さつ覚かくさえ覚える。見たこともない本屋に、初めて見る大型デパート。世界は心次第でこんなにも姿すがたを変えるというのだろうか……まるで、遠い街に来てしまったかのようだ。

「って、全然違う駅じゃないかー」

　時計を見たら既すでに始業から三十分を過すぎていた。遅ち刻こくだ……忠ちゆう太た伝でんの史上最大の遅刻だ！

　通つう学がく中ちゆうにゲームに熱中する危き険けん性せいを、僕は出席日数という痛みを持って知るのだった。




　　　　＊＊＊




　敗者の放課後。

　遅刻という名の罪つみを、正せい座ざという名の贖しよく罪ざいで償つぐなった僕は天あま音ね先せん輩ぱいのいる教室へと向かった。

　彼女に会えると思うと、僕の暗い気持ちにも柔やわらかな光が射さすようだった。足取りは軽い。

　二年生の廊ろう下かを歩くのは初めてで、なんだかすれ違ちがう生徒全てが「ガキは帰れ！」と言ってくるかのようだった。もうすぐ五月だが、まだ夏服に身を包んでいる生徒は少ない。

（二年Ｃ組。ここか）

　見知らぬ教室の扉とびらを開けるのは勇気がいる。

（僕の教室に訪おとずれた時の先せん輩ぱいも、こんな気持ちだったのだろうか？）

　あの凛りんとした姿すがたを思うと自然と僕の心に勇気が芽生えてくる。僕は勢いきおいよく扉とびらを開けた。

「せんぱーい」

　そしてヒョコヒョコとヘタレステップで教室に入り、先輩の姿を探さがした。

　教室を一いち瞥べつしてすぐに先輩の姿を見つけた。輝かがやくようなブロンドの髪かみはよく目立つ。

　彼女は考え事をしているのか、難むずかしい表ひよう情じようをしていた。手をポケットに入れるといういつもの彼女のポーズで座すわっている。その周辺だけの空気が凍こおり付いているようで、周囲の生徒もそれが分かっているのか彼女に話しかけようとする者はいない。

　まるで見えないバリアーが張はられているかのようだ。近づく者全てを傷きずつける刃やいばの鎧よろいを彼女は装そう備びしているのだろうか。

　話して良いか迷まよったが、このまま見知らぬ教室で突つっ立っている訳わけにもいかない。僕は再ふたたびヒョコヒョコとヘタレステップで先輩の元へと近づいた。

「せんぱい」

　僕が恐おそる恐る声をかけると彼女はハッとして大きく体を揺ゆらした。驚おどろかせてしまったなら少し申し訳ない気持ちになる。

「君か」

　天あま音ね先輩は僕の姿を確かく認にんすると、いくらか表情を和らげてくれたように見えた。しかし彼女は耳元で「油ゆ断だんするな」と囁ささやいた。

「教室での会話はまずい。いつどこで異世界の住人ソーシヤルゲーマーが聞き耳を立てているとも限かぎらないからな」

　そう言われて僕は慌あわてて周囲を見回す。そう言えば先輩が、片かた手てを不自然にポケットに入れてる人間はソーシャルゲーマーの可か能のう性せいが高いと言っていた。

（この教室の中にもソーシャルゲーマーがいる？）

　そうだ。僕を襲おそったダガーベルもこの学校の生徒なのだ。それを思うと油断はできない。もしかしたら奴はこの教室にいて、僕の動向を探さぐっているかもしれない。

　僕は彼女に諭さとされるままに生徒会室へと向かった。そこなら邪じや魔まが入らないとのことだ。

　道中、僕はずっと先輩のことを考えていた。彼女は今までもずっと、周囲を敵てきと疑うたがいながら独ひとりで戦ってきたのだろうか？　先輩の強い精せい神しん力りよくなら、刃の鎧を持つ先輩ならばそれは可か能のうかもしれない。だけどそれはとても寂さびしいことだ。

　刃の鎧を着けたままではあなたを抱だきしめられないから……なんてね、うひひ。

（いつか、先せん輩ぱいが笑顔でクラスメイトと話しているところが見たいな）

　そんなことを考えていたらすぐに生徒会室へと着いた。

　棚たなには生せい徒と情じよう報ほうが載のった資し料りようの山。壁かべには様々な賞しよう状じようが飾かざられている。

　この部屋が天あま音ね先輩の居い場ば所しよなのだろう。周りに敵てきがいないことで、彼女が纏まとっていた凍こおり付いた空気が消えた気がした。

「何か用事だったかい？　これからもゲームに関することは、この部屋で話そうじゃないか」

　僕はさっそく海よりも深くお辞じ儀ぎをした。

　ダガーベルとの敗戦後、僕はムスメのアドバイス通りに北西へと向かった。そして山と野花に囲まれたスカイメロディの砦とりでを発見したのだ。砦はフレンド限げん定ていの開かい放ほう状じよう態たいに設せつ定ていされており、天音先輩の連れん絡らく先さきを登録しているプレイヤーならば住めるようになっていた。

「難なん民みんを受け入れてくれてありがとうございます」

　初めての敗北で僕はたった一つの領りよう土どを失った。多くの時間を共にした、家族同然のトメイトゥ叔お父じさん、ニンジーナ姉さんたちを思うと胸むねが痛いたい。

　国を捨すてた僕らは天音先輩の拠きよ点てんに移い住じゆうさせてもらった。多くの迷まよえる民が餓が死しをせずに済すんだのは、彼女の懐ふところの広さによるところが大きいだろう。

「以前にあの土地へ訪おとずれた時に築ちく城じようしていた砦とりでが役に立って良かったよ。ちょうど護ご衛えいの武ぶ将しようが寿じゆ命みようでなくなってしまったので、砦を守れる武将を探さがしていた私としてもありがたい話さ」

　彼女は気にしなくていいと言ってくれたが、僕はお礼をせずにはいられない。

「天音先輩。どうかこれをお納おさめください。僕の全ぜん財ざい産さんです」

　僕はメール機き能のうを用いて、先輩にデータを添てん付ぷして送信した。このゲームではメールを用いて特定のアイテムをプレゼントする機能があるのだ。便利だねぇ。

　今の僕にできることはこれだけだった。まだ数時間しかプレイしていない僕が発見した宝ほう石せきなど、熟じゆく練れんのプレイヤーである彼女には大したことがないだろう……そう思っていたのだが、その宝石を目にした瞬しゆん間かんに天音先輩の目の色が変わった。

「こ、この輝かがやく宝石は！」

「なんか畑を耕たがやしてたら埋まい蔵ぞう金きん発見イベントとかが起きて入手したんです」

　僕はそれが農場レベルが非ひ常じように高い場合にごく稀まれに起こるレアイベントだと後で知る。

「綺き麗れい……」

　まるで夢ゆめを見るような目で、うっとりとディスプレイの向こうで輝く宝石を見つめる先輩。女子は宝石が好きというのは本当だったか。僕はそんな彼女を見て、

「君の瞳ひとみの方が綺麗さ」

　と言いたかったけど、実じつ際さいには見み惚とれて「ぅ……あ……ふぅ」しか言えなかった。

　先ほどまでの硬い表ひよう情じようの先輩を見ていた僕は、今の無む防ぼう備びな笑顔を見れてなんだかとても嬉うれしくなった。

　僕の視し線せんに気づいたのか、先せん輩ぱいはハッとしてからいつもの澄すました表ひよう情じように戻もどった。

「任まかせてくれたまえ。この資し金きん、必ずや有ゆう効こうに使わせてもらうぞ」

　なんか金が露つゆと消えゆくフラグを見た気がしないでもない。

　キラキラ輝かがやく彼女の瞳ひとみが今は欲よく望ぼうでギラギラと輝いていたように見えたのは、きっと気のせいだろう。

　先輩は誤ご魔ま化かすように話題を変えた。

「忠ちゆう太た君、君はダガーベルが憎にくいかい？　君の愛する畑を奪うばった奴やつが」

　胸きよう中ちゆうを問われ、僕は己おのれの胸むねのざわめきを感じながら答える。

「確たしかに奴やつも憎いです。でも、何よりも憎いのは無力で何もできない自分自身です！」

　僕はおいしく実った赤いトマトのことを思い、頰ほおを一ひと筋すじの涙なみだで濡ぬらした。

　その瞬しゆん間かん、先輩の背はい後ごがピカッと激はげしく輝いた気がした。これは後光……天あま音ね先輩の名言がでる予感だ！　僕は失しつ明めい対たい策さくに常じよう備びしているサングラスを急いでかける。

「それで良いんだ。今は無力さに震ふるえ、拳こぶしを強く握にぎりしめていれば良い」

　先輩は悔くやしさに震える僕の肩かたに手を置き、言ってくれた。

「明日から本気を出せば良いじゃないか」

　その言葉はどんな相撲すもう取とりよりも重く、僕の心に刻きざまれる。

　明日から本気を出せば良い……なんて素す敵てきな言葉なんだろうか。僕は、僕はこの人に付いていて良かった！

「力なき正せい義ぎは無力だ。何かを守りたいと思うならば、この世界のあらゆる矛む盾じゆんから守れるだけの力を得るんだ」

「この命、あなたに捧ささげます！」

　もっと強くなりたい。僕はいつかの復ふく讐しゆうを誓ちかう。

（僕が平和な世界を作ってみせる）

　携けい帯たい画が面めんの向こうではムスメがチアガール姿すがたで応おう援えんしていた。

『頑がん張ばってください領りよう主しゆ様。私も、領主様を信じてます！』

　敗北を糧かてに、僕の心は燃もえていた。ちなみに村むら娘むすめにも萌もえていた。













　【第三章】　瞳がヒット・ミー







　あの敗北から三日。

　ソーシャルゲームを始めてから初めての土曜日がやってきた。

　いつもの僕なら昼ひる過すぎまでぐーたら過ごすのが日課だ。けれどその日、僕はいつもより早起きし、いつもより気合を入れて髪かみ型がたをセットしていた。

「あ、ちゅーた。今日は朝早くからお出かけなんだね」

　僕が家を出ると、ちょうど家に帰るところだった小こ梅うめと月つき絵えにばったり出会った。彼女達、汐しお川かわ姉妹は僕の隣りん家かに住んでいる。

　こんなに近くに年とし頃ごろの女子が住んでいるんだ。いつか偶ぐう然ぜん彼女達の着き替がえを見てしまう、そんな期待を抱いだいて十六年生きてきたけど、ラッキースケベは一度も訪おとずれていない。

「おはよう小梅。月絵も久ひさしぶり。にっこりー」

　僕はそう言ってお兄さんスマイルで微笑ほほえみかける。しかし月絵はぷいっと横を向いてしまい、小梅の後ろに隠かくれてしまう。隠れているつもりでも、ツインテールが小梅の両りよう脇わきからはみでている。ツインテール究きゆう極きよく論ろん、この研究に余よ念ねんがない僕の目は誤ご魔ま化かされないぞ。

　月絵は活発な姉の小梅とは対照的に、病弱で守ってあげたいオーラに満ちている女の子だ。儚はかなげな表ひよう情じようと黒のツインテールが印象的で、僕のことをお兄ちゃんと呼よぶ……のは妄もう想そうだ。月絵は常つねに小梅の背はい後ごをポジショニングし、常に小梅の袖そでをぎゅっと握にぎっている。そこが月絵の絶ぜつ対たい安あん全ぜんの領りよう域いきなのだろう。

　月絵は病弱で肌はだが弱いため、日中は殆ほとんど外に出ず現げん在ざいは休学中だ。なので最近では会うことも少ない。

「ヘタレのちゅーた。今日も笑顔がなんかいやらしい」

　忠ちゆう太たと発音できないのは汐川家の血なのだろうか。そして相変わらず年上の威い厳げんのかけらもない呼び名だ。いつか、いつかお兄ちゃんと呼ばせたいぜ。

「こんな早くからどこに行くのだね？　おじさんに話して御ご覧らんなさい」

　好こう奇き心しんに駆かられた小梅が、謎なぞのおじさん口調で話しかけてくる。手元は相変わらずシュッシュッとシャドーボクシングに余よ念ねんがない。そんな様子を月絵が尊敬の眼差しで見ている。

「ふっ、飛び切りの良い女に会いに行くだけさ」

　ちょっとハードボイルドを気取って答えてみるが、強あながち噓うそではない。僕はあの容よう姿し端たん麗れい、眉び目もく秀しゆう麗れいの生徒会長の自じ宅たくへと招しよう待たいされたのだ。

　あの全てを失った敗戦の日、天あま音ね先せん輩ぱいはションボリした僕に言った。

──力が欲ほしいか？

　頷うなずく僕に、続けて彼女はこう言ったのだ。

──ならば今週の土曜日、私の家に来ることだ。場所はメールしておく。

　強くなりたい……しかし、どうすれば力を付けられるのか分からない。そんな僕にこの誘さそいは素す晴ばらしいタイミングだった。

　それにもしかしたら、万が一の可か能のう性せいだがこれはデートの誘いという可能性もある。勝負に敗れ雨に打たれた子犬のようだった僕が、先せん輩ぱいの母ぼ性せい本ほん能のうを刺し激げきしてしまったのかもしれないワン！　勿もち論ろんそんな可能性は１ワン％よりも低いだろうけど、うひょひょーい。

　つい口元が緩ゆるんで鼻の下が三センチほど伸のびていたのかもしれない。気が付けば小こ梅うめと月つき絵えがジト目で僕を見つめていた。

　月絵がゴミを見るような優やさしい眼まな差ざしで言った。

「ちゅーた、新しいギャルゲーでも買いに行くの？」

「ち、違ちがうよ。ちゃんと三次元だよ！　画面から飛び出してるよ！」

　すると今度は小梅が何ど処こかの名めい検けん事じのように有力な証しよう拠こを提てい出しゆつしてくる。

「本当にぃ？　最近ちゅーた、携けい帯たいを見ながらムスメちゃん可か愛わいいなぐへへー、とか呟つぶやいてるよね。完全にアウトだよ」

　こ、これはやばい。月絵の心が明らかに有ゆう罪ざい判はん定ていに傾かたむいている。しかしゲームに熱中している僕はそんな風に見えていたのか、これは今後気を付けなければ。
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「ち、違ちがうよ。ムスメは確たしかに二次元だけど、今日会いに行く人は三次元なんだ！　この前すれ違った時にくんかくんかしたら良い匂においがしたし、あの人は間違いなく実じつ在ざいするんだ！」

　僕の必死の説得に、どうやら汐しお川かわ姉妹は先せん輩ぱいの存そん在ざいがリアルだと納なつ得とくしてくれたようだ。

　そして一つの疑うたがいが解とけたら、今度は新たな疑いが生じる。小こ梅うめはいつもの挑ちよう発はつ的てきな口調で、

「ちゅーたのことだから、また変な女子に騙だまされてるんじゃないの？」

「むむ、そんなことはないぞ！　いくら小梅だからって、僕の侮ぶ辱じよくは許ゆるせても先輩の侮辱は許さないぞ！」

　この前の僕が超ちよう感かん動どうしたエピソードを披ひ露ろうすれば小梅と月つき絵えも分かってくれるかもしれない。

　僕は優やさしげな顔をして、小梅の肩かたにポンと手を置いた。

「小梅。今の君はダイエットがうまくいかなくて焦あせってるかもしれない。でも、今はぽっちゃりな君のままで良いんだよ。明日から本気を出せば良いじゃな……っ、ひでぶっ」

　名言を言い終える前に小梅の黄金の左ストレートが僕のボディにクリーンヒットした。グローブごし、それも左手なのにこの威い力りよく……グッジョブ。

　修しゆ羅らのような恐おそろしい形相の小梅が疑ぎ惑わくの眼まな差ざしで言う。

「その人、本当に凄すごい人なの？　実はただのダメ人間なんじゃないの？」

「彼女がダメ人間なわけが……」

　そこまで言いかけて僕は言葉に詰つまった。

　僕は彼女の何を知ってるというのだろうか。教室で独ひとり、寂さびしそうに座すわっていた先輩は僕の知らない一面を持っていた。

　二人きりでいる時の、少しお姉さんっぽいあの優しい頼たよれる感じ。教室で刃やいばの鎧よろいを纏まとった少し怖こわい彼女。一体どれが本当の彼女なのだろうか。

　今日、彼女の新たなる一面が見えるかもしれないのだ。それを思うと少し緊きん張ちようしてくる。

　僕の硬かたい表ひよう情じように小梅は嘆たん息そくする。そして驚おどろくほど優しい笑顔で言った。

「ちゅーた。変に格かつ好こうつけようとしないよう気を付けてね。ちゅーたはさ、キメようとして九割わりがた失敗するから」

　そう言って彼女は僕の背せ中なかを軽くパンチした。彼女なりに僕の背中を押おしてくれてるのだろうか。

「ありがとう小梅。今度さ、また一いつ緒しよに遊ぼうな」

「いいよ。やるべきことが全部終わって暇ひまになったら、ね」

　そう言って小梅は意味深に笑った。彼女の言う「やるべきこと」が何かを僕は知らない。

「もう行こ、お姉ちゃん」

　月絵が小梅の袖そでを引っ張ぱる。彼女たちには彼女たちの道が、僕には僕の道があるのだろう。

（そうだ。会ってみないと何も分からない。会う前からびびってどうするんだ）

　気が付けば僕は前よりも軽やかな足取りで、先せん輩ぱいの家へと向かっていた。

　いったい先輩はどんな豪ごう邸ていに住んでいるのだろうか。

　あの優ゆう雅がな振ふる舞まいから、僕は彼女がどこか良家のお嬢じよう様さまではないかと推すい測そくしていた。それこそ絵本の中のお姫ひめ様さまみたいなお城しろに住んでいてもおかしくはない。

「着いた、ここか！」

　携けい帯たいで送られた住所と照らし合わせるが、間ま違ちがいない。

　眼がん前ぜんに広がっていたのはオンボロアパートと言って差し支つかえない、質しつ素そな印象が前面に出ていたアパートだった。

（まさか、世間の目を欺あざむくためにこのような場所にお住まいなのか！）

　流石さすがは天あま音ね先輩。僕如ごときで測はかれる器ではないのだ。

　僕は天音先輩の住んでる場所、２０６号室へと辿たどり着くとインターホンを鳴らした。

「ふっ、来たか」

　扉とびらを隔へだてた向こう側で、小さく天音先輩の声が聞こえた。間もなくして近づいてくる足音。

「はっ！」

　ここにきて僕は重大なことに気付いた。考えてみれば先輩の私し服ふく姿すがたを見れるぞ！　至し福ふくすぎるー。

　それはフリフリのスカートかもしれない、意外とボーイッシュなジーパンとか、いやいや着物という可か能のう性せいもナッシングではない……もし裸はだかエプロンで迎むかえられたらどうしようか！　僕は無む限げんの可か能のう性せいを前に遥はるかなる清空を感じた。

　ゆっくりと開かれた扉の先で僕が見たものは──。

　ジャージ。

　上から下までピンク色のジャージ。色気の欠片かけらもない機き能のう性せい特とつ化かの勝負服に身を包んだ天音先輩の姿すがたがあった。

　うああああ──僕は深い闇やみの深しん淵えんへと……堕おちそうだったけどこれもこれで良いなと思った。普ふ段だんの制せい服ふくも良いけれど、生活感が全身に滲にじみ出たこのファッションも新しん鮮せんといえよう。良い、良いよー、ディ・モールト良いよー。

　何より不思議と気品に満ち溢あふれているのだ。ジャージに身を包みながらもその様は一国の姫の佇たたずまいだった。彼女が高こう貴きなのは着ている服や立ち居い振ふる舞まいのせいではない。その崇すう高こうな魂たましいが、彼女を輝かがやかせてみせているのだ。

　ジャージの姫は僕を部屋へと招まねき入れる。

「遠路より大たい義ぎであった。清められたウーロン茶が君の疲つかれを癒いやしてくれるだろう」

「あざっす！」

　緊きん張ちようしてつい体育会系けいな返事をしてしまう。

　まずはご両親に挨あい拶さつを──、と思ったが、室内には天音先輩以外の気配はない。

「あの、ご両親は？」

「ああ、一人暮ぐらしなんだ私は。父から生活費が毎月振ふり込こまれるので、それで生活をしている」

　なんと、一つしか年が変わらないのにもう自立しているとは……。迸ほとばしる大人おとなのオーラはその生活力から来ているのかもしれない。なぜ一人暮らしをしているのか、複ふく雑ざつな事じ情じようがありそうだが深く立ち入ってはいけない空気を感じた僕は、この話題には触ふれないことにした。

　女子の部屋に入るのは小こ梅うめと月つき絵え以外で初めてだ。いったいどんな乙おと女めワールドが広がっているのか。

　なんか良い匂においがするぞ。くんかくんか。

　壁かべには三さん国ごく志しの地図が貼はられている。ゲームの攻こう略りやくメモが書かれているのか、ところどころに走り書きが付け加えられている。

　本ほん棚だなには三国志全集、ソーシャルゲームに関する蔵ぞう書しよの数々。

　彼女は、それこそ生活の大半をソーシャルゲームに費やしているようだ。僕はその覚かく悟ごの固さに戸と惑まどいを隠かくせなかった。

「この壁に書かれた地図は、ワロスが再さい現げんした擬ぎ似じ中国大陸ですね。地ち域いきが色分けされてるのは勢せい力りよく別べつですか？　くんかくんか」

　地図は大半が赤色で埋うめ尽つくされている。残りはほんの少しの黄色、そして極まれに青色があるだけだ。

「その通りだ。この赤色の勢力は不ふ眠みん王おう。奴やつがワロスで天下に最も近いプレイヤーだ」

　不眠王、このゲームのナンバーワンプレイヤー。

　その名前は覚えておいて損そんはなさそうだ。

「では、不眠王にだいぶ劣おとりますけれど、二番目に強い勢力を持ってる黄色はなんてプレイヤーなんですか？」

「黄色はショコラと呼よばれるプレイヤーの勢力だ」

　天あま音ね先せん輩ぱいは少し言いにくそうにショコラ軍の名前を口にした。

「なんだか可か愛わいらしい名前ですね」

　もしかしたらワロスナンバーツープレイヤーのショコラはスイーツと平和を愛する美少女かもしれない。それなら同どう盟めいに入るのも悪くないかもしれないぞ、うひょひょ。

　しかし天音先輩はそんな僕を厳きびしい言葉で戒いましめた。

「ショコラをしょこらへんのザコ武ぶ将しようと一いつ緒しよに考えるのは危き険けんだぞ」

　今セリフを嚙かんだ気がするけど、そこは微笑ほほえましい気持ちでスルーせねば。

「彼女の戦い方はチョコレートのように甘あまくはない。可愛らしい名前や外見に騙だまされれば、君は卑ひ劣れつな裏うら切ぎりの代だい償しようと共に彼女の本ほん質しつを知ることになるだろう」

「りょ、了りよう解かいしました」

　僕は天あま音ね先せん輩ぱいの言葉を肝きもに銘めいじまくった。

　不ふ眠みん王おうとショコラ、僕が天下を統とう一いつするためにはいずれ越こえなければならない高い壁かべだ。

　僕が決意を固めていると、先輩はずっと立っている僕に笑いながら言った。

「ふふっ。案か山か子しみたいに突つっ立っていないで、腰こしかけたまえ」

「あざっす！」

　僕は恐きよう縮しゆくしながら腰を下ろす。腰を落ち着けても、ついキョロキョロと辺りを見回してしまう。

　本ほん棚だなには三さん国ごく志しの他には『七つの大たい罪ざい』、『罪つみと罰ばつ』、『ツァラトゥストラはかく語りき』、『死に至いたる病』……様々な難むずかしそうな本が詰つまっている。流石さすがは先輩、内ない容ようは知らないけどタイトルは格かつ好こう良いものばかりだ！

　少し女子の部屋にしては殺風景な気もした。ぬいぐるみの一つでもあれば可か愛わいらしいのに。

「君にも様々な享きよう楽らくへの誘ゆう惑わくがあったことだろう。それらを振ふり切って我わが家に来てくれたこと、感かん謝しやするぞ」

「いえ。今の僕はワロスで強くなること以外は見えません！」

　予定はいつも真っ白だなんて言えない。

　中学時代はよく小こ梅うめや月つき絵えと遊んだけれど、最近では彼女達は「やるべきことができたから忙いそがしい」の理由で遊びを断ことわられ続けている。おかげで今の僕は灼しやく熱ねつの心を持てあました火ひ魔ま人じん、もとい暇ひま人じんになってしまったのだ。

「忠ちゆう太た君、ジンという言葉を知っているかい？」

　不意に先輩が問いかける。

「ジン？　ニンジンの略りやくでしょうか？」

　いまだに失われた菜園が忘わすれられない僕はついそんな発想をしてしまう。先輩はそんな僕の解かい答とうを洗せん練れんされたエアリーディングでスルーしてくれた。

「精せい霊れいや魔ま人じんなど、目に映うつらない超ちよう自然的な存そん在ざいをアラビア語でジンと言うのさ」

　ほうほう。ではニンジンも聖なる存在ということか。

「ワロスを極めた者は高度な精霊が宿ると言われている。私たちはそんな一流プレイヤーを敬けい意いを込こめてこう呼よぶのだ、高ハ貴イな・るジ魂ンと」

　それはもしかして廃はい人じんって呼ばれてるだけでは……いや、先輩に限かぎってそんなドジっ子的な勘かん違ちがいをするはずないか。

「ハイ・ジン……いつか僕らもなりたいものですね」

「なれるさ。今日中に君をハイ・ジン一歩手前のプレイヤーにしてみせよう」

「なんと！　そんなに早く強くなれるんでしょうか？」

　高すぎる目標は時として現げん実じつ味みを失い、モチベーションを低下させる。しかし天音先輩の表ひよう情じようは真しん剣けんそのものだった。

「確たしかに一いつ朝ちよう一いつ夕せきでは強大な力を付けることなどできない。天下を取らんとするなら相そう応おうのプレイ時間が必要となるだろう。だが、一流のプレイヤーならばその時間さえも操あやつることは可か能のうだ」

　ここで天あま音ね先せん輩ぱいは一息つくと共にウーロン茶を飲んだ。ジャージ姿すがたでお茶を飲んでるだけなのに、その姿はとても優ゆう雅がで絵になった。さすがっす！

「時に、君がゲームをインストールしたのが月曜だからあれからちょうど五日が経けい過かしたわけだな。ところで君のプレイ時間はいくらだ？」

　僕はプロフィール画面を選せん択たくした。

　ふっふっふ。実は先輩に良いところを見せようと、今週はかなり無理をしてゲーム漬づけの生活を送ってきたのだ。放課後から就しゆう寝しんまでゲーム漬けだったのでプレイ時間には自信があるぞ。

　恐おそれ、ひれ伏ふすが良い！　僕は路上でコートを広げる変へん態たいが如ごとく、携けい帯たい画が面めんを先輩に自じ慢まんげに見せた。

「いやー、今週はあまり時間がなくて、たった二十時間しかプレイできませんでしたよー。いやー、本気を出せばもうちょっとプレイできたと思うんですけどねー」

　下心が僕のプレイモチベーションを加速させた。ゲームスタートが他プレイヤーよりかなり遅おくれた僕だけれど、この五日間のプレイ時間でならば誰だれにも負けない自信がある。

「ほほう。中々プレイしてきたようだなあ。偉えらいぞ、忠ちゆう太た君」

　そう言って先輩は僕の頭をよしよしと撫なでてくれた。ふっ、先輩も僕に惚ほれてしまっただろうか……うっしっし。

「ちなみに私のこの五日間でのプレイ時間は、五十三時間だ」

「なん……ですと」

　僕の築きずき上げたプライドが音を立てて崩くずれ落ちた。かなり無理をしてプレイをした僕の二倍以上の時間をプレイしているというのか？

　単たん純じゆん計けい算さんで一日十一時間以上プレイしていたことになる。

　しかし、それはおかしい。一日八時間は睡すい眠みんを取らないと厳きびしいと考え、学校が七時間。夕食に風ふ呂ろでだいたい二時間と考え、残りの時間を全てゲームに費やしたとしても多くて七時間が限げん界かいだ。五日間その生活を続けたとしても三十五時間にしかならないではないか。

　それこそ不眠でプレイでもしない限かぎり、そんなプレイ時間を叩たたきだすなんてことはできない。しかし天音先輩の目の下にはクマなど無く、寝ね不ぶ足そくな様子は見受けられないクマー。

「プレイヤーのプレイ時間は一週間ごとにランキングで発表される。上位者には何かしらのボーナスが与あたえられるので、もし良かったら君も狙ねらってみると良い」

　言われてみると、この一週間での戦せん闘とうランキング、プレイ時間ランキング、会話ランキング、フレンド登録ランキング……数えきれないほどのランキングがある。

　僕も何かのランキングに入っているかもしれん！　そう思って確かく認にんしたがいずれも上じよう位い陣じんの成せい績せきとは遥はるかな差があった。ランキングの大部分は不ふ眠みん王おうとショコラ、そして稀まれにスカイメロディの名前を目にするだけだった。しかしランキングを見ていると『熱血おじスリー』などの変てこな名前のプレイヤーがいたりして面白い。本当に色々なプレイヤーがいるのだな。あっ、あのエロ河童がつぱの河童かつぱ惇とんや僕を襲おそったダガーベルの名前もあるじゃないか。

「私のプレイ時間は二位だった。トップテンに入る人間はいずれも、七十時間前後のプレイ時間を記録しているよ」

　なんと、圧あつ倒とう的てきなプレイ時間を誇ほこる先せん輩ぱいでさえ二位だというのか。この世界のプレイヤーたちのハイ・ジンっぷりに僕は恐きよう怖ふを抑おさえられなかった。

「いったい、どうやって」

「心しん眼がんを使ったのだよ」

　先輩の口から出たのは日にち常じようで馴な染じみのない単語だった。

「シンガン？　心の目とかの、あれですか？」

　格かく闘とうマンガなどで見たことがある。目を閉とじたまま攻こう撃げきをかわしたりするアレのことだろうか？　敵てきの攻撃を前に目を閉じるだなんて、マゾい。

　先輩は頷うなずき、続けた。

「私はソーシャルゲームに於おいて、プレイヤー自身が獲かく得とくするスキルをプレイヤースキルと呼よんでいる。心眼はプレイヤースキルの基き本ほん中ちゆうの基本と言える技ぎ術じゆつだ」

　プレイヤースキル、すなわち僕たち自身が持っているスキルか。

「ソーシャルゲームに慣なれた者ならば、心の中に潜ひそむ第三の眼めを開かい眼がんすることも可か能のうだ。そうすれば今は見えないものも、いずれ見えるようになるだろう」

「マジすか！」

　もし心眼を究めれば男児の夢ゆめ、透とう視しもできるようになるのだろうか。僕は見てみたい、まだ見ぬこの世界の、女子の制せい服ふくの先にあるものを。

　気が付けば僕は立ち上がっていた。透視のためならどんな投とう資しも惜おしまない、熱い闘とう志しに僕は満ちている。

「極めたい！　僕は心眼を極めたいです！」

「す、凄すごいモチベーションじゃないか。ふふっ、まさか君がそれほどまでに力を欲ほつしていたとはな。君ならば過か酷こくな特訓にも耐たえられるかもしれない」

「頑がん張ばりまーす。うっしっし」

　天あま音ね先輩は僕の気合いに満ちた返事に、表ひよう情じようには出さないがとても嬉うれしそうに見えた。

　そんな僕へのご褒ほう美びか、彼女は長時間プレイのトリックの種を明かす。

「まず私たちランキング上位者のプレイ時間について説明しよう。これらのプレイ時間は授じゆ業ぎよう中ちゆう、休み時間、あらゆる時間にプレイし続けることで出せるわけだ」

「ま、待ってください」

　天あま音ね先せん輩ぱいの説明に、僕は口を挟はさまずにいられなかった。

「授じゆ業ぎよう中ちゆうに常つねに携けい帯たい電でん話わをいじるなんて無理です。下へ手たすれば先生に携帯を没ぼつ収しゆうされて大おお幅はばな時間のロスになってしまいます」

「確たしかに携帯画面を見ながらいじっていては目立つだろうな。では、机つくえの中やポケットの中に手を入れているだけならどうだろうか」

　問われてみて、その光景を想そう像ぞうしてみる。例えば数学の授業中、片かた手てを机の中に入れたまま授業を受けていた生徒がいたとする。

「うーん、褒ほめられた姿し勢せいではないかもしれませんが、校こう則そく違い反はんではないですね」

「その通りだ。もし机の中やポケットに入れた手でソーシャルゲームをプレイしていたとしたら？　我われ々われソーシャルゲーマーは片手さえ自由に動けば、たとえ授業中でもゲームをプレイすることは可か能のうだ」

　なるほど。確かに授業中もプレイすればプレイ時間の水みず増ましは可能だ。しかし一つだけ見み過すごせない大きな問題がある。

「それだとゲーム画面が見えないじゃないですか。それでいったいどうやって……あっ！」

　質しつ問もんを投げる最中に解かい答とうに至いたり、僕は思わず声を上げていた。

「そうか。そこで心しん眼がんを発動するのですね！」

「うむ。それが我々の莫ばく大だいなプレイ時間を量産したトリックだ」

　一流のソーシャルゲーマーはいつ何ど処こでも携帯をいじっている。彼らは利き腕うでさえ隠かくせればどこでもプレイできるというのだ。

「しかし、心眼はどうやったら発動できるんでしょうか」

　僕が一番知りたいのはそこだ。なんとしても見たい。見えないものを見たいぞー。

「実じつ演えんした方が良さそうだな。忠ちゆう太た君、まずは君のアバターで畑を耕たがやしてもらえないか？」

「あいあいさー」

　僕はポケットから携帯を取り出す。

　メニュー画面を開き、農業のコマンドを選せん択たく。最さい終しゆう確かく認にんのポップアップにもＹＥＳを選択する。続いて農作業の絵が表ひよう示じされ、成果が文字で出てくるので読み終えて決定ボタンを押おした。

　この作業は五日間で何度も繰くり返した。こんなことお茶の子さいさいだー。

「無事、畑を耕すことに成功しました！」

「では次に、今の動作を携帯の画面を見ないでできるかい？」

「え？」

「視し線せんを携帯に向けてはいけない。私の目を見て、瞳ひとみから目を逸そらさずに携帯を操そう作さしてみるのだ」

「や、やってみます」

　言われたままに、僕は先輩の眼めを見つめながら、ゲームの操作を試みる。至し近きん距きよ離りの、手を伸のばせば届とどく距きよ離りに澄すんだ碧へき眼がんがあった。

　至し近きん距きよ離りで見つめ合うのは恥はずかしい。こうして改めて先せん輩ぱいの顔をじっくりと見るけれど、本当に綺き麗れいだ。このままでは鼻の下が伸のびた変顔になってしまう……僕は全ぜん神しん経けいをワロスへと集中した。

（携けい帯たいの画面を見ないで操そう作さをするなんて無理じゃ……）

　そう思いながら、僕は脳のう内ないに携帯の画面を思い浮うかべる。えーと、まずはメニュー画面を開く。そしたら農業コマンドは上から三番目にあったはずなので、下キーを二回押おす……。

「あっ。意外と操作できます。特に農業のような選せん択たく肢しが少ない単たん純じゆ作さ業ぎようならほぼノーミスでできます」

「そうだ。長時間のプレイにより、体に染しみついた動きならばたとえ視し覚かくに頼たよらずともプレイをすることは可か能のうだ」

　そう言って天あま音ね先輩は自分の携帯を取り出した。

「例えば私なら」

　しかし、ここで僕は先輩の機種に目を奪うばわれた。

（僕と同じ機種だ。これは、恋こい人びと同どう士しがペアで買ったみたいではないか）

　そんな妄もう想そうでニヤニヤしていた。しかし、すぐに変な顔をしてる場合ではないと気付く。

　先輩は瞳を天てん井じようへと向けたまま、目にも止まらぬスピードで携帯を操作し始めた。

「は、早い！　あまりの速度に残ざん像ぞうが見える！」

「今の私は農業、交こう易えき、戦せん術じゆつ訓くん練れんの三つの作業をした」

　それは文字通り一いつ瞬しゆんの高速作業だった。

「瞳ひとみに映うつらない高速の携けい帯たい操そう作さ、私はこれをプレイヤースキル『刹せつ那な』と呼よんでいる」

「か、格かつ好こう良いっす！」

　ちなみに僕も刹那を試みて三秒後に指がつった。切ないっす！　どうやら刹那を使うには相当な訓練や経けい験けんが必要そうだ。

「一流プレイヤーは授じゆ業ぎよう中ちゆうや休み時間、片かた手てさえ空いていれば単調なプレイが可能となるわけだ。慣なれれば心しん眼がんと刹那の同時実行という合わせ技わざも可能だ。私はこれを、無む明みよう刹那と呼んでいる！」

　プレイヤースキルについて説明する先輩は凄すごく嬉うれしそうだった。

「なるほど。片手をポケットに不自然に入れてる生徒がいたらソーシャルゲーマーと疑うたがえ、先輩が言ってた言葉の意味をやっと理り解かいしました」

　彼らはポケットの中に忍しのばせた携帯で、常つねにゲームプレイの可能性がある訳わけだ。

「これならパラメータを上げるのが飛ひ躍やく的てきに楽になりますね」

「勿もち論ろんいくつかの前ぜん提てい条じよう件けんはある。心眼は農業や交易、戦術訓練などの単純作業でしか発動できない。プレイヤー同士の対人戦などは画面を見ながら臨りん機き応おう変へんに対たい応おうする必要がある」

　ふむふむ。

「そのため、いつプレイヤーが襲おそい掛かかってきても画面を見ないで検けん知ちできるよう、携けい帯たいにバイブレーションの設せつ定ていを施ほどこす必要がある。でないと、戦せん闘とう画が面めんなのにそうと気付かずひたすら農業用のコマンドを入力してしまう誤ご操そう作さの危き険けん性せいがあるからな」

　先せん輩ぱいはさらに、体育の授じゆ業ぎよう等ではとても心しん眼がんを発動できないと付け加えた。心眼を発動するにはいくつかの条じよう件けんが必要となる訳わけか。

「恩おん恵けいはそれだけじゃない。オフラインのペナルティを回かい避ひできるのだ」

「お風ふ呂ろイン、ペナルティ？　お風呂に入っちゃダメなんですか？」

　僕のズッコケを先輩は完全スルーして説明を続ける。

「このゲームは一時間以上の未み操そう作さ状じよう態たいが続くと強きよう制せい的てきにオフライン状態になってしまう。そしてオフライン中は多くのパラメータが半はん減げんしてＡＩの動作に切り替かわる。しかし心眼を使えば、この強制ログアウトを回かい避ひできるのだ」

「凄すごい。これがソーシャルゲーマーのプレイヤースキル」

　天あま音ね先輩は僕の感動に気分を良くしたのか、ふふんとドヤ顔を見せた。

「他にも色々なスキルがある。二刀流ダブル・ハーツや、不死鳥の棺桶フエニツクス・インブレイスなどな」

　どうやら僕の知らないスキルはまだ数多くあるらしい。ワクワクしてきたぞ！

「君には今日はずっとパラメータ上げに注力してもらおう。うまくいけば、今日のうちに私のアバターとも出会えるかもしれない」

　天音先輩はそう言って壁かべにかけられた地図で僕のいる位置と、先輩の分身であるスカイメロディの位置を示しめした。二点間の距きよ離りはだいぶ離はなれている。

「一日中動き続ければ、ギリギリ会えるかどうかの距離さ」

「なんと！　それは早く会いたいですね」

　そう言えば先輩のアバター、スカイメロディを僕は見たことがない。先輩の知ち識しき量りようなどから察するに、かなり高レベルの武ぶ将しようだと推すい測そくできる。

「さて、では本ほん格かく的てきに心眼の特訓を行うぞ。今から私が言ったコマンドを画面を見ないで操作できるようにするのだ」

「望むところです！」
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「違ちがう。農作業完かん了りようの場合はメニュー画面が閉とじているので開き直す必要があることを忘わすれてはいけない！　ライバルは常つねに五分先の自分だ！」

「は、はいっ！」

「方向キーの下を二連続で押おす時が慎しん重ちようすぎる。もっと速く、もっと正せい確かくに動けるようにするのだ！　風を……光を超こえるんだ！　これが戦場だったら君の首は飛んでいるぞ！」

「す、すいません！」

　地じ獄ごくの特訓とはまさにこれだ。先せん輩ぱいの鬼おにコーチの指し導どうの元、僕の過か酷こくな修しゆ行ぎようは続く。

「ふぅ、へろへろりーん。ちょっと疲つかれてきたぞ」

　おかげでかなりヘロヘロだ。しかしその甲か斐いあり、僕も超ちよう基き本ほん的てきな作業なら画面を見ずに行うことができるようになった。

「少し集中力が落ちているな。休きゆう憩けいをしようか」

　そろそろ腱けん鞘しよう炎えんにならないかと不安だったので、その案には大だい賛さん成せいだった。

　携けい帯たい画が面めんを見ればムスメが、

『大だい丈じよう夫ぶですか領りよう主しゆ様。疲れていて可か哀わいそう（ぐすん）』

　と健気けなげに心配のアクションをしてくれている。じぃん、ムスメは良い娘むすめだなぁ。

「ありがとうムスメ。僕は一人前の武ぶ将しようになれるように頑がん張ばるよ」

『領主様ならきっとなれます。ふれー、ふれー』

　ムスメはどこから用意したのか、チアガール姿すがたで僕にエールを送ってくれる。萌もえるー！

　特訓で疲ひ労ろうした魂たましいが浄じよう化かされるようだった。そしてムスメ効こう果かで頭がすっきりした僕には一つの疑ぎ問もんが浮かんだ。

「こんな必勝テクニックがあるなら、初めから教えてくれたら良かったのに」

　初めからこのテクを知っていれば、もしかしたらダガーベルとの戦いにだって勝利できたのではないか？

「そんなことはないさ。むしろ、心しん眼がんのスキルを授さずけるのは早かったのではないかと懸け念ねんしてるくらいだ」

　むむ、と言いますと？

「例えば君が初めて取得した平和マンの称しよう号ごう。他の行動を一切せず農業だけに八時間を費やして得られる称号だと聞くが、私がこの目で見たのは初めてだったよ」

「先輩も知らなかったのですか？」

　少し意外だった。この称号は取得にそこまで苦労した覚えはない。先輩が如ごとき熟じゆく練れんのプレイヤーならばとっくに取得済ずみの称号だと思っていた。

「そうだ。そして今後どんなにプレイをしていてもその称号を取れる自信はない。私のプレイは完全に効こう率りつ重じゆう視しになり、プレイがかなり単調になっているからな」

　なるほど。上級者は目的に向かって寄より道などは一切しない。初心者にしか見えないものもあるということか。

「不思議なものですね。心眼を使えば見えないものが見えるようになったり、逆ぎやくにプレイに慣なれることで見えなくなるものができてしまったり」

　僕の何気ない言葉に、天あま音ね先輩は少し感心したように思えた。

「そうかもしれない。私も大切なものを見失わないよう気を付けねばな」

　先せん輩ぱいでも大切なものを見失ったりするのだろうか。そもそも大切なものってなんだろうね。

「ああああ！」

　大切なものについて思いを馳はせた時、僕は重大な見落としに気付いた。

「どうした忠ちゆう太た君」

　先輩もすぐにただごとではない空気を感じ取ってくれる。

「プレイヤースキルの心しん眼がんじゃ、女の子の服を透すけて見ることはできないんですか！　僕の血が滲にじむような心しん眼がんの特訓はなんだったのだ。僕は、それでも僕はっ……！」

　はっ。つい魂たましいの叫さけびが肉声となって出てしまった。

　先輩は少しドン引きしたようだった。「ふええん。恥はずかしいよぉ」と萌もえキャラなら赤面したところだろう。穴あながあったら入りたい……自分で掘ほった墓ぼ穴けつは沢たく山さんあるけど。

　しかし先輩は何を思ったのか、ベッドの下をごそごそと漁り、一冊の雑ざつ誌しを取り出した。

　こ、これは『ハレンチＺ』と呼よばれるエロマンガじゃないか！

「よ、良かったら君に進しん呈ていしよう。今日の長い修しゆ行ぎように付き合ってくれたお礼だ」

　平静を装よそおっているようだが、先輩の瞳ひとみはどこか彼方かなたの方向へと泳いでいた。

「ど、どうして先輩がこのようなものを」

「ご、誤ご解かいをするな！」

　珍めずらしく先輩は慌あわてた様子で否ひ定ていした。あたふたと、目に見えてテンパっている。

「これは私の母からの仕送りなんだ。毎月初めに、謎なぞのプレゼントが送られてくるのだ」

　先輩のお母さん……どんな方か存ぞんじないけどグッジョブと言わざるを得ない。

「私が持っていても使い道はあるまい。そこで、心眼を会得したい君の役に立つんじゃないかと思ったんだ」

「あ、ありがとうございます！」

　これは僕が先輩から初めてもらったプレゼントだ……生しよう涯がい大事にしなければ！　家か宝ほうとして部屋の額がく縁ぶちに飾かざった方が良いかもしれない。

「そ、そうだ。ウーロン茶にも飽あきただろう。代わりに紅こう茶ちやでも淹いれて来ようじゃないか」

　先輩はそう言って逃にげるように去ってしまった。

　そして一人、静かな部屋に取り残される僕。まるで静せい寂じやくさんが「ふええん、寂さびしかったよぉ」と戻もどってきたかのようだ。

　過か酷こくな修しゆ行ぎようの疲つかれが出て、僕は思わず横になる。指先だけでなく目もだいぶ疲つかれているようだ。

　少し目を閉とじて休もう……むにゃむにゃ。そう思っている内に僕の思考は微睡まどろみ、深い眠ねむりの底へと堕おちていった。







　目を覚ますと、窓まどから見える空は暗く染そまっていた。

　思ったよりも長く眠ねむっていたらしい……疲つかれていたとは言え先せん輩ぱいの家で爆ばく睡すいしてしまうとは、この忠ちゆう太た一生の不覚！

　時計を見ると二十一時を指している。

　土曜日をほぼ携けい帯たいをいじるだけで終えてしまうとは、なんという廃はい人じんライフ。

（うぉっし、まずは顔をウォッシュして目を覚まさねば！）

　そう思い僕は先輩の家の洗せん面めん所じよを借りることにした。寝ねぼけていたし、自分のダジャレの冴さえに酔よっていた。おかげで僕は洗面所の奥おくから漏もれる音に気付かなかった。

　僕は何気なく洗面所の扉とびらを開ける。それはちょうど、シャワールームの扉を開けて先輩が奥から出てきたのは同時だった。

「あ」

　少し驚おどろいた先輩の声が漏れる。彼女は肩かたにバスタオルをかけただけの一糸まとわぬ姿すがただった。

　湯上がりの火ほ照てった体、濡ぬれた華きや奢しやな体に僕の目は釘くぎ付づけになる。

「う、あ、ああ」

　一いつ瞬しゆんの硬こう直ちよくの後、先輩は言葉にならない声と共に物もの凄すごい勢いきおいで顔を赤く染めていく。両の細ほそ腕うでで慌あわてて隠かくすが、雪のような白い素す肌はだに胸むな元もとの桜さくら色いろを僕は見てしまった。
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　僕は思考停止のまま慌てて扉とびらを閉しめて、土ど下げ座ざをする勢いきおいで叫さけんだ。

「す、すいません。わざとじゃないんです」

　僕は急いで居い間まへと戻もどり、クッションに顔をうずめバタバタと悶もだえた。何も聞いてはならない。先せん輩ぱいの着き替がえの衣きぬ擦ずれの音も、何も聞こえない。

　永えい遠えんに感じられるような十分間の後、青色のジャージに身を包んだ先輩が洗せん面めん所じよから出てきた。僕は先輩の顔をまともに見れず、彼女がどんな表ひよう情じようをしているかは分からない。

「や、やあ。よく眠ねむっていたようだが、何か夢ゆめでも見ていたかな」

　その声は上うわずって微かすかに震ふるえていた。

「そ、そうですね。何か夢を見てましたが、どんな夢だったかはサッパリ思い出せません」

　僕らは先ほどの出来事を全て夢だったことにする。

「きょ、今日はありがとうございました。わしぁー、シャワーは浴びれんのでそろそろ帰りましゅわー」

　なんとか平静を装よそおって挨あい拶さつを済すます。そんな僕の背せ中なかを先輩の言葉が追いかける。

「て、定期的に戦うことを忘わすれないように。このゲームでは長時間戦せん闘とうをしていないと戦闘関係のパラメータが減へってしまうからな」

　一度戦いに身を投じた者は、無む限げんの連れん鎖さに身を置くことになる。以前に先輩がそう言っていたのを思い出した。

「一時間のオフラインペナルティといい、非ひ戦せん闘とうペナルティといい色々とプレイヤーを離はなさない仕組みが用意されていますね！　いやぁ、恐おそれ入ります！」

　爆ばく発はつしそうな恥はずかしさに吞のまれないように、僕らは何な故ぜかハイテンションで会話をしていいた。しかし急ぎすぎたのか、携けい帯たいを机つくえの上に置きっぱなしだと気付かなかった。

「あ、待って」

　玄げん関かんを出ようとした僕を先輩が呼よび止める。数秒後、見み慣なれた携帯が僕の手元へと渡わたされた。

「忘れものだ。我われ々われソーシャルゲーマーにとっては命より大切とも言える携帯だぞ」

「こ、これは一生の不覚でした。以い後ご気を付けます」

　こうして僕は先輩の家を後にした。右手に携帯を、左手にエロマンガを持って。
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　電車に揺られ四つほどの駅を過すぎ去る中、僕は悶もん々もんと煩ぼん悩のうと後こう悔かいのダブルウェーブと戦っていた。

（うう、僕はなんて罪つみを……これは打ち首ものだ）

　打ち首……うちくび……う……ちくび。

「うおおお、雷かみなりよ我われを打てぇぇ！」

　突とつ如じよとして立ち上がり電車の壁かべに頭を打ち続ける僕。優やさしいおじさんが「救急車呼よぶか？」と言ってくれたが遠えん慮りよしておいた。僕は正気です、辛かろうじて。

　ラッキースケベだったと素す直なおに喜ぶことなんてできない。先せん輩ぱいは僕に裸はだかを見られて何を思っただろうか。傷きずつけてしまったかもしれない……ふぅ。

　あの時は動どう揺ようして逃にげるように天あま音ね先輩の家を出てしまったが、もっとちゃんと謝あやまっておくべきだったのではないか？

　そして三回ほど駅を乗り過すごし、我わが家に帰った時には疲ひ労ろう困こん憊ぱいだった。

　帰き宅たくと同時にベッドの上に倒たおれ込こむ。ふぅ、と疲れから自然と大きなため息がでる。

　しかし、そろそろゲームを再さい開かいしなければならない。

　もし先輩に悪いと思っているなら、それはゲームで強くなって借りを返すべきだ。過ぎたことをなかったことにはできない。僕は持ち前のポジティブシンキングで乗り切ろうと覚かく悟ごを決めた。

　僕はベッドの上で寝ね転ころがりながら携けい帯たい電でん話わを取り出し、ワロスのアプリを起動した。

　またあの愛くるしいムスメの笑顔が見れると思うとモチベーションも上がるものだ。僕はそう思いコンタクトリストを開いたのだが──。

「あれ？」

　思わず間ま抜ぬけな声を出してしまう。いつもは一番上にあるはずのムスメの名前がなかった。代わりに『ショコラ』という名前があるだけだ。

　どういうことだろうか。そう思いながら何気なくプロフィール画面を見て愕がく然ぜんとした。






　プレイヤー名：スカイメロディ








　そこには僕のフツーメンのアバター、シヴァとは違ちがいかなり美少女にデフォルメされた武ぶ将しようアバターがあった。この萌もえレベルはムスメと良い勝負かもしれない。ブロンドの髪かみに美しい碧へき眼がん……まさに先輩の分身といえる外見だ。

　どうして見知らぬ美少女のアバターが？　僕のアバターは何ど処こへ？

　考えてみて、一つの可か能のう性せいに行き当たる。

「これは先輩の携帯じゃないか！」

　僕と先輩の機種は同じ。あの時、急いで先輩の家を出ようとしたので先輩が間ま違ちがえて自分の携帯を手て渡わたしてしまったわけだ。もしかして先輩は意外とドジっ子なのでは……いやいや、そんなはずはない。

（ど、どうしよう）

　この携帯の中に乙おと女めの秘ひ密みつが詰つまってると思うと迂う闊かつにいじる訳わけにはいかない。

「と、とりあえず匂においを嗅かいでみるか」

　くんかくんか……特に普ふ通つうな匂においだった。何かを期待していた訳わけではないが落らく胆たんし、その絶ぜつ望ぼうが次第に僕を冷静にさせた。

（今日はもう遅おそい。明日の朝に先せん輩ぱいの家を訪おとずれて携けい帯たいを返しに行こう）

　僕の携帯電話は先輩の家にあると思われる……ならば。

　ピ・ポ・パ・ポ・ポ……自分の携帯番号に電話をかける。僕が先輩の電話で僕の携帯電話に連れん絡らくしているというのも不思議な光景だ。

　ディスプレイには通話相手である、僕の名前が表ひよう示じされる。それを見て僕は思わず咳せき込こみそうになった。表示されていた名前は『忠ちゆう太たくん』と書かれていて、なんとその後ろには可か愛わいらしいハートマークが付いている。

（こ、これは一体。まさか僕の忠ちゆう義ぎが先輩を永えい遠えんの愛に目覚めさせてしまったのか！）

　僕は無意味にベッドの上で五回ほど前転と後転を繰くり返した。ハートの鼓こ動どうが、はぁ止まらないぜぃ。

（いや、結けつ構こう気軽に誰だれにでもハートを付けてるのかもしれない。女心って分からない）

　数分程ほど待っていたが、一向に応おう答とうの気配はない。もしかしたら裸はだかを見られたことに機き嫌げんを損そこねて出てくれないのかもしれない。

（また一時間後に連絡をするか）

　そう思い僕は再ふたたびゴロゴロタイムを満まん喫きつしようとしたところで、平和を破やぶるアラーム音が鳴り響ひびいた。

　がばっ、と反はん射しや的てきに僕は飛び起きる。このバイブ、間ま違ちがいない。

　僕は多少の後ろめたい気持ちを感じながら、携帯電話の画面を見た。





　敵てき軍ぐんが接近しています！　あと十二分六秒で到とう着ちやく予よ定ていです。






「こんな時にっ！」

　僕は思わず舌した打うちをした。だが、続いて聞こえてきた効こう果か音おんに僕は耳を疑うたがった。

　鈴すずの音ねが聞こえたのだ。

　凶きよう兆ちようを告げるその音を、僕が聞き違えることはない。

「この音は、ダガーベル！」

　嘗かつて僕の畑を奪うばった、憎にくきダガーベル。奴やつが千の軍勢を率ひきいてやってきたのだ。

　先輩は僕に会うために、僕の場所へと移い動どうしてくれていた。それは皮肉にもダガーベルとの距きよ離りを縮ちぢめてしまった訳だ。

　僕は暫しばし考える。先輩の携帯で勝手に戦っても良いのだろうか？

（僕が守るんだ。僕が先輩のアバターを使って、この戦せん闘とうを乗り切ってみせる）

　勝算はあった。

　先せん輩ぱいは僕と違ちがい遥はるかな高レベルプレイヤーだから手持ちのカードも強力だろうし、かなりのパラメータを持っていることだろう。そして何より、最近僕が先輩に献けん上じようした宝ほう石せきがあるので資し金きんにも余よ裕ゆうがあったはずだ。

（先輩は兵力が充じゆう実じつしているはずだ。リア充ならぬ兵充だ！）

　まずは己おのれの戦力を知ることから始めよう。スカイメロディは果たして何が得意なのだろうか。弓兵による遠えん距きよ離り攻こう撃げきか、騎き馬ば兵へいによる速そつ攻こうか、或あるいは重じゆう装そう兵へいによる守りか？

　スカイメロディのアバターを改めて見て僕は愕がく然ぜんとする。

　キラキラに光るドレス。歩く度に残ざん像ぞうが残るスーパーオシャレ仕様だ。

「か、可か愛わいい……けどなんて無む駄だ遣づかいなんだ」

　この世界ではアバターの装そう飾しよく品ひんはやたら高こう額がくの割わりに、パラメータ上の効こう果かは一切ない。余よ程ほどゴールドに余裕があるプレイヤーか、余程の愚おろか者でない限かぎり高こう価かなアバターパーツで身を包んだりはしない。

　アバターの称しよう号ごうは……『ぐーたら姫』。

（う、なんてダメそうな称号……いや、名前で決めつけてはダメだ。もしかしたら淒すごい効果があるかもしれない）

　僕は不安と共に称号の説明テキストを読む。





　ぐーたら姫。とにかくぐーたらしたい人に向ける称号。全パラメータが激げき減げんする。





　特とく殊しゆスキル：本気。明日になれば淒い能のう力りよくが得られるかもしれない。








　どうしてこんなデメリットにしかならない称号をセットしているんだ……他にも『王殺し』や『策さく士し』、『百ひやつ花か繚りよう乱らん』など凄そうな称号が沢たく山さんあるのに。特に『王殺し』は超ちようレア称号のフォントで表ひよう示じされているので、素人しろうと目めにも強そうな称号に見える。

　軽い眩暈めまいと共に、嫌な予感が頭によぎった。

　もしかして、もしかして天あま音ね先輩は結けつ構こうダメ人間なのでは。このアバターのように外見はとても美しいが、実はパラメータも低くてぐーたら女子なのでは！

　現げんに間違えて携けい帯たい電でん話わを渡すというドジっ子ぶりを発はつ揮きしている……。

　天音先輩は大量の資金をアバターの装飾に使っていたのだろうか。兵力は微び少しようだ。

　オワタのポーズをする僕。しかし、そこで村を全て奪うばわれたトラウマがリフレインする。焼けていく畑、逃にげ惑まどう人々、蹂じゆう躙りんされる人々。

　もう二度と悲ひ劇げきを繰くり返したくない。

（何か手はないのか……考えろ、考えるんだ）

　スカイメロディの戦力では応おう戦せんは無理だ。僕は周囲の地形に目をやる。周囲で頼たよれそうな諸しよ国こくは無いだろうか……そこで一つの名前が目を引いた。

　河童かつぱ惇とん。

　以前に僕の助けをにべもなく断ことわった隻せき眼がんのエロ河童がつぱ。

　河童惇は「可か愛わいい子以外に話す気はないブヒー」と言っていた。今のスカイメロディのアバターならば、その条じよう件けんを満たすのではないか。

「僕は河童惇に援えん軍ぐんを要よう請せいしに行く。それまで兵士たちよ、防ぼう衛えいを頼たのむぞ！」

『うおおおおおお！』

　兵士たちの士気は中々に上々だ。これならば多少の時間稼かせぎにはなってくれるかもしれない。

　僕は急いで先輩のアバターを操そう作さし、馬小屋へと走り込んだ。

　いたのは絶ぜつ影えいと呼よばれる黒い馬だ。

　僕が以前乗っていたダメポ丸とは天と地ほどの差があるくらい格かつ好こう良い。移い動どう力りよくなどのパラメータも僕のそれとは比くらべ物にならないほど高い。

　絶影は粗あらい鼻息を一つ吐つき語る。

『飛ばすぜ。振ふり落とされないよう気を付けるんだな』

　おお、なんか性せい格かくもダンディ。流石さすがは一流の馬だヒヒーン！　馬のレベルが違ちがうだけでこんなにも頼たよれる感が違うのか。

　僕は疾しつ駆くする。あの時と同じ過あやまちを犯おかさないために。







　精せい巧こうに再さい現げんされた風切りのＢＧＭを聴ききながら、僕は過すぎ去る風景の美しさに心を奪うばわれそうになる。

　やはりワロスのグラフィック技ぎ術じゆつは凄すごい。あの鈍どん足そくなダメポ丸に乗った時でさえ凄い迫はく力りよくだったのに、脚きやく力りよく最高クラスの絶影で国こつ境きようを駆かけ抜ぬける風景は筆ひつ舌ぜつに尽つくし難がたい。

　おかげで、予想を遥はるかに超こえる短時間で僕は河童惇の城しろへと着いた。嬉うれしい誤ご算さんだ。

　交こう渉しようでは下した手てに出れば足元を見られる。常つねに公平な立場で、相手にとっても利があるように見せることが大事だ。

　以前に交渉の余地が全くないまま拒きよ絶ぜつされたことを思うと足がすくむ。しかし、今も兵士たちがダガーベルからの攻こう撃げきを防衛していると思うとそんな悠ゆう長ちようなことは言ってられない。

『た、たのもー』

　僕がメッセージを送ってから二秒もせずに返事がきた。

『ぶっひー。何か用かねお嬢じようさん？』

　明らかに僕の時と態たい度どが違う。スーツ姿すがたで身を固め、七三に髪かみをセットした隻眼の河童アバターが現あらわれた。彼は小こ躍おどりしながら、

『何か困こまったことでもありましたか？　私は弱っている者の味方ですよ』

　と聞いてくる。この世界は可か愛わいいは正義ジヤステイスなのか。

　これなら交こう渉しようの余よ地ちもありそうだ。僕は一いち言ごん一いつ句く、失言がないよう注意しながら文字入力を行う。

『私の名はスカイメロディ。天てん下か統とう一いつを目指している。我わが同どう盟めいに、貴き殿でんを誘さそいに来たのだ！』

『天下統一？　そんなの無理に決まってるブヒー』

　河童かつぱ惇とんはションボリのアクションを実行した。エロ河童がつぱとは言え彼も歴戦の強つわ者もの、どうやら天下統一の難なん易い度どをよく知っているようだ。

『それに君のステータス画面を見るに、君はまだどこの同盟にも所しよ属ぞくしてないね。本当にそんな同盟があるんブヒ？　なんて名前の同盟ブヒー？』

　うっ、考えていなかった。

　しかし返事に窮きゆうしている場合ではない。河童惇の疑ぎ惑わくの眼まな差ざしが強くなる前に、何か同盟の名前を考えなければ……僕の脳のう裏りに候こう補ほがいくつか浮うかぶ。

　忠ちゆう太たオブ・ザ・デッド。天あま音ね先せん輩ぱいと愉ゆ快かいな仲間たち、さんごくっ、リア充じゆうズ……自分のネーミングセンスの無さに絶ぜつ望ぼう的てきになる。

『なんで答えられないんブヒ？　もしかしてそんな同盟は存そん在ざいしないんじゃ』

　河童惇のアバターは無む表ひよう情じようのままだが、彼を操そう作さしているプレイヤーの表情が曇くもっていくのを僕は感じた。何か、何か良い名前はないか……。

　グルグルと忙いそがしく回る思考の中、先輩の部屋の本ほん棚だなが頭によぎる。……その瞬しゆん間かん、僕の口から思わずその本のタイトル名が出てきた。

『我われらは〝七大罪セブン・ギルテイ〟。七つの罪、七つの使命を持った者だ！』

『ほほう。なんかそれっぽいブヒね』

　どうやら少しは心を動かすことに成功したらしい。

『君を栄光ある七柱の一人として迎むかえたいのだ』

『うーん』

　河童惇は油ゆ断だんなくスカイメロディのアバターを上から下まで舐なめ回すように見る。目の前のアバターが天下を取るにふさわしい器かを見極めているのか、はたまた可か愛わいいアバターをじっくり見ているだけか。

『た、確たしかにそのアバター。よほど資し金きんに余よ裕ゆうがなければ無理ブヒね』

　どうやらこの華か麗れいすぎる装そう飾しよく品ひんが、河童惇には資金の余裕として映うつったようだ。

　僕はこの好機を逃のがさない。

『私の城しろが新しん人じん狩がりに狙ねらわれている。私の仲間に加わると言うならば、奴やつらを倒たおして君の力を証しよう明めいしてみてほしい』

　本当はすぐにでも来てほしいが、余裕のなさがバレてはまずい。下へ手たに懇こん願がんする姿し勢せいなど見せては、足元を見られるのが関の山だろう。

『いま我らの同盟に加入すれば、なんと幹かん部ぶポジションで入れる特典が付いて来るぞ！　さらに今日入会すれば加入費がゼロゴールドキャンペーンを実じつ施し中ちゆうだ！　今すぐ応おう募ぼを急げ！』

『うーん』

　残念なことに河童かつぱ惇とんは気分屋だった。どうやら彼の面めん倒どうくさがり屋ソウルに火が付いたようだ。

『おいらは孤こ独どくな一いつ匹ぴき狼おおかみ……誰だれかとつるむのは性しように合わないのさ』

　そういって河童惇は決めポーズでこちらにウィンクのリアクションをしてきた。

（こいつ……何が一匹狼だ。どこからどう見ても河童だろうがああ！）

　僕は燃もえ盛さかるような怒いかりをグッと堪こらえ吞み込こむ。しかし調子に乗った河童惇はゴロリと横になってしまった。

『おいらこう見えてけっこう面倒くさがり屋なんだよね。この重い腰こしを上げるのはかなり疲つかれるブヒィ』

　な、殴なぐりたい。僕は目の前でぐーたらポーズを取る河童惇に嘗かつてない怒りを感じた。ちなみに僕も今ベッドの上でぐーたらポーズをしていた。

（くっ……こうなったら、やるしかないのか）

　僕は奥おくの手を使う決心を固める。

　できるならこの方法だけは選びたくなかった。勝利のために悪あく魔まに魂たましいを売ることを是ぜとするか非ひとするか。心に迷まよいが生じた僕に、天使のような先せん輩ぱいの笑顔が浮うかぶ。

（そうだ。僕は先輩を守りたい。そのためなら悪魔にでも、ネカマにでもなってみせる！）

　僕はこの瞬しゆん間かん、何か大事なものをポイッと捨すてる覚かく悟ごを決めた。先輩のアバターを操そう作さし、上うわ目め遣づかいアクションでハートの絵文字を多用する。

　あまりに恥はずかしい台詞せりふに、僕の額ひたいを嫌いやな汗あせが伝った。

『ふええん、戦ってくれたら、嬉うれしいにゃん（はーと）』

『ぶひっっ！』

　河童惇の頭上の皿が飛びあがった。明らかに反はん応のうを見せたぞ。僕は畳たたみ掛かけるように色仕掛けを展てん開かいする。なんだろう、この胸むねにこみ上げてくる切なさ。

『今すぐ行ってくれなきゃ、泣いちゃうかも（うるうる）』

『さて、行くか！（キリッ）』

　僕の初めてのネカマが、河童惇の熱い萌もえ豚ぶたハートに火を付けた！

『うおおお。行くぞお前たちぃ、ぶひぃぃぃ！』

　河童惇は兵士たちに全ぜん軍ぐん出しゆつ撃げきの命令を出した。彼の掛け声に応じて、美少女達が開戦の鐘かねを鳴らした。

　なんと、驚おどろくことに河童惇の兵士は全てが美少女という徹てつ底ていぶりだ。美び少しよう女じよ兵へい士し団だんとでも名付けようか、なんという徹底したプレイスタイル。ちょっと羨うらやましい。

　恥ずかしさに死にそうになりながらも、なんとか河童惇を援えん軍ぐんとして呼よぶことに成功したのだ。

　河童かつぱ惇とんの戦力ならばダガーベルを退しりぞけることも可か能のうだろう。

（ついにやったわ……私はやり遂とげたのよ！）

　ああ、女口調が戻もどらない！　勝利の代だい償しように変な癖くせがついてしまったかもしれない。




　　　　＊＊＊




「まさか、私のアバターが狙ねらわれていたとはな」

　翌よく日じつ、僕は携けい帯たいを返しに改めて先せん輩ぱいの家を訪おとずれた。

　初めて目を合わせた時は昨日の浴よく室しつ事じ件けんを思い出して茹ゆだってしまったが、話している内にやっと普ふ通つうの会話ができるようになった。

「河童惇の助力を得てダガーベルを追い返した話は聞いたが、私のアバターの称しよう号ごうを入れ替かえたりはしたか？」

「いえ、先輩のアバターでは援えん軍ぐんを呼よんだだけです。装そう備びなどは一切変えてません」

　僕の言葉を聞いて彼女は安あん堵どのため息いきと共に胸むねを深く撫なで下ろした。

「ありがとう、君のおかげで私のここ最近の二百時間ほどのプレイ時間が無む駄だにならずに済すみそうだ」

　意味がよく分からなかったので説明を求めると、先輩は説明をしてくれた。

「あるレア称号を取るための条じよう件けんでね。私はあと十時間ほど、戦せん闘とうや自分のパラメータを高める行こう為いを一切してはいけないのさ」

　なるほど。だからこそあれだけ長時間プレイしているのに、パラメータが最さい低てい値ちだったのか。

　もう一つ報ほう告こくをしなければならないことがある。もしかしたら怒おこられるかもしれないと思い、メールでは報告できなかったことだ。

「実は、援軍を呼ぶために先輩には無む断だんで同どう盟めいを結成してしまいました。ご迷めい惑わくだったでしょうか？」

「ど、同盟だって」

　いつも毅き然ぜんとしている天あま音ね先輩のダイヤモンドの心にヒビが入ったように見えた。

「まさか、勝手に同盟を作ってしまったのか！」

「は、はい」

「そんな……せっかく格かつ好こう良い名前を考えていたのに」

　消え入りそうな声で何かを呟つぶやいたがうまく聞き取れなかった。同盟の結成は戦せん略りやく的てきにも最重要といえることなのだろう。僕は自分の不始末を改めて謝しや罪ざいする。

「ご、ごめんなさい。勝手に『七なな大たい罪ざい』だなんて同盟を作ってしまって。しかも全然メンバーが七に足りてなくてすいません」

「七なな……大たい罪ざい？」

「は、はい。英名はセブン・ギルティです」

「むぅ……私の考えていたチーム名より格かつ好こう良い……悪くない」

　先せん輩ぱいはボソボソと小声で何かを呟つぶやく。そして次第に天あま音ね先輩の表ひよう情じようの曇くもりが消え、真夏のライジングサンが如ごとく明るくなった。

　先ほどまでの消え入りそうな声が噓うそであったかのように、キリッとした声で彼女は言った。

「大たい儀ぎだぞ。忠ちゆう太た君」

「え？」

　先輩はそう言って僕の頭を撫なでてくれた。やったぞー、とよく分からないけど僕も喜んでおく。

「これより我われ々われは『七大罪セブン・ギルテイ』を結成する。不ふ眠みん王おうを倒たおし、天下を取るぞ！」

「お、おー！」

　僕もテンションを上げなければと、拳こぶしを上げた。どうやら先輩は『七大罪セブン・ギルテイ』という名前を気に入ってくれたようだ。

「ところで、『七大罪セブン・ギルテイ』ってなんですか？」

　命名者なのに名前の意味も知らないのはまずいと思い、僕は先輩に尋たずねる。

「七の大たい罪ざいとは傲ごう慢まん、嫉しつ妬と、憤ふん怒ぬ、強ごう欲よく、暴ぼう食しよく、怠たい惰だ、色しき欲よくから成る七つの罪つみだ」

　ふむふむ、確たしかにどれも悪そうな感情だ。傲慢は凄すごく偉えらそうだし、憤怒はとても怖こわそうだ。色欲と怠惰は身に覚えがありすぎてちょっと申し訳わけなくなってきちゃうぞ。

「これら七つの罪にはそれぞれ七つの悪あく魔まが対たい応おうしているのだよ。傲慢はルシファー、嫉妬はレヴィアタン、憤怒はサタン、怠惰はべルフェゴール、強欲はマンモン、暴食はベルゼブブ、色欲はアスモデウスとね」

　先輩は何かに気付くとハッとし、慌あわてて宣せん言げんした。

「私は傲慢のルシファーに決めたぞ！　君は憤怒のサタンを名乗りたまえ」

　まるで早い者勝ちだと言わんばかりだ。

「憤怒ですか。でも、こういってはなんですけど僕は怒おこるのが苦手です。僕なんかに憤怒が務つとまるでしょうか」

　キレる十代と表ひよう現げんされる年ねん齢れいだが、僕が最後に怒ったのはいつだったかを忘わすれるくらい怒りとは程ほど遠とおい生活を送っていた。キレてなーい。

「忠太君。君が平和を好む優やさしい性せい格かくだとは認にん識しきしているつもりだよ。ただ、君は本当の優しさというものを誤ご解かいしてないだろうか」

　そう言って天音先輩はいつものように、僕の目をまっすぐ見み据すえて問いかけてくる。答えが分からない僕にできるのはオウム返しだけだ。

「本当の優しさ？」

「優やさしさとは争いを避さけることではないぞ、忠ちゆう太た君」

　そう言った天あま音ね先せん輩ぱいには後光が射さしてみえた。

　この光は！

　僕は先輩の名言トークの開始を察知し、脳のう内ないの天音名言集にメモを取る準じゆん備びを始めた。

「この世界には憎にくむべき悪が存そん在ざいするのだ。己おのれの誇ほこりを汚けがされた時や愛する人を傷きずつけられた時、我われ々われは灼しやく熱ねつの怒いかりを力に立ち上がらなければならない」

「な、なるほど！」

「この世界の悪に対して怒れる人間であれ。私はそんな願いを込こめて君を憤ふん怒ぬの担たん当とうに任にんしたいのだよ」

「そ、そんな深い思おも惑わくがあったとは！　この命、あなたに捧ささげます！」

　僕は先輩の言うとおり、何か大切なもののために怒れる人間でありたいと思った。

　今日から『七大罪セブン・ギルテイ』の憤怒として頑がん張ばるぞ、ふんぬぉぉ！

　ちなみに河童かつぱ惇とんさんには色しき欲よくのアスモデウスが適てき任にんだろう。あとで栄光ある色欲ポジションを与あたえてあげれば泣いて喜ぶ……かもしれないな。

　だとすれば残りは怠たい惰だ、暴ぼう食しよく、嫉しつ妬と、強ごう欲よく。残り四つの罪つみを集めれば七大罪は完成するのだ。

「しかし今回、改めて僕は先輩の凄すごさを知りました」

　今回のダガーベル軍からの防ぼう衛えい線せん、全ては先輩の描えがいたストーリーだったのだろう。

「先輩は、僕にパラメータ以外の力があるということを教えたくて、わざと携けい帯たいを間ま違ちがえて渡わたし、わざと戦力にもならないアバターの装そう飾しよく品ひんにお金を注ぎ込こんだんですね」

　今回の場合で言えば、アバターの可か愛わいさは数すう値ち化かされていないパラメータだが、強力な武ぶ器きとなることが証しよう明めいされた訳わけだ。

「え？」

　虚きよを突つかれたような天音先輩の表ひよう情じよう。

「先輩がうっかり携帯を間違えて渡すはずないですものね。いやぁ、中々気づきませんでした」

「ふっ。どうやら気付いてくれたようだな」

　先輩は両りよう腕うでを組み、澄すました表情で言う。

「常じよう在ざい戦せん場じようの精せい神しんがある限かぎり、私がドジっ子なミスなんてするはずがない。君を成長させるためだと思えば、あのお金も安い投とう資しさ」

　なんて懐ふところが広い……僕はこの命を先輩のために捧げまくりたかった。

「大切なパラメータはいつだって目に見えないんだ。私たちはいつだってこの目で、真実のパラメータを見るよう鍛たん錬れんしなければならない」

　大切なパラメータは見えない。僕は先輩の教えを心に深く刻きざんだ。まだ出会って数日も経たたないのに、僕は先輩から多くの思い出を貰もらった気がした。これも目には見えないけれど、だけど大事なパラメータなのかもしれない。

　だから僕は、照れてる場合じゃないと思いポケットに忍しのばせたストラップを取り出した。

「携けい帯たいをお返ししますね。それと、もし良ければなんですが……」

　いくら僕達が目に見えないパラメータで繫つながっていたとしても、やはり外見が全く同じ携帯電話では区別は難むずかしい。昨さく晩ばん、小こ梅うめに土ど下げ座ざをして更さらなる借金をすることにより手に入れたタヌキのストラップ。

　僕より日ひ頃ごろの感かん謝しやと、昨日の謝しや罪ざいを込めて──。

「このストラップをもらってくれませんか？」

　ウサギかタヌキか、一時間ほど迷まよった末に決めた僕的には可か愛わいいストラップだ。少し先せん輩ぱいには子こ供どもっぽいかもしれないけど、喜んでもらえたら嬉うれしい。

　先輩は驚おどろいたように目を見開き、ストラップをまじまじと見つめる。

「君がそこまで言うなら、受け取ってあげようじゃないかポンポコ」

　今、語ご尾びがタヌキになっているほど感かん激げきしていた気がするけど気のせいだろうか？

　先輩がそんなに浮うかれるはずがない。きっと僕のために、無理をして喜んでる振ふりをしてくれているのだろう……なんて優やさしいんだろうか。さすが先輩！

「ありがとう。りょうしゅ……」

　先輩はそこまで言って言葉を詰つまらせた。そして、

「領りよう収しゆう書しよはあるか？」

　と急に僕に聞いてきた。

「わ、私もお金かねを払はらわなければな。なので領収書を見せてくれと思って」

「いえ、いいですよ。これはプレゼントなんですから」

　僕が言うと先輩は何故か安あん堵どしたような表情を見せた。

　これで来月分のお小こ遣づかいもピンチだが、おかげで太陽のような笑顔を見られたならば悪くない買い物だった。

　やはりこの世界は可愛さが正せい義ぎなのかもしれないな。













　【第四章】　桃色ピンクの誓い







　ゲームを始めてから一週間、ハイ・ジンである天あま音ね先せん輩ぱいの教えの甲か斐いもあり僕も中級者を名乗って差さし支つかえない実力を手に入れた。

　ソーシャルゲーマーの自覚に目覚めた僕は周辺機器も次第に充じゆう実じつしてきた。昨日は小こ梅うめにさらに借金をする事でイヤホンを手に入れたぞ、いやっほーん。これで通学中もワロスのＢＧＭを聴ききながらプレイできるのだ。

　ダガーベルとの戦いは僕に戦せん術じゆつの大切さを教えてくれた。自分の大切なものを失わないためにも、僕はパラメータを上げ続ける。

『領りよう主しゆ様さま、ついに武ぶ力りよくが百を超こえました！』

　ディスプレイの中でムスメが小こ躍おどりして喜んでくれる。

　初めは一桁けたしかなかった能のう力りよく値ちも、今では得意分野においては三桁に突とつ入にゆうしているものもある。どうやら僕の分身であるシヴァは『内ない政せい』と『武力』のパラメータが突出しているが『外交』などは不得意のようだ。

　ただ数値を上げるだけなのに、なんでこんなにも楽しい気持ちになるのだろう。僕は寸すん暇かを惜しんでワロスをプレイし、片かた手てがポケットに入れられる状じよう態たいであれば心しん眼がんでいつでも携けい帯たいをいじるようになった。気が付けば完全にワロスにハマっていた。

　七大罪セブン・ギルテイの結成は僕と先輩の絆きずなを一いつ層そう強くした。

　放課後になると生徒会室へと足を運ぶことは僕の日課になっていた。今日も放課後が楽しみでならない。

　もうすぐゴールデンウィークだということもあり、僕は完全に浮うかれていた。早く掃そう除じを終わらせて生徒会室へと行きたい……そう思っていたところで携帯が振しん動どうした。

　着信のようだ……通話相手は汐しお川かわ小梅。

『イフイフー』

　僕が電話に出ると、小梅の明るい声が響ひびく。

『ねえ、ちゅーた。今日は久ひさしぶりに用事がないから一いつ緒しよに帰らない？』

　彼女からそんな誘さそいが来るとは嬉うれしい限かぎりだ。しかし、

「ふっ。すまない小梅。僕には果たさねばならぬ使命が……」

　相変わらず時間がかみ合わない僕と小梅。

　僕ら幼おさな馴な染じみはみんなそれぞれの道を歩み出したのだ。昔は三人で遅くまでずっと遊んでいたけれど、それももう遠い日々のように感じられる。小梅はひと月ほど前から「やるべきことがある」と僕の誘いを断ことわり続けている。

『そっかー。残念だよ。また今度だね』

　受話器から聞こえる事は明るいが、小こ梅うめがどんな表ひよう情じようをしているのか僕には分からなかった。

　通話が切れる無む機き質しつな音に、追いついてくる静せい寂じやく。

（このまま僕らは会う時間が少なくなって、そしてどうなってしまうんだろう）

　幼おさな馴な染じみとの関係に思いを馳はせていたら、いつの間にか僕の視し界かいにはブロンドの美しい髪が目に入る。

「忠ちゆう太た君。入にゆう部ぶ届とどけを持ってきたぞ」

「入部届？」

　予想外の言葉を受けるとオウム返ししてしまうのは僕の癖くせかもしれない。先せん輩ぱいから渡わたされた用紙を見てみると、そこには『天てん下か統とう一いつ部』という珍ちん妙みようなクラブ名が書かれていた。

「生徒会メンバーでもない君が毎日のように生徒会室に来ては不ふ審しんに思われるからな。今後は七大罪セブン・ギルテイの隠かくれ蓑みのとして、君はこの部活動をしていることにすれば良い」

　なるほど。そんな名前の部活に入ったら却かえって目立つ気がしてバレバレな気もするけど、先輩が言うなら間ま違ちがいはないだろう！　僕は血けつ判ぱんを押おし、『天下統一部』の一員となった。よく見たらこれ、僕が副部長じゃないかー。

　爽さわやかな青春部活ライフを夢ゆめ見ていた僕はあまり悪い気はしなかった。ああ、青春……。

「さて、では部室へと行こうか。『天下統一部』は旧きゆう校こう舎しや三階の部ぶ室しつ棟とうが拠きよ点てんだ」

　そして僕と先輩は新たなる七大罪セブン・ギルテイの活動拠点へと足を向けた。道中、僕は先輩とワロスの話題に興きようじながらも考える。

　確たしか校こう則そくではクラブ設せつ立りつのためには部長と副部長、そして最低一名の部員と顧こ問もんが必要になるはずだ。部長は天あま音ね先輩が、副部長は僕が担たん当とうするとしてあと一人の部員は誰だれを用意したのだろうか？　また、このような怪あやしい部活の顧問をしてくれる先生などいるのだろうか？

　そんな考え事をしていたらあっという間に部室へと着いてしまった。

　部活動という形式になったからといって、今までとやることはそう変わらない。先輩は早速黒板に七大罪セブン・ギルテイ会議と書く。

「では、これより七大罪の作戦会議を開始する！」

　先輩はとても楽しそうだった。僕もつられて笑ってしまう。

「このゲームで天下を取ることは容易たやすくはない。その最大の要よう因いんが、不ふ眠みん王おうの存そん在ざいだ」

　これまでも天音先輩の口から時々断だん片ぺん的てきに漏もれた名前だ。

「不眠王って、なんで不眠王と呼よばれてるんですか？」

「そうだな。経けい緯いを追って説明しよう」

　先輩は黒板に『ワロスの定じよう石せき①』と書いた。

「このゲームではプレイヤーのオフライン状じよう態たいの隙すきを突くのが定石だというのは、もう理り解かいしているな」

「はい。オフライン時は自動ＡＩなので複ふく雑ざつな操そう作さは一切できないですし、あらゆる能のう力りよく値ちも半はん減げんしてしまいます」

　そのためオフライン時に敵てきが近づいてきた時などはアラームが鳴るよう設せつ定ていしておくのが常じよう識しきなのだと最近気づいた。

「では忠ちゆう太た君。もし敵のオフライン状じよう態たいを突つくとしたら、どんな時間帯が最さい適てきだと思う？」

　いくつか答えの候こう補ほが浮かぶ。早朝、授じゆ業ぎよう中ちゆう、授業間の休み時間、放課後……。

「夜、でしょうか。大半のプレイヤーは寝ねてるので夜や襲しゆうが一番効こう果か的てきだと思います。アラームに気付いても深い眠ねむりに落ちていて目覚めないこともありますし」

「正せい解かいだ。例えば休み時間などにオフラインの隙すきを突いたとしても、攻こう撃げきできる時間はせいぜい十分が限げん界かいだ。一つの城しろを攻せめ落とすとなると、敵の防ぼう衛えいレベルにもよるが最低五時間は欲ほしいところだ」

　ワロスはリアルな戦場シミュレーションを売りにしているだけある。戦争は一いつ瞬しゆんでは終わらず、長期に渡わたる。時には両国共に負けを認みとめず、お互たがいが疲ひ弊へいしきった所で第三者が両国を制せい圧あつするなんてこともある。

「夜に攻める利点は数えきれない。前ぜん述じゆつした通り活動している人間は少ないため、同どう盟めい国こくの援えん軍ぐんも少ない。しかし、毎まい晩ばんのようにプレイヤーたちが夜襲を仕し掛かけていてはプレイヤーたちの生活は成り立たない。そこでプレイヤー間で暗あん黙もくのルール、マナーと言っても良いものが生まれた。夜襲は本ほん格かく的てきな決戦以外では使わないということだ」

　ふむふむ。確たしかに毎日のように夜襲が行われていたら睡すい眠みん不ぶ足そくで体が持たないだろう。

「もし同盟に所しよ属ぞくする相手に夜襲でもすれば、それはどちらかが滅めつ亡ぼうするまで戦い続ける宣せん戦せん布ふ告こくだと考えてもよい」

　なるほど。夜襲は夜よ這ばいと一いつ緒しよで、両者の合意がないと絶ぜつ対たいダメという訳わけだ。

「さて、長かった前置きも終わりだ。そろそろ不眠王の話をしようか」

　どうやらここからが話の本題のようだ。僕は気を引き締しめ、背せ筋すじをピンとした。

「三週間ほど前に、西のエリアで相次いでプレイヤーが夜襲をされる事じ件けんが始まった。アバター名は『NO‐NAME』。特定の名前を入力しない場合に選ばれるデフォルト名だ」

「NO‐NAMEですか。特とく徴ちようを測はかりにくい奴やつですね」

「実じつ際さい、不眠王は謎なぞの多い人物だよ。同盟も全く作らないため、その正体を知る者はいない」

　少し話が脱だつ線せんしたのを感じたのか、「話を戻もどそう」と天あま音ね先せん輩ぱいは言った。

「安眠を妨さまたげられたプレイヤーは激げつ昂こうし、被ひ害がい者しやたちで結けつ託たくしてNO‐NAMEに対する復ふく讐しゆうを決意した。NO‐NAMEがオフラインになった瞬しゆん間かんに、集しゆう団だんで襲おそい掛かかり報ほう復ふくする作戦だった」

　聞くだけでも恐おそろしい話だ。これがソーシャルゲーム、人同士が争うゲームの残ざん虐ぎやくな一面を垣かい間ま見た気がした。

「しかし、NO‐NAMEの動きが止まることは一切なかった。一週間を経けい過かしても、奴やつは長時間オフラインにならず稼か働どうし続けたのだ。果てには奴の行動を監かん視ししていた集しゆう団だんが先にムニャムニャしてしまった次第だ」

「そんな……人間業とは思えません」

「一週間のプレイ時間、私は七十五時間で二位だったと言ったな。一位は不ふ眠みん王おう、奴のプレイ時間は百五十時間だ」

　先せん輩ぱいの二倍だと！

　一週間は百六十八時間。たった十八時間を除のぞいて全て稼働し続けたというのだろうか。

「このゲームでは縛しばりプレイが二百時間を超えた者に与あたえられる王の称しよう号ごうというものがある。いずれもレア称号で取しゆ得とく条じよう件けんは非ひ常じように厳きびしく設せつ定ていされているが、セットすれば多大な恩おん恵けいを受け、大いなる力を得ることができる」

　王の称号、おおう……なんて格かつ好こう良い称号なのだ。

　縛りプレイといえばＲＰＧで低レベルクリアだとか、装そう備びなしでクリアなど厳しい条件を課したプレイスタイルのことだろう。

「二百時間をほぼ連続プレイし続けたNO‐NAMEに与えられた称号は不眠王。この世界でその称号を持っているのは唯ゆい一いつこのプレイヤーのみだ」

　千以上のプレイヤーが行き交う世界で、たった一つのレア称号。改めて僕は不眠王の恐おそろしさを知った。

「敵てきは強大だ。圧あつ倒とう的てきなプレイ時間から得られた強力な武ぶ力りよくによって、次々と国を落としている。最近では奴こそが天てん下か統とう一いつを果たすと信じる者も少なくない」

「か、勝てるんですか？　そんな凄すごそうな人に」

　あまりに絶ぜつ望ぼう的てきな不眠王の能のう力りよくを聞いて、思わず弱音がポロリと出てしまった。

「勝てるか勝てないかじゃない。勝つんだ。私には負けられない理由がある」

　僕の問いかけに先輩は揺ゆるぎないダイヤモンドの瞳ひとみで答えた。時々先輩が見せる強い瞳だ。

（先輩の負けられない理由ってなんだろう？）

　いつか聞きたいと思った。

「不眠王の力の謎なぞとか、少しでもヒントはないんでしょうか？」

　僕の質しつ問もんに、天音先輩は一つ咳せき払ばらいをしてから答える。

「私は不眠王の正体を探さぐろうと、偵てい察さつスキルを駆く使しして奴のアバターを遠方からストーキングしていた。夕方までならプレイヤーの位い置ち情じよう報ほうが漠ばく然ぜんと分かるシステムを利用し、プレイヤーの正体に迫せまれないかと期待したのだ」

「ふむふむ」

　そう言えばワロスでは位置情報も送信していることを僕はすっかり忘わすれていた。『近くにいる武ぶ将しようを探す』とか、そう言えばそんなコマンドあったなぁ。学校内だとプレイヤーが集まりすぎていて正せい確かくな位い置ち情じよう報ほうを拾えない死に機き能のうになっているのですっかり忘わすれていた。

「そして私は、不ふ眠みん王おうの最も寄より駅と思われる場所の位置情報を摑つかむことに成せい功こうした」

　おお、なんだか推すい理りサスペンスのドラマを見ているようでワクワクしてきたぞ。

「なぜ長時間ずっとオンライン状じよう態たいでいられるのか。その謎なぞは分ぶん割かつ的てきな睡すい眠みんじゃないかと推理した。我われ々われのようにまとめて睡眠をとるのではなく、小こ刻きざみに睡眠をとるスタイルならば辛かろうじてあのプレイ時間が出せるのではないか」

　なるほど。かの有名なナポレオンは平へい均きんの睡眠時間が三時間だったというし、強あながち不ふ可か能のうな話ではないだろう。八時間を連続で寝ねなくても、一時間ずつ八回寝るという方法だってあり得る訳わけだ。

「そして私は不眠王が使う駅で張はり込こみを行った。幸いというか、その駅は学校からも遠く私と同じ高校の制せい服ふくを着ている人間の姿すがたはほぼ見なかった。そして二週間の張り込みの果てに、私はそこで一人の人物を見つけたのだ」

「だ、誰だれですかそれは！」

　僕は緊きん張ちようと共に問うた。天あま音ね先せん輩ぱいは静かな表ひよう情じようのまま言った。

「君だ」

　あまりに予想外な容よう疑ぎ者しやに、僕は間ま抜ぬけな表情のまま固まってしまった。

「それから私は君の姿を目で追うことが日課となった。君が不眠王か否いなか、ずっと私の中で判はん断だんが揺ゆれていた」

　ヘタレの僕が偉い大だいな王と秤はかりにかけられていたとは、驚きよう愕がくの事実だ。

「体育の時間や美び術じゆつの時間、窓まど際ぎわに座る君の横顔を観察する日々が続いたよ」

　まさか、普ふ段だんのだらしない表情を先輩に見られていたのだろうか。数学の時間なんて毎日窓ガラスを鏡代わりにして変顔の練習をしてた記き憶おくしかないぞ！

「私は自分の眼めを疑うたがったよ。君は授じゆ業ぎよう中ちゆうに堂々と、神をも恐おそれぬ不ふ遜そんな態たい度どで堂々と居い眠ねむりをしていたのだ！」

　や、やめてくれー。僕の株かぶ価かはもうゼロだ。どんな罵ば倒とうが彼女の口から洩もれるのだろうと警けい戒かいしたが、彼女の口からは出た言葉は想定外のものだった。

「私は感動で震ふるえる自分を、止めることができなかった」

「え？」

　僕の居眠りに何を感動したのかさっぱり分からなかったが、とりあえず忠ちゆう太た株の売ばい却きやくは未然に防ふせがれたようだ。

「人目が気になり失敗を強く恐れる私には、衆しゆう人じん環かん視しの教室で堂々と居眠りをするなんて到とう底ていできない芸当だった」

　確たしかに優ゆう等とう生せいのイメージがある先輩にはできないことかもしれない。

「不眠王は天てん下か統とう一いつのためならば周囲の眼めや単位など易やす々やすと犠ぎ牲せいにできるというのか。なんという強きよう靭じんな心、目的のために一いち途ずで崇すう高こうな精せい神しんなのだろうか」

　うう、僕がただ単にぐーたらしていただけだと知った時の先せん輩はいの気持ちを思うと申し訳わけなさでやばい。

「それだけじゃない。君は毎朝、刻こく限げんのギリギリに全力で校門に疾しつ走そうするという奇き行こうを繰くり返していた」

　うっ。まさか学校内だけでなく通学時間まで監かん視しされていたとは。

　しかし先輩の眼めには軽けい蔑べつではなく、芸げい術じゆつ作さく品ひんを見るかのようなリスペクトの光があった。

「私は自分の認にん識しきの狭せまさをあの時ほど痛つう感かんしたことはない。ただ登校するだけならば誰だれにでもできるだろう。しかし君は、敢あえてスタートを遅おくらせることで自らに試練を課していたのだ！　日々の刻限のギリギリを見極めんとするその修しゆ行ぎよう、天あつ晴ぱれの一言に尽つきる」

　そう言って僕を見る先輩の瞳ひとみはキラキラと星空のように輝かがやいていた。ううっ、毎日が遅刻ギリギリだなんて言えない。僕の胃はキリキリと痛いたんだ。

　しかし授じゆ業ぎよう中ちゆうだけじゃなく通学中も、四六時中観察されていたなんて、完かん璧ぺきにストーカーじゃないか。

「いつからかゲーム内の不ふ眠みん王おうと君との時間にずれを感じた時、私は君が不眠王ではないと思うようになっていた。でも、結果として君と出会えたことを私は嬉うれしく思うよ」

　なんか先輩にとんでもない誤ご解かいを与えてしまったことは申し訳ないが、こうして出会えたことを嬉しく思う気持ちは僕も一いつ緒しよだ。不眠王さま、ありがたやー。

（でも、どうして先輩は未いまだに僕を気にかけてくれるのだろう。もう僕が不眠王じゃないと分かっているはずなのに……）

　先輩は僕に不眠王の幻げん影えいを重ねていた。だからヘタレな僕をいつも過か大だい評ひよう価かしてくれているのだ。

　先輩が本当のヘタレな僕を知ったらどうなるだろうか。

　幻想から醒さめた時に彼女が消えてしまうというなら、僕は偽いつわりの仮面をかぶりずっと彼女を騙だまし続ける。僕は誤解から始まったこの絆きずなを、どうしても失いたくない。
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「君を仲間に誘さそったのはそんな理由さ。不眠王と戦うにはどうしても一人のプレイでは無理だ。私は君と出会う前に、王に決戦を申込み大敗北を喫きつしたのだよ」

　当時の敗戦を思い出したのか、少し表ひよう情じようが険けわしくなった。常じよう勝しよう不ふ敗はいの印象がある先輩が負けたことがあるとは意外だった。

「兵力はほぼ互ご角かくだった。しかし、ほぼ二に徹てつ目めに突とつ入にゆうした時、私の集中力は切れ始めた。このままでは最悪のリスク、寝ね落おちもあり得ると感じ敗走したのだ」

　余よ程ほど悔くやしかったのだろう。先せん輩ぱいの瞳ひとみに復ふく讐しゆうの炎ほのおが宿って見えた。

「例えば昼は君が攻せめ続け、夜になれば君は眠ねむり今度は私が攻め続ける。このように二人以上で同時に攻め続けなければ奴やつを落とすことは不可能だ」

「なるほど。七大罪セブン・ギルテイの団だん結けつ力りよくが問われてる訳わけですね」

「まずはメンバー集めから始めよう。既すでに大だい罪ざいの一つ、怠たい惰だのメンバーはスカウト済ずみさ」

「もう見つけてるとは、流石さすがっす！」

　ふふっ、と天あま音ね先輩は笑い、指をパチンと鳴らした。

「出でよ、怠惰ベルフエゴール先生！」

　その呼よび声に応おうじるが如ごとく、部室の扉とびらが開く。

「呼んだかのう？」

　出てきたのはおじいちゃん先生の愛あい称しようで親しまれている歴れき史し担たん当とうの老先生だった。もしかして先輩が合図をするまでずっと扉の前で待っていたのだろうか？

　常つねにニコニコしている彼は生徒からも愛されキャラとして重ちよう宝ほうされている。いつもゴロゴロしていて腰こしが重いが、どこか憎にくめないのは彼の人ひと柄がらがなせる技わざだろう。

「あ、おじいちゃん先生。なんでここに？」

「おじいちゃん先生ではない。彼はベルフェゴール先生だ」

　まさか天音先輩は教きよう師しを七大罪セブン・ギルテイにスカウトしたというのか。

「ナウいニックネームをつけてくれて、嬉うれしいのう」

　そう言ってプルプルと震ふるえながら、おじいちゃん先生改めベルフェゴール先生は笑顔を作った。ベルフェゴールという呼び名に本人も満まん更ざらじゃないようなので、僕は何も言いません。

「このゲーム、畑を育てるのが面白いのう」

　ベルフェゴール先生は携けい帯たい画が面めんの中のトマトを見ながら平和な笑顔をみせた。

　まさかベルフェゴール先生はこのゲームを畑を育てるゲームだと勘かん違ちがいをしているのでは？

　プレイ開始時の自分を見ているかのようだ。

「ほ、本当に彼でいいんですか？　その、あまりゲームとかやらなそうに見えますけど」

「ふふっ。彼は既すでにハイ・ジンと呼ばれている一流プレイヤーだぞ」

　なん……だと。

　改めて僕はベルフェゴール先生を見てみる。貫かん録ろくのあるお髭ひげ！　白くなってきた髪かみの毛！

　どこからどう見ても普ふ通つうのおじいちゃんにしか見えない。

　ベルフェゴール先生はおいしそうに茶を飲むと、

「ウーロン茶はおいしいのう。おかげで一いつ句く思いつきそうじゃ」

　彼は震える足で立ち上がり、杖つえをつきながら黒板へと歩み文字を書き始めた。





　ウーロン茶　ああウーロン茶　もちろんじゃ






　ベルフェゴール先生は自分の俳はい句くの出来に満足げな顔をしていた。いわゆるドヤ顔だ！

「ワシは俳句が趣しゆ味みでのう。思いついたらどこかにメモせずにはいられんのじゃ」

「なるほど。なかなか趣おもむきがあって良い趣味ですねぇ。はっ！」

　そこで僕は重大なことに気付いた。

　もしかして彼はハイ・ジンではなくて、単に俳はい人じんと呼よばれているだけなのでは……。

　い、いや。天あま音ね先せん輩ぱいに限かぎってそんなアホな勘かん違ちがいをするはずがない。きっと偶ぐう然ぜんだろう。

「これからもよろしく頼たのむぞい。ええと、マンゴーの天音君」

「せ、先生。私はマンゴーではなく傲ごう慢まんです！」

　おお、天音先輩が逆さからえないとは流石さすがはベルフェゴール先生！　『天てん下か統とう一いつ部』の顧こ問もんもそろったし、あとは一人部員が追加されれば部として成立するのだ。

　色しき欲よく担たん当とうの河童かつぱ惇とんは既すでに加入が決まったようなものだし、『天下統一部』の立ち上げはかなり順調といえよう。

　これで残る罪つみは、暴ぼう食しよく、強ごう欲よく、嫉しつ妬との三つだ！







　七大罪セブン・ギルテイのメンバー集め。それが僕の『天下統一部』での初仕事だった。

　強く、信しん頼らいできる人間を。

　それ以外の条じよう件けんは一切問わないというのが天音先輩の言葉だ。

「よーし、やってやる！　百人くらい部員を集めてやるぞー！　『天下統一部』ばんざーい！」

　そして部ぶ員いん勧かん誘ゆうを始めて十分。

「ふぅ。いきなり百人は無理があるね！　まずは十人を目標に頑がん張ばるか」

　目標、それは下か方ほう修しゆう正せいされるためにある。あまり交友関係が広くない僕にとって、気軽に七大罪セブン・ギルテイに誘さそえる人間は限かぎられていた。

　僕は久ひさしぶりに幼おさな馴な染じみである小こ梅うめの教室を訪おとずれようとしている。他の教室って、なんでこう入りにくいんだろうね。いや、先輩を見習うんだ！　あの威い風ふう堂どう々どうとした姿を思い出せ！

「頼たのもう！」

　僕は気合いを入れながら思いっきり教室の扉とびらを開けた。中では着き替がえ中の女子が……なんて展てん開かいは当然ない。

　小梅は教室の隅すみで一いつ心しん不ふ乱らんにシャドーボクシングをしていた。この状じよう態たいの小梅に話したら、下へ手たすればパンチが当たり一発でＫОされてしまうだろう。

　僕は暫しばらく存そん在ざいを空気にし、十六オンスのグローブが止まったのを見て声をかけた。

　あの日、あの時の先輩のように堂々と小梅の前に立ち、毅き然ぜんとした表ひよう情じようで彼女の前に立ち、手を差し伸のべる。

「小こ梅うめ、世界を征せい服ふくしてみたくはないか？」

「え、別に……」

　幼おさな馴な染じみは少しドン引きしたような表ひよう情じようを見せた。

「君となら、世界も手に入れられる気がするんだ。僕は君が欲ほしい」

「なにそれ？　告白？」

　小梅は少し可お笑かしそうに笑った。高校生になりクラスも別れてから話す機会も減ったので、久ひさしぶりに彼女の笑顔を見た気がした。

「ごめんねちゅーた。気持ちは嬉うれしいけど、今の私はやるべきことがあるんだ。恋こい人びとになるのはあと一年ほど待ってよ」

　な、なぜか告白してないのにふられてしまったぜ。周囲の生徒が同どう情じよう的てきな視し線せんをこちらに向ける。や、やめろぉ。そんな目で僕を見るなぁ。

（待てよ、一年後？　もしかして一年後だとＯＫってことなんだろうか。いや、しかし僕には先せん輩ぱいという人が……）

　女子の一言でここまで悩なやめる僕。ふっ、伊だ達てに彼女イナイ歴イコール年ねん齢れいを貫つらぬいてないぜ。

　しかし、最近の幼馴染は付き合いが悪い。どんな遊びに誘さそっても「やるべきことがある」の一いつ点てん張ばりだ。僕は格かつ好こう良く引くことにした。

「そっか。凄すごく楽しい遊びを発見したから小梅も一いつ緒しよにと思ったけど、残念だよ」

　小梅を誘えなかったのは残念だけれど、仕方ない。僕にはもう一つの秘ひ策さくもある。

「あ、ちなみに妹の月つき絵えを誘っても無む駄だだからね。あの子も私と一いつ緒しよで忙いそがしいから」

　がーん。もう一つの秘策終しゆう了りようのお知らせは早かった。

　登録用の情報だけクラスメイトの名前を借りて、プレイは月絵にしてもらう……この完かん璧ぺきな計画がー。僕は雨に打たれた子犬のようにションボリとして帰った。
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　七大罪セブン・ギルテイのメンバー集めにいきなり失敗するとは。

　先の道のりは暗いかもしれない……僕はトボトボと歩いていたら廊ろう下かの向こうからキャーキャーと女子の歓かん声せいが聞こえてきた。痴ち漢かんでも出たのだろうか。

「キャー！　淒すご井い君こっち向いてー」

「キャー、素す敵てき！」

　少し照れながら女子の群むれをよける淒井君。流石さすがは読者モデル、背はい景けいがまるで花畑みたいだ。

「ははっ、このままじゃ歩けないよ」

　ふぅ、イケメンが羨うらやましい。

　凄井陽よう。彼はスポーツ万ばん能のう、成せい績せき上位でイケメンで紳しん士し的てきというスーパーイケメンだ。まさに名前通り凄すごい人なのだ。自分とは縁えんがない人間だろう。

　せめて彼とすれ違ちがう時、周りの女子の匂においだけはくんかくんかしてみせる……僕は一つの決意を下もとに、彼と堂々とすれ違うことにした。

　近づいてくる足音。高鳴る胸むねの鼓こ動どう。チャンスは一度きり……。

　一、二の三で、すぅーはぁーくんかくんかだ。行くぞ！

　淒すご井い君が僕の横を通り過すぎる、その瞬しゆん間かんに僕は思いっきり息を吸すい込こもうと……

　その時だった。

　淒井君が鋭するどい目線で、僕にだけ聞こえる小さな声でそっと囁ささやく。

「看かん板ばん娘むすめちゃん、萌もえ萌えブヒー」

　それは全ての真実を理り解かいさせる魔法の言葉だった。

　僕は思わず振ふり返ったが、既すでに凄井君は女子とキャッキャウフフしながら遠くへと歩いていた。あの姿すがたからは想そう像ぞうできないけれど、間ま違ちがいない。

　あのスーパーイケメン凄井君はエロ河童がつぱこと河童かつぱ惇とんだったのだ！







　入学してからだいぶ時間が経ったというのに、僕が凄井君と話したのは初めてだった。出席番号も近かったし席が遠かった訳わけではない。ただ、彼の発するリア充じゆうオーラが強すぎて僕にはとても近ちか寄よれなかったのだ。

　そんな凄井君が、今僕の前にいる。

「話は全て生徒会長さんから聞いたよ。まさか芝しば居い君もソーシャルゲームにはまっていたなんてね。意外だよ」

　そういって彼は白く光る歯を見せてニッコリと笑った。ま、眩まぶしい……なんてイケメンなんだー。僕はそのオーラだけで吹ふっ飛ばされそうだった。

　僕の中の河童惇といったら、きっとスケベで変へん態たいでスケベな人物かと思っていた。目の前の爽さわやかな好青年とはどうしても一いつ致ちしないのだ。

「君の方こそ意外だよ。河童惇って、その、もっと個こ性せい的てきな人かと思っていたよ」

「そうかな。あのゲームの女性アバターは最高だからね。特に武ぶ器き屋やの娘は最高に萌もえるよ。ブッヒッヒ」

　完全に一致した。爽やかな顔でここまで邪よこしまな笑みを浮うかべられる人間を、僕は初めて見る。

「俺は武器屋の看板娘に似に合あう、最高の花はな嫁よめ衣い装しようを買ってあげたいブヒー」

　ゲーム中ならともかく、リアルでブヒーの語ご尾びを聞くと衝しよう撃げきが凄い。

　どうやら彼は二次元の女子にしか興きよう味みがない残念なイケメンのようだ。こんなにイケメンなのに……なんて残念な人なんだ。

　遥はるか遠い愛の彼方かなたを見つめながら、少年は夢ゆめを語る。

「俺おれ、この戦いが終わったら看かん板ばん娘むすめちゃんと結けつ婚こんするんだ」

「あ、うん……」

　僕にはできなかった……頑がん張ばれの一言がどうしても言えなかった。

「そう言えば、俺って七大罪セブン・ギルテイのどんな役やく割わりになるんだろう。看板娘ちゃんの夫に相応ふさわしいよう、できるなら格かつ好こう良いポジションがいいなぁ」

　そう言って凄すご井い君は目をキラキラと輝かがやかせた。うっ、言いにくい。色しき欲よく担たん当とうなんて言ったらションボリして同どう盟めいを辞やめてしまうかもしれない。

「俺、どうせなら格好良い憤ふん怒ぬとかのポジションがいいな」

　なんと、そこは憤怒である僕のポジションじゃないか！

「そ、そこは僕のポジションだよ。淒井君には他の凄すごいポジションを用意してるから！」

　僕の説得に、彼の表ひよう情じようから笑みが消えた。シリアスな顔になり、凄いプレッシャーを発する。

「芝しば居い君、勘かん違ちがいするなよ。俺はスカイメロディを認みとめたから配下になったけれど、君の下に付いた覚えはない」

　その眼がん光こうの鋭するどさに僕は思わず「うほっ」となった。彼もまた一流の戦士、スカイメロディの色いろ香かに惑まどわされたとはいえ名めい将しようとしてのプライドがあるのだろう。

　僕はプレッシャーに負け、ついつい転んで鞄かばんの中身をぶちまけてしまった。うう、なんて情なさけない僕。

「ごめんよ芝居君。別に脅おどかすつもりはなかったんだ」

　そう言って凄井君は散らかった鞄の中身を拾ってくれた。そして、あるブツを見つけ石化したように固まった。

「こ、これは」

　淒井君が手に取ったものを見てみると、それは天あま音ね先せん輩ぱいからもらったエロマンガ『ハレンチＺ』だった。そう言えば家で隠かくし場所が思い当たらず、未いまだに鞄の中に入れていたのだった。一時期は家か宝ほうにしようとさえ思ったけど、冷静に考えればないなーと思いました。

「エロマンガの中にはロマンがある。芝居君、君も俺と同じロマンチストだったんだな」

　凄井君はこれ以上ない笑顔で僕に握あく手しゆを求めてきた。一人の男が、友として認めてくれた握手だ。

「友よ、我わが背せ中なかを守る盾たてとなってくれ。俺は君の剣けんとなり、君の敵てきを一人残らず殺すだろう」

「分かった。僕は君を守る盾となり、君のあらゆる痛いたみを引き受けよう」

「俺たちは生まれた時は違えど、死ぬ時は一いつ緒しよだ！」

　僕らの固い友ゆう情じようの結成に、廊ろう下かで見ていた生徒達から拍はく手しゆが起こる。

　これが後に語られる、桃色ピンクの誓ちかいである。

　この感動的な流れなら、言えるかもしれない。彼は嫌いやがるかもしれないけど、僕的には彼に是ぜが非ひでも色欲担当でいてほしいのだ！

[image: ]

「淒すご井い君。君は七大罪セブン・ギルテイの、アスモデウス担たん当とうでどうだい？」

「おお、なんか格かつ好こう良い名前だね」

　彼は指をパチンと鳴らし、

「気に入ったよ。これから俺おれは七大罪セブン・ギルテイのアスモデウス・河童かつぱ惇とんと名乗ろうじゃないか！」

　とてもアスモデウスが色しき欲よくを司っているとは言えませんでした。
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　さっそく新生七大罪セブン・ギルテイの第一回会議だ。

　ヘタレの忠ちゆう太た、伝説の生徒会長、スーパーイケメン凄井、おじいちゃん先生というのは世を忍しのぶ仮かりの姿すがただ。

　今、この旧きゆう校こう舎しやの部室で円えん卓たくを囲んでいるのは憤ふん怒ぬのシヴァ、傲ごう慢まんのスカイメロディ、色欲の河童惇、そして怠たい惰だのベルフェゴール先生だ。

「これより、七大罪セブン・ギルテイによるディスカッションを始める！」

　ノリノリな天あま音ね先せん輩ぱい。さて、議題は何かと待ち構かまえていたら、

「さて忠太君、次は何をしようか」

　い、いきなり僕に振ふるか。まさかノリだけで会議の内ない容ようとか何も考えていなかったのでは……否いな、そんなはずはない。これはきっと僕を試しているのだろう。

　僕はキリッと起立した。

「我われ々われの残タスクはメンバー確かく保ほ、戦せん力りよく増ぞう強きよう、そして天てん下か統とう一いつの三つですね」

　ゆっくりと話しながら、頭の中で大急ぎで意見を整理する。なんか今の僕って軍ぐん師しっぽいかもしれないぞ！

「まずはメンバー確保について。七大罪セブン・ギルテイを名乗るにはあと三つの罪つみが必要となります。すなわち強ごう欲よく、暴ぼう食しよく、嫉しつ妬との三つです」

「うむ。各自信しん頼らいできるものがいたら声をかけてくれたまえ」

　僕としては幼おさな馴な染じみの汐しお川かわ姉妹を勧かん誘ゆうに失敗した以上、他に心当たりはなかった。

「戦力増強に関しては毎日カードを必ず買うこと、同どう盟めい国こくを増ふやすこと、資し金きんを調達して軍資金を増ふやすことでしょうか」

「うむ、ここまで私の方で反はん論ろんはない。他の者も無いな？」

　天あま音ね先せん輩ぱいの言葉に、他の各メンバーも頷うなずく。ベルフェゴール先生なんて「ほえ？」と天然キャラっぽい萌もえ台詞ぜりふを呟つぶやいていた。本当に話を聞いているのだろうか……怪あやしい。

「最後の天下統一についてだけれど……芝しば居い君。君はどこの国に攻せめる？」

　今度は凄すご井い君が聞いてくる。

「うーん。以前にダガーベルを退しりぞけたけれど、奴やつに追い打ちをかけるべきだと思う。彼はやがて力を付け、僕らにとって大きな禍わざわいとなるだろう」

「しかし芝居君。国取りは防ぼう御ぎよよりも攻めが圧あつ倒とう的てきに難むずかしいゲームブヒよ」

　凄井君は攻めの難しさを説明してくれる。

「行軍による兵ひよう糧ろうの消費、拠きよ点てんの確かく保ほ、攻めに時間を食えばその間に自分たちの城を他プレイヤーに狙ねらわれてしまう危き険けんもあるブヒ。特に敵てきが難なん攻こう不ふ落らくの城に籠ろう城じようでもした日には、攻こう略りやくするのはかなり難しいブヒ」

　何度もブヒという語尾を聞くと違い和わ感かんが半はん端ぱないが、スルーだ。ここは気にしたら負けなんだブヒ！　ああ、語尾が移うつってしまったブヒー。

　僕が苦く悩のうしていたら天音先輩が口を開く。

「確たしかにゲーム中では先手必敗という格かく言げんがあるくらい、このゲームでは防御有利となっている。もし攻めるなら我々三人で総そう攻こう撃げきをして、短期決戦に持ち込こむしかないな」

　大だい規き模ぼな戦争を経けい験けんしたことがない僕には実感は湧わかないが、ワロスでは防御有利のバランスらしい。

　先輩の言葉に凄井君が頷く。ベルフェゴール先生はおいしそうに麦茶を飲み煎せん餅べいを食べていた。

「だけど先輩、今は戦えないんじゃ」

「その心配はいらない。明日になれば私の縛しばりプレイも解かい除じよされる」

「ま、まさか！」

「ついに王の称しよう号ごうを手に入れる時が来たのだよ。今は早くその効こう果かを試したくてうずうずしている」

　先せん輩ぱいは凄すごく……嬉うれしそうだ。

「不ふ眠みん王おうの対となる称号だ。全パラメータが激げき減げんするぐーたら姫の称号で二百時間連続プレイすることで得られる称号。その名も眠ねむりの姫ひめ君ぎみ！」

　どうやらアバターの性せい別べつを女性にしている場合、王の称号は姫の称号と名前が置き換かわるようだ。

「ぐーたら姫でいる間は戦力外なのでかなり危き険けんだったが、取しゆ得とく条じよう件けんが困こん難なんだからこそリターンも大きいと期待している」

　なるほど。ぐーたら姫とは仮かりの姿すがただったのだ。

　やっぱり先輩は凄すごい！　今までたまに先輩はダメ人間じゃないかとか、ドジっ子じゃないかと疑うたがっていたが全て杞き憂ゆうだったのだ！

　せ・ん・ぱい！　せ・ん・ぱい！

「はっ！」

　気が付けば僕は先輩を讃たたえるダンスを踊おどっていた。

　天あま音ね先輩は顔を赤くして伏ふせ、淒すご井い君は「保ほ健けん室しつ行くか？」と迫はく真しんに満ちた声で心配し、ベルフェゴール先生はおいしそうにお茶を飲んでいた。

　僕は軍ぐん師しとして、キリッとした顔で皆みなに言った。

「他に議題がないようであれば、今日はこれで解かい散さんです！」

　僕はそれだけ言い残し、ダッシュで逃にげた。僕はヘタレ、逃げ足だけなら誰だれにも負けない。
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　結局、『天てん下か統とう一いつ部』の残りのメンバーを見つけることができず一日が終わってしまった。

　ゴールデンウィーク直前というこの時期に新たな部活に入りたがる生徒は少なく、時期が悪かったかもしれない。

　今日も一日、ずっとワロスをプレイして疲つかれた。疲ひ労ろう感かんもあり、少し早い時間だったが僕はベッドの上で横になると速そつ攻こうで眠ねむりについた。

　このまま朝まで、たっぷり寝ねるつもりだった……早い時間に就しゆう寝しんしたのは不幸中の幸いだったと僕は真夜中に知ることになる。

　幼おさない頃ころから夢ゆめを見る時間が好きだった。ベッドの上、空想の中では僕はどんな自分にもなれた。悪い魔ま法ほう使つかいに捕つかまったお姫様を助ける王子様にだって、イケメンになってハーレムを作ることだってできた。

　ふわふわした夢ゆめの微睡まどろみ。心地よい静せい寂じやくを切り裂さいたのは携けい帯たいのアラームだった。

　初めは聞き間ま違ちがいかと思い、再び夢へと引きずり込こまれそうになる。だが、眠ねむりの際きわに僕は確たしかに二度目のアラームを聞いた。

（眠い……もう朝なのか？）

　しかし辺りを見回すが暗くら闇やみ一色。頭は朦もう朧ろうとし、瞼まぶたは重い。

　慌あわてて時計を確かく認にんしたら夜中の三時だった。

（なんて時間帯だ。眠すぎる）

　今まで見ていた夢がなんだったかを漠ばく然ぜんと考えながら、僕は携帯に何気なく目をやる。





　敵てき軍ぐんが近づいています！　到とう着ちやくまであと十五分です。






　思わず目を見開きディスプレイを覗のぞき込こむ。

　続いて聞こえてくる鈴すずの音ね。

　急速に鼓こ動どうが早くなり、脳のうが覚かく醒せいしていく。

　奴やつだ……ダガーベル。

　僕が奴への憎にくしみを募つのらせていたように、奴もまた僕への因いん縁ねんを忘わすれていなかったのだ。この前の借りを返そうと、僕らに隙すきができるのを見み張はっていたのだ！

「これは寝ねている場合じゃないぞ！」

　僕はまだ寝ぼけていた自分に喝かつを入れる。

　なんというタイミングの悪さだろう。明日には三人でダガーベルを攻せめようとした矢先に、奴の方から僕に攻め込こんでくるとは。

　しかし僕の心は猛たけっていた。ダガーベルは因いん縁ねんの相手。前は奴の操あやつる甘かん寧ねいに手も足もでなかったが、今の僕はあの頃ころとは違ちがう。叶かなうなら一対一で雪せつ辱じよくを果たしたいと思っていた。

　天候は暴ぼう風ふう雨う。ワロスで初めて経けい験けんする悪天候の戦だ。

　鈴の音と共に、訓練された兵士たちが押おし寄よせてくる。

　負けじと僕もカードを構かまえる。切り札である司し馬ば懿い仲ちゆう達たつのカードを出すのは後だ、まずはコストの低い武ぶ将しようカードで相手の出方を窺うかがう！

　ミラクルレアカードを持たない僕でも、カードの使いどころさえ間ま違ちがわなければ遅おくれは取らないはずだ。

　来い、ダガーベル。

　お前の鈴の音を、止めてやる！













　【第五章】　へたれに響く鈴の音







　うう、眠ねむい。

　瞼まぶたが重いとはよく言ったものだ。確たしかに今の僕は瞼を開けることさえも苦く痛つうだった。

『ね、寝ねちゃ駄だ目めです領りよう主しゆ様！　寝たら死んでしまいます！』

　僕の入力が途と切ぎれる度に、必死にムスメが僕に喝かつを入れてくれる。戦い中に寝ることだけはあってはならぬのだ。

　戦場には悲鳴が木霊こだまし、また一人兵士の命が果てる。あれから三時間ほど戦っているが、プレイヤーも兵士もお互たがい疲ひ労ろうしきっていた。

　悪天候の中、もはや戦せん術じゆつは大きな意味を持たなかった。互いの策さくを弄ろうする余よ地ちがない乱らん戦せんだったからこそ、経けい験けん豊ほう富ふなプレイヤーであるダガーベルと渡わたり合えていたのかもしれない。

　敗走の選せん択たく肢しもあった。だが敗走による兵力減少のペナルティは痛いたいし、何よりも憎にくき相手を前に「はい、そうですか」と敗走できるかー！

　もはや意地と意地の泥どろ仕じ合あいだった。互いに戦力を大きく消しよう耗もうして限げん界かいが近い。

　チュンチュン……ああ、小鳥さんの鳴き声が聞こえる。ワロスの世界とは違ちがい、リアルの世界は快かい晴せいのようだ。眩まぶしいぜ……太陽サン。

　さすがに停戦をして、一時間だけでも寝た方がいいかもしれない。冷静になってくるにつれ、僕は平日に徹てつ夜やしてしまった自分の愚ぐ行こうを後こう悔かいした。

「これ以上戦いを続けてもお互いの利にならない。ここはひとまず停戦しないか？」

　僕の呼びかけに、ダガーベルの動きも止まった。彼だってこの戦争に疲つかれているのだろう。

　いつものオラオラ系けい口調で反はん論ろんが返ってくるかと思ったが、意外にも素す直なおな返事が返ってきた。

『うん』

　きっとダガーベル氏も眠いのだろう。一ひと晩ばん中じゆうの戦いを経へて、相手への憎しみは勿もち論ろんあるのだが、不思議と相手の力量も認みめめているのだから不思議だ。

『あの、さ。芝しば居い』

　急にダガーベルはモジモジしながら話しかけてくる。そう言えば初対面の時、僕はシヴァではなく芝居忠ちゆう太たと名乗ってしまったのを思い出した。急に本名で呼よばれるのは恥はずかしい。

『ゲームの中でなら、素直に言えるかもしれない』

　おや、いつもオラオラ系な彼には珍めずらしく殊しゆ勝しような態たい度どだ。

『私はさ、今までこうして夜よる遅おそくまで遊ぶ友達がいなかったの。だから、芝居と長く遊べて楽しかったわ』

　これも徹てつ夜やのテンションのなせる技わざかもしれない。急にダガーベルが女言葉を喋しやべり出したのだ！　そしてそれだけではない。ダガーベルは赤面したのちに、確たしかな言葉で言った。

『その……私はお前のことは嫌きらいじゃないよ。いや、結けつ構こう好きかもしれない』

　あーっ！

　思わず眠ねむ気けがぶっ飛んだ。これは先日にネカマをした罰ばつだろうか。ダガーベルはそっち系けいの人だったのだ。

「ひぃぃ」

　僕はお尻しりを押おさえながら、ワロスからログアウトした。これはやばい、やばいぞ。

　楽しいソーシャルゲームがお尻が痛いたい『ソーシャル・ゲイ夢む』になるのだけは避さけたいところだ。

「ひぃぃ」
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　気を抜ぬけば深い眠ねむりに落ちてしまいそうな、そんな危あやうい気持ちで僕は学校に着いた。

　朝の通学電車で居い合あわせた小こ梅うめが心配げに僕を見る。

「ちゅーた、凄すごく眠そうだけど大だい丈じよう夫ぶ？」

　うう、徹夜でゲームをしていたからと言ったら彼女はどんな顔をするだろうか。

「へへっ。ちょっと異い世せ界かいでのトラブルがあってね」

　僕は弱弱しく笑う。徹夜により体はボロボロだが、意外と頭はハッキリしている。朝のホモォ発言でかなり意い識しきが覚かく醒せいしたようだ。

　教室前で小梅と別れると、今度はクラスメイトの淒すご井い君が話しかけてくる。

「おはよう、芝しば居い君」

　キラキラと光るイケメンスマイル……この笑顔、もしかして僕を狙ねらっているのだろうか。

　うう、朝の恐おそろしい告白のせいで、身近な誰だれもがそっち系の人に見えてしまう。

　僕は眩まぶしい彼の笑顔から瞳ひとみをそらし、お尻を両手でカバーした。

（いや、仲間を疑うたがうなんてダメだ！　凄井君は二次元の女子にしか興きよう味みがない正せい常じような男子なんだ！　決して僕を狙ってなんかいるはずがない）

　そんな疑ぎ心しん暗あん鬼きに過すごした午前も終しゆう了りよう。

　平和な昼休みがやってきた……そう思っていたら女子が話しかけてきた。

「お、おい。ちょっといいか？」

　おお、知らない女子の声。ついに僕にもモテ期到とう来らいか！

　足元まで伸のびた長いスカート……全くサービス精せい神しんがないじゃないか！　僕は思わず喝かつを入れたくなったが、相手の顔を見てやめた。

　口元はマスクで覆おおっている。手には長い竹刀しない、鋭するどい目つき……スケ番さんだ！

　まさか竹刀を持ってるとは……小こ梅うめのボクシンググローブといい、この高校はちょっと自由すぎると思う。

　ここはワロスの世界かと思うほど恐おそろしい展てん開かいだ。スケ番風な彼女は少し照れたような口調で言う。

「ちょっと屋上まで顔貸かしな」

　ま、まさか告白だろうか。それとも、リンチという奴やつだろうか。

「あ、あの。どういうご用よう件けんで？」

　屋上に連れて行かれる前に、せめて告白かリンチかの判はん断だんくらいはしたいものだ。

　スケ番風の少女は僕の前で鈴すずを取り出し、チリーンと鳴らした。

「こういうこと……だから」

　彼女は今の行こう為いで何かを成し遂とげたつもりなのか、非ひ常じように満足気だった。

　さ、さっぱり分からん。これが女の世界という奴か。

　もしかして先ほどの鈴は開戦を知らせるゴングだったのでは……。そう考えれば全ての辻つじ褄つまが合う！

　こんな時は同どう盟めいの力を借りるべきだ。僕はチラリと凄すご井い君の方を向いた。

「ぴゅ、ぴゅーぴゅぴゅー」

　なんと、凄井君が凄く慣なれてない口笛を吹ふこうと必死だ！　もしかして彼は凄く薄はく情じようなのでは……凄井くぅぅぅん！
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　そして屋上。

　どんな恐ろしい不ふ良りよう集しゆう団だんが僕を待ってるのかと身み構がまえたが、屋上には誰だれもいなかった。僕ら二人きりだ。

　ま、まったく次の展てん開かいが読めない。とりあえず下した手てに出るのがヘタレ流だ。

「あの、お名前はなんでしたっけ？」

「管かん野の寧ね々ねだ」

「す、すんません」

　名乗り返してくれただけなのに、ついつい謝あやまってしまう。しかし怖こわい外見とは裏うら腹はらに可か愛わいい名前だ。よく見たら眼め鼻はな立だちもいいし、案外マスクを外して笑えば可愛い女の子かもしれない。

「寧々ちゃんていうのか。可愛い名前だね」

「ちゃ、ちゃん付けすんじゃねえ！」

「す、すいまそん」

　そう言って寧ね々ねは竹刀しないでベシベシと床ゆかを叩たたいた。もしかしてこれは照れ隠かくしなのだろうか……怖こわすぎる。

「お前に聞きたいことがある」

　寧々はまっすぐ僕を見つめて言った。ま、まさか！

「うーん。彼女ならいないけど、気になってる人はいるかな。あっ、気になるといってもまだ盟めい主しゆとヘタレの関係だからね。他人以上恋こい人びと未満ていうのかな。モジモジ……」

　そんな僕の思春期な心を華か麗れいにスルーして、胸むな元もとから黒光りする何かを取り出す。

　まさか、拳けん銃じゆう？　まさかヘタレ罪ざいで射しや殺さつされてしまうのか！

「ひぃぃ、どうかお許ゆるしを！　まだ彼女とチューもしてないのに死にたくないでやんす！」

　思わず土ど下げ座ざし黒歴史確かく定ていの告白をしてしまう。だが、数秒待っても銃声は聞こえなかった。勇気を出してチラッと目を開くと寧々は黒い携けい帯たい電でん話わをいじっていた。

　寧々は一いつ瞬しゆん石化したが、すぐに見なかったことにして言った。

「は、早く準じゆん備びしろよ。今け朝さの続きをしようぜ」

　彼女はそう言って、僕に何かを期待してくる。うう、さっぱり分からない。今朝といったらダガーベルとひたすら戦ってた覚えしかない。

　待てよ、鈴すずの音ね？　そう言えば寧々は鈴を鳴らしていた……まさか。

「おい、もしかして今やっと気づいたのかよ。私を男だと思っていたのか？　アバターの性せい別べつとプレイヤーの性別は、必ずしも一いつ致ちする訳わけじゃないだろ」

　寧々が初心者を見るような目で言った。僕はアバターがいかつい男だったからプレイヤーも男性だと思い込こんでいた。目の前にいるスケ番風女子こそが、僕の宿しゆく敵てきダガーベルだったのだ！

「今こそ決着をつけてやる。来い、ダガーベル！」

　ハンドルネームで呼よばれた寧々は急に赤面した。

「や、やめろ。その格かつ好こう良すぎるハンドルネームで私を呼ぶなぁ！　あと、言っておくが、あのダガーマークは発音しない。格好良いための象しよう徴ちようなんだ。私の名前は『ベル』だ！」

　あー、確たしかにあるある。気き障ざなハンドルネームもネット上で呼び合うにはいいんだけど、リアルで呼び合うと無む性しように恥はずかしいんだよね。

　僕は有利を得て調子に乗った。

「ダガーベル。あっ、ごめん。本名で呼びたいんダガー、つい癖くせでダガーベルと呼んでしまうんだ。だから許して欲ほしい鮮血の貴公子ブラツデイ・サイオンさん」

「くっ、ハンドルネームはやめてと言ってるのに……ひ、ひどい」

　意外と豆とう腐ふメンタルなのか、寧々は早くも涙なみだ目めだった。

「こ、これ以上私を格好良い名前で呼ぶなら、毎晩お前が寝ねてる間に夜や襲しゆうをかけるぞ！」

　なんて恐おそろしい。そんなことされたら睡すい眠みん不ぶ足そくで僕の生活は崩ほう壊かいだ。

　それに第三者が聞いたら夜よ這ばいと誤ご解かいされかねないことを大声で言う。勘かん弁べんしてよ、と思って屋上の入り口を見たら顔がん面めん蒼そう白はくの天あま音ね先せん輩ぱいがいた。

（せ、先輩！）

　まさか凄すご井い君が援えん軍ぐんとして天音先輩を呼んできてくれたのだろうか。だとしたら物もの凄すごい間の悪さだ！

　こ、これは誤解されたらまずい。

「そ、それだけはやめてくれ。僕にだって生活ペースというものがある！」

「昨夜は……あれだけ激はげしいアタックを私にしてきたのに。一ひと晩ばん経たてばもう情じよう熱ねつはなくなってしまったのかよ！」

　や、やめてくれええ。

　遠く、天音先輩から氷点下の視し線せんが突つき刺ささる。

「お、おい。そんな言い方をしたら……。……って、ち、違ちがうんです先輩。これはこのスケ番が勝手に変な風に言ってるだけで僕はまだ魔ま法ほう使つかいになる道どう程ていを歩んでいて……」

　僕のスケ番という言葉がショックだったのか、寧ね々ねは雷かみなりに打たれたように黒こげになった。

「わ、私はスケ番じゃない。武ぶ将しようだ！　呉ごの武将、甘かん寧ねいの生まれ変わりだ！」

　武将と来ましたか……最近の女子高生の考えることは分からん。しかし何ど処こからどう見ても、僕にはスケ番ぽい女子高生にしか見えないぞ。

「本当にスケ番じゃないの？　竹刀しないを持ってるし」

「これは私の魂たましいだ。片かた時ときも離はなさない！」

　いや、授じゆ業ぎよう中ちゆうとかは離して欲ほしいものだ。怖こわいし。

「だってスカート長いし」

「み、短いスカートをはいてパンツが見えたらどうするんだよ！　お嫁よめさんに行けなくなるだろバカヤロー！」

　お、お嫁さんと来ましたか。意外と乙おと女めな単語に僕は衝しよう撃げきを受けた。

「そのマスクは？」

「か、花か粉ふん症しようなんだよ。へーっくし」

　そしてタイミング良くクシャミする寧ね々ね。もしかして彼女は三さん国ごく志しヲタクが行き過すぎただけの誤解されやすい女の子なのだろうか？

　チロリロリーン！

　その時、突とつ然ぜん携けい帯たいから吉きつ報ぽうを告げるファンファーレが鳴り響ひびいた。僕だけじゃない、寧々の携帯からも、そして屋上の入り口にいた天音先輩と淒井君の携帯も鳴り響いた。

「どうして一いつ斉せいにファンファーレが。まさかワロスプレイヤー全員に対するイベントが起きたのか？」

　慌あわててディスプレイを確かく認にんすると、次のようなアナウンスが出ていた。





　時期イベントが発生しました！




　イベント名　『最強武ぶ人じん・呂りよ布ふを討うて』

　今から三十分以内に、虎こ牢ろう関かん付近に出しゆつ現げんした呂布軍をやっつければ戦せん闘とうに参加しているプレイヤー全員にレアカードが与あたえられます！　尚、とどめの一いち撃げきを刺さしたプレイヤーにはミラクルレアカードが与あたえられるので皆みなさん奮ふるってご参加ください。


ワロス運うん営えい本ほん部ぶ








「ミラクルレアカードだってぇぇ！」

「キャー！」

「ブヒヒぃぃぃぃ！」

　同時に寧ね々ね、天あま音ね先せん輩ぱい、凄すご井い君が叫さけぶ。完全にリアクションを取るタイミングを逃のがしてしまった僕は、

「き、きたー」

　と一人で遅おくれてガッツポーズを取ることになった。

　天音先輩が誰だれよりも早く腕うで時ど計けいを見る。

「タイムリミットは昼休みいっぱいということか。前回の時期イベントの難なん易い度どから推すい測そくするに、今回の呂布も相当なパラメータの持ち主だろう」

　どうやら今回はワロスが用意したイベントの第二弾だんのようだ。凄井君が当時のイベントを思い出したのか、楽しそうな目で語る。

「前回の時期イベントはやばかったですよね。まさか体力が残り一割わりになったら援えん軍ぐんが出しゆつ現げんするなんてビックリでしたよ」

「あー、あれは流石さすがの私も目が鱗うろこだったぜ！」

　寧々も楽しそうに会話に加わる。なんだこの流れは……あんたら友達か！　というか、目が鱗っておかしいだろ、目から鱗じゃないのか！

「いやー、あの時はマジでビックリーニョでしたブヒー」

「ふっ。私もあの時ばかりは死を覚かく悟ごしたものさ」

「だよな！　私もショックで三日は寝ねれなかったぜ！」

　うっ……みんなワイワイしているのに会話に入れない寂さびしさよ。

　仕方なく僕は一人でおにぎりを食べることにした。もぐもぐ……へへっ、今日はしょっぱい涙なみだの味がするぜ、具もないし。

　しかし寧々も天音先輩たちも一流の武ぶ将しよう。馴なれ合いで共きよう闘とうする気はないようだ。

「初めに言っておくが、私の邪じや魔まだけはするんじゃねーぞ。良いか、あくまでも一時休戦だからな」

　場に緊きん張ちようが走る寧ね々ねの一言。天あま音ね先せん輩ぱいも不ふ敵てきな笑みで応おうじる。

「当然だ。今は呂りよ布ふを倒たおすという共通の利があるからお互たがいに手を出さないだけ。このイベントが終われば、私たちはまた敵てき同どう士しだ」

　おお、二人の間でバチバチと火花が飛んでいるようだ！

「私は虎こ牢ろう関かんの南側から攻せめる！　連れん携けいしたければ、勝手に私に合わせることだな！」

　寧々がかなりウキウキしながら携帯をいじり始める。言うが早いか、彼女は鈴すずを鳴らしながら赤せき兎と馬ばと呼ばれる高レベルの馬に乗って駆かけだした。

　負けじと天音先輩もやってきて指し揮きを執とる。

「七大罪セブン・ギルテイはみんな虎牢関の西側に集合だ！　ターゲットを逃にがすなよ」

「あいあいさーブヒー」

　イケメン淒すご井い君のブヒーという語ご尾びに、寧々が怪け訝げんな表ひよう情じようをした。

　屋上で四人が集まりひたすら携帯をいじっている……外から見れば異い様ような光景だったかもしれない。僕は先輩の携帯についたタヌキのストラップを見て、ちょっと誇ほこらしい気持ちになる。

「さて、出しゆつ陣じんだ！」

　天音先輩の絶ぜつ影えい、凄井君の的てき盧ろという名の軍馬、ともに一流の馬だけあって凄すごい勢いきおいだ。

「だ、ダメポ丸。もっと早く走ってくれー」

　僕はあっという間に三人に後れを取ってしまった。うっ、寂さびしい。

　しかし時間は待ってくれない。制せい限げん時じ間かんが少ない今、七大罪セブン・ギルテイのメンバーも僕の行軍に合わせている余よ裕ゆうはない。「待ってくれー」だなんて情なさけない言葉だけは口が裂さけても言わないぞ。

　離はなれていく皆みんなとの距きよ離り。残り少ない制限時間。

　僕は焦あせっていた。悔くやしいけれど僕は淒井君や寧々と比くらべても大きくワロスの経けい験けん値ちに後れを取っている。

（役に立ってみせる……僕は先輩の前で良いところを見せて、頭を撫なでてもらうんだ！）

　僕が戦場に到とう着ちやくする頃には、既すでに虎牢関は激げき戦せん区くとなっていた。

　それは乱らん戦せんと呼よぶに相応ふさわしい混こん沌とんの戦場だった。

　ミラクルレアカードに魅み入いられたプレイヤーが次々と集まってくる。まるで蜘く蛛もの糸に群むらがる地じ獄ごくの罪ざい人にんたちのようだ。

　現げん場ばでは無数のメッセージダイアログが開いては消える。

『呂布を倒せー。ありったけの兵力を注ぎ込むんだぁ！』

『やられたー』

『一いち撃げきでもダメージを与あたえたら深追いはするな！　あとは他プレイヤーに任まかせてしまうんだ』

『背はい後ごには気を付けろ。混乱に乗じて闇やみ討うちをしてくるプレイヤーもいるぞ！』

　もはや誰が誰に話しているかも分からない。僕は途と中ちゆうでメッセージを読むのをやめた。

　この乱らん戦せんの中でも先せん輩ぱいたち熟じゆく練れんのプレイヤーは目立っていて見つけるのが容よう易いだった。

「あれが、王の力を得た先輩」

　スカイメロディのプロフィール名の横には『眠ねむりの姫ひめ君ぎみ』と表ひよう示じされている。彼女はミラクルレアカードの曹そう操そうと共に戦場を鮮せん血けつの赤で染そめている。無数に降ふりしきる矢を全てかわしながら華か麗れいに攻こう撃げきを繰くり出すその様は流りゆう麗れいなダンスのようだ……う、美しい。

「私の王のスキルはプレイ時間よりもオフライン時間の方が長いプレイヤーを一撃死させる『安楽死の棘とげ』。上級者には効きかないのが口くち惜おしいが、中級プレイヤーに対しては絶ぜつ大だいな威い力りよくを誇ほこるだろう」

　なんというチート能のう力りよく！　スカイメロディの飛ばす針はりに触ふれた者は眠りに就く、決して覚めることのない永えい遠かんの眠りに。これが天音先輩の能力、眠りの姫君。

「私の鈴すずを聴きけぇぇ！」

　一方、ダガーベルは対たい称しよう的てきにかなり豪ごう快かいな戦い方だ。いくらかの攻撃を受けても、怯ひるまずに持ち前の根こん性じようで殴なぐり続ける。スカイメロディはスピードに特化し、ダガーベルは攻撃と防ぼう御ぎよに特化しているようだ。攻撃をするたびに鳴る鈴の音ねを聞くとテンション上がるね。

　そして河童かつぱ惇とんは……意外とせこくコソコソと遠くから弓を射いては逃にげ回っている。けれど彼を取り巻く美び少しよう女じよ兵へい団だんのせいで異い様ように目立っている。

「僕だって……やってやる！」

『領りよう主しゆ様、頑がん張ばってー』

　背はい後ごでムスメが応おう援えんをしてくれた。

　このイベントにおいてレアカードを取得する条じよう件けんは一撃でも呂りよ布ふにダメージを与あたえること。僕の弓の精せい度どではとてもじゃないがこの乱らん戦せん下かでは無理だろう。他の武ぶ将しように当たって余よ計けいな恨うらみを買うイメージしか湧かない。

　多少リスクを冒おかしてでもこの乱戦に身を投じる必要がありそうだ。一撃だけ呂布に斬ざん撃げきを与えて離り脱だつ、それが今の僕にできる最さい善ぜんの策さくだろう。

「よし、匍ほ匐ふく前ぜん進しんだ！」

　僕は階かい段だんを上る女子高生のスカートを覗のぞこうとするおっさんが如ごとく、地を這はいながら呂布の元へと目指す……のだが一いつ瞬しゆんにして数人に踏ふまれて致ち命めい的てきなダメージを受けてしまった。

「や。やめてくれー。僕を踏まないでくれー」

『りょ、領主さまー！』

　ああ、僕の歴史はこんな情けない最期を迎むかえてしまうのだろうか。どうせ踏まれるなら女王様的なプライドの高いお姉さんに踏まれてみたかった……！

　しかしもうダメかと思われた瞬間、僕の周りの兵が一瞬にして吹ふっ飛んだ。そして聞こえてくる鈴の音。

　見上げると寧ね々ねが操あやつるダガーベルの姿すがたがあった。

「か、勘かん違ちがいするなよ。私はレアカードを手に入れるための戦力が惜おしかっただけなんだからな」

　僕は深い感動を禁きんじ得なかった。

「ツンデレさんだ……。まさか現げん実じつにこんな分かりやすいセリフを言う人がいたなんて！」

　僕の台詞せりふに顔から火が出たように赤くなる寧ね々ね。おお、まさかもうデレが！

「お前、絶ぜつ対たいに何か勘違いしてるだろ……バカ」

　寧々が僕を睨にらんだ。ふぅ、もう攻こう略りやくを終えてしまうとはな……。

「流石さすがはワロスのイベントだぜ。難なん易い度どがぶっ飛んでる、このままじゃ時間切れだ」

　この大人数で総そう攻こう撃げきを仕し掛かけてもタイムリミットには間に合わないかもしれない。寧々は熟じゆく練れんの戦せん闘とう経けい験けんからそれを感じ取っているのだろう。

「ここは諦あきらめるのも選せん択たく肢しの一つだぜ。無理して戦死しないようにするんだな」

　それだけ言い残して寧々は再び呂りよ布ふの元へと特攻をかける。自分はこの乱らん戦せん下かでも死なないという自信が彼女にはあるのだろう。

『領りよう主しゆ様。ここはダガーベルの言うとおり諦あきらめるのも手だと思います』

　ムスメも控ひかえめな態たい度どで進言する。

　確たしかに残り少ない制せい限げん時じ間かんに対して呂布のライフゲージはまだ余よ裕ゆうを残している。このままでは僕たちの敗北は必至だとムスメも考えたのだろう。

　僕は小さなプライドと僅わずかな勝機を天てん秤びんにかける。

　敗北が見えた戦いをしてはいけない。これは先の敗北で得た教訓だった。

「分かったムスメ。僕は無理をせずここでジッとしているよ」

　僕が平和的な決けつ断だんに身をゆだねたその瞬しゆん間かん、皮肉なことに激げき変へんが起こる。

　このままでは時間切れ、そう誰だれもが思っていた瞬間だった。

　何の前まえ触ぶれもなく、あまりにも突とつ然ぜんに呂布軍のゲージが急きゆう激げきに減へったのだ。

　見み間ま違ちがいかと思う程ほどの、一瞬での大おお幅はばなライフゲージ減げん少しよう。

　続いてもう一度、もう二度と呂布のライフゲージが減っていく。何者かが圧あつ倒とう的てきな攻撃力で呂布を攻撃しているようだ。

『あ、あれは不ふ眠みん王おうだ』

　誰かが叫さけんだ。

（不眠王。倒すべき敵てき。天あま音ね先せん輩ぱいが認みとめた強敵）

　僕は微かすかな嫉しつ妬とと共に、敵の姿を探さがす。叫びの先に奴やつがいた。

　それは一見、巨きよ大だいな真しん紅くの鉄の塊かたまりのように思えた。

　全身を金きん属ぞく鎧よろいで覆おおっている。重じゆう厚こうな兜かぶとで遮さえぎられた表ひよう情じようからは何も読み取ることができない。両手にはそれぞれ身の丈たけほどもある大たい剣けんを容よう易いに動かし、敵を圧倒している。時折懐ふところから取り出す黄金のカードは例外なくミラクルレアカードだ。

　あのグレートソードは本来両手で扱あつかうべき重たい剣けんだ。それを片かた手てで、しかも二刀流ダブル・ハーツで扱うとはどんなパラメータを有しているのだろうか。

　不ふ眠みん王おうは他プレイヤーとは比ひ較かくにならない圧あつ倒とう的てき戦力で呂りよ布ふ軍にダメージを与あたえている。近くにいたプレイヤーを巻まき添ぞえにし、災さい害がいと称しようして過か言ごんではないその様はまさに暴ぼう風ふう雨うだった。

『敵を殲せん滅めつせよ、張ちよう飛ひ！』

　右手に持ったミラクルレアカードから張飛が出しゆつ現げんする。

『敵を薙なぎ払はらえ、関かん羽う！』

　左手のミラクルレアカードからダンディな髭ひげがトレードマークの軍神が現あらわれる。

　それだけじゃない。両手でさらにカードを補ほ充じゆうしたかと思うと、信じられない速度で新たなるミラクルレアカードを繰くり出してくる。

『逆さからう者には悲ひ痛つうな死を、劉りゆう備び！』

　魔ま法ほう陣じんから繰くり出される蜀しよくの総そう大だい将しよう。

　続けてもう一枚まいのカードから出現したのは、三国一の軍ぐん師しと名高い伝説の人物だった。

『我われに勝利をもたらせ、諸しよ葛かつ亮りよう！』

（あれが、司し馬ば懿い仲ちゆう達たつのライバルである諸葛亮孔こう明めい！）

　軍神と名高い関羽、張飛の兄弟、そして蜀の総大将である劉備。三国一の軍師と名高い諸葛亮孔明。

（まさに三さん国ごく志しの最強ドリームチームだ。蜀の黄金メンツにショック！）

　その四名に加え、不眠王による強きよう烈れつな攻こう撃げき。呂布軍は目に見えて戦力が削けずられていく。

「シヴァ、気を付けるんだ。この乱らん戦せんに乗じて襲おそい掛かかってくるプレイヤーもいる！」

　先せん輩ぱいの言葉に僕は我に返る。そうだ、こんな時こそ冷静でいなければ。

「ああ、河童かつぱ惇とんが人ごみに流されていってしまいます！」

「ぶ、ブヒー」

　なんということだ！　僕の仲間が、僕の同どう志しが人の波に吞のまれどこまでも遠くへと運ばれていっている！

「まあ、いいか」

　今は河童惇よりも注目するべきことがある。

　先ほどとは状じよう況きようが一変した。不眠王の圧倒的な攻撃力があるなら、このイベントは成功の可か能のう性せいが高い。ならば、僕も乱戦に乗じて一撃でも呂布にダメージを与あたえてレアカードをゲットしなければならない。うまくいけばとどめの一撃を与えてミラクルレアカードをゲットできるかもしれないのだ。

（いくぞ！）

　僕は覚かく悟ごを決め、制せい止しする先輩を振ふり切り呂布の元へと足を運んだ。

　四方八方で矢が行き交う混こん沌とんの戦場。僕は防ぼう御ぎよを固めながらゆっくりと呂布の元へと進軍する。

（もっと、もっと近くに）

　他プレイヤーが放つ攻こう撃げきは多少食らっても問題はない。だが、問題は不ふ眠みん王おうだ。奴やつの攻撃にかすりでもすれば一いつ瞬しゆんで命を持って行かれそうだ。

「今だ！」

　奴が前方の呂りよ布ふ軍に向かい、蜀しよくの武ぶ将しようたちと一いつ斉せい攻撃を仕し掛かけたタイミングに乗じる。あの重たい大たい剣けんでは、攻撃後に一瞬の間が空くはずだ。

「うおおおお！」

　僕は己おのれの恐怖を打ち消すために叫さけび、走る。死を覚かく悟ごしての突とつ撃げきはこのゲームをプレイしてから初めてだった。

　不眠王の攻撃によろめいた呂布目がけて、僕は突撃する。召しよう喚かん時じ間かんを計算し、ジャストのタイミングで召喚を行う。

「いでよ、我わが分身となる軍ぐん師し、司し馬ば懿い仲ちゆうたっ」

　しかし召喚が終わる前に、僕は右側面から激はげしい攻撃を受けて吹ふき飛ばされる。ライフゲージが大きく減げん少しようするが、不眠王の一撃ほどではない。見上げるとスカイメロディがいた。

「蛮ばん勇ゆうは己の身を滅ほろぼすぞ。かの王の力を侮あなどるな」

　見上げると僕が数秒後にいたであろう位置が地面ごと削けずり取られている。不眠王には攻撃後の隙すきなどない。攻撃を終えたと思った次の瞬間には更さらなる一撃が発生しているのだ。

　もしあのまま、天あま音ね先せん輩ぱいの妨ぼう害がいなく突撃していたら僕は諸もろに巻まき添ぞえを受けていたことだろう。彼女は僕を攻こう撃げきすることにより、僕を守ったのだ。

　眼がん前ぜんには不眠王の圧あつ倒とう的てきなパラメータが表ひよう示じされる。僕はその信じられない数すう値ちに、思わず声をあげていた。

「す、全てのパラメータがカウンターストップしている！」

　カウンターストップ……通つう称しようカンスト。これ以上カウントが増ふえる余よ地ちがない程ほどに、パラメータが上じよう限げんまで鍛きたえられているのだ。

　いったいどんなプレイをすればこんな化け物じみたパラメータを作れるのだ。文字通り僕とは能のう力りよくの桁けたが違ちがう。

　そして不眠王に近づく事で僕は王が真しん紅くの鎧よろいを身にまとっている理由を知った。それは夥おびただしいほどの返り血だ。王の白しろ銀がねの鎧は返り血で完全な真紅に染そまっているのだ。

　驚おどろくべき情じよう報ほうはそれだけではない。不眠王の名前の横のＩＤ。それはゲームを開始してから七番目の登録者である、ナンバーセブンの文字が輝かがやいている。

「一桁デイジツトナンバー」

　天音先輩と同じ『一桁デイジツトナンバー』。古参プレイヤーにして、勝利のためならば手しゆ段だんを選えらばない狡こう猾かつな集しゆう団だん。

　恐きよう怖ふに支し配はいされた僕に、先せん輩ぱいが凛りんとした声で言う。

「ここは引くぞ。イベントが終わると同時に、この戦場は地じ獄ごくと化す。おそらく、不ふ眠みん王おうによってここにいる武ぶ将しようの命は全て奪うばわれる」

　なんて恐おそろしい。いずれ僕たちはこの最強プレイヤーに勝たなければならないというのか。

　しかし退たい却きやくしようにも、なんとダメポ丸は恐怖で足がすくんでしまっている。オロオロしていると、不眠王と思いっきり目が合ってしまった。

『忠ちゆう太た君！』

　思わずスカイメロディが叫さけぶ。彼女も動どう揺ようしているのか、ワロス内で本名で僕を呼ぶ有様だ。

（ああ……僕死んだー僕死んだー）

　不眠王から見れば僕のパラメータなんてゴミ以下だろう。僕は死を覚かく悟ごし、瞳ひとみを閉とじて祈いのりを捧ささげた。

　しかし、いつまで経たっても攻こう撃げきは来ない。ビビりながらも片かた目めをチラっと開けてみる。

　そこには不気味なほど静かな、硬こう直ちよくした不眠王の姿すがたがあった。先ほどまでの暴ぼう風ふう雨うのような攻こう撃げき態たい勢せいからは考えられない沈ちん黙もく状態だ。

　長き沈黙の果てに、王はたった一言、

『シヴァ……忠太。なぜ、ここに』

　そして僕は信じられないものを目にする。緑色のメッセージダイアログ、これは不眠王から同どう盟めいの誘さそいだ。

　僕はあまりにも意外な申し出に動どう揺ようを隠かくせなかった。

『我われと来い。汝なんじにはその資し格かくがある』

　重じゆう厚こうな小こ手てを身に着けた手が差し出される。

「何な故ぜだ……なんで僕なんだ。ヘタレの僕に、一体どんな価か値ちが」

　僕の問いかけに不眠王は答えない。その不気味な静せい寂じやくに、得体のしれない恐怖が込こみ上げてくる。

　たとえどんなに恐怖に支し配はいされようとも、僕はその手を取る訳わけにはいかない。僕は七大罪セブン・ギルテイのシヴァだ。返事は僕ではなく、天あま音ね先輩がしてくれた。

　彼女は不眠王の重厚な手を矢で弾はじき、鋭するどい口調で言った。

『彼は私のものだ。お前には渡わたさない』

　そのまま一戦が始まるかもしれないと思ったが、天音先輩は不利を悟さとったのかすぐに僕を絶ぜつ影えいに乗せ走り出した。

「我が因いん縁ねんの敵てき、不眠王よ。私たちの決着は再さい会かいの時まで持ち越こしだ」

　通つう常じよう時じならば不眠王の圧あつ倒とう的てきスピードの前で僕らは逃にげることさえ叶かなわなかっただろう。

　しかし、今はイベントクエスト中だ。不眠王に生じる一いつ瞬しゆんの迷まよい。呂りよ布ふを倒たおしミラクルレアカードを取るか、僕たちを追うか。

『良いだろう。我われらが再さい会かいした時が、どちらかの破は滅めつの刻ときだ』

　結果、ミラクルレアカードの魅み力りよくが勝った。王は目先の僕らの命よりも大局を見たのだ。

　僕は命拾いに安あん堵どし、大きなため息をついた。今は少しでもこの混こん沌とんの戦場を離はなれ、安全な場所へと逃にげ延のびたい。

　僕は考える。

　不ふ眠みん王おうはなぜ、僕を同どう盟めいに誘さそったのだろうか？
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　呂りよ布ふの戦せん死し報ほう告こくが届とどいたのは、戦場から退たい却きやくを開始して数分後のことだった。

　チロリロリーン、と先せん輩ぱいたちの携けい帯たいから吉きつ報ぽうを告げるファンファーレが鳴り響ひびく。

　どうやらレアカードが一枚まいずつ届いたようだ。みな、笑顔と共にカードを見る。

「おおう、このカードは三国一の美少女、貂ちよう蟬せんちゃんじゃないか！　うっひょひょーい」

　凄すご井い君が爽さわやかなイケメンフェイスで邪よこしまな笑みを浮うかべる。

「あー、私は残念ながらダブりだぜ。もうこのカードは三枚まい目めじゃないか」

「私もダブりだ。もっとも、今手に入れたカードの方が内ない政せいパラメータが若じやつ干かん高いので、無む駄だではないかな」

　そのままワイワイと今手に入れたカード談議に興きようじる三人。

　うう、またしても疎そ外がい感かんだ。僕だけが一いち撃げきも呂布にダメージを与あたえられなかったー。

　大人おとなげないかもしれないが、僕は話題を変えようと一石を投じる。

「い、今はレアカードで喜んでる場合ではないです。不眠王の攻こう略りやく法ほうについて、僕らはもっと議ぎ論ろんをするべきじゃないですか」

　僕の言葉に天あま音ね先輩が頷うなずく。

「うむ。確たしかに一理あるな。よかろう、放課後は七大罪セブン・ギルテイの円えん卓たく会かい議ぎだ！　部費が手に入ったので、会議用のポテチを買い出ししておくぞ！」

「部費を手に入れたとは、やったブヒー！」

　淒井君が小こ躍おどりする。今のはダジャレなのか、それとも単に豚ぶたの語ご尾びが癖くせになっているのか？　今の僕には分からない……。

「ポテチ、だと」

　その単語に寧ね々ねが反はん応のうする。そして僕らより先回りして、入り口で両手を組んだ格かつ好こうで待ち伏ぶせた。

「もしかしてそれは、ノリ塩か？」

　寧々の恐おそろしいほど真しん剣けんな表ひよう情じように圧あつ倒とうされる。

「ノリ塩だけど、それがどうかしたか？」

「ふっ、その会議。私も参加してあげてもいいぜ！　私も今日から七大罪セブン・ギルテイの一員だ！」

　あまりに突とつ然ぜんの提てい案あんに、僕らは思わず顔を見合わせた。

　えー、どうしようかなー。という微び妙みような表ひよう情じようだ。

　確たしかに、時期イベントで共きよう闘とうっぽいこともして、なんかいつの間にか仲間になってる感じではあったけれどなぁ。

「このままじゃ不ふ眠みん王おうが天下を統とう一いつしてしまうのも時間の問題だ。七大罪セブン・ギルテイも戦力が欲ほしいところだろう。ちなみに私はポテチが欲しい……ごにょごにょ」

　おお、なんか最後の方でごにょごにょとか言って誤ご魔ま化かしてるけど、彼女がポテチにつられているのは火を見るより明らかだ！　すでにマスクを外してポテチモードになっているし。

「うむ、確かに戦力としては申し分ないが……ちょうど暴ぼう食しよくのポジションも空いてるしな」

　暫しばしの黙もつ考こうの果てに、天あま音ね先せん輩ぱいは彼女の加か盟めいを認みとめる。

「いいだろう。これより君は七大罪セブン・ギルテイが暴食ベルゼブブ、ダガーベルだ。これからは鈴すずを我われらが天下のために鳴らせ！」

　天音先輩の言葉に寧ね々ねの表ひよう情じようが明るくなる。

「あ、ちなみに私の名前はベルな。ダガーは発音しな……」

　何か言ってるが、ここは空気を読んで元気な挨あい拶さつで仲間に迎むかえてあげよう！

「よろしくダガーベル！」
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「俺おれたちは仲間ブヒー、ダガーベル氏！」

「よろしくのう、ダガーベル君」

　どこからやってきたのか、ベルフェゴール先生までコメントする。寧ね々ねは何かを言いかけていたようだが、悲しげな横顔と共にボソボソと呟つぶやいていた。

「あ……ダガーベルで良いです。私はダガーベルで」
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「それでは第四回、七大罪セブン・ギルテイ会議を始める！」

　天あま音ね先せん輩ぱいの威い勢せいの良い声と共に会議は始まる。

　エロ河童がつぱの凄すご井い君に、暴食ベルゼブブの寧ね々ね、そして存そん在ざいが忘わすれられがちなベルフェゴール先生。七大罪セブン・ギルテイも五人集まり、それなりに会議の形式になってきた気がする。

　ちなみに今回って五回目の会議だった気がするけど……いや、先輩がそんな適てき当とうなはずがない。きっと僕の記き憶おくは操そう作さされて偽いつわりの四回目の会議の夢ゆめでも見ていたのだろう。

　天音先輩は皆みんなを見て、張はりの良いソプラノの声で言う。

「忠ちゆう太た君。このゲームは基き本ほん的てきにバトルロワイヤル形式で仲間など数える程ほどしかいない。しかし、ある時期になると世界中のプレイヤーが結けつ託たくすることもあり得る。それがいつだか分かるかい？」

　質しつ問もんの矢を当てられて、僕は焦あせりながらも回答する。

「特別イベントの時、でしょうか。これに関しては全プレイヤーの利害が一いつ致ちしているのですから、敵てき対たいしているプレイヤー同士でも手を組むことはありえます」

　事実、そのイベントがあったからこそ今の寧々との繫つながりがあると言っても過か言ごんではない。ワロスもよく考えられているゲームだなぁ。

「正解だ。ちなみにこの問いにはもう一つの解答もあるが、そちらは分かるかい？」

　うっ。さっぱり分からない。

　そんな時は適当な答えを言ってしまうのが僕の悪い癖くせだ。

「そうですね。この空があまりにも青い時、でしょうか。（キリッ）」

「もう一つは、いずれかのプレイヤーが天下に近くなった時だ」

　さ、さすがは先輩のスルー力。最近ではこのスルーに異い様ような快かい感かんを感じるようになってきたぞ！

「誰だれかが天てん下か統とう一いつを果たした時点でこのゲームの勝者は決まる。それを防ふせぐため、他の全プレイヤーが結託して優ゆう勝しように近いプレイヤーを潰つぶしにかかる。このゲームは戦力を大きくするほどにヘイトが高まる仕組みになってる訳わけだ」

　なるほど。誰だって他の人に天下統一されちゃうのは嫌いやだものな。となると、今では不ふ眠みん王おうがみんなのターゲットになっている訳わけか。

　ちなみにヘイトとはゲーム用語で、敵てきからの狙ねらわれやすさを示しめす値あたいのようだ。僕はヘイと返事して、会議の議事録を取る。

「実じつ際さい、不ふ眠みん王おうを滅ほろぼさんとするプレイヤーは少なくない。先のイベントでも不眠王の背はい後ごを突つこうとしたプレイヤーもいた」

　不眠王討とう伐ばつに関しては第三者の力も充じゆう分ぶんに当てにできるという訳か。しかし、と天あま音ね先せん輩ぱいは前置きして説明を続ける。

「奴やつの力はあまりに強力。加えてオフラインの隙すきを突けないようでは、個こ別べつに攻せめても返り討うちにあうのが関の山だ」

「強敵を倒たおすためには戦せん術じゆつも必要という訳ですね」

　淒すご井い君がコメントする。こうして変な語ご尾びも付けず普ふ通つうにしてればほんとイケメンだよなぁ。

「あの、ゴールデンウィークに攻め込こめばどうでしょうか？」

　僕は畏おそれ多くも進言する。

「連休中ならば徹てつ夜やして生活ペースを崩くずしても問題がないです。不眠王の力とも互ご角かくに渡わたり合える」

　僕の言葉に先輩は暫しばし熟じゆつ考こうした。その果てに、

「悪くない作戦だ。私は支し持じする。暴食ベルゼブブ、君はどうだ？」

　先輩は寧ね々ねに話を振ふる。先ほどからポテチの化け身しんと化した寧々はハッとして飛び起きた。

「もぐっ？　うーん、もぐもぐ……良いんじゃねえか？　私は作戦を考えるのは好きじゃねえし、自由に暴あばれられればそれで良い」

　作戦を考えるのは好きじゃないが、ポテチは大好きなんだな……。きっとこの会議に参加した誰だれもがそう思ったことだろう。

　ベルフェゴール先生は先ほどからおいしそうにお茶を飲んでいる。僕の案に反対の者はいないことを確かく認にんして、天音先輩がまとめる。

「よし、七大罪セブン・ギルテイはゴールデンウィークに不眠王攻こう略りやく戦せんを開始する！　戦せん闘とう時じはどこかで集まれると良いな……忠ちゆう太た君、君の家に泊とまれないか？」

　とんでもない大だい胆たん発言に僕は飲んでたお茶を吹ふく。

「パジャマ持参、おやつは三百円までだ！」

「「「おー！」」」

　そのまま僕の家のお泊とまり会を強行する天音先輩、そして快かい諾だくするベルフェゴール先生プラス淒井君。

「「ま、待ってくれ」」

　思わず同時に抗こう議ぎをしたら寧々とハモってしまう。さすが寧々。自分が三さん国ごく武ぶ将しようだと言い張る以外はまともな感かん性せいを持っているようだ。

　彼女は神しん妙みような顔で言った。

「そのおやつ、バナナも含ふくまれるのか？」

　ずこー。僕はバナナの皮で滑すべったかのようなズッコケを見せた。

「そこはどうでも良いだろ。そんなことよりも僕の家でお泊とまり会って、問題がありますよ」

「いったい何の問題があるんだ？　ゲーム内のメール送信などよりは、リアルで連れん絡らくを取り合った方が良い連れん携けいも出来るだろう」

　うっ。先せん輩ぱいはこう、思春期の男女が同じ屋根の下で泊まることに抵てい抗こうはないのだろうか。

「その、年とし頃ごろの男女が一つ屋根の下で寝るなんて問題ですよ。僕という存そん在ざいが、先輩や寧ね々ねの心を揺ゆらしてしまうのでは……」

「揺れねーよ」

　寧々の言葉で議ぎ論ろんは問題なく終しゆう了りようした。

　天あま音ね先輩がボソリと「確たしかにその可か能のう性せいはあるかもな」と呟つぶいた気がしたが、気のせいだろう。













　【第六章】　へたれ王の覚醒







『毎度ありがとうございましたー』

　武ぶ器き屋やの看かん板ばん娘むすめの笑顔を心に焼き付けて、僕はワロスの武器屋を後にした。手には新たに購こう入にゆうしたカードパックがある。

「へーい看板娘ちゃん。今度俺おれと魂たましいのドライブをしないかーい？」

　しつこく看板娘に言い寄よるクレーマーよりも悪あく質しつな凄すご井い君を引っ張ぱるのに毎回苦労する。

　今が七大罪セブン・ギルテイ恒こう例れいのランチバトルだと言い聞かせるや、凄井君も渋しぶ々しぶ納なつ得とくしてくれた。

「仕方ない。ではそろそろ勝負ブヒね」

「早く開かい封ふうしようぜ！」

　エロ河童がつぱと鈴すずの音ねをぶら下げたチンピラ。表ひよう示じ名めいは河童かつぱ惇とんとダガーベル、同じ同どう盟めいマークが付いてちょっと嬉うれしい気持ちになる。

　七大罪セブン・ギルテイの一年生ズの最近のブーム、それは皆みんなで一いつ斉せいにカードパックを開かい封ふうすることだ。一番レアリティの高いカードを引き当てた者が勝者で、敗者は勝者のランチを奢おごらなければならない。

　ワロスの醍だい醐ご味みであるカード開封に、さらに食費までかかるとなれば燃もえないはずがない。

「せーの」

　僕らは掛かけ声と共にカードパックを開封した。

　まずはコモンカードにざっと目を通す。レアリティが低いからといって有ゆう用よう性せいがないかというと、そんなことは決してない。これらのカードは運用コストが低く、使い方を間ま違ちがわなければレアカードにも匹ひつ敵てきする活かつ躍やくを見せてくれるだろう。僕はいくつか使えそうなカードをノートにメモる。

　続いて、勝負の決め手となるレアカードのお披ひ露ろ目めだ。

「ふっふっふ」

　しかしカードを開ける前に、淒井君が不敵な笑みを浮かべていた。

「今回の勝負、もらったぞ！　俺のカードは『悲しみの戦いくさ姫ひめ・甄しん姫き』。うっひょーい、かわいこちゃんゲットだぜー」

　凄井君はニヤニヤしながら今にも携けい帯たいをペロペロしかねない雰ふん囲い気きだ。僕と寧々はさりげなく彼から距きよ離りをあけた。

「くそっ。悔くやしいが私は負けだ。私のカードは『頑がん張ばる武ぶ将しよう・孟もう他た』。パラメータが少し偏かたよってるし、独どく自じ能のう力りよくもちょっと扱あつかいにくいかな。くぅぅ、ぐぬぬ」

　寧ね々ねは悔くやしそうに拳こぶしを握にぎりしめる。

　残るは僕の開かい封ふうだ。

　僕はため息を吐つきながら最後のカードを確かく認にんする。凄すご井い君の凄すごいカードを超こえるものを引き当てられる自信なんて殆ほとんどない。

　しかし最後の一枚、見たこともない輝かがやきを持っていることに気付いた。

「こ、これは」

　その時の僕の声は震ふるえていたかもしれない。

　何度も見み間ま違ちがいじゃないかと確認する。しかし、決して幻まぼろしなどではない。

「ミラクルレアカードだぁぁ！」

　気が付けば僕は快かい哉さいを叫さけんでいた。周囲の生徒の冷ややかな視し線せんが集まる。

「なん……だと……」

　凄井君と寧々が口をあんぐり開けてこちらを見ている。

　僕の今までのプレイの中で一度も見たことがなかったミラクルレアカード。それが今、ついに僕の手に！

「ああ、愛しのミラクルレアカード」

　僕は感かん激げきのあまり携けい帯たいに頰ほおずりをした。すりすり。

　興こう奮ふんと共にカードテキストを読む。『勝利を約束されし軍ぐん師し・司し馬ば懿い仲ちゆう達たつ』、ほほう、どうやら司馬懿仲達のミラクルレアカードらしい。レアカード版ばんの司馬懿仲達とは違ちがい、表ひよう情じようも凛り々りしくポーズも格かつ好こう良い。僕はこの武ぶ将しようと縁えんがあるようだ。運命を感じずにはいられない。

　また、カードには本来武将の説明が書かれるべきテキスト欄らんに『この武将を召しよう喚かん中ちゆうは、行軍の移い動どう速そく度どが上がります』と書かれていた。どうやらミラクルレアカードは高い能のう力りよくに加えオリジナルの特とく殊しゆ能のう力りよくがあるようだ！

　カードコストが高く、うまく使うには工夫が必要そうだが、型にはまれば文字通り一いつ騎き当とう千せんの活かつ躍やくをしてくれるだろう。

　凄井君が「負けたぜ」と言いコメントをする。

「まさかミラクルレアとはな……欲ほしいと思ってる時に出ないくせに、ある日突とつ然ぜん出たりするんだよな。マーフィーの法ほう則そくって奴か」

「よりによってヘタレ魔ま人じんに負けるなんて……三国武将の誇ほこりが！　くぅぅ、ぐぬぬ」

　悔しがる二人の言葉が耳に入らないほど、僕の心は有う頂ちよう天てんだった。

「ふっふっふ。やったー、やったぞー！」

『やりましたね領りよう主しゆ様。ああ、ヘタレな領主様がこんなにも立りつ派ぱになって。これならきっと私がいなくても……』

　ムスメが涙なみだを拭ぬぐう。有頂天な僕は、その涙の本当の意味に気づかなかった。

　僕は真っ先に天あま音ね先せん輩ぱいに知らせたくなった。幸いランチ代の勝負にも勝利したのだし、買い物は寧ね々ねに任まかせることができる。僕はスキップしながら先せん輩ぱいの教室へと向かった。ふんふーん。

　あまりに有う頂ちよう天てんになっていたため、僕は目の前が見えていなかったのかもしれない。

「きゃっ」

　廊ろう下かの曲まがり角で、何か柔やわらかいものにぶつかったと思ったら女じよ性せいの悲鳴が聞こえた。甘あまい香こう水すいの匂においとぶつかった衝しよう撃げきで、思考が停止しそうになった。

　ふんわりと、クリームのような甘い香りが僕の鼻び孔こうを刺し激げきする。

　幸い当たり所も悪くなく、お互たがい大事なかったようだ。

　目を開けると目の前には栗くり色いろに染そまった髪かみ、ゆるふわパーマが印象的な女生徒がいた。

「だ、大だい丈じよう夫ぶですか？」

　僕が手を差し出すと、女性は優ゆう雅がにお辞じ儀ぎをしてお礼を言った。

「ありガトーショコラ。こちらこそごめんあそばせ」

　おお、なんかお嬢じよう様さま的な言葉が返ってきたぞ。

「あら、あなたは芝しば居い忠ちゆう太たさん」

　どうやら向こうは僕の名前を知ってるようだ。こちらは全く相手の顔に覚えがない。

「ちょうど良かったですわ。私は今、あなたに会おうとしてたところですの」

　そう言って彼女は優雅にお辞儀をしてみせた。『ですの』だなんて語ご尾びを聞いたのは初めてだ。もしや彼女こそがお嬢様オブお嬢様の称しよう号ごうを持つ、我わが学園のアイドルの……。

「あら、申し遅おくれましたわ。私、二年生の園その田だ翔しよう子こ。ワロス内ではショコラという名前で活かつ躍やくしていますわ」

　そういって彼女は名めい刺し代わりに携けい帯たい画が面めんを見せてきた。ディスプレイにはワロスのプロフィール画面が表ひよう示じされている。

「私がこの世界で一番好きなのは甘あまいスイーツ、二番目にできるのは利用できる……じゃなかった、頼たよれる男性よ」

　アバター名はショコラ。知力、武ぶ力りよく……いずれのパラメータも高レベルだ。

　有名プレイヤーなので名前は僕も知ってる。天下を通るための壁かべ、不ふ眠みん王おうとショコラ。まさかそんな有名人といきなり出会うとは思わなかった。

　だが、何よりも僕を驚おどろかせたのは彼女のプロフィールのＩＤナンバーだ。

　彼女のＩＤは『２．』一桁デイジツトナンバーだ。

　僕は思わず身み構がまえる。

　古参プレイヤー、それも勝利のためには手しゆ段だんを問わない残ざん忍にんな集しゆう団だん。

「不眠王は孤こ高こうの王。ソロプレイでのクリアは到とう底てい不ふ可か能のうと言われてるこのゲームに、圧あつ倒とう的てきなプレイ時間を以もつてして独ひとりで天下を取らんとする王。征せい服ふくにより服ふく従じゆうを強しいられた軍ぐん勢ぜいは多くとも、友好的な同どう盟めいなどを結んだ国は皆かい無むですわ。そんな王が、あなたという武ぶ将しように声をかけた」

　確たしかにあれにはビックリした。おかげで僕はワロスプレイヤーの中で一気に有名になったらしい。あれ以来フレンド登録がやたらと来るようになったんだよねー。マジまいるわー、うひひ。

「どうしてかしら？　あなたにはワロスの特別な才さい能のうでもあるのかしら？　それとも、不眠王とあなたはリアルの知り合いだとか」

　そのガラス球のような瞳ひとみが、僕の瞳を観察している。

　僕は目の前の少女が微笑ほほえむ時、目だけは決して笑っていないことに気付いた。

「あの、心当たりありません」

　言外に恐おそろしいプレッシャーを感じ、僕はボケる余よ裕ゆうもなく本音で答える。事実、何も知らないのだから白を切りようがない。

「ふぅん」

　彼女は急に僕に興きよう味みをなくしたように、表ひよう情じようから笑みが消えた。そして吐はき捨すてるように言った。

「まあ、あなたが七大罪セブン・ギルテイのメンバーというだけで利り用よう価か値ちはあるわね」

「え？　今なんて言いました？」

　あまりに小さな囁ささやきなので聞き取れなかった。しかし翔しよう子こ先せん輩ぱいは僕の質しつ問もんをスルーし、

「私、あなたをスカウトしに来ましたの」

「スカート？」

　も、もしかして僕を女じよ装そうさせる気だろうか。いやー！

「ええ。七大罪セブン・ギルテイというチームを抜ぬけて、私の軍ぐん勢ぜいショコラ・アメールに入らないかしら？」

　なんと、今度はショコラ軍からもスカウトされるとは！　まさか僕は時代を駆かけ抜ぬける新人、センセーショナル忠ちゆう太たになりつつあるのか！

　しかしそんなことで喜んでいる訳わけにはいかない。ワロスで所しよ属ぞくできるチームは一つだけだ。

「断ことわる。僕はヘタレ、頼たよれる先せん輩ぱいに付いていかないと生きていく自信なんてない！」

「な、なんなの。この自信」

　ヘタレにはヘタレの矜きよう持じがある。大だい胆たんな行動を起こせないのもヘタレ。

　翔子先輩は一いつ瞬しゆん舌した打うちをしたように見えたが、きっと気のせいだろう。お嬢じよう様さまな彼女が舌打ちなんてするはずがない。

「勿もち論ろん、ただでとは言わないわ。もし裏うら切ぎってくれるなら、あなたが望むものをなんでもあげるわ」

　そう言って彼女は妖あやしく微笑ほほえみかけてきた。

　望むものをなんでもだと。思わず僕はごくりと生なま唾つばを飲んだところで、後ろから天あま音ね先輩の声がした。

「何をしているんだ、翔子」

　僕が見たこともないくらい怒おこった表ひよう情じようの天あま音ね先輩がそこにいた。

「あらあら、庶しよ民みんの天音ちゃんじゃない」

　相変わらず翔しよう子こ先輩はニコニコと笑顔を作っているが、相変わらず目は笑っていない。一方、天音先輩は翔子先輩に対する敵てき対たい心しんを隠かくそうともしない。手を出したら嚙かみ付かれそうな、心を開いてくれないブルドッグを連想した。がるるー、と効こう果か音おんが聞こえてきそうだ。

「彼は私のものだ。あなたには渡わたさない」

　そう言って天音先輩は翔子先輩との間に立って入った。まるで身を挺ていして僕を守ってくれるかのようだ！　うう、一生付いていきます。

　ひそひそと周りの生徒が噂うわさをしている。こ、これではまるで僕を巡めぐって争う女同士の争いだ！

「まーまー、お二人とも。僕のためにそんな争わないでください」

「黙だまれ下民」

　あ、あれ？　なんか翔子先輩の笑顔の裏からとんでもない暴ぼう言げんが聞こえたような？

　しかし翔子先輩の表情は満面の笑みそのものだ。相変わらず目だけは笑ってないけど。

「天音ちゃんも誤ご解かいよ。実は私の最強にしてオシャレな同どう盟めい軍ぐんショコラ・アメールが近日中に不ふ眠みん王おう討とう伐ばつの大作戦を実行予定なの。もし良ければ新しん進しん気き鋭えいの『七大罪セブン・ギルテイ』の方々も参加されてはどうかと思って」

　そんな話は一切していなかったはずだが、「そうよね？」と翔子先輩に同意を求めてきた。
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「は、はいっ。不ふ眠みん王おう攻こう略りやくのためには一時的に手を組むのもありかなー、と思います」

　僕の返事に、天あま音ね先せん輩ぱいは低く唸うなった。どうやら彼女は本当に翔しよう子こ先輩のことが苦手のようだ。確たしかに、華はなやかな笑顔の裏うらで何を思っているか分からないところがありそうだ。

　翔子先輩は糸いと眼めのまま、僕らに口を挟はさむ余よ地ちを与あたえずに言った。

「もし興きよう味みがあるようでしたら、作さく戦せん内ない容ようを共有するために会食の場を設もうけたいと思いますわ。今週の土曜日の指定した時間で待っているので、どうかご一考を」

　彼女は用件を終えたとばかりに、丁てい寧ねいにお辞じ儀ぎをして去っていった。

　まさに嵐あらしのような邂かい逅こうだった。僕はミラクルレアカードをゲットしたことをすっかり忘わすれ、今の翔子先輩の誘さそいについて天音先輩に聞いてみた。

「ど、どうしましょう」

「彼女は信しん頼らいできない人物だ。現げんに私は彼女に一度大きな裏切りを受けている」

　天音先輩の表ひよう情じようは険けわしい。とても忌いま々いましいことを口にするようだった。

「だが、彼女の力を得られるのは非ひ常じように大きいだろう。不眠王はもはや、個人の力でどうこうできる相手ではない」

　天下を取るためには時に下げたくない頭を下げる必要もあるのかもしれない。天音先輩は暫しばらく考えた後に、渋しぶい顔で決けつ断だんした。

「仕方ない。話だけでも聞いてみようじゃないか。忠ちゆう太た君、今週の土曜日は空いてるかい？」

「ふっ、僕の予定表は汚けがれ無き新雪よりも白いですよ」

　決まったぜ、と思って天音先輩の表情をチラ見したけど無む反はん応のうでした。
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「という訳わけで、今週の土曜日は私と忠太君でショコラ・アメールと話し合いに行ってこようと思う」

　会議室でも満まん場じよう一いつ致ちで同意となった。

　七大罪セブン・ギルテイの誰だれもがまだ翔子先輩の真意を測りかねている。とりあえず話だけでも、というのが総そう意いだった。

「私たちは土日、何をしてればいい？」

　寧ね々ねが手を挙あげて聞く。もう片かた方ほうの手はポテチをあさることに余よ念ねんがない！　どうやら今日はコンソメ味のようだ。

　天音先輩はニヤリと笑う。どうやら残されたメンバーへのタスクも既すでに考えているようだ。彼女はマル秘ひ作戦と書かれているプリントを皆みんなに配る。どんな極秘の作戦が書かれているのかと思いプリントを見たが、そこには可か愛わいい猫ねこのイラストと「とにかく頑がん張ばる」と書かれているだけだった。

　こ、これは一体……思わず周りを見たが凄すご井い君は「ほぉ」と感心した様子で、寧ね々ねも「やるじゃねえか」と頷うなずいていた。頭上にハテナが増ふえていたら、天あま音ね先せん輩ぱいが土日の行動について指し示じを出す。

「他の七大罪セブン・ギルテイのメンバーは、城しろを建ててくれ。他の作業は一切しなくて良いので、できる限かぎり大きな城を」

「大きな城、ですか。兵の徴ちよう集しゆうとか武ぶ器きの整せい備びをしなくて良いんですか？」

　凄井君が反はん論ろんするが、先輩は澄すました表ひよう情じようで反論を許ゆるさない。

「不ふ眠みん王おうを倒たおすためには究極の兵法、『不死鳥の棺桶フエニツクス・インブレイス』を使うしかないだろう。そのためにはなんとしてもこれから言う条じよう件けんを満たした城を作る必要があるのだ」

　不死鳥の棺桶フエニツクス・インブレイス……聞いたこともない戦せん術じゆつだ。しかし、なんか格かつ好こう良いので強そうだ！　他の『七大罪セブン・ギルテイ』も満まん更ざらでもない表情をしていた。ベルフェゴール先生だけ「ほえ？」と言いながらお茶を飲んでた。

「まだ棺かん桶おけには入りたくないのう」

　その切ない呟つぶやきに、なんだか会議室は非ひ常じように気まずい空気が流れた。

「そ、それで作るべき城についてだが」

　空気を変えようと天音先輩は城の地理、材ざい質しつ、面積などについて細かい指示を始めた。かなり大だい規き模ぼな作業になりそうだが、七大罪セブン・ギルテイのメンバー皆みんなで四六時中とりかかればそう長くはかからないだろう。

　一人では到とう底ていできないことも皆でならできる。僕はチームという存そん在ざいの心強さを痛つう感かんしていた。
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　やることが多い時は時間が経たつのはあっという間だ。

　今週は忙せわしなく築ちく城じよう作さ業ぎように精せいを出していたので、気が付けば土曜日になっていた。

　不死鳥の棺桶フエニツクス・インブレイスについてはその内ない容ようは極ごく秘ひであり、『七大罪セブン・ギルテイ』のメンバーさえも教えられていない。しかしある程てい度どの推すい測そくはできる。

　僕はこの一週間で藁わらや油、大量の発火材を用意してきた。恐おそらくは不死鳥という名前からも推測できる通り、今回の兵法は火か計けいの類たぐいなのだろう。火計は風向きによって自軍に影えい響きようが出る可か能のう性せいもあるので扱あつかいが難むずかしいが、うまく行けば敵てき軍ぐんに継けい続ぞく的てきにダメージを与あたえることができる攻こう撃げき的てきな戦術だ。着火時には近場に水場があったら使えないなど、色々とリスクは多い。

　確たしか寧々が近きん隣りんの川を遮さえぎるダムを作っていたので、準じゆん備びは抜ぬかりないといったところか。

「さてと、忘わすれ物はないな」

　僕は余よ所そ行ゆきの服に着き替がえ、家を後にする。これから向かうのは敵てき陣じんだ、決して油ゆ断だんはできない……そう思いながらも女子に会えると思うとつい勝負服を着て行ってしまう男の性さがよ！

　僕は電車に揺ゆられながらもワロスのプレイに余よ念ねんがない。最近では心しん眼がんにも大分慣なれ、文字通り一日中プレイすることができるようになっていた。

　ムスメは今日も笑顔で僕のサポートをしてくれている。

『領りよう主しゆ様。何か新しい称しよう号ごうをゲットしたようですよ！』

　彼女に言われて初めて気づいたが、称号メニューの所に新着を示しめすニューアイコンが光っていた。

　何気ない気持ちでボタンを押おして、僕は思わず目を見み張はる。





　王の称号をゲットしました！






「なんだって！　まさか、僕がキングに！」

『りょ、領主様。これは凄すごい、大ニュースですよ！』

　縛しばりプレイ二百時間以上という高こう難なん度どの称号をゲットしたというのか。

　いったいどんな称号が……僕はワクワクしながら称号ボタンをクリックした。





　あなたは「ヘタレ王」の称号を獲かく得とくしました！






　おお、なんて強そうな称号……あれ？

　僕は嫌いやな予感と共に詳しよう細さいボタンを押した。





　ひたすら他の王に守ってもらい、２００時間ほぼ離はなれずにいた者へ贈られる称号。この称号をセットしていると、ユニークスキル『チキンラン』が使える。





　　　　スキル効こう果か：敗走時の移い動どうスピードが10倍になる。

　　　　レア度Ｓ。現げん在ざい登とう録ろく者しや：１名








「な、なんだこれは……」

　敗走時の移動スピードが速いだなんて、せいぜいゲームオーバーを回かい避ひするくらいのメリットしか思いつかない。どう考えても使い道がない、ゴミ称号だ。

『うーむ、おそらくこれはズル防ぼう止し用ようの称号な訳わけですね。屈くつ強きような王に守られながらなら、だれでも簡かん単たんに縛しばりプレイで王の称号取得もできちゃいますものね。恐おそらく他の王の称号と取得タイミングがかぶった場合、こちらの称号の優ゆう先せん度どが高めで設せつ定ていされてるんでしょう』

　ムスメが神しん妙みような顔で分ぶん析せきする。

「そ、そんな」

　僕はあまりのショックに目の前が真っ暗になるのを感じた。

『それでも、領りよう主しゆ様がゲットした世界でたった一つの称しよう号ごうですよ。これならあなたの盟めい主しゆもきっと喜んでくれます』

　ムスメはそんな僕の失望を察してか必死で励はげましてくれる。彼女はどんな時でも僕の味方だった。でも、

「言えない……言えないよ」

　僕は自分の名前の横に光り輝かがやく『ヘタレ王』の称号を見ながら言った。自然と深いため息がでる。

「自分がヘタレだってことをあの人にだけは知られたくないんだ」

　ムスメにだけは自分のどんな胸きよう中ちゆうも話せる気がした。

「先せん輩ぱいが僕を七大罪セブン・ギルテイに誘さそってくれたのは、僕を不ふ眠みん王おうと勘かん違ちがいしたからだよ。ありのままの、ヘタレな僕を知っていたら先輩は僕に声なんてかけなかった」

　きっと先輩は心のどこかで、まだ不眠王の幻げん影えいを僕に見ているのだろう。僕はその期待に応こたえなければならない。生まれて初めてできたヘタレ脱だつ却きやくのチャンスなのだ。

「だから僕は、これからも先輩の前ではヘタレであることを隠かくしていくんだ」

　しかしムスメは悲しげな顔で、僕に問いかけてきた。

『領主様。辛つらくないですか？　本当の自分でいられないことが』

　仮か面めんをつけたままの僕ではダメだと、その瞳ひとみが訴うつたえかけてくる。ドットで構こう成せいされたピクセル絵に、プログラムされたテキストなのにどうしてこんなにも彼女の言葉は僕の心を揺ゆらすのだろう。

　動どう揺ようしたせいか、僕は望んでもいない棘とげのある言葉を打ってしまった。

「ヘタレじゃない君には、僕の気持ちなんて分からないよ」

　そしてどんなに後こう悔かいしても一度出したメッセージは取り消せない。ワロスの仕様だ。

　僕が謝しや罪ざいの言葉を打ち込こんでいる間に、ムスメの次のメッセージが表ひよう示じされる。

『私はどんなヘタレでも、毎日自分を飾かざらないで笑ってる領主様を見ているのが好きでした』

　その表ひよう情じようは笑顔のアクションのはずなのに、僕には泣いているようにも見えた。

『私も領主様のように、いつも自分を飾らないでいられたらどんなに素す敵てきだろうって』

　まるでムスメは僕の現げん実じつを知っているかのような口ぶりだった。

　ずっと感じていたことがある。ムスメはプログラムされたＡＩではない。何な故ぜＡＩの振ふりをしているのかは不明だが、誰だれか温もりのある人間が操そう作さしているアバターだ。

　二十四時間対たい応おうのカスタマーサポートセンターだろうか？　どんな時でも僕を肯こう定ていして、僕が知りたいことをなんでも教えてくれるムスメ。

「ムスメ、君は一体……？」

　僕は問いかけるが、返ってきた言葉は残ざん酷こくなものだった。

『領りよう主しゆ様。私はこれから暫しばらく領主様に会えなくなります』

　その言葉が信じられなくて、僕は何度もテキストを読み返した。

「急にそんな、どうして」

　困こまらせると分かっていても、僕は何度も問いかけずにはいられなかった。

「僕は君がいないと何もできないよ。僕を置いていかないでよ」

　彼女が離はなれていくのが怖こわくて、僕はその細い手を摑つかんだ。

『ごめんなさい。でも、領主様ならきっと私なしでもやっていけます』

　だが、摑んだその細い腕うではゆっくりと白い光に包まれて消えていく。

『私は領主様とずっと一緒にいられてとても楽しかった。できるなら、領主様の天てん下か統とう一いつを隣となりで見ていたかったです』

　指先から彼女の温もりが離れていき、そして消えた。

　文字通り、ムスメはワロスの世界から消えたのだ。ディスプレイには町のグラフィックが表ひよう示じされるだけで、どこにもムスメはいない。

　僕は急いでコンタクトリストを開いてみたが、ムスメはオフライン状じよう態たいとなっていて連れん絡らくができない。

「そんな……」

　何が起きているのか分からなかった。

　放ほう心しん状じよう態たいのままいくつかの駅を過すごし、まだ実感が湧わかない悲しみが胸むねに広がった時、

（大したことないさ）

　僕は無理やり自分に言い聞かせることにした。

　所しよ詮せん、ネットゲームの出会いなんてそんなものなのかもしれない。ずっと一いつ緒しよにパーティーを組んだ人も、ある日突とつ然ぜん消えてしまうかもしれない。リアルで何かあってゲームをやめたのかもしれないし、こちらが思ってるほど相手と親しくなかったのかもしれない。本当の表ひよう情じようや言葉が伝わらないネットの世界じゃ、相手の本当のことなんて何も分かりはしない。

（だから悲しくなんかない。村むら娘むすめが一人いなくなったところで、僕のゲームには何の影えい響きようもない……んだ）

　そんな強がりをしても何の意味もないことを僕は知る。

　この胸の痛いたみ、この悲しみだけは偽いつわることはできない。

　ムスメ……こんな突然の別れは嫌いやだよ。
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　青い青い空が広がっている。僕の気持ちもブルーという点ではこの空に限かぎりなく近かったかもしれない。

　僕はムスメとの別れに納なつ得とくなんて何一つできていないけれど、分からないことを考えていても仕方ない。今、僕はこれから天あま音ね先せん輩ぱいと共に翔しよう子こ先輩に会いにいくのだ。

　気持ちを切り替かえろー、気持ちを切り替えろー。

「忠ちゆう太た君、何をボーっとしているんだ」

　ハッとして我われに返る。考え事をしていたら天音先輩が既すでに着いていたようだ。全然頭が切り替えられてないじゃないか！

「何か悲しいことでもあったのか。心ここにあらずという感じだ」

　彼女に不要な心配をかける訳わけにはいかない。無理に強がろうと思ったところで、泣きそうな顔で笑うムスメの姿すがたが頭をよぎる。僕は素す直なおに、先輩に話すことにした。

「ワロスで知り合った、大切な友達と会えなくなってしまって」

　僕は自分をずっと支ささえてくれた、本名も知らないあの子のことを思い出す。

「その子は僕なんかと違ちがってとても素直な良い子で。こんな僕をいつまでも慕したってくれて、期待してくれてたんです。本当はこんなにもヘタレな人間なのに」

　天音先輩は真しん剣けんな眼まな差ざしで僕の話を聴きいてくれた。

「ネットゲームでの繫つながりなんて、ある日突然消えてしまうかもしれない薄うすい繫がりなんですね。感かん情じよう移い入にゆうしすぎた僕が、愚おろかだったかもしれません」

　僕はつい自じ虐ぎやく的てきな、思ってもいなかったことを言ってしまう。先輩に否ひ定ていして欲ほしいだなんて思ってしまうこの甘あまえた心が情なさけなかった。

　先輩は僕の言葉には答えず、ただ一言だけ僕に問うた。

「君はもう一度、その子に会いたいか？」

　核かく心しんを突つかれ、僕は素直に頷うなずく。

「絆きずなを信じることだよ。どこかで繫がっている限かぎり、きっとまた会えるはずだ」

　深く事じ情じようを聞かないでくれる先輩の優やさしさを感じながら、僕の心はいくらか軽くなった気がした。僕とムスメの間には確たしかな絆があったはずだ、それを信じている限り、いつか僕らは必ず再ふたたび会える。そんな気がした。

「気を引き締しめたまえ、と言いたいところだが幸い今はサーバーメンテナンス中で戦せん闘とうが禁きん止しされているからな。短いとはいえ安息の一時を過すごすのも良いだろう」

「サーバー、めんてなんす？」

　知らない単語に僕はオウム返しする。知らなかったのか、と天音先輩は驚おどろきながら言う。

「月曜日にワロスの運うん営えいからアナウンスがあったじゃないか。今日の十二時から十五時にかけて大だい規き模ぼなメンテナンス作業を行うので、その間は一切の戦闘行こう為いができないと」

　どうやらワロス運営からのメールは必ひつ読どく情じよう報ほうらしい。なんか長文があって面めん倒どうだからと読んでいなかった僕に、先輩が説明してくれる。

「ユーザーの意見を反はん映えいして、バランス調整などを行うために一時的に一部のシステムをダウンしてメンテナンスを行うのさ。例えば、斧おのの命めい中ちゆう精せい度どが低すぎて使いものにならないという意見が多かったし、槍やりと戟げきは特とく徴ちようがかぶりすぎているので差別化して欲ほしいという意見が多かった。今回のアップデートで小さなバグフィックスと共に調整されることだろう」

「なるほど。パッケージソフトと違ちがって、いつでも運うん営えい側がわがゲームをアップデートできるのは便利ですね」

「そうさ。故ゆえにソーシャルゲームは終わらないゲーム、一生遊べるゲームと呼よばれているのさ」

　まるで自分のことを自じ慢まんするように先せん輩ぱいは胸むねを張はった。先輩は本当にソーシャルゲームが好きなのだな。

「今回のバランス調整で火か計けいのダメージ現げん象しようの調整がされないことを祈いのるばかりさ。逆ぎやくに、奇き襲しゆうボーナスが大きすぎるのはバランスブレイクなので是ぜ非ひ下げてもらいたいところだ」

　楽しそうに話す先輩を見ていて、なんだか次第に自分にも元気がでてくるのを感じた。もうムスメには会えないと悲観的だった心も、今では「いつかまた会えるはず！」と根こん拠きよのない希望で満ち始めた。

「僕もいくつか調整して欲しいことがありますね。たとえば武器屋の看かん板ばん娘むすめ、彼女のスカート丈たけはもうちょっと短くあるべきじゃないかと……」

　こうしてワロスの調整に関して様々な議ぎ論ろんをしていたらあっという間に翔しよう子こ先輩との待ち合わせ場所に辿たどり着いた。

「遅おそかったわね。庶しよ民みんの天あま音ねちゃん、下民の忠ちゆう太たさん」

　僕らを待ち構かまえていたのは黒服三人をボディーガードに付けたお嬢じよう様さまだった。まるで自分の権けん力りよくを誇こ示じするかのような、装そう飾しよく品ひんが多いフリフリの派は手でな服だ。恐おそらく流行最さい先せん端たんのブランド品なのだろう、悔くやしいが可か愛わいいと言わざるを得ない！

　セーラー服姿すがたの天音先輩を横目で見る。その姿もとても似に合あってるけど、たまには他の私し服ふくを着てくれたら嬉うれしいんだけどなー。チラッ、チラッと期待を込こめた目線を二度ほど送った。

「立ち話も何なので、作戦の詳くわしい話はお店の中でしましょう」

　翔子先輩はそう言って三ツ星レストランへと僕らを案内した。

　な、なんてオサレ空間なんだ。セーラー服の天音先輩や、庶民の僕はかなり場ば違ちがいな気がしてきたぞ。

　僕はヒョコヒョコとへたれ歩きで目立たないように席へと着いた。一方、天音先輩は周囲の視し線せんを気にすることもなく堂どう々どうと席についた。格かつ好こう良いねぇ。

「今日はようこそ来てくださいましたわね。ただ、私も忙いそがしい身なので用件だけ手短に言わせてもらいますわね」

　翔子先輩はニコリと笑い、ティラミスを注文した。

　彼女を信じるなという天音先輩の警けい告こくがなければ、僕はこの笑顔でノックアウトしていたかもしれない。彼女はいつだって天使エンジエルを演えんじぇる、気を付けないとね。

「そうだな。本来私たちが交わすのは言葉ではなく剣けん。私も一いつ刻こくも早くここから出たい気分さ」

　天あま音ね先せん輩ぱいの挑ちよう発はつ的てきな言葉にも翔しよう子こ先輩は微笑ほほえみを絶たやさない。一見、笑顔を絶やさないニコニコお姉さんにしか見えない。

「まずはこうして話し合いに応おうじてくれたことを感かん謝しやするわ。お礼を用意したので、どうか受け取ってくれるかしら」

　翔子先輩はそう言って、僕たちの携けい帯たいに赤外線通信を求めてきた。

「軍ぐん資し金きん１万ゴールドに、不ふ眠みん王おうの今後の行軍予定を分ぶん析せきしたデータを送るわ。そう構かまえなくても、ウィルスなんて送ったりはしないわ」

　まだ話の返事もしていないのに、来ただけで１万ゴールドと情じよう報ほうをくれるなんて凄すごい太ふとっ腹ぱらだ。この資金力の余よ裕ゆうも、彼女の凄さなのかもしれない。

　天音先輩は渋しぶ々しぶとだが携帯を出したので、僕も携帯を出すことにする。

　そこで僕は先輩の携帯に何のストラップも付いていないことに気付いた。

（ガーン、翔子先輩の前では僕のあげたストラップなんて付けたくないのかな）

　思わずそんなネガティブなことを思ってしまう。やっぱタヌキよりもウサギのストラップをあげるべきであったか……！　ウサギが僕の脳のう内ないで「う、詐さ欺ぎだー」と叫さけんでいた。

「どうぞ、このゴールドで民においしいスイーツでも食べさせてあげると良いわ」

　赤外線通信を完かん了りようすると、確たしかに僕のデータには１万ゴールドが追加されていることが確かく認にんできた。うひょー。

　プレゼントの効こう果かは偉い大だいだ。これから翔子先輩がどんな取引を僕たちにして来るかは分からないが、既にプレゼントをもらった手前断ことわりにくい空気ができている。なんて汚きたない真似マネーを……でもお金はありがたくいただきます！

「さて、単たん刀とう直ちよく入にゆうに言うわ。七大罪セブン・ギルテイは我われ々われ、ショコラ・アメールの配下になっていただきたいわ」

　なんと。一時的に手を組むなどではなく、完全に七大罪セブン・ギルテイを配下に付けようというのか。

「王の称しよう号ごうを持つ人間が下に付くことで、私の同どう盟めいは全体に大きな戦力ボーナスを得ることができるわ。今の私の同盟者数にそのボーナスが加算されれば、不眠王を倒たおすことも可か能のうよ」

　確たしかに最大の同盟数を誇ほこるショコラ・アメールにそのボーナスが加わればかなりの戦せん力りよく上じよう昇しように繫つながるだろう。うーん、一時的にとは言え彼女の同盟に入るという選せん択たく肢しもありな気がしてきたぞ。不眠王に天下を渡わたさないためにも、ここはＯＫしてしまいましょう先輩！

　天音先輩は優ゆう雅がにミネラルウォーターを飲み、その上で毅き然ぜんとした態たい度どで言った。

「断る」

　その言葉には一切の迷まよいが感じられなかった。その揺ゆるぎなさに、僕は一生付いていくことを決意した。そうだそうだ、そんな誘さそいは絶ぜつ対たいにＮＯですよ！

「ショコラ・アメールの下に付くということは私にとって天てん下か統とう一いつの芽がなくなることを意味する」

　その言葉には確たしかな拒きよ絶ぜつの意思があった。翔しよう子こ先せん輩ぱいは相変わらず糸目の笑顔で、

「うまく伝わらなかったようね。私は天あま音ねちゃんに天下を諦あきらめてほしい、つまりは藤とう堂どうグループ後こう継けい者しやの候こう補ほから降おりて欲ほしいとお願いをしにきたのよ。勿もち論ろん、それなりの代だい償しようは用意するつもりよ。もし望むなら藤堂グループのナンバーツーのポストを与あたえてもいい」

　沈ちん黙もくする天音先輩に、翔子先輩は続ける。

「賢かしこい選せん択たくをしていただきたいわ。このまま私の誘さそいを蹴けり、不ふ眠みん王おうと私を共に敵てきに回すのか。それとも私と組んで、確かつ固こたる地位を築きずくか」

　緊きん張ちようした空気がピリピリと伝わってくる。翔子先輩と天音先輩の間に火花がバチバチと散っているかのようだ。

　ちょうど翔子先輩の注文したティラミスが運ばれたチャンスを見計らい僕は声を挟はさむ。

「あの、話が全然読めないんですけど」

　存そん在ざいが空気になりかけてた僕はおずおずと手を挙あげた。

「ワロスの天てん下か統とう一いつの話が、なんで藤堂グループ後継者候補の話になるんですか？」

　翔子先輩はその日、初めて笑顔を崩くずした。「は？　何言ってんの？」とでも言いたげな険けわしい表ひよう情じようを一いつ瞬しゆんだけ見せた後、

「あらあら、忠ちゆう太たさんは天音ちゃんの同どう盟めいなのに何も知らなかったんですね」

　また元の優やさしいお姉さんの微笑ほほえみに戻もどった。とても、怖こわいです。

「ワロスβベータテストはただのゲームテストに非あらず。藤堂グループの後継者を決めるためのゲームなのよ」

「藤堂グループって、ワロスを作ってる会社のことですよね。いくら自社ゲームでナンバーワンの成せい績せきを収おさめたからって、会社の後継者にプレイヤーを選んでしまうなんて危き険けんなんじゃ」

　極きよく端たんな話、ゲームだけに命を注いだ廃はい人じんの変へん態たいプレイヤーが天下統一を果たしたとしたらその人が社長になってしまうのだろうか？

「良い指し摘てきだわ。勿もち論ろん、我われらが藤堂グループの頂ちよう点てんに立つにはそれなりの家いえ柄がらを持っている必要があるわ。もともと、藤堂グループの後継者候補は九人しかいないのだから」

　どうやら翔子先輩は自分の家柄に絶対の自信があるようだ。彼女はおいしそうにティラミスを口に運ぶ……。その様子をチラチラ見ていたが、背はい後ごの強面のボディーガードが「ティラミスをチラ見すんなー」と言いたげだった。

「一桁デイジツトナンバーは後継者候補の証あかし。わが父、藤堂卓たく也やは自社ゲームで天下統一をできるような人間でなければ後継者の資し格かくなしとして、このゲームを通じて私たちを試しているのよ」

「な、なんだってー」

　僕は大金持ちの後継者争いなんて今まで縁えんもなかったし、これから関わるとも思ってもいなかった。

「ナンバーはゼロに近いほど候こう補ほ者しやの資し格かくが強いことを意味してるわ。私はお兄様の次に資格があるナンバーツーの称しよう号ごうを、そして妾めかけの子として一いち応おう資格がある天あま音ねちゃんはナンバーナインという訳わけよ」

　妾の子、そう言われた天音先せん輩ぱいは目を伏ふせていた。悲しみを見せようとしないその表ひよう情じようを見て僕の心は強く痛いたんだ。

　知らなかった。天音先輩が藤とう堂どうグループと関わりがあっただなんて。

「天音ちゃん。あなたは今まで凄すごい勢いきおいで一桁デイジツトナンバーを戦せん闘とう不ふ能のうにしてきたわ。ナンバースリー、ファイブ、エイト……独ひとりで三人もの候補者を排はい除じよしてくれるなんてとても都合が良かったわ。だから泳がせてあげていた」

　ここで翔しよう子こ先輩の表情から笑顔が消え、半月型の目に狂きよう気きの光が宿る。

「でも、もう遊びは終わったのよ。このままではナンバーセブン、あの不ふ眠みん王おうが天てん下か統とう一いつを果たしてしまうわ。あなたは私の下に付くか、私の敵てきとなり屍しかばねとなるか。すぐにでも選ばなくてはいけない」

「もし断ことわれば、また私の生活を脅おびやかすと言うの？」

　天音先輩の口調もいつになく好戦的だ。

　いったい二人の間に過か去こに何があったのだろうか。並なみ々なみならぬ因いん縁ねんを僕は感じた。

「まるで前に私が天音ちゃんに何かしたような言い分ね。私が何かしたという証しよう拠こでもあるのかしら？」

　その時の翔子先輩の笑った顔に、僕は背せ筋すじが凍こおる思いだった。人の不幸を嘲あざけり笑う残ざん忍にんな笑み。

　証拠がなければ何をしても良い、それが翔子先輩の生き様なのか。もしこの現げん実じつがワロスの世界だったら、翔子先輩の名前の横には『証拠を求めし者・翔子』という称しよう号ごうが横に並んでいることだろう。

「それにね、天音ちゃん。私はあなたの実力を認みとめているのよ」

　翔子先輩は再ふたたび笑顔で言う。その表面だけ見ていると、それは屈くつ託たくのない可か愛わいらしい笑顔にしか見えない。

「あなたが天下を欲ほしいとさえ言い出さなければ、私はあなたとずっと友達でいたいと思っていたわ。そしてこれが、私とあなたが手を繫つなげる最後のチャンスなのよ」

　恐おそろしいことに、翔子先輩の言葉は本心だと伝わってくるようだった。たとえ友達でも、敵ならば容よう赦しやなく潰つぶす……彼女の狂気を秘ひめた瞳ひとみがそう訴うつたえていた。

　天音先輩は差し出されたその手を払はらいのけて、そして毅き然ぜんとした態たい度どで言った。

「偽いつわりの友ゆう情じようなんていらない。こんなくだらない話をするために私を呼よんだというなら、時間の無む駄だだ」

　そして僕の袖そでを引っ張ぱりながら「行こう」と言って天音先輩は立ち上がった。

　ああ、まだゴージャスハンバーグが来ていないのに！

　僕はキリッとしながら、千円札をテーブルに置いた。うう、今月の小こ梅うめへの借しやつ金きん返へん済さいは土ど下げ座ざして延えん期きさせてもらおう。

「釣つりは要いりませんよ」

　そう言って格かつ好こう良く店を去る僕の背せ中なかに、翔しよう子こ先せん輩ぱいの言葉が響ひびく。

「ありがとう。ちなみに全然足りてないわよ」

　うっ。全然誤ご魔ま化かせていなかった。僕は渋しぶ々しぶさらに追加で千円札を出した。

「私に逆さからったら、後こう悔かいすることになるわよ」

　僕らの背はい後ごにかけられた呪じゆ詛そのような彼女の言葉が耳元を離はなれなかった。




　　　　＊＊＊




「翔子も以前は、もっと真しん摯しにゲームと向き合っていたんだ」

　店を出て数分後、天あま音ね先輩は嘗かつての戦友について語り始めた。

「心しん眼がんに刹せつ那な、多くのプレイヤースキルは私と翔子の二人で考案したものだ。時間が許ゆるす限かぎり私たちはゲームの仕様を研究し議ぎ論ろんした」

　先ほどの二人の険けん悪あくなムードからは想そう像ぞうもできない話だ。

「禁きん忌きのプレイヤースキル、術じゆつ者しや殺ころし。どんなに優すぐれたカードを持っていて、どんなに国力を鍛きたえていてもそれを操そう作さするプレイヤーさえ封ふうじてしまえば無意味となる」

「リアルの人間を攻こう撃げきするスキルか。それはひどい！」

　ゲームの枠わくを明らかに超こえた悪あく質しつな行こう為いに、僕の堪かん忍にん袋ぶくろの緒おが切れそうだった。

「翔子は術者殺しに魅み入いられて以来人が変わってしまった。現げん金きんを餌えさに敵てきの情じよう報ほうを聞き出したり、時には堂々と買ばい収しゆうしたりもした。ひどい時にはリアルで脅おどしをかけることだってあった」

　なんだか僕が知ってるワロスとは全然別のゲームの話のようだった。

「翔子にとってはそれほど藤とう堂どうグループ後こう継けい者しやというポジションは大きいということだ。彼女は幼よう少しようから人の上に立つべく帝てい王おう学がくなどの英才教育を受けたようだからな」

　なるほど。翔子先輩の異い常じような執しゆう念ねんにはそのような背景があるわけだ。では、天音先輩はどうなのだろうか？　彼女の瞳ひとみが見つめるものを、僕はどうしても聞かずにはいられない。

「天音先輩は、どうしてこんなにも一いつ生しよう懸けん命めいワロスをプレイしてるんですか？」

　天音先輩は少し答えづらそうに顔をしかめた。答えを急ぐあまり、僕は続けて問うてしまう。

「藤堂グループの後継者になるためですか？」

　聞いてしまってから、なんだか棘とげがある言葉になってしまったと後こう悔かいが僕を襲おそう。

「違ちがう。私はそんなマネーゲームには興きよう味みはない」

　先輩が珍めずらしく感かん情じようを高ぶらせ声をあげる。

「私がこのゲームをするのは……」

　その時だった。

「────！」

　先せん輩ぱいが声にならない悲鳴をあげた。

　あまりに突とつ然ぜんの出来事だった。

　隣となりを走っていたバイクの男が、急に手を伸のばしてきたのだ。狙ねらいは天あま音ね先輩の携けい帯たい電でん話わだ。ヘルメットをかぶった謎なぞの襲しゆう撃げき者しやは強引に先輩の携帯を奪うばい去る。

「な、何をする」

　乱らん暴ぼうにふり払われた先輩は地面へと転てん倒とうする。彼女が傷きずつくのを見て僕の頭には血が上った。

「やめろ！」

　僕は叫さけびながら男に突とつ撃げきをする。

　軽い揉もみ合いの果てに、僕はなんとか襲撃者の右みぎ腕うでに嚙かみ付くことに成せい功こうする。男は低い呻うめき声をあげた。男が乱暴に腕を振ふりほどこうとしたその瞬しゆん間かんに、僕は男が握にぎっていた天音先輩の携帯へと手を伸ばす。

「あっ」

　先輩のか細い声。強く弾はじかれた携帯が宙ちゆうを舞まう。

　それはそのまま道路へと強く叩たたきつけられる。

「私の携帯が」

　反はん射しや的てきに天音先輩は携帯を拾おうとするが、すぐ近くに車が迫せまっている。僕は慌あわてて天音先輩の腕を摑つかんだ。

　喧やかましいサイレンの音、急ブレーキの摩ま擦さつ音おん。

　グシャッ。

　耳元にこびりついて離はなれない不ふ快かいな音。先輩の携帯が無残にも潰つぶされた音。

　予想外の出来事に三者ともが刹せつ那なの硬こう直ちよくに陥おちいる。一番初めに動いたのはヘルメットの男だった。

　何かを舌した打うちするや、男はバイクに乗って走り出した。

「待てっ」

　少し遅おくれて僕が男を追つい跡せきしようと走ったが、すぐに無理だと悟さとる。今は謎の襲撃者よりも先輩の方が大事だ。

　振ふり返ると、先輩は力なく座すわり込こんでいた。その背せ中なかにはいつものような覇は気きは感じられない。とても寂さびしそうな背中だった。

「私のセーブデータが」

　その瞳ひとみにはいつもの強い輝かがやきはなかった。その声はか弱く震ふるえていた。

「私の、大切な思い出が」

　彼女はバラバラになった携けい帯たいの破は片へんを集めるが、失われたものが戻もどることはない。

　たかがゲームだと思っていた。

　僕はただ楽しく、皆みんなと笑い合えればそれで良いと思っていた。そんな日々がずっと続けば良いと……。大切なものが壊こわされた時、全てが遅おそすぎた時に僕は己おのれの愚おろかさと共に気付く。

　これはただの遊びではないのだと。













　【第七章】　小梅の罠







　スカイメロディのアバターは動かない。まるで魂たましいの抜ぬけ落ちた抜け殻がらだ。

　一切の操そう作さコマンドがなくなり六十分が経たったため、スカイメロディの操作がＡＩに切り替かわった。

「まだ、データが復ふく元げんできるかもしれません」

　僕は意い気き消しよう沈ちんする天あま音ね先せん輩ぱいに、努めて明るい口調で言った。

「だって、ワロスのゲームデータはワロスサーバーに保ほ存ぞんされているのでしょう？　だったら、携けい帯たいの紛ふん失しつなどのトラブルは誰だれにだってあるのだし、カスタマーサポートに問い合わせればなんとか他の携帯にデータ移い行こうをしてくれるかもしれません」

　僕はワロスの問い合わせ窓まど口ぐちの電話番号を調べて、早速電話をしてみた。

『こちらワロスカスタマーサポートです。本日はどのような用よう件けんで』

「あ、もしもし。実は携帯電話が壊こわれてしまってデータの移行などができないかを相談したくて」

『ご安心ください！　ワロスでは携帯紛失時などのサポートは万全の態たい勢せいとなっております。お客様のプレイヤーＩＤなどは分かるでしょうか？』

　おお、なんて良心的なカスタマーサポート。頼たよれるぅ！　ヘタレな僕は頼れる女じよ性せいに弱い。

「はい、ナンバーナイン、アバター名はスカイメロディです」

　しかしそのナンバーを告げた瞬しゆん間かんに、カスタマーサポートの女性の様子が変わった。

『申し訳わけございません。一桁デイジツトナンバーのデータはサポート対象外となっております』

　あまりにも早すぎる掌てのひら返がえしに僕は言葉を失った。

『βベータテスト期間中に起きたあらゆるトラブルは自身の力で解かい決けつせよとのことです』

「そ、そんな。彼女は事じ故こで携帯を失ったんですよ？」

『申し訳ございません。規き則そくですので』

　何度問いかけても返ってくるのは機械的なマニュアルだけだ。どうやらこれ以上頼たのんでも相手を困こまらせるだけのようだ。僕は諦あきらめて通話を切った。

「……」

　一体どうすれば良いのだろうか。先輩の携帯は粉々に砕くだかれてとてもデータの復元などできそうにもない。

　ディスプレイに映うつるスカイメロディの寝ね顔がおを見る。こんな近くにいるのに、その瞳ひとみは開かない。口元は閉とじたまま。

　僕にはその目を開けることはできない。先せん輩ぱいの悲しみを失くすこともできない。







　月曜日、登校するなり、僕は真っ先に翔しよう子こ先輩の教室へと向かった。

　今は二年生の教室に訪おとずれる恐きよう怖ふだとか遠えん慮りよはない。今の僕を突つき動かすのは灼しやく熱ねつの怒いかりだ。自分の心の中にこんなにも黒い感かん情じようが生まれることを知らなかった。

　彼女は教室の中で一流シェフによって料理されたフォアグラを食べながら、優ゆう雅がにロイヤルミルクティーを飲んでいた。

　僕の姿すがたを確かく認にんすると、翔子先輩はいつもの笑顔の仮か面めんをつけた。

「あら、下民のヘタレさん。一日ぶりね」

　彼女は何も知らないような顔で挨あい拶さつをしてくる。僕はそんな挨拶も無む視しして、単刀直入に聞いた。

「あなたがやったんですか」

　天あま音ね先輩の携けい帯たいが失われた事じ件けん。僕には真相の心当たりがあった。翔子先輩の術じゆつ者しや殺ごろしだ。

　あの会食の日、翔子先輩は気前よく僕らに赤外線でゴールドをプレゼントしてくれた。あれは僕らがワロスをインストールした携帯電話を持っていることを確認するためだったのだと考えれば辻つじ褄つまが合う。あれはこれからの悲ひ劇げきへの手た向むけの花だった訳わけだ。

　スカイメロディの強固なパラメータと天音先輩のプレイヤースキル、この二つを攻こう略りやくするのはかなりの難なん易い度どだが、携帯を壊こわしてしまえばそれだけで動きを封ふう殺さつできるという訳だ。

　たかがゲームのためにそこまでするのか……未いまだに信じられないことだが、一桁デイジツトナンバーにとっては藤とう堂どうグループ後こう継けい者しや候こう補ほという莫ばく大だいなお金が動く。動機としては充じゆう分ぶんだ。

「まあ、そんなことがあったの」

　僕が事じ情じようを説明すると、翔子先輩はさも驚おどろいた顔をした。果てには、

「かわいそうな天音ちゃん。彼女にはソーシャルゲームしか居い場ば所しよがないのに」

　そんな哀あわれみの言葉を口にする始末だ。その白々しい態たい度どが僕の神しん経けいを逆撫さかなでする。僕は黒い感情を必死で抑おさえながら、もう一度問うた。

「あなたがやったんじゃないですか」

「まるで犯はん人にん扱あつかいね、そんな言い方されるととても傷きずつくわ。私がやったという証しよう拠こでもあるのかしら？」

　そう言って彼女はとても残ざん忍にんに、嘲あざけるような笑みを浮うかべた。その不ふ遜そんな態度に、僕は思わず拳こぶしを強く握にぎりしめる。

（殴なぐるのか？）

　僕は自問をする。目の前の悪あく魔まのような女じよ性せいが憎にくい。だけど、僕は女性に手をあげるのか？

　──怒おこるべき対象と、怒りの方法を間ま違ちがえないことだ。君は七大罪セブン・ギルテイの憤ふん怒ぬなのだから。

　不意に天あま音ね先せん輩ぱいの声がリフレインする。彼女の笑った顔、悲しんだ顔。

　もし僕がここで怒いかりに任まかせて暴ぼう力りよくを振ふるったら、あの人はどんな顔をするだろうか。

　ここで黒い感かん情じように任せて翔しよう子こ先輩を傷きずつけたところで何も戻もどってはこない。失うものが増ふえるだけだ。

「証しよう拠こなんてない。でも、もしあなたがワロスの天下を取るために天音先輩を傷つけたというなら……僕はあなたを許ゆるさない」

　僕が暴力などに訴うつたえないことを知るや翔子先輩は表情から笑みをなくした。

「ふぅん。思ったほど愚おろかじゃないようね。少しだけあなたを見直したわ」

　以前の僕だったら怒りのままに翔子先輩にセクハラをし、退たい学がくしてニート人生を送っていたかもしれない。もし目の前の少女を屈くつ服ぷくさせる方法があるとしたら、それは彼女の大切なもので勝利することだ。

「天音先輩のデータが残っている以上、まだ後こう継けい者しやゲームは終わっていない」

　携けい帯たい電でん話わを壊こわしたくらいでゲームに勝利を確かく信しんできるのだとしたら、それは大いなる幻げん想そうだ。

「僕が七大罪セブン・ギルテイで天てん下か統とう一いつを果たせばゲームの勝者は盟めい主しゆである天音先輩だ。スカイメロディの戦せん死し判はん定ていが行われない限かぎり、彼女はまだ負けていない。僕が先輩の代わりに、あなたも不ふ眠みん王おうも全て倒たおす！」

　翔子先輩の瞳ひとみが鋭するどく、憎ぞう悪おに満ちた禍まが々まがしい輝かがやきを持ち始める。どうやら完全に僕のことを敵てきとして認にん識しきしたようだ。聞いたこともないような低い威い圧あつ的てきな声で、彼女は言った。

「私が一番嫌きらいなのは身の程ほどをわきまえない愚ぐ民みんよ」

　翔子先輩が指をパチンと鳴らすと、同時に教室中の人間が一いつ斉せいに立ち上がった。皆みんな、冷たい瞳で僕を睨にらんでいる。

「まさか、この教室の人間全員がショコラ・アメール？」

　なんという支し配はい力りよくだろうか。僕はビビッてその場で土ど下げ座ざして先ほどの宣せん言げんを取り消そうになったけれど……天音先輩のことを思って辛うじて耐たえた。

「私から言わせてもらえば、あなたたちは甘あまいのよ。甘すぎて退たい屈くつで欠伸あくびが出そうだわ」

　翔子先輩が口の中で大きくガリッ、と音を立てる。口の中に含ふくんでいたキャンディーを嚙かみ砕くだいた音だ。きゃ、キャンディーは嚙んでぃーはダメだー。

「私は寝ねる時はいつも携帯電話をミスリル製せいの金庫に入れて寝るわ。歩きながら携帯をいじる時だって決してポケットから出したりはしない、常つねにスナイパーの視し界かいに入らないように窓まど際ぎわを避さけて歩くし、常に三人以上のボディーガードを身の回りに置いてる」

　スナイパーなんてこの国にいるのだろうか……。しかし恐おそるべきはその用よう意い周しゆう到とうさ。彼女も方ほう向こう性せいは違ちがえど、勝利への強い執しゆう念ねんを秘ひめているのだ。

　恐るべき相手だが、まだ勝機は辛かろうじてある。ショコラ・アメールが僕らの居場所を検けん知ちしていない以上、まだ対たい策さくを練る時間はいくらでもある。

「ソーシャルゲームはネットとリアル、両方を制せいした者が勝つのよ。あなたたちはリアルでの努力を怠おこたったから負ける。当然の結果だわ」

　再ふたたび翔しよう子こ先せん輩ぱいが指をパチンと鳴らすと、出番が来るまでずっと教室の外で待っていた凄すご井い君が現あらわれた。どうして彼がここに？

　仲間の登場に安あん堵どした僕だが、すぐにその安心は幻げん想そうだと知る。彼は僕の隣となりではなく、翔子先輩の横へと立った。

「凄井君！　どうしたんだい、右みぎ腕うでに嚙かまれた跡あとなんかつけて。これじゃあまるで昨日の襲しゆう撃げき者しやみたいじゃないかー」

　なれなれしく話しかけた僕の手を、淒井君は冷たくはじいた。

　そして普ふ段だんの飄ひよう々ひようとした表ひよう情じようからは想そう像ぞうもできない冷めた顔で、翔子先輩へと情じよう報ほうを告げた。

「スカイメロディの居い場ば所しよは第七サーバーの、ポイントＡ５の北東だ」

「情報ありがとう。利り用よう価か値ちのある人間は、私は嫌きらいじゃないわ」

　淒井君の告発に、お礼を言う翔子先輩。僕は開いた口がふさがらなかった。

「す、淒井君の馬ば鹿かももんがー！　どうして、どうして敵に居場所を教えちゃうんだよ！」

　勝算が消散していく……僕は世界がぐにゃりと歪ゆがんでいくのを感じた。

「俺おれはもともと、ショコラ・アメール側の人間なんだよ」

　そこにいたのは、語ご尾びにブヒーを付けたりするエロ河童がつぱではなく、冷めた表情をしたイケメンの姿すがただった。

「俺は自分の右目に傷きずをつけた人間を探さがしてる。その情報を貰もらう契けい約やくで、俺はショコラ・アメールと同どう盟めい関かん係けいになったんだ」

　しかし、河童かつぱ惇とんは七大罪セブン・ギルテイに入る前は同盟無む所しよ属ぞくだったはずだ。そしてこのゲームでは二つ以上の同盟に入ることは禁きん止しされている。

「システム的にはショコラ・アメールの同盟に入ってはいない。俺は敢あえて中立的な立場を取り、多くの勢せい力りよくの動向を探さぐるスパイなんだ」

　スパイだって……まさか淒井君がそんな任にん務むを抱かかえていたなんて！　彼を信じたことは失すつ敗ぱいだったのか！

「私の勢力が目に見える数すう値ちだけだと思っていたら、それこそ大いなる幻想だわ」

　困こまる僕を見て、翔子先輩はサディスティックな微笑ほほえみを浮うかべる。その様はまさに女じよ帝てい、そんな目で見るのはやめてぃ！

「凄井君……君は、僕らと楽しくゲームをしてたあの時も、全て裏うら切ぎりだったって言うのか！　僕らの桃色ピンクの誓ちかいはなんだったんだ！」

　その言葉に刹せつ那な、淒井君の表情が大きく歪んだように見えた。しかしそれも束の間、すぐに冷たいイケメンの表情に戻もどってしまった。

「七大罪セブン・ギルテイは終わりさ。それならば、早いうちに自分の身の振ふりを考えた方が良い。それが賢かしこい生き方さ」

　どうやら冗じよう談だんで言ってるのではないようだ。彼は胸むな元もとからエロ本を取り出し、小こ躍おどりをした。

「それに、彼女に従したがえば俺おれは毎日エロマンガを貰もらえるんだ。うへへのへー」

　流石さすがはエロ河童がつぱ……と少しドン引きした所で彼の瞳ひとみが涙なみだで滲にじんでいることに僕は気づいた。あまりのエロさに感かん涙るいした訳わけではない。これは後こう悔かいの涙だ。

「噓うそだよ淒すご井い君……君は僕らを裏うら切ぎったことが申し訳わけなくて、だから僕らが心置きなく君と戦えるようにエロ本に釣つられた振ふりをしてくれてるんだ」

　初めから裏切る前ぜん提ていの信しん頼らいなら、あんなに楽しそうに笑い合うことなんてできない。

「君がもし、誰だれにも言えないような悩なやみを抱かかえてるなら言っておくれよ。僕らは絶ぜつ対たいに君の力になるよ」

　僕の問いかけに凄井君は押おし黙だまったまま何も答えられない。ポーカーフェイスの裏側で、今心が激はげしく揺ゆれているのかもしれない。

　口を開いたのは横にいた翔しよう子こ先せん輩ぱいだった。

「ショコラ・アメールの大軍に全ぜん軍ぐん進しん撃げきの命令を出したわ。遅おそくても明日にはスカイメロディの討とう伐ばつが始まる」

　彼女は歪いびつな笑みを浮うかべる。もう全ては遅いのだと言いたげだ。

「行くわよ河童かつぱ惇とん。これからスカイメロディ攻こう略りやくの軍事会議を開くわ」

「あ、ああ」

　翔子先輩が立ち上がると、凄井君も彼女に付いた。その後ろ姿すがたを見つめていたが、彼が振ふり向くことはなかった。

　去っていく背せ中なか。遠ざかっていく僕らの距きよ離り。

　忠ちゆう誠せいを誓ちかった君主を裏切ってまで生き延のびるのが賢かしこい生き方だというならば、僕は愚おろかな生き方で良い。

　僕は先輩の仇かたきを取る。たとえ仲間がいなくても、僕は一人で成し遂とげてみせる。
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　僕は雨に打たれた子犬のようなションボリした気持ちで教室へと帰った。

　もうショコラ・アメールの大軍が進撃しているかと思うと胃が痛いたい。僕が頼たよれるのはもはや七大罪セブン・ギルテイが暴ぼう食しよく、寧ね々ねだけだった。僕よりもプレイ経けい験けんが長い彼女ならば、ぐーたらしたまま努力なしで劣れつ勢せいを覆くつがえす戦せん術じゆつなども心当たりがあるかもしれない。

「寧々、いるかー」

　僕は教室に戻もどるなり彼女を探さがす。彼女は教室の隅すみでポテチをやけ食いしていた。

「やけ食い中すまないけど、一時間くらいで国力を百倍にする方法ないかな？」

「そんな方法あるかー！」

　寧ね々ねがビシッとツッコミを入れる。おかしい……いつもの寧々ならば手持ちの竹刀しないで斬ざん殺さつされてもおかしくないような鋭するどいツッコミが来るはずなのだが……。ポテチのやけ食いといい、どうも寧々に元気がない。天あま音ね先せん輩ぱいの携けい帯たいが壊こわされたことに悲しんでいるのだろうか？

「実はかくかくしかじかで、明日にはショコラ・アメールの大軍が僕らの城しろに攻せめてくるんだ」

「なんだと！」

　寧々がポテチを食べる手を止める。かくかくしかじか……で伝わると思っていなかったので僕の方が驚おどろいちゃうよ。いつの間にか僕らの絆きずなはここまで深まっていたのだ！

「という訳わけで、何か妙みよう案あんはないだろうか。コマンド一つで大軍を滅ほろぼす裏うら技わざとかさ」

「残念ながらワロスはそこら辺のバランスブレイクなクソゲーじゃねえぞ」

　寧々は嘆たん息そくし、暫しばし熟じゆつ考こうする。

「ショコラ・アメールは一いち枚まい岩いわじゃない。盟めい主しゆの独どく裁さい体たい制せいなので、ショコラさえ落とせば何とかなるかもしれないが……」

　ふむふむ。ショコラ一人を倒たおせば良いならば、奇き襲しゆうや暗殺などの搦からめ手で対たい抗こうする手しゆ段だんも有ゆう効こうかもしれないな。

　しかし寧々は「そんな甘あまい話じゃない」と楽観しかけた僕に釘くぎを刺さす。

「あれだけの大軍を率ひきいているならば余よ程ほどの理由がない限かぎりショコラ自身が前線に立つことなんてないだろう。状じよう況きようは絶ぜつ望ぼう的てきさ」

　むぅ、確たしかにそうだ。翔しよう子こ先輩はかなり用心深そうだし、隙すきはなさそうだなぁ。

　以前の僕ならばここでギブアップしていた事だろう。しかし、天音先輩の悲ひ愴そうな表ひよう情じようを思い出す度に僕の心には熱い炎ほのおが燃もえ上がる。

「へへっ。こんな状況だっていうのに、なんだか僕はワクワクしてきたぞ」

「ドＭか」

　寧々は苦笑する。ベシッ、と良い音のするツッコミはなかった。

　その様子を見て、僕が感じていた違い和わ感かんは確かく信しんに変わる。普ふ段だんの寧々ならば激はげしいツッコミで僕が本当にドＭに目覚めそうになるのだが、今の彼女は目に見えてキレがない。

「寧々、なんかあったのか？」

　僕の問いかけに、彼女は瞳ひとみを逸そらしながら申し訳わけなさそうに答えた。

「すまない芝しば居い。私は、私はショコラ・アメールに入る」

「な、なんだってー」

　最近の七大罪セブン・ギルテイでは離り反はんブームが起きているのか！

「ショコラは、軍門に下れば私の領りよう民みんの命は保ほ証しようすると約束してくれた。悔くやしいし屈くつ辱じよくだけど、それでもこれ以外に私は自国の民を救う方法が思いつかない」

　服ふく従じゆうか死か。この二に択たくを強しいることでショコラ・アメールは同盟国を増ふやしてきたのだ。逆さからう者は武ぶ器きを持たぬ民みん衆しゆうに至いたるまで念入りに殺す……この圧あつ倒とう的てきな恐きよう怖ふがショコラ・アメールの絶ぜつ大だいな支し配はい力りよくに繫つながっているのだろう。

　寧ね々ね自身にも己おのれを許ゆるし難がたい決けつ断だんだったのだろう。彼女の竹刀しないを強く握にぎる手が、彼女の無念を物語っていた。

「でも、戦ってみなくちゃ結果は分からない。僕たちにだって忠ちゅう義ぎというものはある」

　メリットやデメリット、リスクとリターン。裏うら切ぎりに満ちた世界の中でも他に信じるべき指標があるはずだ。僕は自分が信じるもののために戦いたい。

「忠義のために死ねって言うのか？」

　そう聞き返されると、僕には何も答えられなかった。

「私は三さん国ごく志しの有ゆう名めい武ぶ将しようのように強くはなれない。忠義のために、民に死んでくれだなんて言えない。ヘタレのお前なら分かるはずだ。悔くやしいけれど私たちは、力の強いものに従したがって生きるしかないんだって」

　どうやら深く考えた上での結けつ論ろんのようだ。ヘタレな僕だから、強い人間に虐しいたげられる弱い人の気持ちは分かるつもりだ。それでも、

「僕はヘタレだよ。でも、あの世界の中では僕は勇将シヴァなんだ」

　せめて先せん輩ぱいに与あたえられた名前に恥はじないプレイヤーでいたい。ほんの少しでも、あの世界に近づけたら──。

「僕は信じてるよ。敵てき軍ぐんが大おお勢ぜい押おし寄よせてきて絶ぜつ望ぼうした時、僕らの希望となる鈴すずの音ねが聞こえることを」
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　旧きゆう校こう舎しや三階の部室棟。

　放課後になると僕の足は自然とそこへ向いた。

　扉とびらを開けても待っているのは時が止まったかのような静せい寂じやく。どうやら今日は僕が一番乗りのようだ。

（まるで、あの頃ころの喧けん騒そうが噓うそのようだ）

『天てん下か統とう一いつ部』を立ち上げて以来、叫さけんだり笑ったりと賑にぎやかな日々が続いた。いつからか僕はその空気を当たり前のように受け取り、その時が永えい遠えんに続くと思い込こんでいた。だけど今はこの場所で木こ霊だましていた笑い声も今ではとても遠く感じられる。

　暫しばらく一人の時間を感じていると扉が開いた。陽よう光こうを浴あびたブロンドの髪かみ……天あま音ね先輩だった。

「やあ忠ちゆう太た君。今日は君だけか」

「あ、はい。他のメンバーは、その」

　多すぎるバッドニュースを伝えると思うと胃が痛いたい。

　天あま音ね先せん輩ぱいは気き丈じようを装よそおっているが、携けい帯たい電でん話わを失くす以前と比くらべ元気がないように見えた。こんな状じよう態たいの彼女に言いにくいけれど、僕は軍ぐん師しとして七大罪セブン・ギルテイの現状を伝える義ぎ務むがある。

「暴食ベルゼブブと色欲アスモデウスが、七大罪セブン・ギルテイから離はなれました。ちなみにベルフェゴール先生は……ぎっくり腰ごしで入院中です！」

　さらにスカイメロディの位置も知られ、明日には大軍が押おし寄よせてくる。僕だったら思わずオワタのポーズをしてしまいそうな状じよう況きようだが、先輩はそれほど悲ひ嘆たんにくれた様子はなかった。

「七大罪セブン・ギルテイにとって辛つらい状況だな。しかし、追い詰つめられているのはショコラも一いつ緒しよだ。ここが勝負だ」

「ショコラも？　彼女は同どう盟めいを着々と増ふやして順調そうに見えますが」

　僕にはダージリンティーを片かた手てに「おーっほっほっほ」とマンガのような高笑いをしている翔しよう子こ先輩の姿すがたが容よう易いに想そう像ぞうできた。

「忠ちゆう太た君、敵てきに勝つにはまず敵を知ることだ」

　名言きたー。僕は急いで天音先輩名言集のメモの用意をした。

「時間が経たつほどに不ふ眠みん王おうの圧あつ倒とう的てきなプレイ時間により戦力差が生じる。ショコラはそれを同盟を組むことによって補おぎなおうとしていたが、もう勧かん誘ゆうできる人材も底を突つき始めた。今回私に強引な術じゆつ者しや殺ごろしを仕し掛かけた事からも、彼女の焦しよう燥そう心かんが透すけて見える」

　なるほど。不眠王という脅きよう威いに怯おびえているのは翔子先輩も一緒な訳わけだ。

「彼女は私のアバターを殺す事で王に次ぐレア称しよう号ごうである『王殺し』を取得しようとしているんだ。その力を得た上で一気に不眠王へと勝負をかけるつもりだ」

『王殺し』……その物ぶつ騒そうなネーミングには見覚えがある。僕が間ま違ちがえて天音先輩の携帯を持ち帰った時に見た、スカイメロディの持っていた称号。

「この称号はナンバーファイブを翔子と共に倒たおした際さいに、王にトドメを刺さした私だけが手に入れたものだ。この称号の存そん在ざいを知っているのは私と翔子くらいだろう」

　今でこそ翔子先輩と天音先輩は敵対しているが、過か去こは共きよう闘とうしていたと話に聞いている。二人の仲を引き裂さいたものはなんだったのだろうか。想そう像ぞうの域いきを出ないが、翔子先輩にとって『王殺し』の称号は天音先輩に横取りをされたように見えたのかもしれない。

　戻もどらない過去に思いを寄せていたのか、先輩の表ひよう情じように悲しみの色がよぎる。僕は話題を変えた方が良いと思い、決して気持ちを表に出さない彼女の代わりに愚ぐ痴ちを言う。

「しかし暴食ベルゼブブに色欲アスモデウス、こんな大事な時に離反するだなんて薄はく情じような連中ですよ！　ブーブー！」

「いいんだ、忠太君」

　きっと僕の何倍も悲しいはずなのに、気丈な態たい度どでいる彼女はどこまでも強く、美しいダイヤモンドのようだった。

「こんな形でゲームオーバーを迎むかえてしまうのは非ひ常じように残念だよ。悔しくないと言えば噓うそになる。だが、私も多くのプレイヤーをゲームオーバーに落とした身だ。いつか自分もこうなることは覚かく悟ごしていたよ」

　気き丈じような振ふりをしている天あま音ね先せん輩ぱいを見ていると、単たん純じゆんな僕は彼女がそんなに悲しくないのではないかと錯さつ覚かくしてしまう。

（でもそれじゃダメなんだ。彼女の目に見えない悲しみに気付かないといけない）

　先輩は悲しい素そ振ぶりをみせず、優やさしい笑顔のまま言う。

「もともとβベータテスト時のデータはサービスリリース時には全部消去されるルールだ。遅おそかれ早かれ、こうなる運命だったのだよ」

　彼女は僕なんかでは想そう像ぞうがつかない大きな覚悟を背せ負おいゲームをプレイしていたのだろう。でも、たとえそうだとしても……。

「先輩は誰だれよりもこのゲームを愛してました。悲しくないはずなんてない」

　先輩の胸きよう中ちゆうを思うと僕の方が悲しくなってくる。せめて僕の前では、仲間の前は思いっきり悲しんで欲ほしい。僕はそんなにも頼たよりないだろうか。

　どれだけ自分が情なさけない顔をしていたか分からない。先輩は少し困こまった顔で嘆たん息そくした。

「君は何な故ぜ私がワロスをプレイするのか、その理由を問うたな」

　先輩はあの時、中ちゆう断だんされてしまった問いかけに今答えてくれようというのだ。

「幼おさない頃ころから私は父親に会うことを禁きんじられて生きてきた」

　先輩は静かに語り始める。その表ひよう情じようには迷まよいなどは感じられない。

「なぜ父は私に会ってくれないのか。私という存そん在ざいは父にとって何なのか。彼が作るゲームは、私たち母娘おやこよりも大事なものなのか、私はずっと疑ぎ問もんだった」

　その強い感情が憎にくしみなのか愛なのか、或あるいは寂さびしさなのか……僕には分からない。

　先輩にとっては、藤とう堂どう卓たく也やが作ったゲームをプレイすることが彼との繫つながりを感じられる瞬しゆん間かんだったのだろうか。

「私は知りたいんだ。父が家族を犠ぎ牲せいにしてまで作ってきたソーシャルゲームの真実というものを」

　その時、僕は彼女の瞳ひとみが見み据すえるものが分かった気がした。

「忠ちゆう太た君。私は本当にそこまで悲しいとは思っていないんだよ。私の意い志しを、君が継ついでくれると信じているから」

　先輩はそう言って僕の手を握にぎった。温もりを通じて、彼女の熱い気持ちが伝わってくるかのようだ。

「君に天下を託たくしたい。私が見たかった天下を、君に実じつ現げんしてほしいんだ」

　それは僕には重すぎる想いだったかもしれない。

　けれど、自然と僕の口からはこんな言葉が出た。

「約束します。僕が必ず先輩をお父さんに会わせてみせます。だから」

　僕はその美しい双そう眸ぼうを見つめながら、はっきりと言った。

「だからもう泣かないでください」

　僕の言葉に先せん輩ぱいは不思議そうな顔をした。

「君は不思議なことを言うな。私は泣いてなんかいないのに」

「それでも僕には、先輩が見えない涙なみだを流してるように見えるんです」

　僕は彼女の目の下にある見えない涙をそっと拭ぬぐった。僕は今、最高にロマンチックな状じよう態たいだった。今なら普ふ段だんは言えないことも言える気がした。

「僕はこの部活を、七大罪セブン・ギルテイをずっとやめません。いつまでもあなたの傍そばにいます」

　言ってやる……言ってやるぞー、と思ったところで僕の携けい帯たいが揺ゆれた。

　ワロスの通知バイブレーションではない、通話による振しん動どうだ。発信者は汐しお川かわ小こ梅うめ（自じ宅たく）と表ひよう示じされている。

「へいよー、こちらヘタレの忠ちゆう太たでい」

　ハッ、ついつい意味もなく江え戸どっ子口調で電話を取ってしまったが今は先輩の前だった。僕はコホンと咳せき払ばらいし、キリッとした顔で言った。

「俺おれだ」

　いつものように明るいイフイフー、という挨あい拶さつを期待していた。しかし返ってきたのは切せつ羽ぱ詰つまったような、緊きん迫ぱく感かんに満ちた小梅の声だった。

『ちゅーた？　大変なの！』

　どうやら冗じよう談だんを言ってる場合ではないようだ。僕は焦あせる心を落ち着けながら、彼女に聞く。

「どうしたんだ小梅。そんな慌あわてるなんて君らしくない」

『月つき絵えが倒たおれたの』

　悪い時には悪いニュースが重なるものだ。ううっ、僕の胃が……。

『今、病院から連れん絡らくがあって、場所は学校に近いからちゅーたの方が先に着きそうで、だから』

　受話器越ごしに彼女の不安が伝わってくるようだった。皮肉なことにそんな様子を見ていると自分がしっかりしなくてはと冷静になるものだ。

「落ち着いて。すぐ行くから待ってて。待ち合わせは駅前で良い？　着いたら携帯に連れん絡らくして」

『待って、私の携帯はいま月絵が持ってるから繫つながらない』

　月絵が運ばれた病院で待ち合わせをしよう、と小梅は提てい案あんしてきた。なぜ小梅の携帯を月絵が持っているのか気になったが、今はそれどころではない。

　天音先輩を独ひとりにするのは気が引けたが、今は月絵の容よう態だいが心配だ。

「先輩、すいません。僕の幼おさな馴な染じみの妹が倒れたって連絡が来て」

　ずっと一いつ緒しよにいると約束した瞬しゆん間かんに、この様ざまだ。

「それは大事だな。すぐに行った方が良い」

　先輩はそんな僕の心中を察してか、優やさしい声で了りよう承しようしてくれた。

「無事を確かく認にんしたらすぐに戻もどってきますから」

　僕はそう言い残し、部室を後にした。この後、静かになりすぎてしまったこの部室に彼女を独ひとり残してしまうことが悲しかった。
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　全力で走りながら、僕は月つき絵えのことを考えていた。

　月絵は僕にとっても妹のような存そん在ざいだった。

　体が弱い彼女を、小こ梅うめと二人でずっと支ささえてあげたいと思っていた。なのに最近では僕はワロスにはまっていて、自発的に汐しお川かわ家を訪おとずれることも少なかった。今ではそれが悔くやまれる。

　病院に着く頃ころには完全に息が上がっていた。僕は荒あら々あらしい呼こ吸きゆうを整えながらも、受付に問いかける。

「汐川月絵が、ここに、運ばれたと聞いて」

　返ってきたのは事じ務む的てきな返答だった。

「ご家族の方でしょうか？」

「自じ称しようお兄ちゃんです！」

　正直に答えたつもりだが、受付の事務員は明らかに不ふ審しんな顔をしたので幼おさな馴な染じみだと言い直した。軽い手続きの後、僕は担たん当とう医いから軽い症しよう状じようの説明をされる。

「過か労ろうでかなり体力が低くなってたようですね」

　医者は事務的に月絵の病状を説明する。

　まだ体力も低く、三日ほどの入院が必要になるとのことだ。極度の過労から体力の低下も見られるので、今後の生せい活かつ習しゆう慣かんを見直すようにとの忠ちゆう告こくも受ける。

「良かった」

　僕は大きく胸むねを撫なで下ろした。大おお袈げ裟さすぎるかもしれないけれど、命に別べつ状じようはなくて良かった。いやぁ、とても心配あーる二乗だったよ。

「ただ、彼女はこんなにも疲つかれているのに、どうしても携けい帯たい電でん話わを離はなそうとしないんです」

　気になったのは医者が言った最後の一言だった。

　どういうことだろうか？　月絵にとって携帯電話はそんなに大事なものなのだろうか？

「あ、ちゅーた」

　聞きなれた声が物思いにふけっていた僕を現げん実じつへと呼よび戻もどす。全速力で走ってきたのだろう。息も上がり汗あせだくで、服ふく装そうもＴシャツにパーカーを羽は織おっただけというラフな出で立ちだ。

「月絵は無事？　月絵は大だい丈じよう夫ぶ？」

「ふっ。僕がいるから安心してくれ」

　つい格かつ好こうつけてしまうのは僕の悪い癖くせだ。小梅は敏びん捷しようなフットワークで僕をスルーし、月絵の病室へと駆かけつける。ま、待ってくれー。

　病室では点てん滴てきを打たれ、弱弱しい表ひよう情じようで横になった月つき絵えがいた。

「お姉ちゃん……ごめんね。私が体を壊こわしたばかりに」

　壊れそうな笑みを浮うかべながら、苦しそうに月絵は言った。

「いいのよ月絵。あとは私に任まかせて」

　小こ梅うめは月絵をそっと抱だき寄よせた。うう、なんて美しい姉妹愛……僕は鼻水を垂たらしながら存そん在ざいを空気化していた。

「この携けい帯たい、今の私には使えそうにないからあとはお姉ちゃんが」

　月絵は弱弱しく手を差し出す。そこには携帯電話が握にぎられていた。何気なく二人のやり取りを見ていた僕だが、その携帯ディスプレイに映る画面を見て僕の目は大きく見開かれた。

　青と緑の高こう鮮せん度どなグラフィック……四六時中ワロスばかりやっていた僕にはなじみの深い画面だ。

（刹せつ那なしか見えなかったが、あれはワロスの画面だ。月絵もソーシャルゲーマーだったのか？　いや、あの携帯は小梅のものだったから、小梅がソーシャルゲーマーなのか？）

　頭が混こん乱らんする。うう、僕のヘタレ脳のうには推すい理りは不ふ可か能のうだ……謎なぞは全て、解とけない！

　僕が頭を抱かかえているのを見て、小梅が説明をしてくれた。

「月絵に携帯を貸かしてたのよ。いつも私の携帯を夜は月絵に使ってもらってるの」

「へえ」

　毎日早起きしている朝方の小梅に対し、月絵は日中はベッドで横になる夜型の生活を送っている。生活ペースが真ま逆ぎやくな二人だからこそできる携帯の共有という訳わけだ。

　何か引っかかるものを感じた。一つの携帯を二人で使いまわす。そうすることによって、何が起こるだろうか。

「小梅もワロスをやるんだな。なんか意外だな」

　僕の問いかけに、小梅は静かな表情で答えた。

「ちゅーたは、なんで私を今までソーシャルゲーマーだと疑うたがわなかったのかな？」

「それは……小梅はいつもやるべきことがあるって忙いそがしそうだったから、ゲームなんてやってる暇ひまはないんだろうなって」

　それに、ソーシャルゲーマーはいつでもポケットに手を入れて携帯を操そう作さしているのが特とく徴ちようだ。小梅はいつだって両手にボクシンググローブを付けてシャドーボクシングをしている。ソーシャルゲーマーの条じよう件けんを満たさない。

（待てよ、何かがおかしい）

　小梅は痴ち漢かんを撃げき退たいした時も黄金の右手は使わなかったという。右手を使わなかったのではなく、使えない理由があるのだとしたら……。

「小梅、もしかして君のグローブの下には……」

　片かた手てをポケットに入れてる人間がソーシャルゲーマーなのではない、片手が死角になっていればいつ何ど処こでもゲームをしているのがソーシャルゲーマーだ。例えばシャドーボクシングをする振ふりをして、グローブの下で携けい帯たいをいじることも、一流のソーシャルゲーマーならば可か能のうだ。

「そう、これぞプレイヤースキル幻シ影ヤ遊ド戯ウ」

　彼女はシャドーボクシングで幻げん影えいを生みだしていた訳わけだ。

「小こ梅うめのやるべきことっていうのは、ワロスのことだったのか。それなら、僕が誘さそった時に応おうじてくれても良かったのに」

「え？　もしかして前に君が欲ほしいとか公開セクハラしてたあれが勧かん誘ゆうだったの？」

　なんと。天あま音ね先せん輩ぱいを見習って格かつ好こう良く誘ったつもりがそんな風に見られていたとは。

「ちゅーたの方こそソーシャルゲームをしてるなんて意外。どうせワロスの世界でもヘタレなんだろうけど」

「むかっ。こう見えても僕はワロスの中ではイケメン武ぶ将しようなんだぜ。モテモテなんだ！」

　相変わらず最後の一言が挑ちよう戦せん的てきだ。だが、ワロスに関しては僕だって今までのヘタレポジションではない。なんせ不ふ眠みん王おうにスカウトされるくらいの才さい能のうの持ち主だからなぁ。

　ワロスについて思いをめぐらした時、僕は明日にはショコラ・アメールの大軍が押おし寄よせてくることを思い出した。まだ何の対たい策さくも取れていないぞー。

「なあ、小梅も僕らの同どう盟めいに入らないか？」

　このタイミングで小梅がソーシャルゲーマーだと分かったのは天の采さい配はいとしか思えない。彼女ならきっと凄すご腕うでの武ぶ将しようだろうし、何よりも裏うら切ぎりの心配がない。

「ちゅーたは今、盟主さんと一いつ緒しよにいるの？」

　僕の質しつ問もんに小梅は質問で返してきた。

「うん。いるよ。僕の盟主は凄すごい人だから、きっと小梅も尊そん敬けいして土ど下げ座ざしちゃうと思うよ」

　天音先輩のことを思いだし、僕は早く彼女の元へ戻もどりたいと思った。

「ねえ、ちゅーたの居場所を教えてよ。会いに行くからさ」

「お、いいよ。場所は……」

　僕はスラスラと場所を言う。その時、僕は先輩のことを考えていて小梅が冷たい表ひよう情じようをしていたことに気付かなかった。

「その盟主さん、本当にちゅーたが言うような素す敵てきな人なのかしら。甘あまい言葉でちゅーたを騙だましてるんじゃないの？」

「ふんがー！」

　小梅の挑発に僕は怒ど髪はつ天てんを衝つくところだった。

「先輩はそんな人じゃないよ。綺き麗れいで可か愛わいくて、うひょひょーい」

　僕のボキャブラリーではこの賛さん辞じが限げん界かいだった。代わりに、ここ数日の僕と先輩の出会いを軽く小梅に話すことにする。

　あの日、退たい屈くつな日々を過すごす僕に先せん輩ぱいが異い世せ界かいへと誘ってくれた。そこから始まった様々な出会い、悲しい別れ。そして今、七大罪セブン・ギルテイ壊かい滅めつの危き機きが訪おとずれているということ。

「先輩が自分を誘さそってくれたことに、僕は運命を感じたんだ」

　しかし、小こ梅うめは冷たい表ひよう情じようで僕の言葉を、思いを否ひ定ていした。

「運命なんかじゃ、ないよ」

　よもや否定されると思っていなかったので、僕は驚おどろいた。

「ちゅーたはあの女に騙だまされてるんだよ。全ての出会いが必然で、裏うらにはちゃんとした理由があるのよ。運命なんて存そん在ざいしない」

　小梅は先輩のことを『あの女』と言った。まるで憎にくい仇かたきの名前を口にするかのような表ひよう現げんに、僕は激はげしい違い和わ感かんを覚えた。小梅は表情の読めないポーカーフェイスで続ける。

「彼女は不ふ眠みん王おうを追っていた。自分を敗北に追いやった王に復ふく讐しゆうをするために」

　小梅の口から不眠王という単語が出たのも奇き妙みような感じだ。彼女はいつからこのゲームをプレイしていたのだろうか。

「そして彼女は敵てき対たいプレイヤーの位い置ち情じよう報ほうから、リアルの住所を探さぐる禁きん忌きを犯おかした」

　そうだ。先輩は不眠王を追って、プレイヤーの行動時間と位置情報から僕が不眠王ではないかと疑うたがっていたのだ。

　不眠王の条じよう件けん。あの高校に在ざい学がくしていて、この町内で生活していると思われる人物。

　この条件をクリアしている生徒はそう多くない。わざわざこんな遠くから通っている生徒は少ない。僕や小梅くらいだ。

「ちゅーたがその先輩と出会ったのは、ちゅーたが不眠王に近しい人間だったからだよ。運命でもなんでもない」

　不眠王が僕に近しい人物。前にも一度考えたことがある。僕に近しい人間で、ソーシャルゲームをやっている人物……先刻までは候こう補ほがなかったが今は小梅がいる。

（まさか、小梅が……）

　だがそこで僕は自分の推すい論ろんを打ち消す。

　いや、そもそも小梅は女子じゃないか。不眠王は男だん性せいアバターだ。そこまで思い至いたったところで、不意に寧ね々ねの言葉がリフレインする。

──アバターの性別がプレイヤーの性別と一いつ致ちする訳わけじゃないだろ。

　そうだ、ネット上での性別なんて当てにならない。しかし不眠王というその荘そう厳ごんな異い名みようから、僕は無む意い識しきの内に男性をイメージしていた。

　目の前の幼おさな馴な染じみの初めて見せる氷のような冷たい表情に僕は戸と惑まどいを隠かくせない。

　不眠王は昼夜を問わず動き続けるアバター。もしかしてそのトリックは……。

「小梅。君は月絵と共同で一つのアバターを使っていたのか？」

　朝起きて夕方までは小梅が携けい帯たいを所持する。そして夕日が沈しずみ、空を暗い闇やみが覆おおう時に夜型の生活を送る月つき絵えが携けい帯たいを譲ゆずり受ける。その間ずっとワロスがプレイされていたとしたら……。

「まさか、君が」

　全てを察した小こ梅うめは不ふ敵てきに笑った。覚かく悟ごを決め、感かん情じようを削そぎ落したような冷たい笑みだった。

「そうよ。私が、私たちがゲームの開始から一度もオフラインになることなく稼か働どうし続けた眠ねむらずの王。世界から与あたえられし二つ名は不ふ眠みん王おう」

　僕には信じられない……信じたくなかった。もしその言葉が本当ならば、僕は不眠王にスカイメロディの居い場ば所しよを教えてしまったことになる。

「一桁デイジツトナンバーは藤とう堂どう家の後こう継けい者しや候こう補ほの証あかしだ。君にも、後継者の資し格かくがあるのか」

　質しつ問もんをしながらも、僕は一つの答えを感じ取っていた。幼おさない頃ころに小梅と月絵を置いて去ってしまった父親。小梅が肌はだ身み離はなさず持っているボクシンググローブの本来の持ち主。

「私たちは藤堂に捨すてられた子こ供ども。私と月絵で、ナンバーセブンよ」

　強い覚悟を秘めた冷れい淡たんな瞳ひとみ。ずっと知っていたはずの幼おさな馴な染じみの初めて見る表ひよう情じようだった。

　ずっと一いつ緒しよのものを見てきたと思っていた。同じスピードで、同じ気持ちで生きてきたと。

　でも今、僕には彼女の瞳が見つめるものが分からない。こんなにも近くにいるのに、彼女の心が見えない。













　【第八章】　you do, who done?　優柔不断な僕の願い







　小こ梅うめと月つき絵えが不ふ眠みん王おう。

　その恐おそろしい事実に、僕は問わずにはいられなかった。

「ど、どうしてこんな大事なことを今まで黙だまってたんだよ」

　僕は二人がソーシャルゲームをやっていたことすら知らなかった。それもただのプレイじゃない、生活を犠ぎ牲せいにした廃はいプレイ寸すん前ぜんの意い気き込ごみだ。僕は二人が苦しんでいたことさえ何も知らなかった自分が悔くやしかった。

「ちゅーたを巻まき込こみたくなかった」

　小梅は観念したように語り始めた。

「だってこれは戦争だもの、勝利のためには手しゆ段だんを選んでなんていられないし、時には道を外れるプレイをしたこともある。子こ供どもの頃ころに一いつ緒しよにやったような、笑いながら遊んだゲームとは質しつが違ちがうのよ」

　僕には言い返すことができない。先の翔しよう子こ先せん輩ぱいの卑ひ劣れつな妨ぼう害がい行こう為いを思い出す。不眠王の歩んだ道は覇は道どう、逆さからう者は皆みな殺ごろしにして一切の禍か根こんを残さない血ち塗まみれの道だ。

　孤こ高こうにして残ざん虐ぎやく非ひ道どうな王。それが目の前の少女と一いつ致ちするようには僕にはどうしても思えなかった。

　小梅は首を振ふり、自らの言葉を否ひ定ていした。

「ううん、巻き込みたくなかったんじゃない。私はちゅーたには知られたくなかった。私たちのこんな姿すがたを見てほしくなかった。夜よる遅おそくまで、目の下にクマを作ってまで必死の形相で携けい帯たいをいじる姿なんて見られたくないもの」

「それでも僕は言って欲ほしかったよ。小梅が困こまってるなら、僕は非ひ力りきでも力になりたかった」

　僕らは幼おさな馴な染じみで、ずっと秘ひ密みつもなかったはずなのに。気が付けば彼女は僕の知らない表ひよう情じようで、僕の知らないものを見ている。

「ちゅーたが私を同どう盟めいに誘さそってくれたのは嬉うれしいけれど、私はスカイメロディの下に付くことはできない。あれは倒たおすべき敵てきだから」

　小梅の口調は静かだが、瞳ひとみは敵対心で燃もえている。不眠王とスカイメロディは『一桁デイジツトナンバー』同士、憎にくしみ合う間あいだ柄がらの二人に共きよう闘とうはとても望めそうにない。

　僕は小梅にスカイメロディの位置を教えたことを激はげしく後こう悔かいした。援えん軍ぐんを得るどころか恐おそろしい災さい厄やくを招まねきよせてしまった……これは僕のミスだ。

　この重苦しい雰ふん囲い気きの中、どんな言葉を言うべきか分からない。場を和ます必殺のジョークでも言うべきだろうか……ソーシャルゲームで共きよう闘とうできないだなんて、「そー仰おつしやるなー」とか。

　僕が絶ぜつ対たい零れい度どのブリザードに身を投じようと覚かく悟ごを決めた時、先に口を開いたのは月つき絵えだった。

「お姉ちゃん、ちょっとヘタレのちゅーたと二人で話してもいい？」

　他ならぬ病人の願いだ。小こ梅うめも先ほどまでの臨りん戦せん体たい勢せいの険けわしい表ひよう情じようをやめ、優やさしい姉の表情に戻もどる。

「いいわよ。ちょっと席を外すね」

　そして去り際ぎわに、僕の耳元でボソッと捨すて台詞ぜりふを残していく。

「月絵に手を出したら、ボディーブローじゃ済すまさないから」

「出さないよ。僕は獣けものか！」

　こんな時でさえ釘くぎを刺さされるとは自分の信用の無さに泣けてくる、割わりとマジで。

　病室に二人きり。小梅が変な警けい告こくをするから少し意い識しきしてしまうじゃないか。

　汐しお川かわ月絵、小梅の妹にして僕のもう一人の幼おさな馴な染じみ。二つ学年が下の彼女は僕にとって妹のような存そん在ざいだった。

　病びょう床しように伏ふす彼女はトレードマークであるツインテールも解ほどき髪かみを下ろしている。そのせいか、いつもと違ちがう彼女の姿すがたに僕は戸と惑まどいを覚えた。いつの間に彼女はこんなに大人おとなになったんだろうか。不ふ眠みん王おう、僕の知らない月絵のもう一つの顔。

「ねえ、ちゅーた。一つお願いがあるの」

　今にも途と絶だえてしまいそうな弱弱しい声だ。

「なんだい。なんでも言っておくれよ、僕にできることならなんでもするよ。お兄ちゃんて呼よびたいなら呼んでくれてもいいよ！」

「いや、それはいいや」

　うう、病気中でも全く隙すきがない。

　月絵は熱で朦もう朧ろうとしながらも、それでもしっかりと僕の瞳ひとみを見て言った。

「七大罪セブン・ギルテイを抜ぬけて私たちの、ううん、お姉ちゃんの味方になってあげて」

「えっ」

　目の前の少女の恐おそろしくも無む垢くな願いに、僕は世界が歪ゆがむのを感じた。

「協力してよ。ちゅーたは私たちの味方、だよね？」

　懇こん願がんするように上うわ目め遣づかいが僕の庇ひ護ご欲よくを刺し激げきする。

　抗あらがいがたい引力を感じた。目の前のか弱い存在は全てを投げ出してでも守らなければならない。けれど、それは同時に大きな罪つみを意味する。

「僕に先輩を裏うら切ぎれと言うのか」

　一度忠ちゆう誠せいを誓ちかった主に刃やいばを向けるだなんて、僕には考えられない選せん択たく肢しだった。

　悩なやむ僕に、月絵は甘あまい声で囁ささやいた。

「裏うら切ぎるだなんて言葉は心外よ。だって、私たちは元から仲間だったじゃない」

　彼女の言葉を聴きいてると何が正しいのか分からなくなってくる。

　僕には先せん輩ぱいも、汐しお川かわ姉妹も共にかけがえのない大切な人たちだ。現げん実じつで一いつ緒しよにいた時間は汐川姉妹の方が遥はるかに上だ。でもワロスで先に出会ったのは先輩だ。

「私が倒たおれたら、お姉ちゃんは独ひとりになっちゃうよ。私にできることはどんなことでもするから、お姉ちゃんの力になってあげて」

　僕の脳のう裏りに様々な光景がよぎる。僕をワロスへと誘さそってくれた先輩、小こ梅うめの笑顔、父に会いたがる先輩、月つき絵えのことを心配する小梅。

「そんなの、選べないよ。僕にはどちらも大事だもの」

　大切な二人を秤はかりにかけそうになり、僕は思わず思考を拒きよ否ひした。そんな考え方をしてしまう自分が恐おそろしかった。

　僕の言葉に月絵は深いため息をついた。そして、

「優ゆう柔じゆう不ふ断だん」

　それだけ言って月絵はそっぽを向いてしまった。

　彼女の機き嫌げんを直す魔法の一言は分かってる。七大罪セブン・ギルテイの名を捨すて、君の味方になると言えば彼女の心には笑顔が戻もどるだろう。

　でも、僕にはどうしてもその言葉を告げることができない。

「お姉ちゃんがどんなにお父さんに会いたがっていたか、藤とう堂どう家に認みとめられたがっていたかを私は知ってるの」

　小梅の夢ゆめ。

　家族四人で楽しく食事をすること……普ふ通つうの家庭ではごく当たり前のことを、彼女はずっと幼おさない頃ころから願い続けていたのだ。

「私は父親なんていなくてもお姉ちゃんさえいてくれればそれで良い。でもお姉ちゃんは、ずっとお父さんのことを忘わすれられない。だからいつまでも形見のグローブを外せないでいる」

　父との再さい会かいは小梅にとって全てを犠ぎ牲せいにする価か値ちのある願いだったのだろう。

　僕は会ったことのない小梅と月絵の父親に激はげしい憤いきどおりを感じた。どうしてだ？　どうして人の心を弄もてあそぶようなことができるんだ。

　ずっと不ふ眠みん王おうを倒たおしたいと思っていた。日々に目的なく生きる僕にとって、それは初めて与あたえられた崇すう高こうな使し命めいだった。なのにそれが、小梅たちの夢を潰つぶすことに繫つながるだなんて……。




　　　　＊＊＊




　僕は暗い気持ちのまま『天てん下か統とう一いつ部』へと足を向けた。

　もう日も沈しずみ、辺りは暗くなってきている。初夏だというのに少し肌はだ寒ざむい……ぶるっ。

　天あま音ね先せん輩ぱいはもう帰ってしまったかもしれない。けれどもし、まだ誰だれもいない部室で誰かを待っているのだとしたら少しでも早く駆かけつけてあげたい。

　携けい帯たい電でん話わ一つないだけで、こんなにも人と繫つながるのが難むずかしいだなんて知らなかった。

　小こ梅うめたちの問いかけに答えを出せない。僕は保ほ留りゆうという形を取ったまま、おぼつかない足取りで天音先輩の元へと行くのだ。

（こんな迷まよいを抱かかえたままでは、どの勢せい力りよくについても戦力になんてなれない）

　気が付けば天てん気き予よ報ほうはずれの雨が降ふり出している。僕は雨に打たれるドラマの主人公の気分で歩いていた。ちょっと冷たい。

（僕はどちらを選べば良い？）

　先輩の悲しみも幼おさな馴な染じみの悲しみも見てきた。そのどれもが僕の胸むねを強く締しめ付けた。

　小梅とは多くの時間を共有してきた。今までの付き合いならば圧あつ倒とう的てきに小梅たちの方が上だ。

　だが、ワロスの中では僕は七大罪セブン・ギルテイの一人なのだ。天音先輩に忠ちゅう誠せいを誓ちかった身なのだ。たとえ付き合った時間は短くても、僕は先輩との間に確たしかな絆きずなを感じていた。

　どちらかを選ぶということは、同時に選ばなかった絆を断たち切るということだ。

　天音先輩か、小梅か。

（このまま悩なやんでいても答えなんてでない。先輩に会って話せば、この心の霧きりも晴れるかもしれない）

　旧きゆう校こう舎しやの部ぶ室しつ棟とう、三階。その部屋から小さな光が漏もれているのが遠目に見えた時、僕は思わず走り出していた。すぐ戻もどると言いながら、だいぶ時間が経たってしまった。

「先輩、遅おそくなりました」

　努めて明るい声を出す。静せい寂じやくの中、先輩は机つくえの上で本を読んでいたようだ。彼女は僕の姿すがたを認みとめると優やさしく微笑ほほえんだ。

「君の幼馴染の妹さんは大だい丈じよう夫ぶだったか？」

　過か労ろうから来る衰すい弱じやくが原げん因いんで、大事には至いたらないと伝えると先輩は「良かった」と言ってくれた。うう、女め神がみの後光が見える。女神すぎて目が見えなくなりそう。

　しかし、他にも伝えなければならないことが沢たく山さんある。

「先輩、不ふ眠みん王おうの正体が分かりました」

「な、なんだって！　大たい義ぎだぞ忠ちゆう太た君」

　いつも澄すました先輩も、この時ばかりは少しだけ動どう揺ようして見えた。

「流石さすがは私が見み込こんだ男。中国一の名めい軍ぐん師し！　いよ、日本一！」

「いえ。僕の灰はい色いろの脳のう細さい胞ぼうによれば些さ細さいな問題です（キリッ）」

　僕は先輩が用意してくれた紅こう茶ちやをもらうと、不眠王の正体について語り始めた。

　先輩は初めこそ驚おどろいたが、次第に納なつ得とくしたようだ。

「そうか、君の幼馴染が……」

　紅こう茶ちやを飲む先せん輩ぱいの表ひよう情じようからはどんな感情も読み取れない。彼女はいつもの毅き然ぜんとした態たい度どで僕に告げた。

「私にとって君は大事な部下だ。しかし、君にも君の道がある」

　先輩は敢あえて自分を選べとは言わなかった。

「私か彼女か。どちらを選せん択たくしたとしても恨うらみはしないさ。それに今の私は全てのデータを失った身だ。沈しずみゆく船に乗る必要なんて、ない」

　もし彼女が声を震ふるわせ自分を選べと懇こん願がんしてくれたなら、僕の迷まよいなんて簡かん単たんに消えてくれたことだろう。けれど、先輩はそんなことはしない。

　あくまでも僕に選べというのだ。他ならぬ、僕自身の意思で。

「僕には小こ梅うめも、あなたも大切な人です。そんな二人が争うのは、できれば見たくない」

　優ゆう柔じゆう不ふ断だんと言われようとも、僕には軽々どちらかを選ぶなんてことはできない。今いま更さらそんな選せん択たく肢しはないと分かっていても、僕は言わずにはいられなかった。

「手を取り合うことはできないのですか？」

　僕の提てい案あんに天あま音ね先輩は首を振ふった。

「停戦なんてできないさ。このゲームの勝者は一人だ。私は父に会って、己おのれの存そん在ざいが何かを問いたい。この想いは誰だれにも譲ゆずれない」

　先輩の決意は固かった。

　やはり先輩と小梅、二人の間の確かく執しつは計りかねないものなのか。『一桁デイジツトナンバー』同士、譲れない物も多いに違ちがいない。

「誤ご解かいしないでもらいたいが、これは私し怨えんなどの感情で言ってる訳わけじゃない。私は不ふ眠みん王おうを尊そん敬けいしている。目的に一いち途ずな、その崇すう高こうな精せい神しんには正直惹ひかれていたよ」

「じゃあ、なんで」

「競い合うことでしか繫つなげない絆きずなもある。私は彼女の全力を超こえてみせたいのだ」

「絆……」

　先輩の言葉に、僕の脳のう裏りに走馬灯のように思い出がよぎる。べ、別に死し亡ぼうフラグなんて立ってないんだからねっ……僕がツンデレ風に言っても可か愛わいくないですな。すんません。

　小梅との幼い頃ころからの様々なゲーム対決。僕はいつだって勝てなくて、いつからか勝負することを諦あきらめてしまった。今、再ふたたびあの頃の熱い気持ちが蘇よみがえる。僕はこのゲームだけは小梅にだって負けたくないと思う。僕の心にも情熱はある。

　先輩の言葉は僕の決意を固めてくれた。そうだ、辛つらいのだけがソーシャルゲームではない。

　僕は小梅に電話をかけた。

　数回のコールの後、聞こえてきたのは恐ろしい呪じゆ詛その声だった。

『畏い怖ふぅ、畏怖ぅ』

「怖こわっ。君は僕に呪詛でもかける気か！」

　危あやうく僕は携けい帯たいを切りそうになった。もう既すでに小こ梅うめは臨りん戦せん体たい勢せいにでも入っているのだろうか。

『ち、違ちがうわよ。今のは緊きん張ちようしていただけよ』

　受話器の向こうから弁べん明めいの言葉が聞こえる。その後に、

『答えは、決まったの？』

　小梅の問いかけに僕は頷うなずく。受話器の向こうで小梅が緊張しているのが分かった。僕は一息つくと、迷まよいのない声で彼女に告げた。

「小梅、僕は君とは共に歩めない」

　彼女の息を吞のむ声が聞こえ、後に重苦しい沈ちん黙もくが流れる。静せい寂じやくを破やぶったのはか細い小梅の声だった。

『そう、私よりも彼女を選ぶのね。ちゅーたも、私の敵てきに』

「僕は君の敵にもなりたくない」

　小梅は僕のヘタレ度を甘あまく見ているようだ。僕にはどちらかだけを選ぶだなんて勇気ある決けつ断だんは無理だ。

『どういうこと？』

　少し語気の強い小梅の言葉。

　優ゆう柔じゆう不ふ断だんだからどちらも選べないんじゃなくて、優柔不断だから僕はどちらも選びたいんだ。

「僕は君たちを倒たおして、仲間に迎むかえる」

　そう、ちょうど我わがチームには二つの席が空いている。

「七大罪セブン・ギルテイの嫉しつ妬とと強ごう欲よくの席を君たちに譲ゆずるよ。そうやって、これからも皆みんなでずっと楽しくゲームをしていくのが僕の望みだ。僕は不ふ眠みん王おうとぐーたらしたい！」

　言い切った後で、暫しばしの沈ちん黙もくが流れる。今の小梅にどんな感かん情じようが流れているだろう。悲しみ、怒いかり、落らく胆たん……小梅の表情が僕には想そう像ぞうできなかった。

「私が一番にはなれないなら、意味なんてない」

　喉のど元もとから絞しぼり出された嘆なげきのような一言。

　そして数秒後、少し強がったような彼女の声が戻もどってきた。その声にもう震ふるえはなかった。

「へたれのちゅーたが敵に増ふえた所で、私には何の障しよう害がいもない」

　昔から小梅の頑がん固こさは知ってる。一度決めたら、彼女はとことんやり遂とげるだろう。

　気が付けば僕は笑っていた。

　ただ一つの目的のために一いち途ずな不眠王？　実に彼女らしいじゃないか。

　そんな彼女だからこそ、僕は負けたくないんだ。

「小梅、僕は今まで君にあらゆるゲームで勝ったことがないけど、明日こそは必ず勝つよ」

「無理よ。ちゅーたは私には勝てない」

　彼女は冷たく言い放った。その声は冷れい淡たんで、一切の感情が感じられなかった。小梅は完全に僕を敵として認にん識しきしたのだ。

「私は不ふ眠みん王おう。目的を達するまでは決して眠ねむらない。圧あつ倒とう的てきなパラメータの前ではちゅーた如ごとき、無力よ」

　勝算が薄うすいことくらい分かっていた。

　あらゆるパラメータから予想される結果は敗はい北ぼく必ひつ至しの四文字。

　だけど、僕には失いたくない絆きずながあった。

　本当に大切なパラメータは目に見えないならば、まだ僕にも小こ梅うめにも見えていないパラメータがあるかもしれない。勝負は蓋ふたを開けてみるまで分からない。

　僕はそのパラメータを確たしかめにいく。













　【第九章】　萌えよドラゴン







　そして迎むかえた黄金の日々ゴールデンウイーク。最後の決戦の日。

　カレンダーには赤い花丸がしてあった。

　もう消えてしまった絆きずな。皆みんなで楽しみながらゲームをする予定だったはずなのに、僕の未来はどこで狂くるってしまったのだろうか。

　凄すご井い君に寧ね々ね、ベルフェゴール先生……本当に絆は失われてしまったのだろうか。

　僕は携けい帯たいの画面を覗のぞいてみる。ディスプレイには動かなくなったスカイメロディのアバターがある。まるで糸が切れた人形のように、あの日以来動いていない。

　彼女は名目通り、眠ねむり姫ひめとなり深い睡すい魔まの闇やみへと堕おちてしまった。

　いつかお姫様が目を覚まし、全てが丸く収おさまるハッピーエンド。僕は心のどこかでそんな希望を抱いだいていたのかもしれない。

（彼女が眠りに落ちたなら、僕が代わりに天下を摑つかむ）

　僕は戦いの覚かく悟ごを決めた。そして戦いの刻ときが来るのをひたすら待った。

　開戦を知らせるバイブレーションが鳴ったのは昼下がりだった。





　敵てき軍ぐんが攻せめてきます！　あと五分十二秒後に到とう着ちやく予よ定ていです。






　来たか。ガタッ、と僕は立ち上がる。

　僕は地形に目を通す。大だい丈じよう夫ぶだ、この城しろは難なん攻こう不ふ落らく。地形は入り組み、攻める側には容よう易いではない。全ての防ぼう御ぎよ策さくが最高レベルにまで鍛きたえ上げられているのだ。

　まだ中級者程てい度どの僕でも、この城の力を借りれば善ぜん戦せんできる可か能のう性せいもあるだろう。

　偵てい察さつ兵へいの報ほう告こくによると、迫せまりくる軍ぐん勢ぜいは翔しよう子こ先せん輩ぱい率ひきいるショコラ・アメールだ。

　僕は各所に配置したＡＩに命じる。

「歩兵隊はショコラ・アメールの陽動に当たれ！　騎き兵へい隊たいはその間に迂う回かいして奴やつの軍に挟きよう撃げきをしかけるんだ！」

　いくら地の利がこちらにあるとは言え、ショコラ・アメールの進撃を止められる自信はなかった。ＡＩではせいぜい足止めが関の山だ。人間のような戦局に応おうじた柔じゆう軟なんな判はん断だんができない彼らではパラメータ以上の戦果を上げることは難むずかしい。

（凄井君。寧々。もし、君らがいてくれたらどんなに心強かっただろう）

　皆で一いつ緒しよに緊きん急きゆうイベントで戦った楽しい思い出が一いつ瞬しゆん頭をよぎる。

　僕は首を振ふり、幻げん想そうを打ち消した。今は過すぎ去った時間に思いを馳はせている場合ではない。

　携けい帯たいが振しん動どうする。





　東門、西門、南門の防ぼう衛えい線せんが突とつ破ぱされました。






　僕は我わが目を疑うたがった。予想を遥はるかに上回るＡＩのヘタレぶり。否いな、予想を遥はるかに上回るショコラ・アメールの力と言うべきか。

　搦からめ手を得意とするショコラだが、決して戦争に弱い訳わけではないことを僕は知る。彼女もまた一流の『一桁デイジツトナンバー』。ハイ・ジン一歩手前のソーシャルゲーマーなのだ。彼女は常つねにショコラ・アメールの最前線に立ち、大軍のナンバーワンである事を示しめし続けてきたのだ。

　遠い地で、虹にじ色いろに光るエフェクトが微かすかに見えた。あれは、ミラクルレアカード召しよう喚かんのエフェクトだ。

『迷まよいし魂たましいに終しゆう焉えんの時を与あたえよ。敵てきを射い抜ぬけ、孫そん尚しよう香こう！』

　ミラクルレアの召喚エフェクトに包まれ参上した呉ごの弓きゆう腰よう姫きは、瞬またたく間に戦場に矢の雨を降ふらせた。どこに逃にげようとも冷れい徹てつな矢が標的を射抜く、射しや程てい無む限げんの暗殺者。これが翔しよう子こ先せん輩ぱいの切り札。

　こちらの弓兵は次々とカウンタースナイプで落とされていく。

　あの弓は厄やつ介かいそうだ。あれと相あい性しようが良さそうなのは、機動力に優すぐれ一気に距きよ離りを詰つめられる寧ね々ねか。一方で軍ぐん師しタイプの僕にとって、脳のう筋きんの兵種なら得意だが弓は天敵といえるだろう。

　だが、まだこの城しろの玉ぎよく座ざに辿たどり着くまで数多あまたの防ぼう衛えい線せんがあるのだ！　全然僕の力じゃない、七大罪セブン・ギルテイの力だけど凄すごいだろう！

「ふっふっふ、この城には四天王の武ぶ将しようも配置してある。この玉座に果たして辿たどり着けるかな。ふっふっふ、はぁーっはっはっは！」

　僕は魔ま王おうの気分で高笑いをしていたら、携帯が震ふるえ新たなニュースが届とどく。





　四天王が全ぜん滅めつしました。






　そ、そんな馬ば鹿かな。

「○○がやられたか……。くくっ、しかし奴は四天王の中でも最弱」

　という台詞せりふを用意してたのだが全て無む駄だになってしまった。四天王なにしてんのう！

　見み間ま違ちがいかもしれない。僕は目をゴシゴシしながら色々な角度からメッセージを読み直す。

　しかしどんな読み方をしても内ない容ようは変わらない。バグなどでは決してない。あり得ないほどの高速の進軍により、僕の防衛線は全滅したのだ。

　辺りを見回すと、ショコラ・アメールとは別に新たな軍ぐん勢ぜいが出しゆつ現げんしている。その名前は……。

　不ふ眠みん王おう。

　あれは軍と呼よべるものじゃない。もはや人じん災さい、こちらをまっすぐ目がけて突とつ撃げきしてくる台たい風ふうだ！

　南からは不眠王。北からはショコラ・アメールの大軍。

　片かた方ほうでさえも勝ち目が薄うすいのに、同時に挟きよう撃げきという最悪なパターンだ。

「ど、どどどうすれば」

　しかし今、頼たよれるムスメはいない。もし彼女がいたらどんな優やさしい言葉をくれただろうか。

『領りよう主しゆ様。焦あせった時は一度息を大きく吸すって、吐はいてください。心が落ち着いてきっと答えが見つかりますから』

　突然いなくなってしまった、優しいあの子の言葉を思い出す。

　こんな忙いそがしい戦せん況きようだからこそ、一度落ち着くことも大事だろう。

　敢あえて僕は指し示じを中ちゆう断だんした。

　瞳ひとみを閉とじ、あらゆる視し覚かく情じよう報ほうをシャットダウンする。全ての音が遠ざかっていく。

　息を大きく吸って、そして吐く。すぅ、はぁ。

　新しん鮮せんな酸さん素そが肺はいを巡めぐる。己おのれの体から焦しよう燥そう感かんが呼こ吸きゆうと共に抜ぬけ出るようだ。

　この世界は余よ計けいなものが見えすぎる。だから僕は何度も大切なものを見失ってしまう。こうやって瞳を閉じて、心を落ち着ければ今まで見えなかったものも見えるようになるのだろうか。

（今なら見えなかった勝機も見える……かもしれない）

　僕は新たな気持ちで開かい眼がんした！　カッ！

『あら、ごめんあそばせ』

　そして開いた瞳に映ったのは、目の前にいるショコラと不眠王だった。

　あれ？

　おかしいな、城しろにはシヴァ軍の精せい鋭えいの兵士を詰つめ込こんでいたはずだ。いくらなんでも瞬しゆん殺さつなんてことはない……そう思ってた時期が僕にもありました。

　深呼吸をしている間に勝負は決していた。もうこの城は敵てき兵へいで満たされている。残すは玉ぎよく座ざに眠ねむる姫ひめと僕のみだ。

『この激げき戦せん中ちゆうに指示を放ほう棄きするだなんて、呆あきれた指し揮き官かんね』

　冷たい言葉で言い放つは煌きらびやかな宝石に包まれたショッキングピンクのドレスに身を包むショコラだ。よく手入れされたロールの金きん髪ぱつに、血のように赤いローズマダーの唇くちびる、まるで自分の権けん力りよくを誇こ示じしているかのようだ。持ち主と同じく、可か憐れんな外見の裏うら側がわに抑おさえきれない狂きよう気きが滲にじみ出ている。

『今すぐ降こう伏ふくをすれば命だけは許ゆるしてあげるわ。私としても、できるならこの美しい城を無む傷きずなままで手に入れたいわ』

『断ことわる！　悪あく魔まに魂たましいを売るくらいなら死んだ方がマシーン！』

　うう、格かつ好こう良く返したつもりが焦あせって誤ご字じってしまった。

　幸いショコラは華か麗れいなスルー力で僕の誤字を見み過すごしてくれた。

『最高の気分だわ。一時は不ふ眠みん王おうに次ぐ圧あつ倒とう的てきなパラメータを持っていたスカイメロディが、今では糸の切れたマリオネットのように無む抵てい抗こう』

　ショコラは軽くスカイメロディを小こ突づく。続いて蹴けりを二、三発ほど入れる。魂たましいの抜ぬけ殻がらのようなスカイメロディは抵てい抗こうすることもできず、床ゆかに頽くずおれた。

『彼女を殺せば私にも〝王殺し〟の称しよう号ごうが手に入る……この称号は私だけのものよ』

　僕はショコラの操あやつるアバターの向こう側に、残ざん虐ぎやくに嗤わらう翔しよう子こ先せん輩ぱいの本ほん性しようを感じた。

　見み誤あやまっていた。彼女は仲間のために勇ゆう猛もう果か敢かんに最前線に立ったりはしない。全てはレア称号を得る為ために、他の誰だれにも称号を横取りされたくないが為に自ら前線に出て攻せめて来たのだ。

『やめろ！』

　僕は叫さけんだが、ミラクルレアの孫そん尚しよう香こうに押さえつけられ動けなかった。

　無力だ。

　また僕は大切なものを何一つ守れないというのか。

　今までのプレイで得たのは、チキンランという逃にげスキルのみ。こんな能のう力りよく、何の役にも立たない。どうして僕が手に入れたのは守る力ではなく逃げる力なんだ。

『どんな願いでも聞く。どんな代だい償しようも支し払はらう。だから先輩を傷きずつけることだけはやめてくれ！』

　ショコラは一度だけ振ふり返り、そして目を半月型にして嗤った。

『あなたのような何も持たない人間が何を差し出せるというのかしら？』

　それだけ言い捨すてて、もう興きよう味みをなくしたように彼女はこちらを向くことはなかった。

　そしてゆっくりとスカイメロディのアバターの首へと手を伸のばす。

　僕は瞳ひとみを閉とじたままの、彼女のアバターに叫んだ。

『先輩。目を覚ましてください』

　お願いだ……奇き跡せきよ起きてくれ。

『もし奇跡が起きるなら、僕はなんでもしますから。もう二度とあなたを傷つける者がないよう、必ず強くなります』

『本当か？』

　どこからともなく聞こえてきた声に、僕は誓ちかう。

『はい。どんな我儘わがままにだって付き合います。だって僕はあなたの生しよう涯がいの部下ですから』

　答こたえ終えたところで、僕は誰だれに答えたのだろうと辺りを見回す。この場には不眠王、僕、ショコラの三人しかいないはずだ。

　いや、あと一人。動かなくなったスカイメロディがいる。メッセージは確たしかにその方向から出力されていた。

　その瞬しゆん間かん、僕は信じられないものを見た。

　スカイメロディの閉とじた唇くちびるが微かすかに動き、確たしかにこう言ったのだ。

『その言葉、ログに取ったからな』

　刹せつ那な、微び動どうだにしなかったスカイメロディの指が高速に動いた。床ゆかに仕し掛かけられたレバーが引かれたかと思うと、無数の矢がショコラに襲おそい掛かかる。

『ば、馬ば鹿かな』

　信じられないものを見たように、ショコラが取り乱みだす。完全に無む防ぼう備びだった彼女は複ふく数すうの矢に貫つらぬかれ兵力ゲージが大きく減へる。

『なぜ動ける？　あなたのデータは消えたはず！』

　翔しよう子こ先せん輩ぱいは慌あわててスカイメロディから距きよ離りを置いた。

　見み間ま違ちがいではない。オフライン状じよう態たいだったスカイメロディも今ではオンライン状態の緑色のステータスに変わっている。

　スカイメロディは確たしかに一歩を踏ふみ出し、そして口を開いた。

『オフライン状態なんてプレイヤーのさじ加か減げんで一いつ瞬しゆんにして解かい除じよできる偽いつわりの昏こん睡すい状じよう態たい。これぞプレイヤースキル、狸の昏睡ポンポコ・スリープだ』

　それはとても久ひさしぶりに見た、スカイメロディ得意のドヤ顔アクションだった。オフラインと見せかけて奇き襲しゆう返がえしをする恐おそろしい技わざだ！　ネーミングセンスが気になるが……まあ狸たぬきは可か愛わいいから仕方ない。

『勝利を確かく信しんした瞬間に最も隙すきが生まれる。これは翔子、あなたが教えてくれたことよ』

　深い眠りについたかのように動かなかったスカイメロディが次々と言葉を紡つむぐ。僕はただそれが嬉うれしかった。

『常つねに大軍に守られているあなたを誘おびき寄よせるためには、〝王殺し〟の称しよう号ごうしかないと思ってた。この称号の存そん在ざいが他に知られれば、いずれあなたが王となった時に裏うら切ぎりのリスクが高まる。だから誰だれにも知らせず、一人でここに来ると信じていた』

　なんと。お互たがいどこまでも大たい局きよくの先を見み据すえて行動しているのだろうか。天あま音ね先輩は今、この瞬間の為ために大きな策さくを仕し掛かけていたようだ。

『罠わなだったのね。でもなんで……あの時壊こわした携けい帯たいには確かにワロスのデータが入っていたはずなのに。あの携帯は間違いなくあなたがいつも使ってる携帯だった。私はそれを確認したからこそ、だからこそ術じゆつ者しや殺ごろしの成せい功こうを確信したのに！』

　取り乱みだす翔子先輩とは対照的に、落ち着いた口調で天音先輩は語る。ちなみに不ふ眠みん王おうさんは寝ねてるんじゃないかと思う程ほど先ほどから空気を読んでジッと僕らの会話が終わるのを待っていてくれた。

『ワロスのプレイデータは携帯固有ＩＤに紐ひも付づいて保ほ存ぞんされる。そして携帯固有ＩＤは端たん末まつのＳＩＭカードに保存される』

　前者については聞いたことがあるが、後者については初耳だった。僕は自分の携帯電話の背はい面めんカバーを開けてみたが、簡かん単たんに取り出せそうな位置にＳＩＭカードがささっている。

『つまりＳＩＭカードを入れ替かえられるＳＩＭフリーの携けい帯たいならばワロスのデータを移うつし替えることも可か能のうになる訳わけだ。あの日壊こわされた携帯からは、私はあらかじめＳＩＭカードを抜ぬいていたのよ』

　ということは、先せん輩ぱいは翔しよう子こ先輩と会食をした時からこうなると予よ測そくしていたことになる。まだトリックの全ぜん貌ぼうを聞いた訳じゃないが、なんて用よう意い周しゆう到とうな計画だろうか。流石さすがは先輩だ！

　話を聞き終えたショコラの肩かたが少し震ふるえた。

『ふ、ふふふ。あははははは』

　そして壊れた人形のように笑う。

『まさかあなたが、あなたなんかに私が騙だまされてしまうなんて。悔くやしいけれど認みとめるわ。私はあなたの策さく略りやくにはまった』

　僕は翔子先輩のメッセージを読みながら、その冷れい淡たんな文章の裏うらに潜ひそむ深い怒いかりを感じ取り背せ筋すじが凍こおった。

『けれど、まだ戦力は互ご角かく。いいえ、私の方が上だわ。この程てい度どで私を出し抜ぬいただなんて思うならば、それは大いなる過あやまちよ！』

　互たがいが互いを挑ちよう発はつし合う応おう酬しゆう……これが女子の争い！

『まあまあ、僕のために争うのはやめてください』

　なんてことは口が裂さけても言えない雰ふん囲い気きだ。僕は二人の完全にアウトオブ眼がん中ちゆうだった。

『翔子、私は代だい償しよう無しであなた達に勝てるだなんて思ってはいない。私は勝利のためならば、この城しろをも捨すてる！』

　そう言って天あま音ね先輩は指をパチンと鳴らした。その瞬しゆん間かんに、なんだろう。パチパチと謎なぞのＢＧＭが携帯から流れ始めた。画面の下方が赤くなり、煙けむりのグラフィックがでてくる。

　テンパったショコラ軍の兵士が報ほう告こくに来たのはすぐだった。

『大変ですショコラ様！　城の西門から火が上がってます』

『な、なんですってぇ！』

　翔子は『ありえない』のアクションを実行した。

『正気？　自分のいる城ごと燃もやすだなんて』

　ショッキングな顔で問いかける翔子。

『正気じゃ勝機はつかめない、そう教えてくれたのはあなたよ』

　強く言い張はる天音先輩を見て、ショコラの心が一瞬恐きよう怖ふで揺ゆれたように僕には思えた。先輩はやると言ったらやる人だ。

『き、北から。北から来た道を戻もどって逃にげるのよ！』

　しかし、既すでにショコラは先輩の掌てのひらの上で盆ぼん踊おどりをする田舎いなか娘むすめに過すぎない。

『大変ですショコラ様！　城の北門から火が上がってます！』

『な、なんですってぇ！』

　もはやアクションを取る余よ裕ゆうもショコラにはないようだ。

『じゃ、じゃあ南よ！　みんな南から逃にげるのよ！』

『大変ですショコラ様！　南門も火が上がってます！』

『な、なんですってぇ！』

　ここら辺で彼女の心が折れる音を僕は聞いた気がした。強気だった彼女は何ど処こへやら。意外と逆ぎやつ境きようを知らない豆とう腐ふメンタルなのかもしれない。涙なみだ目めで彼女は呟つぶやいた。

『うう、じゃあどうせ東もダメね』

『大変ですショコラ様！　東門は無事です！』

『な、なんですってぇ！』

　ショコラはばんざいのリアクションをした。瞬しゆん間かん的てきに的てき確かくなリアクションを選べるあたり、翔しよう子こ先せん輩ぱいのやり込こみ度がよく分かる。

『ふっふっふ。全軍、東門から退たい却きやくよ！　火か計けいは一瞬にして兵を全ぜん滅めつさせうる危き険けんな罠わな、まずは逃げるのが先決よ！』

　復ふつ活かつしたショコラは高いテンションで兵に言い放つ。翔子先輩のドヤ顔がアバターを通して見えるようだ。

『ふふん。東門だけ火をつけ忘わすれるだなんて愚おろかなミスね。それとも自分用の逃げ道のつもりだったのかしら？　私にバレたら全てが意味ないわね。ばーかばーか』

　な、なんて嬉うれしそうなんだ。

『全軍、東門に向けて走るわよ！』

　そしてスキップもしかねないテンションで彼女たちはみんな東門に渡わたってしまった。

　もしかして、作戦ミスだろうか？　ここまで来て翔子先輩を仕し留とめられないのは痛いたいが、今はこの城しろを無事に抜ぬけ出すことが先決だろう。僕も先ほどからお尻しりが燃もえてアッチッチー状じよう態たいだ。

『先輩、僕らも早く』

　火計による兵へい力りよく減げん少しようの勢いきおいは凄すごい。僕も自分の兵力の残ざん存ぞんゲージの減へり幅はばにあまり冷静ではいられなかった。

　しかし先輩は僕の引っ張ぱる手を払はらった。

『いや、ギリギリまで待つんだ。たとえいくらかの兵を焼かれようとも、引き際ぎわさえ間ま違ちがえなければこの勝負は勝てる』

　彼女の瞳ひとみには強い光が満ちていた。彼女には僕に見えない、勝機が見えているのだろうか。

『この策さく、不ふ眠みん王おうも気付いてる』

　灼しやく熱ねつの炎ほのおが迫る中、鋼はがねの鎧よろいに身を包んだ王は不気味な沈ちん黙もくを保たもっていた。まるでこちらをじっくりと観察するかのような……。

『できれば不ふ眠みん王おうもこの手で仕し留とめたかったが、そううまくはいかないか』

　天あま音ね先せん輩ぱいは小さくそう呟つぶやいた。そして大声で合図をする。

『今だ、色欲アスモデウス。水門を開けろ！』

『あいよブヒ！』

　いま、色欲アスモデウスと言ったか？　彼は僕たちに失望して離はなれていたのではなかったのか。

　メッセージダイアログの発信者を確かく認にんする……表ひよう示じされた名前は河童かつぱ惇とん。

　合図と共に水門が開く。そうだ、この城しろはダムで水を止めていたが、それを開放すれば……。

　圧あつ倒とう的てきな水すい塊かい。まさに水の大たい砲ほうだ。

　ショコラ・アメールは大軍故ゆえに、逃にげることも叶かなわない。

『い、いや。なによこれ』

　ダムの前、あらゆる抵てい抗こうは無む駄だだむー。

『あーれー』

　絶ぜつ望ぼう的てきとも言える威い力りよくの前に、ショコラ・アメールの軍はひとたまりもなかった。

『そ、そうか。だから東門だけには火を付けなかったんですね』

　僕は思わずお尻しりに火がついてるのも忘わすれ感かん激げきしてしまう。あっちっちー。

　水みず攻ぜめの効こう果かはバツグンで、翔しよう子こ先輩の軍にかなりのダメージを与あたえたようだ。しかし水攻めは短時間で爆ばく発はつ的てきなダメージを与えるが効果は長くない。翔子先輩はすぐさま軍の立て直しにかかるだろう。

　しかし、その時、確たしかに僕は聞いた。

　味方には勝利を、敵には絶ぜつ望ぼうを与える鈴すずの音ねを。

　疲ひ弊へいしきった翔子先輩の軍が立て直す間もなく、辺りに潜ひそんでいた伏ふく兵へいが姿すがたを現あらわした。この兵士たちは……ダガーベル。

『鈴の音が聞こえたか？　水場での戦いは私の専せん売ばい特とつ許きよだ。ここは私に任まかせな！』

　既すでに戦いの準じゆん備びは万全だった。七大罪セブン・ギルテイが暴食ベルゼブブ、寧ね々ねがショコラ軍を包囲している。

『す、全ては作戦通りだったって言うの。うきーっ』

　翔子先輩のアバターはハンカチを嚙かんで悔くやしがるリアクションを実行した。

　なんて手て際ぎわの良さだろうか。

　火か計けいで誘おびき寄よせ、水攻めで決める。そして体たい勢せいを立て直す間もない伏兵からの襲しゆう撃げき。なんと美しい戦せん術じゆつだろうか。自分の城に火を付けるだなんて発想は僕にはできない。これぞ三国一の計けい略りやくだ！　火計かっけー。

『でもどうして淒すご井い君と寧々が。二人は七大罪セブン・ギルテイから離はなれたんじゃ』

　思わず疑ぎ問もんが口から出る。

『元から計画通りさ。七大罪セブン・ギルテイの絆きずながあんなにも脆もろいはずがないだろう？』

『た、確かにそうかもしれませんが』

　淒すご井い君を本気で疑うたがってしまい申し訳わけない。しかしいつの間に僕抜ぬきで作戦の打ち合わせをしたのだろうか。

『あの時、作戦を印刷したプリントにはそれぞれ別の指令が書かれていたのだよ。敵を欺あざむくにはまず味方から……この作戦の成功のために君に本当のことを言えなくてすまない』

　なんと、だからわざわざ先せん輩ぱいは作戦をプリントしていたのか。確たしか僕のプリントには『とにかく頑がん張ばる』という文字と、やたら気合いの入った猫ねこのイラストがあるだけだったが、凄井君や寧ね々ねには作戦の詳しよう細さいが書かれていたのだろう。

『ショコラ・アメール軍の攻こう略りやくは時間の問題だろう。あちらは彼らに任まかせておくとして、私たちは現げん状じようをどうするかだ』

　そうだ、ショコラ・アメール軍の攻略で感動していたが、事じ態たいはまだ好転とはいえない。燃もえ盛さかる炎ほのおの城しろ、自身の兵力ゲージは物もの凄すごい勢いきおいで減へっていく。そして目の前には、一いつ瞬しゆんの隙すきで全てを奪うばわれかねない不ふ眠みん王おうがいるのだ。

『東門の水が引くと同時に我われ々われも全力で駆かけ抜ぬけるぞ。不眠王と私たち、先に出口に辿たどり着いた方が勝者だ』

　僕は先輩の言葉に頷うなずきで返す。

　早すぎてもダメ、遅おそすぎてもダメ、まさにタイミングが勝負の明暗を分けるということか。

『正直、不眠王相手に徒競走をしても勝てる自信はない。戦局は厳きびしいぞ』

　先輩の声は厳しめだった。

（僕に、何か僕にできることはないのだろうか）

　凄井君も寧々も共にかっこいい見せ場を用意してもらってる。凄井君は水門を開けただけかもしれないけど、それでも見せ場があって羨うらやましい。

　僕も活かつ躍やくしたい。この歴史的な対戦で何もせず突つっ立っていただけなんてとても寂さびしい！

『あ』

　その瞬間、閃ひらめいたのだ。この場にいる僕にしかできない唯ゆい一いつのこと。勇ゆう敢かんな王たちには思いもよらない、ヘタレのヘタレによるヘタレのための戦術。

『先輩、ここは僕に任まかせてください。臆病の優劣チキンゲームなら、僕は自信ありです』

　そして僕は人生で一度は言ってみたかったこの台詞せりふを言う。携けい帯たい画が面めんを操そう作さする僕の顔はひどくニヤニヤしていたことだろう。

『ここは僕に任せて、先に行ってください！』

　僕は久ひさしぶりに胸むねを張はった。

『すぐ追いつきます。むしろ、すぐ追い越こしますから』

　しかし僕の自信たっぷりな様子が逆ぎやくに先輩を不安にさせたようだ。

『本当に良いのか。信じて、良いのか？』

　何も信じなければ何にも裏うら切ぎられないで済む。それも賢かしこい生き方かもしれないけど、それでも僕は先せん輩ぱいに何かをもう一度信じてほしいと思った。

『僕が今まで先輩に噓うそをついたことはありませんよ』

　僕はまた一つ新しい噓を言った。

『僕が合図をしたら、僕の軍に同行コマンドを実行してください。僕は差し出された手を絶ぜつ対たいに手放しませんから』

『分かった。君を信じるよ。必ず……必ず生きて帰ってくるんだ』

　これが洋画だったら誓ちかいのキスでもしてたかもしれない。でもワロスではキスのアクションはないので、僕は代わりに親指を立てるアクションをした。

『決着をつけよう小こ梅うめ。ここを通りたければ僕を倒たおすことだ！』

『正気？　ちゅーた如ごときじゃ、それこそ一秒ももたないよ』

　そうだ。勝負はまさに一いつ瞬しゆんで決まる。不ふ眠みん王おうの圧あつ倒とう的てきなパラメータの前では、一いち撃げきでもかすれば文字通り瞬殺され策さくを弄ろうする暇ひまもなく僕は地に伏ふすことになるだろう。

　落ち着け、落ち着くんだ。大切なのはタイミングだ。僕は深しん呼こ吸きゆうし、シミュレーションに全ぜん神しん経けいを集中する。

　彼女が戦せん闘とうコマンドを押おした瞬間。

　そこから戦せん闘とう判はん定ていが行われるまでの刹せつ那なに下キーを三回押してその後はエンターキーを四回連打。大だい丈じよう夫ぶ、落ち着けばできるはずだ。

　僕は先輩との特訓を思い出していた。心しん眼がんを極めれば、見えないものが見えてくる。今の僕には、勝利のビジョンが見えるはずだ。

『勝負は蓋ふたをあけてみなければ分からない。天才にしか見えない世界があるように、ヘタレにしか見えない戦せん略りやくがあることを君は知らない』

『ヘタレな世界なんて見る必要ないわ』

　僕は全神経を携けい帯たい画が面めんに集中する。

　周囲の音が消え、視し界かいが消え、ワロスの世界へとダイブしていく感覚。

　僕は不ふ眠みん王おうのメッセージの裏うらに、ため息を吐つきながら戦闘ボタンを押す小梅の存そん在ざいを感じ取る。全てはタイミングの勝負、一瞬を……刹那を超こえろ。

　この世界のあらゆるものがスローモーションのように感じられた。

『全てを薙なぎ払はらえ、劉りゆう備び、関かん羽う、張ちよう飛ひ、孔こう明めい！』

　不眠王から四枚まいのミラクルレアカード、四人の軍神が召しよう喚かんされる。一瞬にして四人のミラクルレアを召喚するとは、どんなキー操作をしたんだか。

　不眠王の戦闘状態を示しめす禍まが々まがしい緋ひ色いろに変わったその瞬間、

『今だっ！』

　素す早ばやく下キーを三回、そのままゲーム画面の表ひよう示じを確かく認にんすることなくエンターキーを押す。

『退却しますか？』

　そんなダイアログが一いつ瞬しゆんだけ出てくるが読む必要はない。そのまま残りのエンターキー三回連打。

『間に合えええ！』

　孔こう明めいの指し示じのもと張ちよう飛ひと関かん羽う、そして劉りゆう備びの連れん撃げきが繰くり出される。最高レベルにまで鍛きたえ上げたその兵力から繰り出される技わざはどこまでも美しく洗せん練れんされていた。かすっただけでも一軍を滅ほろぼす一いち撃げき、しかしその攻こう撃げきは僕のアバターをとらえることはなかった。

　残ざん像ぞうやラグを残すほどの、素す早ばやい速度でのピクセル移い動どう。僕のアバター、シヴァが見たこともない速さで城しろを駆かけ走る。

『な、なに？　この速さは』

　思わず小こ梅うめが驚きよう嘆たんの声をあげる。

『小梅、逃にげるが勝ちだ。これが僕の、へたれ王の力だ！』

　誰だれもが役に立たないと言ったクズな称しよう号ごうでも、使い方によっては貴き重ちような戦力になる。

　僕は先せん輩ぱいを猛もう追ついし、すぐに追い越こしそうになる。なんといっても僕は今、10倍の速さで敗走しているのだ、嘗かつてこの世界でここまで早く動けた者がいただろうか？

『先輩、同行コマンドを！』

　風を切る戦場の中、僕は手をさしだす。ヘタレな僕でも摑つかめるものがあるはずだと信じて。

『忠ちゆう太た君』

　先輩はその手を摑んだ。ゲームの中の出来事なのに、僕は今確たしかにこの瞬間、先輩の手を摑んだ気がしたのだ。か細く震ふるえるその手を、僕はもう二度と離はなさない。

　画面の向こうではシヴァ軍にスカイメロディ軍がくっついて物もの凄すごい速さで移い動どうしているだけに過すぎない。でも僕は脳のう内ないイメージで、眠ねむれる姫ひめをお姫様抱だっこで走り去る王子に脳内変へん換かんしておいた。まるで物語の主人公にでもなったようなワクワク感、胸むねの鼓こ動どうが止まらない。

　炎ほのおに包まれた城、乱らん戦せんの中。駆け巡めぐる一いち陣じんの風に誰もが振ふり返った。

　僕が歴史に名を刻きざむ瞬間が来たのだ。

『僕の名前はシヴァ、ヘタレの王だ！　逃げ足で僕に敵かなう者はいない！』

　その堂々たる宣せん言げん、効こう果か音おんに『どんっ』とか出てもおかしくない名シーンだったと自負してる。

『凄すごい、凄いじゃないか忠ちゆう太た君』

　先輩は子こ供どものようにはしゃいでいた。

『馬なしでこれだけ早く動けるなんて。誰もが驚おどろいて振り向いてる。こんな光景見たことない』

　ヘタレとはいえ王の称号の力は偉い大だいだ。あっという間に僕は東門に辿たどり着いた。

『先輩。このままどこへ逃げましょうか』

『いや、逃げる必要はない。我々は東門にて、不ふ眠みん王おうを足止めする』

　彼女は東門の前に立ち、燃もえ盛さかる城に相対する。両手にはカードが握にぎられている。
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「今こそが最強の王を倒たおす千せん載ざい一いち遇ぐうの好機。これから私は究極の戦せん術じゆつをもって、不ふ眠みん王おうをこの城しろごと焼き尽つくす！」













　【最終章】　不眠王に永遠の眠りを







　僕が最終決戦に向けて気合いを入れてると、ピンポーンとチャイムが鳴った。

　誰だれだろう、そう思いながら扉とびらを開けると凄すご井い君がいた。

「ふっ。七大罪セブン・ギルテイが一人、色欲アスモデウスここに推すい参さん」

　そう言って彼は両手に持ったコンビニ袋ぶくろを僕に見せた。どうやら差し入れらしい。

「こ、これはポテチやジュースじゃないかー！」

　彼はニッと笑う。

「戦争に兵ひよう糧ろうは欠かせないからな」

　そう言えば今日は僕の家でお泊とまり会の大戦争イベントじゃないか。

　てっきり先せん輩ぱいの携けい帯たい電でん話わが壊こわれて七大罪セブン・ギルテイ解散の危き機きもあり、有う耶や無む耶やのままこのイベントが流れると思っていた。おかげで、

「しまった。全然部屋を掃そう除じしてないぞ！」

　僕は絶ぜつ望ぼうで顔がん面めん蒼そう白はくになっていくのを感じた。

　埃ほこりが溜たまった部屋。まるでお部屋が「ちゃんと掃除してクリーナー」と言いたそうにションボリしてみえた。

　かなり散らかっているだけでもマイナスイメージなのに、ムフフ本も出しっぱなしだ。このままでは七大罪セブン・ギルテイの憤ふん怒ぬから色欲アスモデウスへのポジションチェンジもありえるで……僕はつい関かん西さい弁べんになってしまうくらい動どう揺ようしていたんや。寧ね々ねに知られたらあの竹刀しないでぶたれちゃうかもしれへん。

　もう先輩たちが来るのも時間の問題だろう。こうなっては、なりふり構かまっていられない。

「凄井君。一生のお願いがあるんだ」

　同どう性せいの友達はこんな時に心強い。彼は散らかった部屋を見ても顔色一つ変えず「手伝うよ」とだけ言ってくれた。イケメンだー。

「芝しば居い君。このムフフ本だけど女子たちに見つかったら危き険けんだね。この本は俺おれがもらっておいてあげるよ！」

「す、凄井君……君って奴やつは！」

　僕は男の友ゆう情じように涙なみだが止まらなかった。友よ……。

　二人がかりで掃除できた効こう果かは大きい。掃除機を大おお雑ざつ把ぱにかけて散さん乱らんしていたものを物置に押おし込こんだだけだったが、それでもなんとか見られる部屋にはなった。

　そして掃除終しゆう了りようとタイミングを同じくして、チャイムの音が再ふたたび鳴った。

　ピンポーン、ピンポーンと連続で鳴り続ける。どこかの小学生が悪戯いたずらに来たのかとインターホンを覗のぞいたらピンポンを連打する寧ね々ねがいた。

「私の鈴すずの音ねが聞こえるかー」

「いや、充じゆう分ぶんに聞こえてるので連打しないでくれ」

　どうやら道中で三人とも合流したらしい。天あま音ね先せん輩ぱいに寧々、ベルフェゴール先生のお出ましだ。先生の腰こしは奇き跡せき的てきな回かい復ふく力りよくで復ふつ活かつしたらしいが、まだ病み上がりなので腰をさすっている。

「やあ、忠ちゆう太た君」

「おお、先輩！　てへてへ」

　今日の先輩は黒セーラーに身を包んでいる。見み慣なれている姿すがたとは言え、彼女の色白な肌はだに黒がとても映はえてよく似に合あっているなと改めて思う。眼がん福ぷくだー。

　意外なのは寧々だ。もしかして着物に帯刀して歩いてるんじゃないかと危き惧ぐしていたが、ジーパンに少しロックな印象のフォトが加工されたＴシャツと少しボーイッシュだが寧々らしい格かつ好こう良い姿だ。とてもまともな服ふく装そうだ、竹刀しないを携けい帯たいしてること以外は。

　ベルフェゴール先生は腹はら巻まきに杖つえという標ひよう準じゆんおじいちゃんファッションで……ま、男だん性せいのファッションなんてどうでもいいよね！　僕はそっと先生をアウトオブ眼がん中ちゆうにした。

　僕は部屋に皆みんなを通し、烏龍ウーロン茶を人数分用意する。買い置きを何もしてなかったので、淒すご井い君の差し入れのありがたさが身に染しみる。

「さて、早速だが戦せん況きようを報ほう告こくしてもらおう。暴食ベルゼブブ、翔しよう子こ軍との戦いはどうなった？」

　寧々は待ってましたと言わんばかりに、ニヤリと笑った。

「ショコラ・アメールの大たい将しようは私が討うち取ったぜ！　なのでこれからは私も不ふ眠みん王おう討とう伐ばつに参戦するぜ」

　彼女の朗ろう報ほうに、部屋が拍はく手しゆで包まれた。寧々のパラメータは以前よりもかなり高くなっている、『王殺し』のボーナスを得たのだろう。不眠王を相手にするにあたり、この恩おん恵けいは大きい。

「不眠王は現げん在ざい、洛らく陽ようの城しろに足止めしている。燃もえ盛さかる炎ほのおの城の中にいるので、常つねに炎によるダメージを与あたえ続けているが、それでも奴やつの圧あつ倒とう的てきパラメータは中々減げん少しようの兆きざしが見えない」

　炎の城でさえ長時間活動できるとは、恐おそるべきは不眠王のパラメータか。

「今まで私は防ぼう御ぎよに徹てつし、奴が城から出られないように蓋ふたをしていた。だが、これより七大罪セブン・ギルテイの手が空いたため、積極的に攻こう撃げきに転じようと思う」

　ここまで、僕はなんだかんだでキャッキャウフフと楽しげにゲームをする会だと思っていた。しかし、そんな幻げん想そうは一いつ瞬しゆんにしてぶち壊こわされる。

　ゲームを開始して一時間、部屋は戦場と化した。

「不眠王が西門から脱だつ出しゆつを試みています！　こ、このままじゃ……ブヒーーーーーー」

　凄井君が悲鳴、というか豚ぶたの鳴き声をあげる。悲ひ痛つうな戦場では、兵士は人にん間げん性せいを失ってしまうのだろうか……いや、彼は元からこうだったか。

「色欲アスモデウス、君は西門に兵を集めひたすら不眠王の前で陽動に徹するんだ。ダメージを与あたえる必要はない、ひたすら奴やつを城しろから出さないよう、全ぜん軍ぐん守しゆ備びで耐たえ続ければ良い」

「アイアイサー！」

　淒すご井い君が敬けい礼れいする。そして息を吐つく暇ひまもなく、先せん輩ぱいは寧ね々ねに指し示じを出す。

「暴食ベルゼブブは後方から弓兵で射い続つづけるんだ！　矢の残ざん数すうは私が補ほ充じゆうするから気にする必要はない。矢の雨を降ふらせてやれ」

「ＯＫ、任まかせな！」

　天あま音ね先輩の命令を着実にこなす寧々。彼女もなんだかんだで先輩のことを主として認みとめているのかもしれない。自分がスケ番だとは決して認めないくせに……！

「ベルフェゴール先生！　……はお茶でも飲んでてください」

「了りよう解かいじゃー」

　先生は威い勢せいよくお茶を飲んだ。幸せそうなその表ひよう情じよう、まったりするなぁ。僕らが眠ねむることなく戦い続けることができるのは先生の癒いやし効こう果かがあるかもしれない。

「常つねに四人で絶たえ間なく攻せめ続けるのだ。数秒でも間を作れば、その隙すきをやられて敗北すると思え！」

「はいっ！」

　なんて気が引き締しまる。これが人の上に立つ器というものなのだろう。

　僕はあと何回生まれ変わってもこんな格かつ好こう良い指示をできる自信がない。

「ここからは徹てつ夜やのローテーションだ。初日は私と忠ちゆう太た君で徹夜をする。後半は色欲アスモデウスと暴食ベルゼブブでそれぞれ徹夜してもらう。徹夜組じゃない者は今の内に休きゆう憩けいを取っておくように！」

　八時間連続でのプレイ。

　その頃ころには既すでに雑ざつ談だんをする余よ裕ゆうもなく、皆みなヘロヘロ状じよう態たいだった。ベルフェゴール先生の茶をすする音だけがＢＧＭだった。

　指は痙けい攣れんしそうだし、頭も相当疲つかれている。

　その過か酷こくさは戦争と表ひよう現げんしても過か言ごんではない気がした。

　少し疲れが出てボーっとしていたのかもしれない。先輩がチョコレートとコーヒーを僕に差し出してきた。

「糖とう分ぶんを取っておくことだ。思考はエネルギーを使うからな。疲ひ弊へいしていくのはアバターのキャラだけじゃない。プレイヤーも一いつ緒しよだ」

　ああ、甘あまい……脳のうが活かつ性せい化かしていくぅ。

「ありがとうございます……この命、あなたに捧ささげます！」

「お前の命、軽すぎだろう」

　寧々の容よう赦しやないツッコミもあり、いくらか眠ねむ気けも遠ざかった気がした。

「長期戦では如い何かに効こう率りつ的てきなリラックスをできるかが勝負の鍵かぎとなる。今のがプレイヤースキル『堕天使の涙レスト・イン・ピース』だ」

　我わが家のコーヒーと板チョコがそんな格かつ好こう良い名前になるとは……！　僕たちは一時間おきに堕天使の涙レスト・イン・ピースを発動するよう心こころ掛がけた。

「これが、ワロスの戦争」

　今までも寧ね々ねとの軽い抗こう争そうはあったが、今回はその規き模ぼを遥はるかに上回る戦いだ。

「少し疲つかれが見えてるな忠ちゆう太た君。ここが正しよう念ねん場ばだぞ」

　先せん輩ぱいは僕の頭を撫なでながら言う。

「リアルとバーチャル、両方を制せいした者がゲームの勝者になるんだ。ひと月前、私は持じ久きゆう戦せんで不ふ眠みん王おうに負けた。でも今度は、私には信しん頼らいできる仲間がいる。だから負けない」

　先輩の瞳ひとみには一切の迷まよいがなかった。その姿すがたを見ると、僕も自然と勇気が湧わいてくる。

（小こ梅うめはどうしているだろうか）

　部屋の明かりは見えるが物音は一切聞こえない。

　無む限げんに思われた不眠王のパラメータも徐じよ々じよにだが減げん少しようの兆きざしを見せ始めた。

「不眠王の兵力が一万を切ったブヒー」

　城しろごと焼かれているのだ、流石さすがの不眠王もノーダメージという訳わけにはいかないだろう。

「入ったぞ、必勝パターンのループだ」

　勝利パターンのループに入ったのを確信し、天あま音ね先輩が手を強く握にぎる。

　不眠王が与あたえるダメージよりも、こちらの回かい復ふく量りようが上回っている。

　一方で不眠王は炎ほのおに焼かれながら四方を完全に包囲され退たい却きやくすることもできない。

　あとは詰つめ将しよう棋ぎのように、手順さえ間ま違ちがえずにこのループを繰くり返せば敵てきは死に至いたる。この陣じんを形成するためにはどうしても不眠王にこちらの城を攻せめ込こませる必要があった。先輩は自身のアバターが操そう作さ不ふ能のうになったように見せることで、見事敵を誘おびき寄よせることに成功したのだ。

　このゲームは先手必敗。不眠王がこの城に攻め込んだ時点で、既すでに我われ々われの勝利は約束されていたのだ。

　天音先輩は立ち上がり叫さけぶ。

「炎と共に焼け落ちる城は、決して逃にげ出すこと叶かなわぬ奴やつの永えい遠えんの棺かん桶おけ。これぞ兵法、不死鳥の棺桶フエニツクス・インブレイス！　ふっふっふ、はぁーっはっはっは……」

　叫んだ後でハッとして我に返る天音先輩。

　あまりのハイテンションぶりに、僕らでさえも啞あ然ぜんとしてしまう。そのまま先輩はモジモジと何も言わずに座すわってしまった。しかし耳が赤くなっているのを僕は見み逃のがさなかった。

　こんなハイテンションな先輩は初めて見た。自分の戦せん術じゆつが型にはまって余よ程ほど嬉うれしかったのだろう。いつもそんな風に、無む邪じや気きに笑ってくれて良いのに。

「忠太君、君はそろそろ休んだ方がいい。後は私たちで攻め続けておく」

　キリッとした顔で僕に休きゆう憩けいを告げる先輩。彼女っていつも何かを誤ご魔ま化かす時、こんな表ひよう情じようで指し示じを出して話を逸そらそうとするな。

　自分もかれこれ十三時間ほどぶっ続けで攻せめ続けていただろうか。すぐにでも眠ねむりたい衝しよう動どうもあったが、僕はグッと堪たえる。

「先せん輩ぱい。でしたら僕はちょっと席を外します。行かなければいけない場所が、あるんです」

　僕の言葉に先輩は全てを察したようだ。先輩は僕の目をまっすぐに見つめ、思いを託たくす。

「どうか君の手で戦いを終わらせて欲ほしい。彼女を倒すためではなく、彼女を救うために」

　先輩の言葉を胸むねに抱いだきながら、僕は全てを終わらせるために彼女の場所へと向かった。
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　外に出た瞬しゆん間かん、先ほどまでの賑にぎやかさが噓うそのように静せい寂じやくが僕を迎むかえた。

　まだ日は昇のぼっていない。空を見上げれば数えきれない星の光が道を照らしている。

　僕は小こ梅うめの家を訪おとずれる。

　幼おさない頃ころから何度も訪れてきた彼女の部屋だったはずだ。でも今はまるで魔ま王おうの城しろに向かうかのようだ。この先に不ふ眠みん王おうとしての小梅がいると思うと、自然と恐きよう怖ふで足が竦すくみそうだ。

　家族同然に育ってきた僕は小梅宅たくの鍵かぎを預あずかっている。なんか夜よ這ばいみたいで少し気が引けたが、僕は意を決して彼女の家へと上がり込こんだ。

（そう言えば、最後に小梅の部屋に入ったのはいつだろう）

　今ではもう思い出すことができない。いつから僕らの道は違たがえてしまったのだろう。けれど、まだ僕と彼女の絆きずなが失われた訳わけじゃない。僕はそれを確たしかめに来た。

　僕はノックを三回する。しかし返事はない。

　不ふ在ざい？　そんなはずはない。部屋の明かりが扉とびらの下から漏もれているし、微かすかだが部屋から物音が聞こえてくる。

　断だん続ぞく的てきに何かを刻きざむような音。この音は今の僕にはなじみ深い。携けい帯たいを操そう作さする時のキー音だ。

「小梅、入るよ」

　僕は深夜ということもあり、小声で確かく認にんをした後に扉を開ける。

　そこにいたのはボクシンググローブを外し、一いつ心しん不ふ乱らんに携帯を打ち続ける小梅の姿すがただった。

　机き上じようには大量のコーヒー牛乳の空パックの山、オロカナルＣの空きビンが大量に転がっている。目の下には大きなクマ。彼女はずっと、眠らずにプレイをしていたのだろうか。

　だが何よりも注意を引いたのは、小梅の超ちよう高こう速そくな携帯操作だった。彼女も究極と呼よべる域いきでの刹せつ那なを習得しているようだ。

　部屋に訪れたは良いものの、重苦しい雰ふん囲い気きになんて声をかけていいか分からない。今の僕は七大罪セブン・ギルテイのシヴァ、彼女は倒たおすべき不眠王なのだ。

「何しにきたの？」

　小こ梅うめは目線を携けい帯たいに向けたまま、冷れい淡たんな声で僕を迎むかえた。

「私を嗤わらいに来たの？　それとも私を妨ぼう害がいしに来たの？　ちゅーたには術じゆつ者しや殺ごろしは似に合あわないから止やめた方がいいよ」

　僕を敵てきと認にん識しきしている棘とげのある口調。術者殺しだなんてとんでもない。ヘタレの僕がそんなことしたら小梅のカウンターパンチで一発ＫＯされる自信があるぞ！

　僕は圧あつ倒とう的てきなプレッシャーに負けぬよう、小梅の目を見て伝える。

「小梅、降こう伏ふくしてくれ」

　僕の言葉に小梅の携帯操そう作さが一いつ瞬しゆんだけ止まる。しかし、何も聞こえなかったかのように彼女の指先は刹せつ那なに戻もどる。

「小梅ほどの実力者なら、否いな、小梅ほどの実力者だからこそ戦局が分かるはずだ。もうこれ以上は君の体が持たないよ」

　僕にできるのはこの決戦の幕まくを静かに下ろさせることだけだった。

　小梅は大きなため息を一つ吐ついた。しかしその強い目はまだ携帯画面に釘くぎ付づけのままだ。

「そうね。確たしかに状じよう況きようは絶ぜつ望ぼう的てきだね。認みとめるよ」

　炎ほのおに囲まれた城しろの中、退たい却きやくすることも叶かなわず四方から攻こう撃げきされ続ける。これはまるで炎の牢ろう獄ごく、彼女のために用意された棺かん桶おけだ。

「でも決着が付くまで私はあがき続ける。長時間耐たえていれば想定外の何かが起こるかもしれない。突とつ然ぜんの第だい三さん勢せい力りよくがあなたたちの背はい後ごを突つくかもしれない、急な自し然ぜん災さい害がいで戦が中ちゅう断だんされるかもしれない。サーバーがメンテナンスで一時的にプレイ中断になるかもしれない」

　小梅の瞳ひとみが狂きよう気きの光で爛らん々らんと輝かがやく。今の彼女の瞳には、世界はどのように見えているのだろう。

「そんな都合のいい偶ぐう然ぜんは起きない。そんな限かぎりなくゼロに近い可か能のう性せいのために、もう無理をするのはやめなよ」

「それ以外に選せん択たく肢しがないなら、私は迷まよいはしない！」

　説得も虚むなしく、返ってきたのは明めい確かくな拒きよ絶ぜつだった。

「私は負けられない！　私はこのゲームに勝つために、あらゆるものを犠ぎ牲せいにしてきた！」

　こんなにも取り乱みだす幼おさな馴な染じみの姿すがたを僕は初めて見る。彼女を覆おおう仮か面めんが取り除のぞかれ、初めて見る彼女の素す顔がおに僕は戸と惑まどいを隠かくせなかった。

「友達と遊ぶ時間も、勉強する時間も……恋こいする時間も」

　その叫さけびは強い嘆なげきのようだった。

「ここで負けたら、そのすべての犠牲が無む駄だになってしまう！」

　不ふ眠みん王おうが雄お叫たけびをあげ、再ふたたび進撃を開始する。その姿は悪あつ鬼き羅ら刹せつが如ごとし。圧倒的な執しゆう念ねんとも言えるその原動力に、僕の背せ筋すじは凍こおる思いだった。

　幾いく多たの矢に貫つらぬかれ、数えきれぬ刃やいばで傷きずを負おうとも、その王は歩みを止めず、近づく兵全てを薙なぎ払はらう。鎧よろいは鮮せん血けつの真しん紅くに染そまり、その様はどこまでも禍まが々まがしい。

──私、やるべきことがあるから。

　僕の誘さそいを断ことわる時の彼女は、どこか悲しげな笑みを浮うかべていた。

　一つの目的のために全てを捧ささげようとする一いち途ずな魂たましい。それが不ふ眠みん王おう。

「小こ梅うめ、君はずっと家族に会いたかったんだね」

　僕は彼女がどれだけ頑がん張ばり屋だったかを知ってる。苦しい時も泣き言一つ言わず、彼女はひたすらゲームをプレイしていたのだ。父の忘わすれ形見であるボクシンググローブを付けながら。

「不眠王を守ろうと数多あまたの軍ぐん勢ぜいが僕の前に立ちはだかった。皆みんな、君を守ろうと必死だったよ」

　たとえ君が孤こ独どくな覇は道どうを歩むことを選んだとしても、そんな君に惹ひかれ君に付き従したがおうとした者は少なくなかったんだ。

「君は負けてしまえば犠ぎ牲せいにしてきた全てのものが無む駄だになると言ったけれど、君のこれまでの軌き跡せきはきっと無駄にならないよ。君が歩んできた道のりを、歴史は僕らが必ず紡つむぐ」

　いつか──いつか、彼女とも笑いながら話を交わすの時が来るだろうか。パラメータを１上げるのに躍やつ起きになったり、レアカード集めに一いつ喜き一いち憂ゆうしていた日々を。

「たとえデータが失われて消えたとしても、繫つないだ絆きずなや築きずき上げた思い出は決して消えないよ。君が忘れたと言っても、僕がずっと覚えてる。紡いだ言葉をログに取らなくたって、僕は何度でも思い出せる」

「……」

　彼女は何も答えなかった。一いつ心しん不ふ乱らんに携けい帯たいを操そう作さし続ける。小梅ほどの手て練だれであれば、もう戦局はひっくり返らないことは分かっているはずなのに。

「小梅。僕はソーシャルゲームを始めてから、今まで話したことがないような人と沢たく山さん話をしたんだ」

　彼女はゲームをすることで多くのものを失ってきたと言った。でも僕は、ゲームをすることで数えきれないものを手に入れてきた。何かを失っただなんて思ったりはしない。

「僕がくだらないと思い込んでたり、退たい屈くつだと思ってた人達はみんな面白い人達だった。皆それぞれのプレイスタイルがあって、このゲームの世界でそれぞれの人生を生きていたんだ」

「何が言いたいの？」

　小梅は強い瞳ひとみで問いかける。その揺ゆるぎない瞳は僕が大好きなあの人の瞳と似にていた。

「ソーシャルゲームはもっと楽しくて素す敵てきなものだよ。君が目的を果たすために眠ねむらずにプレイし続けると言うなら、僕はこれから先、何度でも君を止めるよ」

　小梅の携帯が強く振しん動どうする。

　内ない容ようは見なくても分かる。不眠王の敗戦の報しらせだ。

「戦いは終わった……。もう眠るんだ、きっと素敵な夢ゆめが君を待ってるよ」

　まるで糸が切れたマリオネットのように、彼女は頽くずおれた。

　隠かくしきれない感かん情じようが雫しずくとなって、少女の頰ほおを伝った。

「ちゅーた。私は……」

　そんなか細い声が、彼女の喉のど元もとから漏もれたような気がした。今にも消え入りそうな、親を待つ子こ供どもの様な震ふるえた声。

　小こ梅うめの夢ゆめ──いつか家族全員で楽しく食事をすること。彼女はずっと父親に会いたがっていた。

　静かな呼こ吸きゆうの音が聞こえてくる。不ふ眠みん王おうに眠ねむりの時が来たのだ。

　それはまるで憑つき物が取れたかのような、遊び疲つかれて眠る無む邪じや気きな子供のような寝ね顔がおだった。













　【エピローグ】







　全ての戦いが終わった翌日。

　僕は先せん輩ぱいの家を訪おとずれた。勝利の祝いと、どうしても言わずにはいられない苦く情じようを伝えるために。

　何度目かになる先輩宅たくへの訪ほう問もん。

　三回のノックをした数秒後に、明るい声が僕を招まねく。

「やあ。よくぞ来てくれた」

　その爽さわやかな笑顔に気け圧おされそうになるが、そんな自分をグッと堪こらえる。まずは苦情を言ってからだ。七大罪セブン・ギルテイの憤怒サタンを担たん当とうする者として、この怒いかりをなかったことにできない。

　だから今日は挨あい拶さつの代わりに開口一番、

「先輩、どうして僕らに黙だまってたんですか。先輩のデータが消えたと思って、僕らは……」

　溜たまっていた不満をぶつけざるを得ない。

「僕らがどれだけ心配したと思ってるんですか」

　七大罪セブン・ギルテイの、あのチームの絆きずなに噓うそなんて一つもなかったのだと信じたかった。目的のために部下を利用するような人の下では僕は天下を目指せない。僕はどうしても彼女の沈ちん黙もくの理由を聞かずにはいられなかった。

「すまないと思っている。だが、真実を知らせなかったからこそ君の偽いつわりのない素すのリアクションを見ることができたんだ。あの真に迫せまる怒りがあったからこそ、翔しよう子こは騙だまされた」

「確たしかにデータが消えた演えん技ぎをしろと言われても、僕には噓をつけた自信はないですけど」

　作戦を秘ひ密みつにした理由が僕の演技力の無さだと言われたら、何も反はん論ろんできない。

　だが先輩は、首を振ふり自分の言葉を否ひ定ていした。

「いや、偽りの言葉で自分を飾かざるのはやめよう。私はとても心の小さい人間なんだ。いつだって相手の心を知ろうとして、数多あまたの奸かん計けいをめぐらしている。今回の件けんも不安だったのだ。もし作戦を打ち明けて君たちに裏うら切ぎられたら、私はもう二度と誰だれも信じられない」

　自分の胸きよう中ちゆうを吐と露ろする先輩はとても弱弱しく儚はかなげに見えた。

　僕は声を掛かけようとしたが、先輩の瞳ひとみを見て思わず息を吞のんだ。

　彼女の美しいブルーの瞳。いつでも揺ゆるぎない光で輝かがやいていた彼女の瞳。

　その碧へき眼がんが涙なみだで滲にじんでいた。抑おさえきれない感かん情じようが溢あふれるように、それはとめどなく彼女の瞳から零こぼれ落ちる。

「私のために本気で怒おこってくれてありがとう。とても、嬉うれしかった」

　絞しぼり出すようなか細い声。

　先せん輩ぱいは卑ひ怯きようだ。そんな壊こわれそうな笑顔でお礼を言われたら、ヘタレな僕には怒おこれない。

　ずっと裏うら切ぎりの中にいた先輩は今までどんな気持ちだったのだろう。先輩は刃やいばの鎧よろいを身に着け、教室で独ひとり誰だれにも隙すきを見せないようにしていた。その鎧は先輩自身の心も傷きずつけていたのだ。何も信じなければ何にも裏切られないで済すむだなんて、そんな悲しいことは二度と言ってほしくない。

「──僕は七大罪セブン・ギルテイの憤怒サタンですからね、怒るのは僕の役目ですよ」

　だから僕はキリッとした顔で、少し冗じよう談だんっぽく答える。そしてたまには弱っている先輩に意地悪するのもいいだろう。

「先輩ももう少し僕を信用してくれてもいいんじゃないですか」

　僕の言葉に先輩は耳まで赤くなった。

「わ、私だって……今回の件けんはヒントもたくさん用意したんだ。気付かなかった君だって悪い」

　先輩は拗すねた子こ供どものように、顔をぷいっと横に向けて口を尖とがらせた。

「私はプレイヤースキル、術じゆつ者しや殺ごろしを誰よりも警けい戒かいしている。なので必要な時以外は決して手をポケットから出したりはしない」

　確たしかにそうだ。いつもポケットに手を入れている彼女が、翔しよう子こ先輩と会う時だけ無む防ぼう備びに携けい帯たいを出していた。あれは携帯本体を攻こう撃げきしろという挑ちよう発はつだったのか。

「ヒント二つ目はかなり分かりやすいものだった」

　彼女はポケットから携帯を取り出す。その携帯には小さな狸たぬきのストラップが付いている。僕から彼女への、初めてのプレゼントしたものだ。

「まずは君からもらった携帯ストラップ。あれを私は携帯が壊こわされる日のみ外していた」

「あっ！」

　僕は毎度のことながら間ま抜ぬけな声を出し、合が点てんしたように手をポンと叩たたいた。

「なるほど。携帯が壊されることを予想していたから事前にストラップを外しておいたんですね。一いつ緒しよに壊れたら勿もつ体たいないから」

　僕の言い方が気に食わなかったのか、先輩は少し頰ほおを膨ふくらませた。

「その解かい答とうはロマンチックじゃないけれど、正解だ。作戦とはいえ、私が君からもらったストラップを失くす訳わけがないだろう？」

　じゃあ、僕からもらったものを付けるのが恥はずかしくて外していた訳ではなかったのか。てへてへ。

「河童かつぱ惇とん君は翔子と中立関係にあったが、七大罪セブン・ギルテイに勧かん誘ゆうする際さいに二重スパイとして働いてもらうよう契けい約やく済ずみだった。携帯を壊すのは躊躇ためらわれたが、差し出した代だい償しようが大きかったからこそ翔子を騙だますことも出来た訳だ」

「なるほど……謎なぞは全て、解とけた！」

　全ては天あま音ね先せん輩ぱいのシナリオ通りだった訳わけだ。僕の心はパズルが完成したようなスッキリ感で満たされた。

「裏うら切ぎりには裏切りを。私は彼女の裏をかきたくて必死だった。このゲームの本ほん質しつを教えてくれた彼女に、師しを超こえるのは弟子の義ぎ務むだから」

　先輩の表ひよう情じようはどこか憂うれいを帯びているかのように見えた。

「不ふ眠みん王おうだけじゃない。翔しよう子こも凄すごいプレイヤーだった」

　先輩は初めての仲間、初めての家族であり、初めての裏切りだった彼女に複ふく雑ざつな思いを寄よせていたのだろう。

「常つねに慢まん心しんすることなく奸かん計けいを巡めぐらせ、彼女なりの方法で天下を取ろうとしていた。途と中ちゆうで術じゆつ者しや殺ごろしのスキルなど、リアル寄りの戦せん略りやくに寄ってしまったのは非ひ常じように残念だがな」

　もしかしたら先輩は、本当は心のどこかで翔子先輩と仲直りをしたかったんじゃないだろうか。彼女の本当の願いはきっと……。

「もしかしたら、ですけど」

　不意に一つの推すい論ろんが浮うかんだ。それはとても可か能のう性せいの少ない夢ゆめ物もの語がたりのような仮か説せつだけれど、僕は口にせずにいられなかった。

「先輩のお父さんは心が冷たいんじゃなくて、不器用なだけなんじゃないでしょうか。家族とちゃんと向き合うことができない人で」

　大切だからこそ壊こわれることが怖こわくて、ちゃんと向き合うことができなくなる。そんな子こ供どもじみた不器用さを、大人おとなになったあの人も持っているのだとしたら。

「でも家族との絆きずなを感じていたくて、家族同士が一いつ緒しよに遊んでくれたらと思ってこのゲームを作ったんじゃないでしょうか」

　たとえその結果ドロドロした醜みにくい争いが生まれたとしても、本気で競い合うことでしか生まれない絆もある。裏切りがあるからこそ信しん頼らいがあり、一人じゃ成せない大きな夢があるからこそ僕らは集まってチームを組む。

「このゲームは確たしかに騙だまし合いや裏切りで満ちているのかもしれません。でも、一方でソロプレイでは決してクリアできないように難なん易い度どが設せつ定ていされている。先輩が僕と出会った時に言ってくれたように、このゲームはプレイヤー間の絆をテーマにした素す敵てきなゲームだと思うんです」

　僕の言葉に、先輩はとても久ひさしぶりに柔やわらかな笑みを見せた。

「君にそう言ってもらえると、私もどこか救われた気がしてくるよ」

　それは無む限げんの戦いに身を置いてきた強い戦士の表情からは想そう像ぞうできない、僕と一歳さいしか変わらない不器用な少女の笑みだった。

「私もいつか、笑顔で彼らと話せる時が来るのかな」

　か細い震ふるえた声が紡つむぐ、彼女の本当の願い。

　この人はダイヤモンドのように強く美しい心を持っている一方で、とても壊れやすく脆もろい。大事なところで素す直なおになれない不器用な人だと僕は知っている。

　だから僕は強い決意と共に言った。

「そうなるように応おう援えんします。僕も先せん輩ぱいの笑った顔が見たいですから」

　必死で悩なやみながら、それでも歩みを止めずに前へと進み続ける彼女を僕はこれからも支ささえていきたい。

「今度、いつか都合がついたら小こ梅うめと月つき絵え、ついでに翔しよう子こ先輩も誘ってみんなで一いつ緒しよに遊びましょうよ。きっと楽しい時間になるはずです」

　僕はキリッとした顔で言ったけど、内心では女子四人男一人で両手に花以上だウヒョヒョーと思っていた。僕らだけで楽しんだら寧ね々ねや凄すご井い君は嫉しつ妬とするだろうか。いっそのこと七大罪セブン・ギルテイのみんなも呼よんで盛せい大だいにパーティーをしてもいいかもしれない。ブタの声と笑い声に鈴すずの音ね、先生の俳はい句くと、とても賑にぎやかな宴うたげになるだろう。

「ありがとう。とても楽しみだよ」

　これで今回の戦いの多くの問題は解かい決けつした。しかしまだ腑ふに落ちないことがある。

「壊こわされた携けい帯たいに入っていたデータは何だったんですか？　あの時、先輩は確たしかにワロスの画面を操そう作さしてました。消えても構かまわないサブアカウントでも作っていたんですか？」

　ワロスは携帯固有ＩＤとデータが紐ひも付づいている以上、一つの携帯で二つ以上のキャラクターを操ることはできない。だが、携帯を二つ持てば一人で複ふく数すうのキャラを操作することは可か能のうだ。

　先輩は僕の質しつ問もんに答える代わりに、一つの問いかけを返してきた。

「君はプレイヤースキル『二刀流ダブル・ハーツ』というものを知っているかい」

　二刀流ダブル・ハーツ。両手で刀かたなを持ち戦うプレイスタイルのことか。我われ々われソーシャルゲーマーだと、刀は何を意味するのか。

「不ふ眠みん王おうは二人で一つの携帯を扱あつかっていたが、私はその逆ぎやくだ」

「もしかして、先輩は二つの携帯を一人で使っていたんですか？」

　両手でそれぞれの携帯を操作するにはどれだけの鍛たん錬れんが必要になるだろうか。改めて、彼女はソーシャルゲームに全てを捧ささげてきたのだと痛つう感かんする。

「私はいつも右手に誰だれにも負けない戦士の心を、左手には誰にも心を開けない弱い心を抱かかえていた。ディスプレイを通してでしか本音で話せない、そんな弱い心だよ」

　彼女はそう言ってポケットから携帯を取り出した。赤と青、二つの色いろ違ちがいの機種だ。

「先ほど、ワロスのカスタマーサポートに問い合わせてデータを復ふく元げんしてもらえたよ。私のサブアカウントは『一桁デイジツトナンバー』ではないから、対たい応おうは優やさしかったよ」

　そう言って先輩は新しい携帯のアプリを起動する。目にも止まらぬ速さでキーを操作したかと思うと、僕の携帯が振しん動どうした。

　このゲームを始めてから僕の携帯はよく震ふるえる。





　何者かがあなたにコンタクトを取ってます。






　ディスプレイに映うつるのは風に揺ゆれてなびくポニーテール。向日葵ひまわりのような柔やわらかい笑顔。

　それはゲームが始まって以来、ずっと僕を励はげまし支ささえてくれた村むら娘むすめのアバターだった。いつだって素す直なおで一いち途ずな彼女に、どれだけ僕は救われたことだろうか。

『また、会えましたね。領りよう主しゆ様』

「ムスメ！」

　僕は逸はやる鼓こ動どうを抑おさえ、シヴァを操そう作さする。こんな時はどんなアクションを実行すればいいんだろう。ばんざいコマンドやガッツポーズのコマンドでは全然表ひよう現げんしきれない。

『また会えると信じてました。こうしてあなたの傍そばで、あなたの歴史を見み届とどけることが私の喜びです』

「僕も、ずっと自分を信じてくれた君がいたからこそ、強いシヴァでいられた気がしたんだ。どうかこれからも僕を傍で支えてほしい」

　そこで、僕はあることに気付いた。

　天あま音ね先せん輩ぱいは右手の携帯でスカイメロディを操あやつっている。では、左手の携帯で操っている操作キャラは誰だれなのか。

「まさか、あなたが……」

　しかし照れてるのか、先輩は赤くなったままこちらを見ようとしなかった。代わりにムスメのメッセージが届く。

　そう言えば昔、先輩は僕の前で領りよう収しゆう書しよがどうこうと不自然なことを言ってたのを思い出した。あれはムスメの口調でうっかり、『りょうしゅさま』と言いかけてしまったのを慌あわてて『りょうしゅうしょ』と誤ご魔ま化かしたのだろう。完かん璧ぺき超ちよう人じんのように見えて、意外とダメなところもある先輩っぽさに僕はつい苦笑してしまう。

『領主様の活かつ躍やくをずっとずっと傍で見ていました。凄すごく格かつ好こう良かったですよ』

　ムスメはいつだって僕を全面的に信しん頼らいしてくれていた。たとえ正体を隠かくしていたとしても、僕は騙だまされただなんて思わなかった。

『領主様。今まで』

　そこで不意にムスメのメッセージが途と切ぎれた。そして横で、緊きん張ちようのせいか嚙かみ嚙みな先輩が一いつ生しよう懸けん命めいに告げてくれた。

「今までずっと私を信じてくれてありがとう。私も、君を信じてみたい。どんな時でも自分らしくて、一生懸命な……少しヘタレな領主様」

　その笑顔はあどけなく、無む邪じや気きなムスメの表ひよう情じようと重なる。

　天てん下か統とう一いつを目指す指し揮き官かんとしての彼女、一途な村娘としての彼女。二つの心を知って、僕は初めて先輩と出会えた気がした。
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　眉び目もく秀しゆう麗れい、才さい色しよく兼けん備びに見えて少し子供っぽい純じゆん粋すいさを併あわせ持つ大好きな天あま音ね先せん輩ぱい。僕のたった一人の盟めい主しゆ様。




　　　　＊＊＊




「ふふっ、弱いところを見せるのはこれくらいにしよう」

　彼女はポケットからメインの携けい帯たいを取り出し、アプリを起動する。

「天てん下か統とう一いつはまだ遠い。不ふ眠みん王おうの逝せい去きよ後、二つの勢力が名乗りを上げた。まるで不眠の王の敗北が筋すじ書がき通りだと言わんばかりのタイミングでな」

「えっ」

　不眠王を倒たおし、戦いが終わったと思い安あん堵どしていた僕は思わず間ま抜ぬけな声を上げてしまった。天音先輩は既すでに新たな敵てきへの情じよう報ほう収しゆう集しゆうも怠おこたっていないようだ。

「南には闇やみの力も厭いとわない暗黒の軍ぐん勢ぜい、『ダーク・メランコリック・ポイズン』がいる」

「闇の力……厄やつ介かいそうですね」

　聞いただけでもうダメポと感じてしまうような恐おそろしい集しゆう団だんだ。

　僕もワロスをプレイしている内に何度か闇の力の誘ゆう惑わくに囚とらわれたことがあった。それだけ闇の力は大きな影えい響きよう力りよくを秘ひめている。それこそ、傾かたむいた戦せん況きようを一いつ瞬しゆんで覆くつがえす程ほどの力を。

「問題はもう一人の王だ」

　なんと、闇やみの力以上に厄やつ介かいな敵てきがいるというのだろうか？

「江こう東とうでは全く情じよう報ほうのない新しん勢せい力りよく、『忘却されしオブリビアス・彷徨うワンダリング・死神タナトス』が名乗りを上げた」

　これまた恐おそろしい名前だ……聞いただけでオワタと思ってしまうほどに。

「このチームの盟めい主しゆは『虚きよ無むの王』。このプレイヤーのＩＤはゼロだ」

　ＩＤが１から始まるものと思い込んでいた僕には意外な事実だった。ＩＤ一桁けたは藤とう堂どう家の後こう継けい者しや候こう補ほの証あかし。それはつまり……

「私たち後継者が誰だれも知らない『一桁デイジツトナンバー』、それは最後の後継者候補だ」

　ゼロという特別なナンバーを冠かんするプレイヤーが何者なのか。

　大きな戦いを終えたばかりだというのに、既すでに新たなる敵との戦いに胸むねを躍おどらせている自分がいた。

「不ふ眠みん王おうという歯止めを失い、世界は新たな時へと秒びよう針しんを進めた。これよりこの世界は、真の三国時代へ突とつ入にゆうだ」

　ここから先は乱らん世せの始まりだ。

　先せん輩ぱいは少し照れたように笑いながら言った。

「今の私は独ひとりでゲームクリアだけを目指してプレイしていたあの頃ころとは違ちがう。私は天てん下か統とう一いつへの道を、君と歩んでいきたい」

　彼女はそう言って、出会った頃のように手を差し伸のばした。その掌てのひらに見える幸福への片かた道みち切きつ符ぷ、僕はその手を摑つかむ。

「ついていきますよ、どこまでもずっと」

　広がる無む限げんの世界を、僕はこれからも彼女の隣となりで駆かけ抜ぬけていくのだろう。

　時には嫉しつ妬としたり、怒おこったり、調子に乗って怠なまけたり、僕は笑いながらこの道を行くだろう。

　僕は携けい帯たいのアプリを起動する。

　３・５インチの中、どこまでも広がるもう一つの世界。

　もう眠ねむりの中で素す敵てきな夢ゆめを探さがす必要はない。

　夢より輝かがやく素敵な物語が、この先に待っているはずだから。







　あとがき




　はじめまして。光ひかり野の鈴すずと申もうします。

　ペンネームの由ゆ来らいは『ライトノベル』→『ライトのベル』→『光の鈴すず』です。

　この度、拾い上げという形で電でん撃げき作さつ家かとしてデビュー致いたしました。『拾い上げ』という言葉を初めて知ったのは第十七回電撃大賞の四次選考で落選した時のことでした。選考で良いところまで行った場合、編集者様から連れん絡らくが入り、推すい敲こうの果てに出しゆつ版ぱんできる可か能のう性せいがあると友人から教えてもらいました。その話を聞いて以来、毎日ニヤニヤしながら携けい帯たい電でん話わを見つめる日々が始まりました。会社の人からは「ついに彼女ができたか」と誤ご解かいされ、生なま暖あたたかい目で見守られるようになりましたが、ニヤニヤする日々はまだまだ続きました。

　しかし、季節が移うつり、葉の色も変わり、ついでに私の職しよくが変わっても連絡が来ることはありませんでした。また改めて頑がん張ばるべく「そろそろ新作に取り掛かかるかー」と重い腰こしを上げ始めた頃ころ、私の携帯のベルが鳴り響ひびきました。ずっと待ち続けた、幸運を告つげるベルでした。

　電話をいただいたのは、とある深夜残業明けの昼前でした。いつも仕事中には「はい！　はい！」という感じなのですが、その時は眠ねむくて「ふぁい……ふぁい」みたいな受け答えでした。

　会話が終わって現げん実じつ感かんが増まし、冷静になった途と端たんに恥はずかしさで布ふ団とんの上でバタ足をしました。すぐ謝しや罪ざいの電話をした方が良いのでは、いやしかし面めん倒どうな人間だと思われるのでは……と無む限げんループに陥おちいった果てに、とりあえず応おう募ぼ作さくを見直してみることにしました。

『くんかくんか　～リア充じゆう爆ばく発はつ肉まんは三度爆はぜる～』と題された私の応募作。読み返してみるとオリジナリティ溢あふれる誤ご字じの数々、勢いきおい溢あふれる勢いだけの展てん開かい……やっぱり編集者の方々に土ど下げ座ざした方が良いかもしれない……。

　そんなダメな私を温かく迎むかえてくれた編集の粂くめ田たさんには心から感かん謝しやしております。プロット相談のやり取りは毎回とても学ぶものが多く、私にとって何物にも代えがたい時間でした。

　イラストを担たん当とうしていただいた笹ささ森もりさん、美び麗れいなイラストを描かいてくださり誠まことにありがとうございます。初めて自分の文章が絵になった時の感動は生しよう涯がいずっと忘わすれません。

　また、私の文章を隅すみ々ずみまでチェックしていただいた校こう閲えつ様や関係者様に心から感謝致いたします。




　本作は、私のエンジニアとしての経けい験けんを活いかして「ソーシャルゲームを題材に一作書いてみませんか？」という提てい案あんから生まれました。その話を聞いた瞬しゆん間かんから素す敵てきな物語のアイデアが溢れ出して、心から楽しんで書くことができました。電話のベルが鳴り響いた時の心しん境きよう、ずっと夢ゆめ見ていた向こう側の世界から手を差し伸のべられたようなあの時の気持ちは本ほん編ぺんにも反はん映えいされております。もし叶かなうなら、これから先もずっと作品を書き続けていたい気持ちです。




　最後にこの作品を読んでくださったあなたへ──どうか光の鈴が鳴り響きますように。
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光ひかり野の 鈴すず

東京在住。普段はエンジニアを演じニヤリとしてます。ペンネームは「凍てつく闇」にしようか迷いましたが直前で恥ずかしくなってやめました。左のプロフィール画像ですが、実は〝鈴〟が本体です。猫は飾りかもしれません。
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イラスト／笹ささ森もりトモエ

冬は苦手ですが温泉と魚介類と雪は好きです。しかし、一昨年から魚には胃腸炎、食中毒と毎年お見舞いされています。今年はどんな病気にかかるのか楽しみですね。
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彼かの女じょはワロスの盟めい主しゅさま




はじめての天てん下か逃とう一いつ








光ひかり野の 鈴すず
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